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3 建築計画の概要：建築の空間と造形

4 建築物内外の環境：気候と建築
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11 都市と地域の計画：都市計画の概要

12 都市と地域の計画：都市計画の進め方
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生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義

１年次

前　期

370106

担 当 者

建築計画原論

中村 光彦

資格選択区分

年次配当

２単位　　　必修

試験７０％、授業態度３０％

開講時期

所    属

科 目 名

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

二級建築士試験対策講座「建築計画」
　　　　　　(社)全日本建築士会編

授業形態

単 位 数

受入可能人数 若干名

到達目標

　建築計画を進めていくに際し、重要な必須事項である建築計画原論について、今後益々重要な問題とな
る環境・エネルギー等を視野に入れつつ、基礎的理解を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

資料配付・映写、ビデオ

授業概要

　テキスト以外

　建築計画について、室内環境、自然環境、都市環境等の諸点につき、計画原論の理解を深め、以上に係
わる二級建築士学科試験問題が解ける程度。

建築物内外の環境：換気と通風

建築物内外の環境：伝熱

建築物内外の環境：音響

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　建築設計を進める場合に、最も基礎的な条件として、周辺環境や室内環境をどのように捉え、考えてい
くかが極めて重要です。これらについて、基礎から応用までできるだけ具体的に考え、学んでいきます。

建築物内外の環境：採光と照明

建築物内外の環境：日照・日射・日影

建築計画の概要：建築計画の意義

授業計画

建築計画の概要：建築計画の進め方

建築物内外の環境：色彩計画

都市と地域の計画：住宅地計画

防災・避難計画

建築計画と環境・エネルギー



不可
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日本建築史　中世

日本建築史　近世

近代建築史　概論

近代建築史　古代

近代建築史　中世

近代建築史　近世

図説日本住宅史　　図説　日本住宅の歴史

授業概要

日本建築史　中世

　テキスト以外

　現在の建築物がどのような過程を辿って今あるのかを、西洋や日本の歴史を通して理解することができ
る。そして身近な建築物を見学することで、テキストで学んだ知識を現実のものとして理解し、それらを
まとめることできる。

西洋建築史　概論

日本建築史　概論

日本建築史　古代

日本建築史　古代

西洋建築史　近世

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　住まいの形態、生活様式に何も疑問を感じないで暮らしている皆さんにとって、過去を知ることは、現
在をより鮮明にかつ生き生きさせることにつながります。これからの生活を豊かな潤いのあるものにする
ためにも先人の辿った道を勉強しましょう。

試験４０％、提出物３０％、授業態度３０％

西洋建築史　古代

はじめに　　住まいの原型、住居と家族の生活、個人の生活

授業計画

西洋建築史　中世

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

　図説　建築の歴史

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義　

１年次

前　期

370107

担 当 者

建築史

尾﨑 せい子

資格選択区分

年次配当

開講時期

所    属

科 目 名

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格選択
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択

到達目標

　テキストを中心に用いながら、建築物の歴史的変遷を時代とともに考える。そして特に鳥取県内にある
遺跡や倉吉市の町家を中心とした事例を見学することによって、講義で得た知識を現実のものとして体験
する。

２単位　　　必修

授業形態

単 位 数

受入可能人数 － 科目等履修生ほか受入　　　



可
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2
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4
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15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　色彩についての基礎的な知識を得て、グラフィックデザイン・インテリアコーディネートなどのデザ
イン計画や日常生活に応用する能力を養う。日々の生活のなかから得た各自の色彩についての発見を発
表しあうことで、観察力やコミュニケーション力も身につけたい。

色彩学

足立 純子

資格選択区分
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択

商業施設士補資格選択

到達目標

　デザイン計画全般の必須能力の一つである色彩についての基礎的な知識を、ほぼ教科書に沿って学習
する。併せて演習も行い、理論の理解を深め、感性の向上を目指す。
　後期開講科目『カラーコーディネーション』の受講は、この科目の単位取得済みが前提になる。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

色彩検定公式テキスト（３級）２００９年版
株式会社Ａ．Ｆ．Ｔ．企画

演習用カラーカード
配色カード１９９ａ（色見本帳）

370011

単 位 数 ２単位　　　必修

光と色（２）　　　　光の性質と色

光と色（３）　　　　色を見る眼のしくみ

年次配当

開講時期

色のはたらき

光と色（１）　　　　光とは何だろう

授業計画

光と色（５）　　　　混色

色の表示（１）　　　色の分類方法

色の表示（２）　　　色立体

色の表示（３）　　　三属性による色の表示

受入可能人数 ３　名

光と色（４）　　　　照明と色の見え方

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　私達は多くの色彩に囲まれて生活しています。色についての感性は、教科書での学習ばかりでなく
日々色を意識することで身につきます。少なくとも復習は行い、身につけた知識をもとに課題作品を制
作しましょう。色彩能力検定試験にもチャレンジしてみましょう。

試験４０％、提出物（演習作品、レポート等）４０％、授業態度２０％

色彩心理（３）　　　色の視覚効果

色彩心理（４）　　　色の知覚的効果

色の表示（４）　　　トーンとは

色の表示（５）　　　言葉による色の表示

色彩心理（１）　　　色の心理的効果

色彩心理（２）　　　色の連想と象徴



可

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370012

科 目 名 デザイン概論

授業形態 講義　

担 当 者 田上 重雄

若干名

年次配当 １年次

開講時期 前　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格選択
商業施設士補資格選択

単 位 数 ２単位　　　必修　

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

授業概要

　私たちの生活は、何一つデザインにかかわらないものは無い。シンボルマーク、ポスターや情報デザ
インなどの視覚伝達デザインから、工芸品やクラフト商品、家電、自動車生活用品などの工業デザイ
ン、建築、都市計画などの環境デザインから情報デザインまで具体的な事例から、デザインの意義、専
門領域を知るとともに、日常生活におけるデザインのかかわりや美しく豊かな生活がデザインとともに
あることを探る。

到達目標

・生活環境におけるデザインの意味や定義を理解する。
・デザインの歴史の中に人間の豊かな発想力、創造力の偉大さと重要性を知る。
・デザインの世界とその広がりの中に、専門課程における自ら目標となる専門領域を探す。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「世界デザイン史」阿部公正監修／美術出版社 参考書：「デザイン概論」飯岡正麻他／ダビッド社。道具教材：
トーナルカラー、カラーボールペン、ポスターカラー、定規、筆
等。プリント／映像と画像

評価方法

定期試験５０％、提出物３０％、授業態度２０％

1

2

3

4

5

6

7 特別講師

8

9

10

11

12

13

14

15

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　パワーポイントおよび画像とＤＶＤ映像による講義と手作業による実習も行います。また学外見学も
予定するが、日々、深くかかわっているデザインのある生活を見つめて考えよう。楽しい学生生活がデ
ザイン感覚と美とともにあふれ、希望に満ちあふれることを期待します。出席状況が不十分の場合は期
末試験の受験資格を認めません。

デザインと芸術（ウイリアム・モリスと美術工芸運動）

授業計画

デザインの世界（デザインの語源と語義、定義など）

デザインの保護及び知的所有権／著作権

日本のデザイン（デザイン振興とデザイン行政）

世界のデザイン（世界のデザイン市場とデザインの流れ）

デザインとコンピュータ・ＷＥＢデザイン

鳥取県のデザイン（歴史と現状）

デザインの広がりとデザインの統合

スペース・デザインの世界

デザインの領域と表現（デザインの三分野）

デザインと伝統・文化・環境

デザインと技術・芸術（バウハウスと近代デザイン）

プロダクト・デザインの世界

デザインと映像の世界

ビジュアルコミュニケーションデザインの世界



可

1

2 建築基準法について　用語の定義１

3 建築基準法について　用語の定義２

4 建築基準法について　面積・高さの算定方法

5 建築基準法について　建築手続

6 建築基準法について　一般構造１

7 建築基準法について　一般構造２

8 建築基準法について　防火・耐火構造

9 建築基準法について　避難施設等

10 建築基準法について　道路・用途地域

11 建築基準法について　容積率・建ぺい率

12 建築基準法について　高さ制限

13

14

15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

　　講義

１年次

前　期

370092

建築法規論

中村 光彦

年次配当科 目 名

担 当 者

　建築基準法を主に、建築士法・建設業法等関連法規について、出来るだけ具体的にかつ基本的理念に触
れながら学習する。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業概要

若干名

所    属

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

資格選択区分

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

　建築計画は楽しいが、同時に法的規制も考慮しなければならない事を体得する。その上に立って個性を
生かした設計を計画するには、どのようにすべきかを考えてほしい。

試験７０％、授業態度３０％

開講時期

建築の法規の必要性

　建築の計画上必要とされる社会的、法的条件について、単体、街並み、都市等の観点からの必要事項の
理解を図り、以上に係わる二級建築士学科の基礎的な問題が解ける程度。

到達目標

学生に対するメッセージ（準備学習等）

評価方法

受入可能人数

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

授業計画

筆記試験、レポート、設計計画図のチェック

建築基準法について　防火・準防火地域

その他建築関連法規

建築士法・建設業法



不可

1

2

3

4 集合住宅の計画　　集合住宅の意義

5

6

7

8

9 公共施設の計画　　公共施設の意義

10

11

12

13

14

15

公共施設の計画　　全体計画・各部の計画

集合住宅の計画　　各部の計画

まとめ　建築生産・避難計画

事務所建築の計画　　集合住宅の意義

事務所建築の計画　　全体計画・各部の計画

商業施設・その他の計画　　商業施設・その他の施設の意義

商業施設・その他の計画　　全体計画・各部の計画

教育施設の計画　　全体計画・各部の計画

テキスト以外

授業計画

住宅の計画　　住宅の意義

学生に対するメッセージ（準備学習等）

教育施設の計画　　教育施設の意義

住宅の計画　　各部の計画

集合住宅の計画　　全体計画

 科目等履修生ほか受入　　　

住宅の計画　　全体計画

　建築計画原論をさらに進めて、建築設計を行うための基礎的知識を得るために、設計製図課題との関連
をもって講義を行う。各種施設は１級建築士の設計課題に出題される対象をあげている。保育所、幼稚
園、学校、図書館、美術館、事務所、ホテル、劇場等公共施設を対象に、機能的視点よりみた建築計画の
授業を行う。

授業概要

教材

評価方法

　教科書（テキスト）

二級建築士試験対策講座「建築計画」
　　　　　　(社)全日本建築士会編

　建築計画について「建築に興味を持ち」、「学ぶ意欲を持つ」ことを目指します。「問題点を見つけ、
解決する方法を探る事の出来る」力を付けることを目指します。「発想、ひらめき。の原点」を探ってい
きます。

提出物５０％、授業態度５０％

　建築物を計画するための基本的考え方や各種建築物の計画手法を理解することができる。

到達目標

年次配当

２単位　　　　選択

科 目 名

担 当 者

所    属

－受入可能人数

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義　

１年次

前　期

370108

授業形態

建築計画各論

生田 昭夫

１級建築士受験資格必修
２級建築士受験資格必修
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格選択必修

商業施設士補資格選択

資格選択区分

開講時期

単 位 数
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10
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15

梁の力学（１）「Ｍ図とＱ図」

トラスの力学（１）節点法

トラスの力学（２）切断法、トラスのデザイン：課題（レポート）

骨組の力学（１）ラーメンの応力計算

骨組の力学（２）ラーメンの応力計算、骨組のデザイン

部材断面のデザイン：課題(レポート）

まとめ

梁の力学（２）、梁のデザイン：課題(レポート)

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「初学者の建築講座　建築構造力学」
元結正次郎、大塚貴弘　共著

必要に応じて、ビデオ教材、パワーポイント等を
用います。

力と力のモーメント、力の分解と合成（１）

授業計画

構造と荷重のモデル化、支点と反力、反力の計算

骨組の種類、安定と不安定、静定と不静定

外力と内力、応力と合応力、部材と部材力（断面力）

評価方法

試験６０％、レポート４０％により総合評価する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　限られた時間で１・２級建築士の構造に必要な基礎力を養うためには、授業内容の復習が大切です。
　授業内容の補足と理解を深めるために課題(レポート)の提出を求めます。力学の勉強は理解することで
すから、授業中の集中力と反復練習が、大切です。

構造デザインの進め方、構造デザインと構造力学、色々な構造システム：演習

力の分解と合成（２）、力のつり合い：課題(レポート)

　１・２級建築士の構造の受験勉強ができる程度の基礎力を身につけます。

授業形態 講義

単 位 数 ２単位　　　選択

資格選択区分
１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

授業概要

　建築（住居）の構造設計に必要な材料・構造の力学的な基本事項を、教科書、プリント教材及びビデオ
教材等を用いて易しく説明し、演習をしながら理解度を見て授業を進めます。

到達目標

所    属 非常勤講師

前　期担 当 者

若干名

応力と歪、材料の性質、材料実験（ビデオ教材）：課題（レポート）

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370111

科 目 名 構造力学Ⅰ 年次配当 １年次

川端 康洋 開講時期



可
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生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370052

科 目 名 基礎デザインⅠ 年次配当 １年次

授業概要

開講時期 前　期

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

単 位 数 ２単位　　　必修　

担 当 者 田上 重雄

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択

商業施設士補資格選択
授業形態 講義

基礎造形と図学（用器画法による図形の描き方）

　デザインの造形に関する構成原理の一端である色・形・素材による表現基礎とて、平面構成の基礎的
な実技と技能を習得するためにトーナルカラーによる色彩表現とスロートサークルによる基礎実技の中
に造形の秩序を学習し、住居・デザイン分野の専門分野に対応できる基礎的・基本的な表現能力と技法
を学びます。

到達目標

・デザインに必要な造形の構成要素や造形原理の知識と技法を学び広範囲のデザイン表現の基礎を
　体得する。
・構成要素や造形原理を基にした課題作品を制作することによる表現手法を修得する。
・視覚的なデザインの専門領域に応用できる課題設定手法、発想力、表現力を修得する。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「平面・色彩・立体構成」日本グラフィックデザイ
ナー協会編／誠文堂新光社、美術系「図学・製図」鳳
山社

プリントトーナルカラー、カラーボールペン、ポスターカ
ラー、コンパス、定規、筆等。プリント／映像と画像

平面構成（色彩と構成）

平面構成（色彩と構成）

平面構成（質感と構成）

評価方法

実技５０％、提出物３０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　実習用具と画用紙は各自が購入して持参します。誰にでも出来る易しい課題が誰にでも簡単には出来
ない現実に直面して課題に挑戦し、達成する喜びを体験します。楽しい学生生活がデザイン感覚と美と
ともにあふれ、希望に満ちあふれる意欲的な授業を期待します。

授業計画

オリエンテーション、授業の概要とテキスト及び準備用具の説明

造形言語その表現（色彩と形態と素材とする表現）

平面構成（質感と構成）

自己設定課題による自由構成

自己設定課題による自由構成

自己設定課題による自由構成

基礎造形と図学（用器画法による図形の描き方）

点・線・面による構成

点・線・面による構成

平面構成（形状と構成）

平面構成（形状と構成）



不可
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質感表現　布、ガラスなど

質感表現　布、ガラスなど

質感表現　布、ガラスなど

質感表現　布、ガラスなど

質感表現　金属、紙

質感表現　金属、紙

立体構成

立体構成

立体構成

立体構成

授業計画

オリエンテーション

幾何学形態　石膏

幾何学形態　石膏

幾何学形態　石膏

質感表現　金属、紙

評価方法

実技３０％、提出物５０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

  デッサンは繰り返し行うことで、必ず上達します。住居・デザインのどちらの分野を目指す人にとって
も今後の制作活動を行う上で大いに役立つでしょう。

授業概要

　本授業ではデッサンを中心とし、デザインの基礎的な知識の学習や紙を使った立体物の制作などを行
う。さまざまな造形活動を行う上で、デッサンはその基礎的な能力として重要な意味を持つものだといえ
る。デッサンは優れた観察力や表現力を養い、また自分のもつイメージを他者に伝える手段のひとつでも
ある。

到達目標

・デッサンを繰り返し行うことで基礎的な造形能力を高める。
・立体制作では平面だけでは得られない空間に対する認識を高める。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

担 当 者 前田 夏樹 開講時期 前　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択
商業施設士補資格選択

授業形態 演習

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370099

科 目 名 造形基礎 年次配当 １年次



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9 色彩効果

10 色彩と生活

11 ファッションと色彩

12

13

14

15 色彩計画の概要と演習（３）

　教科書(テキスト)

トーンを基準にした配色（２）

インテリアのカラーコーディネーション

色彩計画の概要と演習（１）

色相・明度・彩度 各々を基準にした配色（３）

色彩検定公式テキスト（３級）２００９年版
株式会社Ａ．Ｆ．Ｔ．企画
（「色彩学」で使用したもの）

色相・明度・彩度 各々を基準にした配色（１）

色相・明度・彩度 各々を基準にした配色（２）

色彩計画の概要と演習（２）

授業概要

評価方法

トーンを基準にした配色（１）

受入可能人数 －

表色系の詳細　　オストワルドシステム

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　色彩についての豊かな知識や感性は様々な職業や日常生活で役立ちます。色彩計画の課題制作ではユ
ニークな作品を楽しみにしています。資格試験にもチャレンジしましょう。
　『色彩学』受講、単位取得済みを前提とします。

試験４０％、提出物（演習作品、レポート等）４０％、授業態度２０％

教材

370036

単 位 数 ２単位　　　選択

表色系の詳細　　ＰＣＣＳ

年次配当

開講時期

表色系の詳細　　マンセルシステム

授業計画

演習用カラーカード
配色カード１９９ａ（色見本帳）
（「色彩学」で使用したもの）

カラーコーディネーション

　色彩学で使用した教科書をさらに深く理解し、応用できる力を身につける。色彩検定２級レベルを目標
とする。

　テキスト以外

　色彩学で学んだ色彩についての知識をさらに深める。具体的な色彩計画をたてる演習も行う。｢色彩学｣
（１年前期科目）の単位取得を前提とします。

資格選択区分
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択

商業施設士補資格選択

到達目標

授業形態

 科目等履修生ほか受入　　　

足立 純子

所    属

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者



不可
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１９００年代前半のヨーロッパのデザイン情勢

アメリカのインダストリアルデザイン

ヨーロッパ各国のデザイン情勢

日本のデザイン情勢

バウハウスをめぐって

プレゼンテーション

プレゼンテーション

プレゼンテーション

プレゼンテーション

プレゼンテーション

授業計画

オリエンテーション

１９世紀の混迷時代

ウィリアムモリスとアーツアンドクラフツ運動

アールヌーヴォー運動

ドイツ工作連盟とその周辺

世界デザイン史 フラッシュメモリ

評価方法

試験４０％、プレゼン４０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

  現在私たちの身の周りにある多くの「デザイン」は、偉大な先人達が築いた「デザイン」の歴史の上に
成り立っているといえます。デザイン史を学びそこにみられる理論や作品に触れることは、「デザイン」
に関する感性や創造力を高めてくれるでしょう。

授業概要

  近代産業革命後から現代に至る、「デザイン」の歴史の流れを追う。グループによるプレゼンテーショ
ンも行う。先人達の残した研究成果やその背景にある理論を学び、「デザイン」に対する理解を深めるこ
とで、個々の創造性の拡充を図る。

到達目標

・デザインの流れを学び、また多くの作家の作品を鑑賞することで自身の作品制作に活かすための知識を
得る。
・プレゼンテーション課題を行うことで、資料収集、制作、発表までのプレゼンテーションにおける一連
の流れを理解する。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　必修

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

担 当 者 前田 夏樹 開講時期 後　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択
商業施設士補資格選択

授業形態 講義

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370076

科 目 名 デザイン史 年次配当 １年次



不可
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木造部材の構造設計１

木造部材の構造設計２

木構造の接合法１

木構造の接合法２

木造各部構造の名称

枠組工法

耐力壁、小屋組

まとめ

木造各部構造２

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　木造建築物の基本である在来木造工法の知識について学びます。木材の基本的な性質から、構造上の考
え方、各部材の納まり、接合法等を具体例を交えながら学びます。

試験７０％、授業態度３０％

 科目等履修生ほか受入　　　

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

教材

評価方法

受入可能人数 －

木造建築物の構造計画１

到達目標

　建築計画を建築講法の面から考察する。一般的な木造在来工法と構法を、耐久性、安全性、経済性を確
保するため、木材の性質、その他材料との組み合わせ方等を学ぶ。また、建築が本来持つべき性能を確保
するための各部位の詳細設計の原則を考えながら、設計の基本的図書である伏図・軸組図一式を作成す
る。風・地震耐力確保の方法を学ぶ。

木造各部構造１

木造建築物の主な構成

木材：種類、材形、品質、強度等１

授業計画

木造建築物の構造計画２

授業概要

　木造在来構法と工法について、材料の性質等を把握しながら基本的事項の理解を図り、以上に係わる二
級建築士学科試験の基礎的問題が解ける程度。

木材：種類、材形、品質、強度等２

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義

１年次

後　期

370109

科 目 名

担 当 者

授業形態

建築構造論

中村 光彦

資格選択区分

所    属

年次配当

開講時期

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択２単位　　　選択単 位 数



可
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弾性解析と塑性解析、崩壊荷重と保有耐力：課題（レポート）

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370112

科 目 名 構造力学Ⅱ 年次配当 １年次

川端 康洋 開講時期

授業概要

　「構造力学Ⅰ」の内容を発展させて、建築構造物に生じる応力や変形を求める方法を学びます。プリン
ト教材を用いて易しく説明し、理解度を見て授業を進めます。

到達目標

所    属 非常勤講師

後　期担 当 者

若干名

　１・２級建築士として建築の設計をするために必要な構造デザインの基礎知識を習得します。[構造力
学Ⅰ]で学習した静定構造力学を発展させて、不静定構造物の解析原理を学習します。１級建築士として
備えておくべき構造物の力の流れを理解し、構造デザインの基礎力を身につけます。

授業形態 講義

単 位 数 ２単位　　　選択

資格選択区分
１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

骨組のモデル化：不静定次数と自由度、節点力と部材力、節点変位と部材変形

骨組解析の基本原理：平衡条件、適合条件、構成則

軸力部材(バネ）の変形：剛性と柔性、トラスの変形計算（単位荷重法）

評価方法

試験６０％、レポート４０％により総合評価します。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　｢構造力学Ⅰ｣を習得していることを前提として講義を進めますので、講義開始前に一通り復習をしてお
いて下さい。限られた時間で１・２級建築士の構造に必要な基礎知識を習得するためには、授業内容の復
習が大切です。理解度の確認のために演習を行いますし、また授業内容の補足と理解を深めるために課題
(レポート)をだします。力学の勉強は理解することですから、授業中の集中力と反復練習が、大切です。

荷重のモデル化：種々の荷重（地震、風、雪、自重、長期と短期）

仮想仕事の原理と平衡条件：外力と支点反力、外力と内力（合応力、部材力）

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「初学者の建築講座　建築構造力学」
元結正次郎、大塚貴弘　共著

必要に応じて、ビデオ教材、パワーポイント等を
用います。

構造のモデル化：部材と節点、剛接合とヒンジ、半剛接、課題(レポート）

授業計画

マトリクス法による連続梁の解析

梁の変形計算：単位荷重法、課題(レポート）

マトリクス法によるトラスの解析

マトリクス法によるラーメンの解析（１）：課題（レポート）

マトリクス法によるラーメンの解析（２）

まとめ

部材の力と変形の関係式：柔性係数行列と剛性係数行列

モーメント分配法とＤ値法の考え方



不可

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

演習

１年次

後　期

370034

尾﨑 せい子

資格選択区分

1級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格選択
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

特になし

学生に対するメッセージ(準備学習等)

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

初めての建築ＣＡＤ

　ＣＡＤの概念を理解し、操作を習得し、建築図（平面・配置）をＣＡＤで描けるようになる。

建築ＣＡＤⅠ

試験５０％、提出物３０％、授業態度２０％

到達目標

　ＣＡＤの概念、操作方法を学習し、建築図をＣＡＤ入力する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

教材

授業概要

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業計画

線を描く③：図形移動、複写、包括、処理、分割

線を描く①：直線、円、多角形、曲線、中心線

線を描く②：延長カット、コーナー処理、消去、面取

ＣＡＤの概念①：基礎知識、画面各部の名称と役割

ＣＡＤの概念②：コマンド選択、画面操作

　建築社会では、業務のほとんどがＰＣ化され、製図を書くＣＡＤもその中の一つです。
　ＣＡＤの基礎をしっかり学ぶことが大切です。

木造住宅平面図を描く⑦：配置図、建築概要出力

線を描く④：まとまった図形を描く、そして登録する

コマンド①：レイヤー管理、属性設定

コマンド②：建具コマンド、寸法、文字

木造住宅平面図を描く①：１階平面図作成、コマンドへの慣れ

木造住宅平面図を描く②：１階平面図作成

木造住宅平面図を描く③：１階平面図作成・出力

木造住宅平面図を描く④：２階平面図作成

木造住宅平面図を描く⑤：２階平面図作成・出力

木造住宅平面図を描く⑥：配置図、建築概要作成



不可

1

2

3 住環境における福祉の考え方（２）　ユニバーサルデザインの考え方と自立支援のあり方

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

 科目等履修生ほか受入　　　

年次配当

開講時期

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義　

１年次

後　期

福祉住環境論

370097

尾﨑 せい子

資格選択区分

受入可能人数 －

科 目 名

担 当 者

所    属
１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格選択

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

住環境整備の意義（１）　　　　　　住生活関連諸政策と関連法規について

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　図解　高齢者・障害者を考えた建築設計

　住環境整備全体をコーディネートする能力を身につけるため、高齢者や障害者の身体状況や行動、住宅
改修の方法について理解することができる。(福祉住環境コーディネーター検定３級の試験問題６０％正
解を目指す）

住環境における福祉の考え方（１）　福祉、ノーマライゼーションの考え方

到達目標

体験授業　　　　　　　　　　　　学内施設バリアフリー体験

　住宅を取り巻く社会環境や建築技術は日進月歩し、高齢者や障害者の住生活にかかわる関連用具の研究
も数多くされている。いずれ迎えるその日の為に、基礎的な知識を身につけることは大切なことです。そ
してこの講義終了後は、福祉住環境コーディネーター検定３級に挑戦してみてください。

試験４０％、提出物３０％、授業態度３０％

住環境整備の実践的考え方（３）　　各部屋別の整備手法について（２）

授業概要

福祉住環境コーディネーター検定３級テキスト

学生に対するメッセージ（準備学習等）

福祉住環境コーディネーターの役割と機能（２）　コーディネーターの役割について

福祉住環境コーディネーターの役割と機能（３）　コーディネーターの必要性と意義について

授業計画

教材

住環境整備の意義（２）　　　　　　日本の住環境の特徴と実態について

評価方法

体験授業　　　　　　　　　　　　学外の福祉用具・モデルルーム展示施設の見学

住環境整備の実践的考え方（４）　　事例から検討のプロセスと改善状況を考える

　テキストを中心に用いながら、実際の体験授業を通して、高齢者や障害者の身体的状況や行動、住宅改
修の必要性について学ぶ。

授業内容の総合説明、福祉住環境コーディネーターについて

住環境整備の意義（３）　　　　　　住環境整備の重要性と必要性について

住環境整備の実践的考え方（１）　　共通基本的技術について

住環境整備の実践的考え方（２）　　各部屋別の整備手法について（１）

福祉住環境コーディネーターの役割と機能（１）　福祉住環境整備の流れについて



不可

1

2

3

4

5

6

7

8 インテリアと建築構造

9 インテリアの構成

10

11

12

13

14

15

インテリアのデザイン要素（２）

インテリアと建築材料

インテリアと環境工学

インテリアの関連設備

インテリアの関連法規

インテリアの表現技法（１）

インテリアの表現技法（２）

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「インテリアの計画と設計」
小原二郎・加藤　力・安藤正雄編（彰国社）

特になし

インテリアと建築の歴史

授業計画

インテリア計画（２）

家具と人間工学

インテリアのデザイン要素（１）

評価方法

試験４０％、提出物３０％、授業態度３０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　インテリアデザインは、空間を立体的に構築する事であって、平面と立体の計画が頭の中で同時に成さ
れることである。自己開発のために実際の建物見学、本や写真などに、意識をもつことが必要である。

日本におけるインテリアデザインの経緯と意味

インテリア計画（１）

　日本のインテリアデザインの発生過程を理解し、空間造形と人間工学との関わりを習得することができ
る。そして学習の成果として、オリジナルなインテリアボードの作成をすることができる。

授業形態 講義

単 位 数 ２単位　　　選択

資格選択区分

１級建築士受験資格資格選択
２級建築士受験資格資格選択
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

尾﨑 せい子 開講時期

授業概要

　テキストを中心に用いながら、日本のインテリアデザインの発生過程、日本と西欧の空間構成の違い、
空間造形と人間工学との関わりによる面白さ等を習得する。そして知識を実践に結びつけるために、イン
テリアボードの作成を行うことで、空間イメージ構成を行う。

到達目標

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

後　期担 当 者

－

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370024

科 目 名 インテリアデザイン 年次配当 １年次



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

１年次

後　期

370096

年次配当

開講時期

科 目 名 パース演習

宮川 淳子

資格選択区分

１級建築士受験資格資格選択
２級建築士受験資格資格選択
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

到達目標

　住居など、建築物の室内空間における発想のイメージを透視図法を用いた立体的表現で具体化して、伝
達できるようにする。実習を中心に講義も含め、透視図法(パース)の基本原理を理解する。パースを表現
していく過程において基本となるインテリアイメージとともに着彩に必要な色彩にもふれながら、美しい
調和のとれた空間を正確に早く描けるテクニックを習得(把握)する｡

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業形態

単 位 数 １単位　　　選択

学生に対するメッセージ(準備学習等)

　ここではインテリアパースを中心にまず１点透視図を簡略図法により完成を目指し、充分に把握した上
で２点透視図に移り、室内を中心に作成する。着色パースとして作品を完成させることができる。

　創造性のある作品を完成させるためには描写のテクニックも大切です。又、日常生活におけるさまざま
な感性を磨き、個性ある作品を目指してください。スケッチ、デッサン等描く事に慣れておくことも大切
です。

定期試験４０％、実技２０％、提出物３０％、授業態度１０％

授業概要

１点２点透視図法　グリッド作成①　

　　　　　　　　〃　　　　　　②

１消点パース作図　室内①

パースへのアプローチ（基本になる立方体デッサンからスケッチ）

透視図法の基本原理（空間を描くためのルール）

　　　　　　　　〃 　　　

　　〃　　着色

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　「インテリアパーステクニック」
　（住宅建築文化センター編）

室内パース②　総合プレゼンテーション（最終課題）

　　　　　　　　〃 　　　

色彩とイメージの関わり（コラージュ演習）　

パース画着色演習（色鉛筆、マーカー描法）

室内パース①　着色

１、２消点パース作図　室内②

室内パース②　着色

外観パース作図



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370053

科 目 名 基礎デザインⅡ 年次配当 １年次

開講時期 後　期

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

単 位 数 ２単位　　　選択　

担 当 者 田上 重雄

「平面・色彩・立体構成」日本グラフィックデザ
イナー協会編／誠文堂新光社

トーナルカラー、カラーボールペン、ポスターカラー、定
規、筆、立体工作用具等。プリント／映像と画像

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 講義

授業概要

　基礎デザインⅠで平面構成の基礎的・基本的な能力と理解を深め、色と形と素材による表現基礎の基礎
的な実技と技能を習得した。それに加え空間把握と立体表現に必要な立体構成の基礎的技術と素材、加工
技術の知識とアイデア発想手順を習得し美術とデザイン活動に必要な基礎的・基本的な表現能力として展
開する。

到達目標

・空間や立体を造形するうえで必要な発想法、表現技法、素材加工技術を習得する。
・課題に対するアイデアの展開手法から、平面・立体を問わずその造形手法を実験し、基礎的なデザ
　インプロセスを習得する。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

授業計画

オリエンテーション、授業の概要解説とテキスト及び用具の説明

面による立体構成

評価方法

実技５０％、提出物３０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　制作に必要な実習用具は各自が購入して持参します。初めて体験するＢ１ボードの制作課題に挑戦し、
達成する喜びを体験します。また課題に対する効果的な表現手法を体験することにより、自分独自のアイ
デア発想やデザイン感覚を発見する意欲的な授業を期待します。

機能的要素を付加した立体造形

線による立体構成

立体から平面へ（立方体を用いたスケッチと図学・製図の基礎技術）

立体から平面へ（立方体を用いたスケッチと図学・製図の基礎技術）

色彩と形態と素材による立体造形

色彩と形態と素材による立体造形

機能的要素を付加した立体造形

機能的要素を付加した立体造形

個人設定課題による制作（造形の構成原理に基づく作品制作）

個人設定課題による制作（造形の構成原理に基づく作品制作）

個人設定課題による制作（造形の構成原理に基づく作品制作）

実習のまとめと課題のプレゼンテーション

個人設定課題による制作（造形の構成原理に基づく作品制作）



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特殊効果

11 ３Ｄ効果

12 トレース

13 トレース

14

15 作品制作（Ｔシャツ）

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370040

科 目 名 コンピュータグラフィックスⅡ 年次配当 １年次

担 当 者 前田 夏樹 開講時期 後　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分 商業施設士補資格選択授業形態 演習

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

  主に制作活動を中心に行うことで、ソフトの操作方法等の基礎的な知識を学ぶだけでなく、日常的に制
作活動にコンピュータを使用できる応用力を身につける。ここでは主にIllustratorを使用して基本的な
操作方法の習得や作品制作を行う。

到達目標

・グラフィックソフトIllustratorを用い、コンピュータを使った描画の基礎的な操作方法を身につけ
る。
・作品制作を行うことで基礎から応用への能力を身につける。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

あり（未定） フラッシュメモリ

評価方法

実技３０％、提出物５０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　コンピュータはデザインの制作活動を行う上での大変便利な「道具」の内の一つです。自身の制作活動
の幅を広げ、可能性を広げるものとして考え、ここで身に付けた能力をおおいに活用してください。

授業計画

Illustratorの基本操作

パスの描画

パスの描画

移動と調整

変形

ペイント

ペイント

複数オブジェクトの編集

文字の入力と編集

作品制作（Ｔシャツ）



不可

1

2

3

4

5

6

7

8 美の理解１　感情とその測定

9

10

11

12

13

14

15 特別講師：石野眞

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

造形心理学

河村 壮一郎

資格選択区分
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択

商業施設士補資格選択

370050

単 位 数 ２単位　　　選択

造形の知覚１　図と地

造形の知覚２　形のまとまり　群化の法則

年次配当

開講時期

序論　造形心理学の位置づけ

造形のための感覚論　視覚の基礎

授業計画

「美と造形の心理学」
仲谷 洋平・藤本浩一編著(北大路書房)

授業概要

　アート・クラフトやデザイン全般、住居の制作、鑑賞に関連する知覚や認知について心理学の知見を習
得し、多様な表現方法の心理的効果を理解します。

到達目標

　造形や美術の創作活動・鑑賞活動は個人の心理過程に関わっています。授業では定量的な方法や実験的
な方法を用いる心理学の立場から、その心理的過程や造形活動についての理解を深めます。

 科目等履修生ほか受入　　　

造形の知覚４　知覚の恒常性

造形の知覚５　立体視と立体表現

受入可能人数 －

造形の知覚３　錯視　多義図形

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　心理学の概念でアートやデザインを解析する楽しさを見つけられると思います。テキストにある作品例
だけでなく、図書館にある図版などを通じて、様々な領域の作品を見る経験も大切です。

定期試験７０％、提出物２０％、授業態度１０％

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

日用品、建築物のデザイン特性

造形活動の実際

美の理解２　ＳＤ法

色彩心理２　色彩の心理的効果

造形表現にみられる無意識

創造性の個人差

色彩心理１　色彩の知覚



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

コミュニケーションと人間関係

実務能力の開発とキャリア形成

女性の労働状況

女性の労働環境　セクハラの問題

経営資源とビジネス

ビジネスの各部門

ＮＰＯとビジネス

ビジネスにおける法律１　企業内部の法

ビジネスにおける法律２　企業の外部との法

ビジネス実務の推進能力

受入可能人数 ５　名

授業形態

370071

単 位 数 ２単位　　　選択　

企業から起業へ

企業の種類とその形態・特質

ビジネス実務とは何か

年次配当

開講時期

学生から社会人へ

企業と組織

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

ビジネス実務概説（仮題） 適宜配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　社会人となってビジネス界に生きていくにはそれなりの基礎知識が必要である。この講義を通じてその
基礎を学んでほしい。

定期試験７０％、、小テスト３０％、

授業概要

　ビジネス実務とはどのようなことをいうのかを理解し、ビジネスに携わるときの最低限の知識を確保す
る。

ビジネス実務概論

岩井 和由

資格選択区分
ビジネス実務士資格必修
商業施設士補資格選択

到達目標

　現代社会におけるビジネスの基本の理解と実践的な実務能力の基礎を概説する。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義　

１年次

後　期



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

人的ネットワーク形成と秘書

オフィスの環境整備

交際業務・慶弔と贈答

ビジュアルプレゼンテーションの種類

交渉・契約・印鑑

文書作成の基本

接遇（応接と処遇）のマナー

接遇（応接と処遇）のマナー

電話対応の基本

電話対応の基本

受入可能人数 ５　名

積極的な聴き方とコミュニケーションをはばむ対応

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　「挨拶」「敬語が使えない」「自分の意思を的確に表現できない」・・・卒業生を迎え入れる企業や社
会の目は厳しい。
　上司・先輩・同僚・取引先・顧客などとの対人関係をスムーズに築くために不可欠なこの第一関門をう
まく通過し、さらにスキルアップする技法を、実習を通して身に付けよう。

試験６０％、実技１０％、提出物１０％、発表１０％、授業態度１０％

370074

単 位 数 １単位　　　選択

会議・会合・コーディネート業務

話し方と言葉づかい

年次配当

開講時期

社会人としての心構えと働き方の基本

役職と会社組織

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

ビジネス実務演習　福永弘之編著　樹村房 テキストの他電話機、接遇用具、ＶＴＲ、
プロジェクター

授業概要

　ビジネスの具体的な現場を想定しながらプロの職業人として即戦力につながる実践的な学習をする。

ビジネス実務演習Ⅰ

池本 道子

資格選択区分 ビジネス実務士資格必修

到達目標

　「ビジネス実務概論」で学んだ知識・理論を踏まえて「ビジネス実務」の基本的な事柄と心構えについ
て学習をする。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

田上重雄･･････「産業支援としてのデザインの変遷と人材」をテーマとして県内

　　　　　　　産業デザインに係る調査研究。

　　　　　　　地域の素材や技術を活かしたデザイン研究（インテリア用品、

　　　　　　　クラフト商品など）

尾﨑せい子････「街並み、歴史的環境を保全する。｣というテーマで、地方小都市

　　　　　　　におけるまちづくりを伝統的建造物群保存地区において、実測調査

　　　　　　　し分析する。

前田夏樹･･････市及び県の美術展覧会への入選･受賞レベルの作品制作。地域交流

　　　　　　　の一環としての作品作り（和紙の照明）とそれを使ったウインドウ

　　　　　　　ディスプレイ

　　　　　　　展の新しい歴史。木造建築細部の研究。

河村壮一郎････色彩の心理的効果について実験･調査を通して理解を深める。

中村光彦･･････住生活の変化が住宅の形態におよぼす影響の例。現代庶民住宅の発

年次配当

開講時期

担当教員　　　　　テーマ　（　例　）

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　２年間で専門的な内容を深く学ぶのは困難です。この科目は、各人の興味･関心のある分野や、将来に
必要な分野にねらいを定めて、１年間取り組み、「このことなら私にまかせて！｣といえる力を獲得しま
しょう。

提出物７０％、授業態度３０％

授業概要

　住宅計画について学習してきた事項を基に、自ら考えたテーマに主体的に取り組み、成果に反映する。

到達目標

　住居・デザイン専攻の専門教育科目のなかで、より専門的に学びたい分野を選び、テーマを決めて取り
組む。成果は論文、作品、資格取得などのかたちにする。担当教員の各人の必要に応じた指導や助言で、
効率的な能力向上を図る。

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

　　演習

２年次

通　年

授業形態

370090

単 位 数

特別研究

専任教員

資格選択区分

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

２単位　　　選択



不可

1

2

3

4

5

6

7

8 ピアヘルパーの活動許容範囲と留意点

9 学業領域の課題とピアヘルパーの活動

10 進路領域の課題とピアヘルパーの活動

11 友人領域の課題とピアヘルパーの活動

12 グループ領域の課題とピアヘルパーの活動

13 関係修復領域に対するピアヘルパーの活動

14

15

370082

心理領域に対するピアヘルパーの活動

心理領域に対するピアヘルパーの活動

授業計画

カウンセリングの定義と必要性

カウンセリングの種類①領域・トピック・方法・目的

カウンセリングの種類②精神分析、行動理論、来談者中心療法

カウンセリングの方法①受容

カウンセリングの方法②支持

カウンセリングの方法③非言語的方法

ピアヘルピングのプロセスとその関係領域

「ピアヘルパーハンドブック」
日本教育カウンセリング協会編　（図書文化）

評価方法

定期試験８０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　ピアカウンセラーになるには、ピアヘルピングについてだけでなくカウンセリング全体を把握すること
が必要です。また、青年期の諸課題について日常経験と結びつけて理解してください。また、グループで
コミュニケーション練習する演習を行います。複数学科での合同授業になりますので、他学科の学生との
交流も行います。

授業概要

　主にピアヘルパーを目指している人向けの内容です。カウンセリングの概要や具体的なすすめ方につい
て解説します。授業の一部には体験的な演習が含まれます。

到達目標

　ピアヘルパーとして必要なカウンセリングに関する理論と実践を身につけ、青年期の諸課題に対してピ
アヘルパーが援助する役割を理解します。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

担 当 者 河村 壮一郎 開講時期 前　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分 ピアヘルパー資格必修授業形態 講義

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

科 目 名 カウンセリング概論 年次配当 ２年次



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　施工計画、施工法の基礎と積算の基本について、具体例を踏まえて理解します。

建築施工論

倉恒 俊一

資格選択区分

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

到達目標

　木造、鉄筋コンクリート造などの住宅等の建築物についての施工計画、施工法を段階的に学ぶと共に、
積算の基本について系統的に学びます。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

二級建築士試験対策講座「建築施工」
　　　　　　(社)全日本建築士会編

建材サンプル、カタログ、ビデオテープ、実例図
面および見積書等

370110

単 位 数 ２単位　　　選択

鉄筋工事、型枠工事

コンクリート工事

年次配当

開講時期

施工計画、施工管理

土工事、基礎工事

授業計画

木工事

防水、屋根工事

左官工事、タイル工事

内装工事、建具工事

受入可能人数 若干名

鉄骨工事

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　良い企画、設計ができても、それを実現させるためには良い施工が必要であり、また、その費用を把握
しておくことが必要です。建築の施工、積算（見積り）について具体的に学びます。

試験８０％、授業態度２０％

積算作業(２)

見積書作成

設備工事、外装工事

積算、見積りとは

数量の拾い方、単価の決め方

積算作業(１)



不可

1

2 曲げを受ける部材の設計(１)：曲げモーメントと曲率、曲げ応力度とせん断応力度

3 軸力を受ける部材の設計「引張材、圧縮材の座屈、許容応力度」

4 曲げを受ける部材の設計(２)：曲げ材の座屈、許容曲げ応力度：課題（レポート）

5

6

7 鋼構造部材の設計（１）「引張材、圧縮材、接合」の設計、ビデオ教材

8 鋼構造部材の設計（２）「梁と継手」の設計

9 鋼構造部材の設計（３）「柱と柱脚と仕口」の設計：課題（レポート）

10 ＲＣ部材の設計（１）「鉄筋とコンクリート、ＲＣ部材」の性質

11 ＲＣ部材の設計（２）「ＲＣ梁とスラブ」の設計

12 ＲＣ部材の設計（３）「ＲＣ柱」の設計

13

14

15

ＲＣ部材の設計（４）「基礎」の設計：課題（レポート）

軸力と曲げを受ける部材の設計「２軸曲げ、断面の核、主応力」

構造デザインと建築構法：「ＲＣ構造と鋼構造の構造計画」

「図説　やさしい構造設計」浅野清昭
学芸出版　\2,800+税

必要に応じて、ビデオ教材、パワーポイント等を
用いる。

評価方法

試験５０％、レポート２０％、演習３０％により総合評価する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　限られた時間で１・２級建築士の構造に必要な基礎力を養うためには、授業内容の復習が大切です。毎
時間、演習を行います。演習の最後には、小テストがありますので、頑張りましょう。

授業計画

応力と歪、材料の力学的性質、ビデオ教材：課題(レポート）

　建築（住居）の構造設計に必要な材料・構造の力学的な基本事項を、教科書・プリント教材等を用いて
易しく説明し、演習をしながら理解度を見て授業を進めます。

到達目標

　１・２級建築士の構造の受験勉強ができる程度の基礎力を身につける。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

川端 康洋 開講時期 前　期

所    属 非常勤講師

資格選択区分

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格選択
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

授業形態 講義

単 位 数

耐震構造の計画：「耐震診断、耐震設計の考え方」、ビデオ教材

まとめ

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370077

科 目 名 構造デザイン 年次配当 ２年次

担 当 者



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

日照と日射

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

前　期

370113

担 当 者

建築環境工学

十倉　毅

資格選択区分

年次配当

２単位　　　選択

開講時期

所    属

科 目 名

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

定期試験４０％、小テスト２０％、授業態度４０％

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

「はじめての建築環境」(学芸出版社)

授業形態

単 位 数

受入可能人数 若干名

到達目標

　建築の内外における空気・熱・日射・音などの物理現象をできるだけ平易に解説するとともに、建築設
備の概要を講義する。また、各種の環境測定機器を実際に手に取ることにより、建築環境への興味、およ
び機器操作方法を学ぶ。

人体・住まいと熱環境

 科目等履修生ほか受入　　　

必要に応じてプリント配布

授業概要

日照の調節

　テキスト以外

　住まいの環境を形成する空気・熱・日射・音などを学ぶことにより、それらの環境要素に配慮した住ま
いづくりの工夫、また環境への負荷をできるだけ軽減し、自然を有効活用する方法を修得する。
（目標：２級建築士試験における環境・設備問題の正答率８０％を得るレベル）

気候と住まい

湿り空気線図と結露

日影図

伝熱の基礎

学生に対するメッセージ

　「住居環境と設備」のような分野の学問は、以前は「住宅設計計画原論」と呼ばれていました。しか
し、近年の「建築設備」技術の発展にともなって、両者を統合する必要が生じ、１９５８年の日本建築学
会大会において、これらを「建築環境工学」と総称することになりました。本講義では、空気・熱・光・
音・風など自然への関心が、住まいの質を高める基本であることを示します。

空気環境と換気

住まいの環境と設備の概論

授業計画

光環境の基礎

採光・照明

音環境の基礎

空気調和設備

環境と共生する住まい

給排水・衛生設備



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

建築構造用材料：金属系材料

学生に対するメッセージ(準備学習等)

　約４０万年の住居に起源を見る様々な建築物はわれわれの日常生活の場､コミュニケーションの場、ス
ポーツ活動の場などに必要不可欠である。これらの建築に使用される多種多様の材料は、建築物の安全
性・快適性を始めとして、それぞれ重要な役割をはたしている。中でも木質系の材料は身近で、親しみや
すく種類も特に多い。各種建築材料の製造法、特性、利用状況を把握して理解することによって、建築材
料に対する関心を深めてもらいたい。

木質系建築材料：構造用材料

木質系建築材料：非構造用材料

接着剤と建築材料：接着剤の種類と特徴

接着剤と建築材料：接着加工方法と材料施工

各種建築材料の利用に関する今後の展望

まとめ

樹木と木材：樹木・木材の種類

木材材料：木材の構造と性質

木質系建築材料：種類と製造方法

建築構造用材料：セメント・コンクリート

建築構造用材料：セメント・コンクリート

建築材料

　テキスト以外

使用しない パワーポイントによるスライドを用いて講義を進
める。

　教科書(テキスト)

授業形態

建築工法と材料の種類（Ⅱ）

年次配当

開講時期

建築と材料に関する概要

建築工法と材料の種類（Ⅰ）

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 若干名

教材

授業概要

　建築材料の利用方法とそれぞれの特性を理解する。具体的な利用例を示し、利用状況について認識す
る。また、各材料の耐久性、安全性、環境問題なども合わせて理解する。

試験６０％、提出物１０％、発表１５％、授業態度１５％

２単位　　　　選択単 位 数

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

前　期

370084

田中 千秋

資格選択区分

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

到達目標

　建築に用いられる各種材料の種類とその特性、製造方法、建築材料と室内環境・地球環境について講述
する。

 科目等履修生ほか受入　　　



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

設計課題③：非木造小規模建築　基本構想

設計課題③：非木造小規模建築　平面計画と空間構想

設計課題③：非木造小規模建築　外観構想

設計課題③：非木造小規模建築　作品提出と講評

最終提出課題の作成

まとめ

設計課題②：木造小規模建築（併用住宅）　作品提出と講評

設計計画の概要、構想の組み立て方

設計課題①：木造小規模建築（住宅）　基本構想

設計課題①：木造小規模建築（住宅）　平面計画と空間構想

評価方法

提出物７０％、授業態度３０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　卒業後、専門分野に就職する人は、特に学生らしい発想とアイディアの総まとめをしておくと自信を
持って対応できます。

授業計画

設計課題①：木造小規模建築（住宅）　外観構想

設計課題①：木造小規模建築（住宅）　作品提出と講評

設計課題②：木造小規模建築（併用住宅）　基本構想

設計課題②：木造小規模建築（併用住宅）　平面計画と空間構想

設計課題②：木造小規模建築（併用住宅）　外観構想

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「初めて学ぶ　建築コンペ・卒業設計」
（学芸出版）

「新しい建築製図」（学芸出版）・「インテリアの計
画と設計」小原二郎・加藤力・安藤正雄編（彰国社）

授業概要

　１年次の建築設計製図をより洗練させるために、二級建築士の設計課題を中心に実践に即した建築計画
を行う。身近な敷地を設定し、短時間でアイディアをスケッチや図面、模型等で表現する力を養う。そし
て特別研究や建築設計実習Ⅱにつながるような基礎的な計画力を養う。

到達目標

　１年次の建築設計製図を基本にして、過去の二級建築士設計課題に適合した基本設計(平面計画)を行う
ことができる。

前　期

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

担 当 者 尾﨑 せい子 開講時期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

授業形態 実習　

単 位 数 １単位　　　選択

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370116

科 目 名 建築設計実習Ⅰ 年次配当 ２年次



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370035

科 目 名 建築ＣＡＤⅡ 年次配当 ２年次

 科目等履修生ほか受入　　　

担 当 者 尾﨑 せい子 開講時期 前　期

所    属

受入可能人数 －

生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格選択
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

授業形態 演習

単 位 数 ２単位　　　選択

　ＣＡＤⅠでは、概念や操作方法そして木造平面図を学習したが、ＣＡＤⅡでは立体を表現する
事に必要な内容を学習する。
　ＣＡＤⅠ・Ⅱで、ＣＡＤで建築図面を描く基本事項を身につけることができる。

授業概要

　ＣＡＤⅠで習得した内容をより深く学習すると同時に、断面や立面といった立体を表現する
ことに必要な内容を学習する。

到達目標

　ＣＡＤで、立面・断面を描くためのコマンドを学習し、木造・ＲＣ造両方の建築製図を行うこ
とができる。

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

初めての建築ＣＡＤ 作成した分を適宜配布する

評価方法

試験５０％、提出物３０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ(準備学習等)

ＲＣ事務所断面図を描く②：断面図出力

授業計画

ＣＡＤⅠの復習：（平面図を描く）

木造住宅断面図を描く①：断面を描くことに必要なコマンド、レイヤー管理

木造住宅断面図を描く②：断面図作成

木造住宅断面図を描く③：断面図出力

木造住宅立面図を描く①：立面を描くことに必要なコマンド、レイヤー管理

木造住宅立面図を描く②：立面図作成

木造住宅立面図を描く③：立面図出力

ＲＣ事務所平面図を描く①：平面図作成

ＲＣ事務所平面図を描く②：平面図出力

ＲＣ事務所断面図を描く①：断面図作成

ＲＣ事務所立面図を描く①：立面図作成

ＲＣ事務所立面図を描く②：立面図出力

ＲＣ事務所平面図を描く③：配置図・概要作成

ＲＣ事務所平面図を描く④：配置図・概要出力



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　先ず、テキストに沿った講義にて基本的な知識を身につけてもらいます。そして、スライドにて実際の
住宅改修例をいくつか見てもらい、次に福祉施設を現地スタッフの説明を聞きながら見学します。
　最後に、実習として５人程度のグループに分かれ、住宅改修のプランを作成し発表会をします。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

前　期

　建築関連業界にとって、非常に厳しい時代ですが、２１世紀のキーワードは、福祉・環境・情報・再
生・交流だと考えます。高齢者・障害者いわゆる生活弱者にやさしい空間とは、すべての人・物に対して
やさしい空間であるはず。それは、今後どんな社会・企業にとってもこれから必要不可欠なものとなるで
しょう。

定期試験４０％、実技１０％、授業態度４０％、発表提出物１０％

授業概要

　日本の住環境、福祉政策、福祉施設の現状を踏まえて、高齢者・障害者に住み易い住居や、利用しやす
い施設について学び、実施設計、計画に役立つ知識を習得する。

福祉住居と施設

藤原 賢治

資格選択区分
１級建築士受験資格資格選択
２級建築士受験資格資格選択

到達目標

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

福祉住環境コーディネーター検定３級テキスト
ハートビル法テキスト

学生に対するメッセージ（準備学習等）

部屋別・場所別福祉住環境整備の仕方

年次配当

開講時期

講義の目的と日程説明、日本の現状、福祉の意味と考え方

高齢者の心身の機能と特性

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

高齢者介護のあり方と諸関連施策とサービス

福祉住環境整備の進め方

受入可能人数 －

授業形態

370027

単 位 数 ２単位　　　選択

関連専門職への理解と連携

福祉住環境整備の基礎知識

福祉住環境整備の基本技術

福祉用具の活用と住環境

住宅改造実例の紹介

校外実習、公共施設をチェック

グループに分かれ改造プラン作成実習

改造プラン作成実習、発表

福祉住環境整備の疾患・障害別応用技術

まとめ



不可

　テキスト以外

1 田上重雄

2 亀田弘之

3 亀田弘之

4 亀田弘之

5 亀田弘之

6 倉恒俊一

7 倉恒俊一

8 倉恒俊一

9 倉恒俊一

10 倉恒俊一

11 倉恒俊一

12 亀田弘之

13 亀田弘之

14 亀田弘之

15 田上重雄

家具と人間工学（１）　　人体モデュールと家具

まとめ

室内模型作成（１）

室内模型作成（２）

室内模型作成（３）

家具図面の作図方法

家具(椅子)模型作成（１）

家具(椅子)模型作成（２）

家具と人間工学（２）　　家具の分類とレイアウト

インテリアの仕上げ材（１）　　カーテン

インテリアの仕上げ材（２）　　カーペット

インテリアの仕上げ材（３）　　素材のテクスチャー

インテリアの仕上げ材（４）　　照明

所    属

授業形態

 科目等履修生ほか受入　　　

授業概要

授業計画

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科住居・デザイン専攻・非常勤講師

演　習

２年次

前　期

科 目 名

担 当 者 田上重雄・倉恒俊一・亀田弘之

資格選択区分

評価方法

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　簡単に課題をこなすのではなく、課題に楽しく取り組み、課題に対する資料の確認や参考となる本を読
んだりして、デザインや建築に対しての関心や自分自身の可能性など一歩一歩育んでください。

実技４０％、提出物４０％、授業態度２０％
基本的に試験はなく、実技の習得状況、課題の提出物の内容／授業態度が評価の対象となる。

　建築空間におけるインテリアエレメント(カーテン／カーペット／家具／正銘など)の講義。実習は最小空間である自室のプラン
の図面化と２０分の１モデルを作成し、プランニングから図面作成そして模型製作までのプロセスを習得する。
　インテリアエレメントの代表として、家具の中から椅子（レッド＆ブルーチェアー）のモデルを５分の１のスケールで作成する
ことをとおして、家具の知識と家具図面の作成手法も習得する。

　教科書(テキスト)

「インテリアの計画と設計」
小原次郎／彰国社

プリントを準備(各自にファィルを準備して収納させ復習を促す。)パワーポイン
トスライドショーでインテリアエレメントの主役／椅子の世界を解説。
スレンチレンボード使用(私の部屋)、バルサ材使用(レッド＆ブルーチェアー)

　２級のインテリア設計士受験の課題である、自室のプランを考え作成することによって、インテリアデ
ザインに対する関心と意欲を育む。また、２次元の図面を読み取り３次元の椅子の模型を作成することに
よって設計プロセスを理解する。

受入可能人数 －

インテリアエレメント

１級建築士受験資格資格選択
２級建築士受験資格資格選択
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ登録受験資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

教材

インテリアとは

インテリアの色彩

370016

単 位 数 ２単位　　　選択

年次配当

開講時期

到達目標



可

1

2

3

4

5

6 特別講師

7 特別講師

8 特別講師

9

10

11

12

13

14

15

ブックカバー制作

ブックカバー制作

ブックカバー制作

ブックカバー制作

グラフィックデザインの現場

グラフィックデザインの現場

グラフィックデザインの現場

イラストレーション

イラストレーション

ブックカバー制作

授業計画

オリエンテーション・授業の概要とテキスト及び準備用具について

美術展出品作品制作

美術展出品作品制作

美術展出品作品制作

美術展出品作品制作

参考書：「ﾃﾞｻﾞｲﾝの現場」などﾃﾞｻﾞｲﾝ関連雑誌、ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞ
ｲﾝ制作に参考となる画像や映像。その他、B1ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰ
ﾄﾞ、ｱｸﾘﾙ絵具、ﾏｰｶｰ、ﾊﾟｽﾃﾙなど彩色具

評価方法

実技３０％、提出物５０％、授業態度２０％
基本的に試験はなく、課題の提出物の内容／授業態度が評価の対象となる。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　基礎デザインⅠ・Ⅱでの基礎的・基本的な知識・技能をさらに深め、ビジュアル・デザインとグラ
フィックデザインについて時間をみつけて課外に制作しよう。

授業概要

　美術とデザインが、多彩なマルチメディア社会に持つ重要性についての認識を持ち、理解を深める。ま
た地域社会の産業デザイン・環境デザイン・視覚伝達デザインについて講義しながら、ビデオ・カラース
ライド・ＣＧ映像等によりル・デザインとグラフィックデザインについて理解を深めるとともに、多彩な
デザイン表現手法(ビジュアライズ技術)の実習も行う。

到達目標

・基礎デザインⅠ・Ⅱを基礎として、グラフィックデザインの分野における様々な表現方法を理解する。
・デザインの現場を知り、実際のデザインの仕事を学ぶ
・アナログとデジタルのそれぞれの表現方法を活かした作品制作を行う。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択　

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

担 当 者 前田 夏樹 開講時期 前　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分 商業施設士補資格選択授業形態 演習

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370037

科 目 名 グラフィックデザインⅠ 年次配当 ２年次



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 特別講師

11

12

13

14

15

デザインプロセスの実践（発想から具体化まで）

デザインプロセスの実践（発想から具体化まで）

プロダクトデザインの基礎実技（三面図と透視図法）

モデリング手法（素材と加工仕上げ）

モデリング手法（素材と加工仕上げ）

モデリング手法（素材と加工仕上げ）

デザインプロセスの実践（発想から具体化まで）

デザインプロセスの実践（発想から具体化まで）

デザインプロセスの実践（発想から具体化まで）

デザインプロセスの実践（発想から具体化まで）

受入可能人数 若干名

授業形態

370119

単 位 数 ２単位　　　選択

プロダクトデザインの基礎実技（三面図作成技法）

プロダクトデザインの基礎実技（三面図作成技法）

プロダクトデザインの基礎実技（三面図と透視図法）

年次配当

開講時期

オリエンテーション（授業概要説明、教材、必要とする用具）

デザイン概論及び基礎実技（設計器具の使用法及び作図）

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「プロダクトデザイン」日本インダストリアルデ
ザイナー協会／(株)ワークス

参考書：「アイデアドローイング」中村純正他／
共立出版、教材：製図用具、モデリング用品など

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　商品開発に関連することを学んでいる皆さんがもっとプロダクトデザインの知識を持っていれば物を作
ることが楽しくなります。アイデアから商品化までの夢が描けます。積極的に自分のアイデアを具体的に
デザインしましょう。

実技５０％、提出物３０％、授業態度２０％

授業概要

・プロダクトデザインに必要な設計製図技法や表現手法の基礎を身につける。
・商品開発に必要なデザインコンセプトの立案、視覚化に必要な造形作業までのプロセスを理解する。
・モノづくりを進めるために必要な素材の知識と工具器具の操作法や加工技法を理解する。

プロダクトデザインⅠ

田上 重雄

資格選択区分

到達目標

　さまざまな企業活動の中で最もドラマティックであり、第三者にとっても関心が高いのは新商品を開発
する作業ではないだろうか。生活用具や生活空間などプロダクトデザイン・クラフトデザインを中心にし
て、具体的な物づくりに必要な商品企画関連知識と設計技法を学びます。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

演習

２年次

前　期　　



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ポスターデザイン

ポスターデザイン

ポスターデザイン

ポスターデザイン

ロゴデザイン１

ロゴデザイン２

テクスチャ、マップ制作

キャラクターデザイン

キャラクターデザイン

キャラクターデザイン

授業計画

オリエンテーション

Photoshop検定講座１

Photoshop検定講座２

Photoshop検定講座３

Photoshop検定講座４

デザイン・ルールズ フラッシュメモリ

評価方法

実技３０％、提出物５０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　実際にオリジナル作品を制作することで、コンピュータに関する知識や技術はさらに高くなります。作
品制作はこれまで学習してきた内容を生かすことができ、また大変自由度が高いため、コンピュータに関
心のある多くの人にとって楽しいものとなるでしょう。

授業概要

　これまでに習得したコンピュータに関する知識や技術を元に、作品制作を行う。制作はこれまで使用し
てきたWindowsと並行してMacintoshを使用して行う。また、作品制作において必要なデザインの基本原則
についても学習する。Photoshop検定に対応した学習も行う。

到達目標

・Photoshop検定３級合格に必要な知識と技術を身につける。
・デザインを行う際に必要なレイアウトなどの基本原則に関する知識を身につけ作品制作に活かす。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

担 当 者 前田 夏樹 開講時期 前　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分 商業施設士補資格選択授業形態 演習

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370041

科 目 名 コンピュータグラフィックスⅢ 年次配当 ２年次



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ＨＴＭＬ　文字の表示

ｗｅｂページと著作権

ｗｅｂサイトへの登録

ＨＴＭＬ　文字のデザイン、レイアウト

ＨＴＭＬ　スタイルシートの活用

ＨＴＭＬ　スタイルシート

インタラクティブなウェブページ

ＨＴＭＬ　テーブル

ＨＴＭＬについて

ＨＴＭＬ　画像

ＨＴＭＬ　ハイパーリンク

ＨＴＭＬ　フレームページ

ｗｅｂページの検索

「できるホームページ HTML&CSS入門 Windows
7/Vista/XP対応」　(インプレスジャパン)

授業計画

インターネットについて

ｗｅｂページの閲覧

評価方法

レポート２０％、授業態度２０％、発表２０％、提出物４０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　ウェブページの作成では、情報処理の技能だけでなくデザインや心理の知識や感性が重要です。イン
ターネットを利用するユーザーから、それを構成・運用するクリエイターに変わることをめざして授業に
臨んでください。

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

　ウェブサイトの作成に際して必要な、インターネットの仕組み、ウェブサイトの作成・運用方法、著作
権問題などについて学習します。自分でウェブページを作成するために必要な手順を演習形式で学習しま
す。

到達目標

　課題を通じてウェブページを作成するために必要な言語（ＨＴＭＬ、ＣＳＳ）の基礎知識を習得し、そ
れを利用できる方法を身につけること。また、インターネット全般とウェブデザインの心理効果を基本的
に理解していること。

教材

担 当 者 河村 壮一郎 開講時期 前　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分 ビジネス実務士資格選択必修授業形態 演習

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370121

科 目 名 ＷＥＢデザインⅠ 年次配当 ２年次



可

生活学科　住居・デザイン専攻　シラバス

非常勤講師

演習

２年次

前　期

授業概要

　ＤＴＰの基本的知識を習得し、デザインするだけでなく、印刷、後加工などの仕組みや出力データ作
成などを理解することができる。

ＤＴＰ演習

高田 雪枝

資格選択区分

到達目標

　デザイナーとして知っておかなければならない、実社会で役立つＤＴＰ知識を中心に、デザインに関
わる仕事の流れや将来プロとして独立を目指すための知識の習得を目指します。なぜこうなるのか、な
ぜこうする必要があるのかを、講義と実技を交えて自分の目で確かめながら進めます。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

チェックの神様（ＴＤＡ）

学生に対するメッセージ

実技３０％、テスト（ノート作成も含む）５０％、授業態度２０％

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 １０名

授業形態

370105

単 位 数 ２単位　　　選択

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業計画

　アナログからデジタルに移行してからというもの、納期短縮のため仕事の工程が省かれ、デザイナーは特に「デ
ザインする」だけで終わらなくなってきています。そのため、「デザイン力」プラスαが求められています。学生
の間に、他の人にはない、自分だけの特別な「プラスα」を見つけて、確実に自分のものにしていってください。
また、自分の力でメモをまとめていくことも、社会人としては重要なポイントとなります。どの仕事につくにして
もこれは大切なことですので、今のうちにしっかり訓練して、いざというときにのために役立てて下さい。

ＤＴＰ基礎　各社データ入稿指示書について

ＤＴＰ基礎　印刷の基礎知識

ＤＴＰ基礎　画像データの加工

デザイナーの仕事について

ＤＴＰの歴史とソフトバージョン　ワークフローとデータトラブルの現状　

ＤＴＰ基礎　イラストレータを使ってのデータ作製

ＤＴＰ基礎　実践に必要な基礎知識

ＤＴＰ基礎　デザインして作る

ＤＴＰ基礎　デザインして作る

ＤＴＰ基礎　デザインして作る

チェックの神様　データチェックについて

チェックの神様　データチェックについて

チェックの神様　データチェックについて

チェックの神様　テキストに従い、データチェック

チェックの神様　まとめ



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

作品制作（風景）

作品制作（風景）

作品制作（風景）

作品制作（風景）

作品制作（静物）

作品制作（静物）

作品制作（風景）

作品制作（風景）

作品制作（風景）

作品制作（風景）

授業計画

オリエンテーション

材料の説明

作品制作（静物）

作品制作（静物）

作品制作（静物）

油彩セット

評価方法

実技３０％、提出物５０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

  油彩画に興味があっても、なかなかきっかけがなくて始められていないという人は多いと思います。老
若男女を問わず多くの人に親しまれる油彩画の魅力をぜひ自身で体験してみてください。

授業概要

　油彩画による作品制作を行なう。初めて油彩画をはじめる人に向け材料の説明から、基本的な描き方ま
でを行なう。最もポピュラーな表現方法のひとつである油彩画を学習し、作品を制作することで自身の表
現の幅を広げ、今後の作品制作の糧とする。また生涯学習といった意味でも重要な意味をもつものと考
え、生涯を通して作品制作に携わる基礎をつくる。

到達目標

・油彩画制作に必要な材料に関する知識や制作における技法を身につける
・様々な表現方法を試みることにより、自分にあった表現を見つける。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 ３　名

担 当 者 前田 夏樹 開講時期 前　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 演習

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370100

科 目 名 絵画 年次配当 ２年次



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師　生活学科住居・デザイン専攻

演習　

２年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

・ガラス素材のもつ特徴を知り、デザインの発想から制作技法の習得まで作品制作の過程を身につける。
・ガラス工芸について学ぶことで、工芸作品を鑑賞する能力を高める。

ガラス工芸

大谷　治・前田 夏樹

資格選択区分

到達目標

　ステンドグラスを用いて平面作品の制作及び立体作品（ランプ）のデザインをし、ガラスのカットから
組み立てまでを行う。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

370101

単 位 数 ２単位　　　選択

　　　　　　　制作　　　　　　　　

　　　　　　　制作　　　　　　　　

年次配当

開講時期

ステンドグラスの歴史・製作過程

「課題」　平面作品のデザイン

授業計画

　　　　　　　制作　　　　　　　　

　　　　　　　制作　　　　　　　　

「課題」　ランプのデザイン

　　　　　　　制作　　　　　　　　

受入可能人数 －

　　　　　　　制作　　　　　　　　

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　工芸の素材の中でも、光を透過するというガラス独自の特徴を生かし、柔軟な発想で生み出したデザイ
ンが現実の形となったときの喜びや、限られた時間の中での制作の難しさ、その苦労を今後のものづくり
に生かして欲しい。少しずつでも前進できるよう。

提出作品７０％、レポート１０％、授業態度２０％

　　　　　　　制作　　　　　　　　

　　　　　　　制作・レポート提出　　　　　　　　　　

　　　　　　　制作　　　　　　　　

　　　　　　　制作　　　　　　　　

　　　　　　　制作　　　　　　　　

　　　　　　　制作　　　　　　　　



不可

1 木の器の製作　木工芸について 1　今回作る作品の説明（木工芸について「美の人脈」を使用）

2 2　作業の手順

3 　　各自のペースで 3　材料の説明

4 　　作業 4　木の話（性質等、あつかい方）

5 　　節目ごとに説明 5　①デザイン②木取③ミシンのこ④彫る⑤磨く⑥塗る

6 　 ①～⑥実技と説明道具の使い方等

7

8 　　作品の完成とレポート提出

9 一枚の板から箱を製作 1　材料の説明　箱のイメージ図

10 2　木取　寸法の割付け

11 　　各自のペースで 3　切断と組立

12 　　作業 4　装飾と塗り

13 　　節目ごとに説明

14

15 　　作品の完成とレポート提出 器と箱の評価

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370102

科 目 名 木工 年次配当 ２年次

担 当 者 福田　豊・前田 夏樹 開講時期 前　期

所    属 非常勤講師　生活学科住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 演習　

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

１～　８　木の器を製作
９～１５　一枚の板から箱を製作

到達目標

・自然素材の特徴と大切さを知る。
・オリジナルデザインと完成作品との一致に努力する。
・作る事を充分楽しむこと。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

授業計画

作業工程のパネル　木の器 用
　　　　　　　　　箱　　 用

評価方法

実技・提出物９０％　　授業態度＋１０点（最高）加算

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　全力で一つの事にうちこむひたむきさが形となって、結果がその作品に表われるのでしっかり集中して
取り組む事を実行してほしい。



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

２年次

前　期

年次配当

開講時期

　やきものの種類や出来上がる工程を知る。
　作陶を通して、物を作る喜びを知るとともに、日常生活を個性豊かで楽しいものにしてほしい。

陶芸

小原 雅也

資格選択区分

到達目標

　作陶を体験してみる。

 科目等履修生ほか受入　　　

なし 粘土

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　やきものを見る、使う、作る楽しさを体験しよう。

実技５０％、提出物２５％、授業態度２５％

授業概要

講義　やきものの種類を知る

　〃　やきものの出来るまでの工程を知る

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　〃

受入可能人数 －

授業形態

370103

単 位 数 ２単位　　　選択

実習　土にふれてみる(土ねり)

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　　　　〃　　　(表現)

　〃　仕上げ

　〃

　〃

　〃　成形



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

仕事と文書　　　　　４．会計業務

慶弔業務

文書作成実習

まとめ

会議・会合・行事　　１．会議の種類

会議・会合・行事　　２．会議の準備・運営・議事録

会議・会合・行事　　３．会社の行事

仕事と文書　　　　　１．ビジネス実務と文書

仕事と文書　　　　　２．法律文書

仕事と文書　　　　　３．会計文書

受入可能人数 １０名

授業形態

370075

単 位 数 １単位　　　選択

電話の対応

スケジュール管理

出張業務

年次配当

開講時期

服装と身だしなみ

接遇の基礎

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

秘書実務 適宜配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　頭のなかで理解したことと実際に行うことは異なる。実務上必要とされる様々な知識を実際にやってみ
ることでいっそうの理解ができ身に付くことになる。

定期試験５０％、小テスト５０％

授業概要

　最低限の実務能力を取得する。

ビジネス実務演習Ⅱ

岩井 和由

資格選択区分 ビジネス実務士資格必修

到達目標

　ビジネス実務概論で学んだことを基礎として実務の様々な事項を演習という形で確認学習を行う。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

演習　

２年次

前　期　　　



不可

1 河村壮一郎

2 中村光彦

3 田上重雄

4 河村壮一郎

5 河村壮一郎

6 河村壮一郎

7 河村壮一郎

8 河村壮一郎

9 キャリア情報の入手 河村壮一郎

10 就職活動の実際１　履歴書の作成 河村壮一郎

11 就職活動の実際２　エントリーシート 河村壮一郎

12 就職活動の実際３　試験 河村壮一郎

13 就職活動の実際４　作文 河村壮一郎

14 就職活動の実際５　面接、マナー 河村壮一郎

15 内定決定後の活動 河村壮一郎

担 当 者 河村 壮一郎　他 開講時期 前　期

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370087

科 目 名 キャリアプラン 年次配当 ２年次

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 講義

単 位 数 ２単位　　　必修

授業概要

　短期大学卒業後の進路選択の内容や方法について理解を深めます。就職活動に向けた取り組みを実践的
に練習し、専門分野を生かした進路を検討します。また、就職試験に対応できる実力を身につけます。

到達目標

　卒業後の進路を選択するめたに今後の人生計画を立て、就職活動の現状と課題について学習します。ま
た、自己の行動や性格の特徴を深く理解し、それを他者に表現できる能力を身につけます。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「勝つための就職ガイド NEW SUCCESS」
ウイネット

授業中に配布するプリント

授業計画

導入

住居分野でのキャリアプラン

デザイン分野のキャリアプラン

評価方法

レポート４０％、小テスト４０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　卒業後の進路はこれからの人生にとって重大な選択になるでしょう。しかし、決断を先のばしにしない
で、前向きに取り組んでください。また、授業では発表の機会や面接の練習を設けます。

自己分析１　職業適性

自己分析２　職業興味

自己分析４　自己長所

他己分析

自己分析３　人生設計



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　〃

　　〃

　　〃

学外実習についての相互報告とまとめ

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

受入可能人数 －

授業形態

370031

単 位 数 １単位　　　選択

　　〃

　　〃

　　〃

年次配当

開講時期

学外実務実習の研修内容と心構えについて

各企業での研修ならびにその記録とレポート作成

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

資料配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　実社会での生の体験により、机上の学習で充分把握できなかった知識がより鮮明に理解できます。同時
に進路を決める際の参考ともなります。

提出物８０％、授業態度２０％

授業概要

　社会における実務体験を通して、教室で書物等で学んだ知識や、業務の難易度を確認し、コミュニケー
ション力を身につける。

学外実務実習

専任教員

資格選択区分

到達目標

　学外の建築設計事務所・建築関連の施工会社の設計部、デザイン会社・印刷会社のデザイン部等で実務
に参加させていただき、建築がどのように設計され、施工されていくかその仕組みを知ったり、デザイン
会社等の仕事の様子を知る。将来専門職に進むことを希望する者にとっては貴重な体験である。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

実習

２年次

前　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　人間関係を充実させることは、人生での価値を増やすことにもなります。自分自身の人間関係を確認
し、発展する機会を見つけてください。

授業計画

生活の中の人間関係

日常生活での思い込み

価値観の相違

自己概念と人の成長

コミュニケーション

コミュニケーションの実際

サインとしてのからだ

感情表出

共感的理解

葛藤とのつきあい方

自己開示とフィードバック

アサーション

社会の中のマナー

「人間関係づくりトレーニング」　星野欣生
（金子書房）

評価方法

レポート６０％、小テスト２０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　他者との結びつきは私たちの生活や心の中でも重要な位置を占めています。授業では、社会心理学や臨
床心理学等で得られた知見を解説しながら、自己や対人場面で身近に起こっている現象を見直し、エクサ
サイズを含めて理解を深めます。

到達目標

　生活場面での人間関係の知識を習得し、生活者として自己の人間関係の理解を深め、生活を豊かにする
ための条件を理解します。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択授業形態 講義

単 位 数 ２単位　　　必修

人間関係の発達

まとめ、質問、討議

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370001

科 目 名 生活論 年次配当 ２年次

担 当 者 河村 壮一郎 開講時期 後　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分



不可

1

2

3

4

5 言語的技法

6 非言語的技法

7 ピアヘルピングでの解決方法

8 青年期の課題　①

9 青年期の課題　②

10 ピアヘルパー重要用語

11 構成的グループエンカウンター

12 エンカウンターのエクササイズ

13 ロールプレイによる総合演習①

14 ロールプレイによる総合演習②

15 ロールプレイによる総合演習③

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

科 目 名 人間関係演習 年次配当 ２年次

370083

後　期

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分
ピアヘルパー資格必修
ビジネス実務士資格選択必修

授業形態 演習

単 位 数 ２単位　　　選択

担 当 者 河村 壮一郎 開講時期

授業概要

　ピアヘルパーとして学生間で相互に援助するはたらきかけについて理解を深め、また実践できるように
練習します。授業の前半ではピアヘルパー資格取得をめざしたトレーニングも行います。

到達目標

　ピアヘルパーとして仲間の援助を行うために必要な知識を身につけます。また、ヘルピングのためのコ
ミュニケーション技法を習得します。

授業計画

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「ピアヘルパーワークブック」
日本教育カウンセリング協会編（図書文化）

評価方法

定期試験８０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　授業ではピアヘルピングの演習を行います。アットホームな雰囲気の中で、受講者同士がうち解け合
い、まずは自己の気持ちを表現することや他者に話を理解されることを実感してください。なお、この授
業の受講には２年前期の「カウンセリング概論」の単位を取得していることが前提になります。

カウンセリング理論②

人間関係におけるカウンセリングスキルとピアヘルパーの心がまえ

カウンセリング理論①

カウンセリング理論③



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 電気設備　照明に関する基礎知識

14 電気設備　照明計画と方式

15 電気設備　情報通信設備・昇降機設備

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370114

科 目 名

授業概要

授業形態 講義

２年次

後　期

非常勤講師所    属

建築設備

守山 康仁

年次配当

開講時期担 当 者

２単位　　　選択

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「初めての建築設備」(学芸出版社) 必要に応じてプリント配布

受入可能人数 若干名

　建築基準法に定義された「建築設備」…【建築物に設ける電気、ガス、給水、排水、換気、暖房、冷
房、消火、排煙若しくは汚物処理の設備又は煙突、昇降機若しくは避雷針】を中心とし、建築基準法ばか
りではない広義の建築設備についての授業を行なう。

学生に対するメッセージ(準備学習等)

　建物の中で建築設備は人間に置き換えると神経・血管・循環器等であり、建築は肉と骨にたとえられ
る。日常で自分が生活している建物にどのような建築設備があり、その中で目に見える部分と、目に見え
ない隠れた部分が有る。建築設備がどのような役目を持っているのかを、これから建築に携わる一人とし
て学んで欲しい。

試験５０％、レポート５０％

建築設備の概論

空気調和設備　室内気候に関する基礎知識

授業計画

 科目等履修生ほか受入　　　

単 位 数

資格選択区分
１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修

到達目標

給排水・衛生設備　給水設備の概要

給排水・衛生設備　衛生器具の概要

電気設備　電気に関する基礎知識

　現代建築における建築設備のもつ意味と一般的な建築設備には何があるのかを理解することができる。
また、建築設備が時代と共にどのように変化し、またどのような方向に進もうとしているのかを、新技術
の開発と併せて考えることができる。

給排水・衛生設備　排水処理設備の概要

空気調和設備　空調負荷の概要

空気調和設備　空調設備の計画と方式

給排水・衛生設備　給湯設備の概要

給排水・衛生設備　水に関する基礎知識

給排水・衛生設備　排水設備の概要

空気調和設備　消火設備の概要



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

振動性状・居住性能に関する理解

学外見学　構造安全や防災に関する施設見学

授業概要

コンクリートの４週強度圧縮試験・鉄筋の引張試験

構造安全の理解とまとめ

建築構造用材料：鋼材

コンクリート実験　試験体脱型

建築構造用材料：鋼材

コンクリート実験　試験体作成

コンクリートの１週強度圧縮試験

コンクリート実験　試験体脱型

学生に対するメッセージ（準備学習等）

建築構造用材料：セメント・コンクリート

建築構造用材料：セメント・コンクリート

建築構造用材料：木材

評価方法

　教科書(テキスト)

建築と材料に関する概要

建築構造用材料：木材

授業計画

　これまで机上で学んできた構造材料やその強度・剛性などの性状を確認し、それぞれの材料のもと特性
について理解を深めましょう。そして安全に作業ができるように気をつけましょう。

提出物７０％、授業態度３０％

 科目等履修生ほか受入　　　

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

資格選択区分

受入可能人数 若干名

　実習を通して、協調性を養うと共に、自立的に遂行する能力を身につける。構造・材料の特性を理解
し、実験結果から適切に考察する能力を養い、以上に係わる二級建築士学科試験問題が解ける程度。

到達目標

　建物を構成している梁・柱・壁などの主要構造体を成している部材の性状や、それらを構成している各
種素材の強度や剛性などの材料特性を学び、実験によってそれらの性状を確かめる。

　テキスト以外

使用しない 適宜プリントを配布、実物提示をする

教材

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

実習

２年次

後　期

370115

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

建築材料実習

中村 光彦



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

エスキス　　　基本構想

　〃　　　　　断面と室内空間

　〃　　　　　立面と外部空間

実施設計　　　配置図

　〃　　　　　平面図１

　〃　　　　　平面図２

　〃　　　　　断面図

　〃　　　　　立面図

　〃　　　　　矩計詳細図

　〃　　　　　平面プラン２

　〃　　　　　配置・ブロックプランの構想

　〃　　　　　平面プラン１

　〃　　　　　まとめ、講評

　〃　　　　　パース又は模型

設計計画の概要、構想の組み立て方

　建築計画について、立地条件、基本的な与条件について、自ずから考え、設計に具体的にまとめていく
能力を養い、二級建築士設計製図試験に合格に必要な能力を身につける。

到達目標

学生に対するメッセージ（準備学習等）

評価方法

　鉄筋コンクリート造の建築物について、建築を構成する要素、部材、性能を機能と空間を理解しながら
学ぶ。配置・平面・立面・矩計図等、実施設計図面についても学ぶ。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「新しい建築製図」（学芸出版）
「インテリアの計画と設計」（彰国社）

授業計画

　基本構想から実施設計図に至るまでの工程を学び、卒業後の就職先で自信を持って対応できるように、
がんばってみましょう。

提出物７０％、授業態度３０％

資料配布

授業概要

－

科 目 名

担 当 者

所    属

開講時期

年次配当

１級建築士受験資格資格必修
２級建築士受験資格資格必修
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ受験登録資格資格選択必修

商業施設士補資格選択

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

資格選択区分

受入可能人数 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

　　実習

２年次

後　期

370117

建築設計実習Ⅱ

中村 光彦



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370028

科 目 名 福祉とユニバーサルデザイン 年次配当 ２年次

講義　

単 位 数 ２単位　　　選択

担 当 者 尾﨑 せい子 開講時期 後　期

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分
１級建築士受験資格資格選択
２級建築士受験資格資格選択

授業形態

授業概要

　テキストを中心に用いながら、実際にモデルルーム見学や体験授業を通して、高齢者や障害者の身体的
状況や行動について学び、ユニバーサルデザインの基本的理念とその実践方法を身につける。

到達目標

　ユニバーサルデザインとは、あらゆる使い手に快適で使いやすい環境やモノを提供することを目指す社
旗的な意識や態度である。ここでは具体的な生活の中で、ユニバーサルデザインの考え方や実践事例を理
解することができる。

授業計画

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

ユニバーサルデザインの教科書
図解　高齢者・障害者を考えた建築設計

ユニバーサルデザイン実践マニュアル・ユニバー
サルデザイン事例集100

授業内容の総合説明

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）を取り巻く現状（１）　今、なぜＵＤなのか

ユニバーサルデザインを取り巻く現状（２）　ユニバーサルデザインの原則

評価方法

試験４０％、提出物３０％、授業態度３０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　住宅を取り巻く社会環境や建築技術は日進月歩し、高齢者や障害者の住生活にかかわる関連用具や研究
も数多くされている。この講義では、具体的な生活の事例を通して、ユニバーサルデザインの考え方に対
する理解を深めましょう。

ユニバーサルデザインを取り巻く現状（７）　まちのバリアフリー（１）

ユニバーサルデザインを取り巻く現状（８）　まちのバリアフリー（２）

体験授業　　　　　　　　　　　　学外施設見学

ユニバーサルデザインの実践と方法（１）　　企業とＵＤ

ユニバーサルデザインを取り巻く現状（３）　バリアフリーの考え方

ユニバーサルデザインを取り巻く現状（４）　高齢社会と住居（１）

ユニバーサルデザインを取り巻く現状（５）　高齢社会と住居（２）

ユニバーサルデザインを取り巻く現状（６）　高齢社会と住居（３）

ユニバーサルデザインの実践と方法（２）　　ＵＤがもたらす企業価値　

ユニバーサルデザインの実践と方法（３）　　ユーザーからみたＵＤの価値　

ユニバーサルデザインの実践と方法（４）　　海外事例　

まとめ



不可 受入可能人数 －

授業形態

370015

単 位 数 ２単位　　　選択

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「福祉住環境コーディネーター検定試験３級テキ
スト」（東京商工会議所）

資料・ビデオ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

定期試験９０％、授業態度１０％

授業概要

　日本における少子高齢社会の現状を理解し、高齢期の身体的特徴を捉え、安全で住みやすい環境を理解
することができる。

福祉介護論

米原 あき

資格選択区分 ビジネス実務士資格選択必修

到達目標

　日本における少子高齢社会の現状について学び、高齢者や障がい者についての知識を広げる。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義

２年次

後　期　　　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

健康と自立

福祉に関わる専門職との連携

高齢期の特徴②

高齢期に多い病気①

高齢期に多い病気②

介護の基本①

介護の基本②

高齢者と住環境

福祉用具の活用

介護保険

少子高齢社会の現状と課題

高齢者の生活

高齢期の特徴①

福祉介護論と福祉住環境コーディネーター

少子高齢社会の現状

授業計画

　障がい者や高齢者が生活の中で不便・不自由に感じていることを、自分に置き換えながら学んでくださ
い。



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

統計の基礎

環境に対する心理的評価

観察結果のまとめ

観察方法の実際

調査刺激の作成方法

環境内の集団行動についての観察

実験結果における個人差

総括

仮説の検証方法

実験の問題点、追検証の意義

心理尺度を用いた調査

レポートの作成方法

大きさの恒常性についての実験

「教材心理学」　木下富雄　(ナカニシヤ出版)

授業計画

環境心理学概論

調査方法の実際

評価方法

提出物８０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　この授業では実験者や調査者の役割を体験することができます。受講者の環境心理学に対する興味が高
まると期待しています。

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

　環境心理学の概要を理解し、調査や実験、観察を用いる環境心理学の方法論を学びます。調査や実験の
実施とレポート作成が主体になります。

到達目標

　環境心理学の多様な領域を理解し、その理論や仮説を実証する手続きを理解します。演習を通じて、調
査結果に基づいてレポートが作成できる科学的な態度と技法を身につけます。

教材

担 当 者 河村 壮一郎 開講時期 後　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 演習

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370098

科 目 名 環境心理学演習 年次配当 ２年次



可

1 前田夏樹

2 池田正晰

3 池田正晰

4 池田正晰

5 池田正晰

6 池田正晰

7 前田夏樹

8 前田夏樹

9 前田夏樹

10 前田夏樹

11 前田夏樹

12 パッケージについて 前田夏樹

13 前田夏樹

14 パッケージ制作 前田夏樹

15 パッケージ制作 前田夏樹

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370038

科 目 名 グラフィックデザインⅡ 年次配当 ２年次

担 当 者 前田 夏樹・池田正晰 開講時期 後　期

所    属 生活学科住居・デザイン専攻・非常勤講師

資格選択区分授業形態 演習

単 位 数 ２単位　　　選択　

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

授業概要

　グラフィックデザインⅠでの基礎的・基本的な能力と理解を深め、実習により基礎的な実技と技能を習
得して、Ｂ１ボードへの作品制作を通し、美術とデザイン活動に必要な表現能力を高める。
また、具体的な商品企画から販売促進を想定したビジュアルデザインを提案する。

到達目標

・グラフィックデザインの現場を知り、仕事としてのデザインへの理解を深める。
・グラフィックデザインをプロダクトへ展開することで、デザインのもつ幅広いジャンルを理解する。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

プリント／映像と画像
デザイン関連雑誌などを参考とする。

評価方法

実技３０％、提出物５０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　Ｂ１ボードなど実習用具は各自が購入して持参します。Ｂ１ボードの手作業による制作課題に挑戦し、
美しい画面表現を達成する喜びを体験します。楽しい学生生活がデザイン感覚と美とともにあふれ、希望
に満ちあふれる意欲的な授業を期待します。またコンピュータグラフィックス技術とも併用して課外に時
間を見つけて新しい課題に取り組んで下さい。

授業計画

オリエンテーション、授業の概要とテキスト及び準備用具

グラフィックデザインの現場　　　　　　　　　　

グラフィックデザインの現場　　　　　　　　　　

グラフィックデザインの現場　　　　　　　　　　

グラフィックデザインの現場　　　　　　　　　　

パッケージ制作

グラフィックデザインの現場　　　　　　　　　　

家紋について

家紋を用いたプレゼンテーション作品の制作

家紋を用いたプレゼンテーション作品の制作

家紋を用いたプロダクト　

家紋を用いたプロダクト　



可

1 田上重雄

2 清水文人

3 清水文人

4 清水文人

5 清水文人

6 清水文人

7 山枡正樹

8 山枡正樹

9 山枡正樹

10 山枡正樹

11 山枡正樹

12 田上重雄

13 田上重雄

14 田上重雄

15 田上重雄

自己設定による課題

自己設定による課題

自己設定による課題

自己設定による課題

素材・技術を想定したデザイン実習

素材・技術を想定したデザイン実習

素材・技術を想定したデザイン実習

素材・技術を想定したデザイン実習

視覚化のためのデザイン手法

視覚化のためのデザイン手法

視覚化のためのデザイン手法

素材・技術を想定したデザイン実習

授業計画

オリエンテーション

視覚化のためのデザイン手法

視覚化のためのデザイン手法

評価方法

実技６０％、提出物２０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　商品開発に関連することを学んでいる皆さんがもっとプロダクトデザインの知識を持っていれば物を作
ることが楽しくなります。与えられた課題をアイデアから商品化までの夢が描けます。積極的に自分のア
イデアを具体的にデザインしましょう。自分の使う道具を大切にするとともに、フィニッシュとなる教材
は効果が上がるよう研究しましょう。

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「プロダクトデザイン」日本インダストリアル協
会／(株)ワークス

参考書：「アイデアドローイング」中村純正他／
共立出版、教材：製図用具、モデリング用品など

授業概要

　さまざまな企業活動の中で最もドラマティックであり、第三者にとっても関心が高いのは新商品を開発
する作業ではないだろうか。日常生活の生活用具や生活空間の分析を基にプロダクトデザインの手法につ
いて、具体的なデザイン開発のテーマを設定して物づくりに必要な関連知識から応用技法を学びます。

到達目標

・プロダクトデザインに必要な素材の知識と工具器具の操作法や加工技法を習得する。
・商品開発に必要なデザイン情報の収集、デザインコンセプトの設定手法、デザイン評価手法フィニッ
シュワークまでモノづくりを理論的に進めるために必要な知識と技法を習得する。
・具体的な開発課題を基にして企画案の作成、設計から試作化に必要な造形作業までのプロセスを理解す
る。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

所    属 生活学科住居・デザイン専攻・非常勤講師

資格選択区分授業形態 演習

単 位 数 ２単位　　　選択

担 当 者 田上重雄・清水文人・山枡正樹 開講時期 後　期

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370120

科 目 名 プロダクトデザインⅡ 年次配当 ２年次



不可

　これまでのコンピュータグラフィックスで習得した技能をさらに深めた制作、およびMacを扱う能力を
養う。コンピュータを使った「ものづくり」をとおして、ゼロ（０）から完成させる喜びを味わい、今
後の社会生活に活かせる体験をする。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

２年次

後　期

実技４０％、提出物４０％、授業態度２０％

授業概要

　Macの基本的な操作方法を理解することができる。Illustratorを使って、作品制作をすることができ
る。

コンピュータグラフィックスⅣ

石田 英一

資格選択区分

到達目標

評価方法

　教科書（テキスト） 　テキスト以外

未定

学生に対するメッセージ(準備学習等）

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

教材

受入可能人数 －

授業形態

370080

単 位 数 ２単位　　　選択

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　多くのデザインクリエイターの制作ツールとして、実際の現場ではMacが使われています。当科目では
Macを通して「デザインする力」を養い、アイデアを思い通りに表現するにはどのようにすればよいのか
を考えるきっかけとして欲しいと思います。

Macの基本的な操作方法４

オリエンテーション

Macの基本的な操作方法１

授業計画

フライヤー制作１

フライヤー制作２

Macの基本的な操作方法２

Macの基本的な操作方法３

フライヤー制作３

フライヤー制作４

Illustratorによるトレース１

Illustratorによるトレース２

Illustratorによるトレース３

ロゴタイプ制作１

ロゴタイプ制作２

ロゴタイプ制作３



不可

学生に対するメッセージ

実技４０％、提出物４０％、授業態度２０％

年次配当

開講時期

受入可能人数 －

授業概要

370122

単 位 数 ２単位　　　選択

教材

評価方法

　教科書（テキスト） テキスト以外

未定

　課題を通じて、Ｗｅｂサイトのデザインを制作するための基本的知識を習得するとともに、実際に制
作することができる。

ＷＥＢデザインⅡ

石田 英一

資格選択区分

到達目標

　インターネットの仕組みやＷｅｂサイトの作り方を学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

２年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

企業サイトのデザイン概要２

企業サイト制作１

企業サイト制作２

企業サイト制作３

企業サイト制作４

企業サイト制作５

ブログ制作１

　何気なく毎日チェックしているＷｅｂサイトがあるという人は多いと思います。どういうサイトなら
快適に、何度も訪れて見ることができるのか、それはなぜなのか、というようなところから考えてみた
いと思います。

ブログ制作２

情報をつくる１

情報をつくる２

企業サイトのデザイン概要１

Ｗｅｂサイトのトレンド２

オリエンテーション

インターネットの仕組み

授業計画

Ｗｅｂサイトのトレンド１



不可

1  

2  

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

370104

科 目 名 染色・織物 年次配当 ２年次

担 当 者 吉田 公之介 開講時期 後　期

所    属 非常勤講師

資格選択区分授業形態 演習

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

　授業は講義を１回程度、あとの時間はイラストボードをフレームに各自デザインした綴れ織りと染色
の実習をする。

到達目標

　織物の成り立ち、テキスタイルデザイン、工芸について理解する。

教材

実習　織り

使用しない 使用しない

評価方法

授業態度、レポート、提出物等により評価する。
授業態度４０％、レポート１０％、提出物５０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　この授業を通して身近な物作りとしての工芸に興味をもって欲しい。

授業計画

講義・実習　工芸についてと簡単な織りの説明。織りに使うフレームを作る。　

実習　下絵を考える。織りに使うフレームを作る。

実習　フレームに経糸を張る。

実習　下絵を経糸に写しそれにそって織る。

実習　織り

実習　織り

実習　織り

実習　織り

実習　織り

実習　織り

実習　織り

実習　織り

実習　織り

実習　織り



可

　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　ビジネスにおいて使用される文書の種類と使い方を理解し、ビジネス文書の作成ができる。

ビジネス文書論

吉田 収司

資格選択区分 ビジネス実務士資格選択必修

到達目標

　「企業は文書主義」企業規模に関わらずビジネス社会では今も昔も文書が中心。ＦＡＸやパソコンが発
達してもビジネス社会ではファイリングに長けた文書が主流を占めています。企業の中を行き交うビジネ
ス文書の実態を理解するとともに、文章作法のテクニックも学習します。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「ビジネス文書の書き方」竹内宏（監修）
実業之日本社発行　定価1,400円（税抜）

安田式「ビジネス文書の書き方」

370070

単 位 数 ２単位　　　選択

文書作りのポイント（フォーマットとルール）

社内文書（伝達・調整の文書）

年次配当

開講時期

ビジネス文書とはどんなものか。（必要性とその役割）

同上

授業計画

同上　　（報告・提案の文書）

同上

同上　　（提出の文書）

実技　　（社内文書の作成）

受入可能人数 若干名

同上

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　学窓を巣立ち、実社会に出たとき、諸君は公私にわたり様々な文書を書かなくてはなりません。書く機
会もなく、ほとんど目にしたこともないいわゆるビジネス文書。「取引先に提出する注文書、明日までに
書いておくように」上司にこう言われたら諸君は一体どうするだろうか？そのときに狼狽しないように、
この半年間でビジネス文書の達人になろう。

試験８０％、実技２０％

実技　　（社外文書の作成）

ビジネス文書の総括

社外文書（商取引の文書）

同上

同上　　（儀礼・社交の文書）

同上



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9 皆でパネル・ディスカッションをやってみよう（テーマの決定とパネラーの選出）

10

11

12

13 マス・コミにおける広告の機能（スポンサーと視聴者・読者のコミュニケーション）

14

15

　「コミュニケーション」について基本的な事項を理解し、自身の人間関係の中で活かそうとすることが
できる。

生活学科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

後　期

コミュニケーション論

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

授業形態

開講時期

授業概要

「コミュニケーション学への招待」橋元良明編著
大修館書店発行　定価2,100円（税抜き）

「Ｆrom Ａpe to Ａdam」
Ｔhames and Ｈudson 共著

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　いじめを苦に子供達はなぜ沈黙の中で自殺してゆくのだろうか？父親や母親はなぜ我が子を虐待するの
か？なぜ夫は妻に暴力（ドメスティックバイオレンス）的なのか？マス・コミの流すメッセージは真実だ
ろうか？情報化社会の進歩とともに、人と人とのコミュニケーションは壊れつつあるようです。今こそ豊
かな人間関係を育てるために、コミュニケーションの原点に返って考えましょう。

試験１００％

吉田 収司

資格選択区分 ビジネス実務士資格選択必修

到達目標

　サルからヒトに進化すると同時にヒトは二足歩行を覚え、音声器官もそれにつれて発達しました。人類
の創生期においても現代においても社会環境を無視してはコミュニケーションは考えられません。食糧の
獲得や文化の創造は高度なコミュニケーション技術によって獲得されたことを学習します。

コミュニケーション概論

Ｈｉｓｔｏｒｙ　ｏｆ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

370073

単 位 数 ２単位　　　選択

コミュニケーションの協調原則ってどんなこと？

イルカやミツバチは本当にコミュニケーションをとっているのだろうか？

ノンバーバル（非言語）コミュニケーションってなに？

人はいつ頃、何のためにコミュニケーションをとり始めたのか？

コミュニケーションの無意識的情報処理とは何か？

農耕民族と狩猟民族の思想～使う言語によって、ものの見方は変わるだろうか？

年次配当

マス・コミュニケーション入門

幼児にテレビを見させておけば本当に言葉を覚えるだろうか？

異文化コミュニケーション

価値観とライフ・スタイル、異文化と自文化の関係

マス・コミの脅威と口コミの驚異



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

単 位 数 ２単位　　　必修　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習　

１年次

通　年

330039

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

調理学実習Ⅰ

松島 文子

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　調理学で学んだ理論を実習に活かしながら、おいしく調理し色彩りよく器に盛り付けることを心がけて
ください。意欲的に実習に取り組み、新たな知識と技術の習得に努めましょう。実習の記録は、授業で得
た知識と技術を定着させるのに効果的です。先送りしないで毎回こまめに整理するよう心がけましょう。

オリエンテーション　 講義　　西洋料理の特徴と基礎　

授業概要

授業計画

　調理全般の基礎知識ならびに各種調理法（煮る、蒸す、焼く、炒める、揚げる、和える等）の基礎的な
調理技術と操作を習得し、日本料理、西洋料理、中国料理の基礎的料理が調理できる。併せて献立作成、
栄養価計算・評価法の能力を身につける。

定期試験４０％、実技試験５％、実技課題５％、提出物２０％、授業態度３０％

到達目標

　〃　　　〃　　⑤

　〃　　　〃　　⑥

講義及び実技　　調理の基本　

実習　　日本料理①

　〃　　　〃　　②　　

　〃　　　〃　　③　　　

実習　　西洋料理③

　〃　　　〃　　④

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

資格選択区分
栄養士資格必修
フードスペシャリスト資格必修

「新　調理学実習」　宮下朋子編著（同文書院） 五訂増補 食品成分表2010
必要に応じプリント・資料を配布する

　調理全般の基礎知識ならびに各種調理法（煮る、蒸す、焼く、炒める、揚げる、和える等）の基礎的な
調理技術と操作を習得する。また実習を通して食品に適した取り扱い方、調味、食品の取り合わせ、調理
器具・食器の正しい使用法、食卓作法などについて学ぶ。

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

教材

評価方法

講義　　食事計画と献立作成　　

実習　　日本料理⑦　

　〃　　中国料理①

　〃　　　〃　　②

西洋料理　ﾃｰﾌﾞﾙﾏﾅｰ 研修と会食　

講義　　西洋料理の基礎

講義　　日本料理の特徴と基礎、基本調味

実習　　日本料理④　

講義　　西洋料理の基礎、調理技術実技テスト

実習　　中国料理③

　〃　　日本料理供応食

講義　　中国料理の基礎

　〃　　　〃　　⑤　　

　〃　　　〃　　⑥　　

実習　　クリスマス料理

　〃　　正月料理

　〃　　西洋料理①　

講義　　日本料理の手法　

実習　　西洋料理②

会席料理　食事作法の研修と会食　



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 健康づくりの実際　①

12 健康づくりの実際　②

13 健康づくりの実際　③

14 健康づくりの実際　④

15 健康管理活動の実際例

健康の増進　②

健康管理　①

健康管理　②

健康管理における諸問題　①

健康管理における諸問題　②

受入可能人数 －

授業形態

330007

単 位 数 ２単位　　　選択

健康の現状　①

健康の現状　②

健康の増進　①

年次配当

開講時期

健康の概念　①

健康の概念　②

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

栄養科学シリーズNEXT「健康管理概論」 国民衛生の動向
プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　・健康に関する正しい知識を理解し、自らの健康観を振り返る機会としてください。
　・日頃から健康問題について興味や関心を持ちましょう。

定期試験８０％、提出物１０％、授業態度１０％

授業概要

　行政レベルでの健康管理を始めとし、｢自分の健康は自分で守る｣という個人レベルでの健康管理の重要
性も理解する。

健康管理概論

横山 弥枝

資格選択区分 医療秘書実務士資格選択必修

到達目標

　健康の概念理解をし、わが国の健康の現状を理解し、健康管理についての基礎的な知識を得た上で、日
本における健康づくりについての基本的な考え方、諸施策を学ぶ。また、喫煙・飲酒やエイズ、性行為感
染症など、最近の健康問題についても、背景、原因、対策について学んでいく。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

1年次

前　期



可

1

2

3

4

5

6 ５) 社会福祉基礎構造改革

7

8

9 ２．障害者（児）福祉　１）定義　２）３次元の障害　３）処遇史　

10

11 ３．高齢者福祉　１）高齢化の特徴と問題点　２）在宅福祉　３）施設福祉

12

13

14

15

４．児童福祉　１）児童福祉とは　２）児童処遇理念の変遷　３）児童虐待

４）食育　

５．新たな福祉課題　　　総復習

Ⅲ．社会福祉の領域　１．生活保護　１）生活困窮者の歴史　２）困窮者の現状

３）生活保護の理念・原則　４）生活扶助　５）生活困窮者対策の課題

４）実態と特徴・傾向　５）障害者自立支援法等対応策　６）４つの願い　

４）介護保険とその改正　５）年金制度　６）その他の高齢者福祉制度

受入可能人数 ３　名

授業形態

330043

単 位 数 ２単位　　　選択

Ⅱ．社会福祉の歴史　１）概要　２）救貧法の制定とその後の展開

３）社会保険の創設と社会保障の成立

４）日本の社会福祉の歴史　・戦前の歴史　・戦後の歴史

年次配当

開講時期

授業方針、講義の概要説明　　Ⅰ．社会福祉の概念　１）定義　２）目的

３）制度　４）専門職と社会福祉援助技術

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

大阪ボランティア協会編 「福祉小六法2011」
中央法規

日々新聞等で報道される福祉問題

学生に対するメッセージ

　こんな話がある。福祉の講演会、みな感動的な話にうなずいて支え合うことの大切さを確認しあう。と
ころが駐車場をみると、遅れてきた健常者が車椅子マークのところに平気で駐車している。また街で点字
ブロックの上に止められている自転車、スーパーでは車椅子マークが機能していない。まずできることか
ら、福祉の実践をと思う。

試験７０％、課題ノート２０％、授業態度１０％

授業概要

　福祉とは、すべての人々がwell-being＝よりよく存在することである。現実には社会的に弱い立場の
人々は大勢存在する。社会の実態、情勢を知ると共に、人が共に生き、よりよく生きるためにはどうすれ
ばよいか、学生自身の問題として社会福祉を考えられるようにする。

社会福祉概論

山田 修平

資格選択区分
栄養士資格必修
医療秘書実務士資格必修

到達目標

　社会福祉の定義、目的、制度を述べると共に、各国の社会福祉の歴史の要点、またわが国の歴史を振り
返る。また、現在のわが国の社会福祉の法律・制度を学ぶ。さらに生活保護、障害者福祉、高齢者福祉、
児童福祉等の各領域の具体的福祉問題を考える。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

学長

講義　

１年次

前　期



不可

1

2 構造と機能から見た人体

3

4 呼吸器の構造とその働きについて

5

6 血液について

7

8

9

10 からだの支持と運動－骨格・筋肉

11

12 情報の受容と処理（１）

13

14 外部環境からの防御

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

330008

科 目 名 解剖生理学 年次配当 １年次

担 当 者 竹田 晴彦 開講時期 前　期

所    属 非常勤講師

資格選択区分
栄養士資格必修
医療秘書実務士資格必修

授業形態 講義

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

　人体を構成する各器官がどのような構造をもち、生命の維持および活動にどのようなはたらきをして
いるかを理解できるようにする。自分の体について学ぶので、興味を持って学習に取り組んで欲しい。

到達目標

　人体の各器官の構造と、生命維持および活動における働きをイメージを持って理解できるようにす
る。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

授業計画

人体とはどのようなものか

栄養の消化と吸収

循環器について

「解剖生理学」　坂井建雄・岡田隆夫共著
医学書院

評価方法

定期試験８０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　人体はどの様な構造になっていて、それがいかに巧妙に働くかを見て欲しい。それらを作り上げてゆ
くための食物栄養学がいかに大きな役割を受け持つかを自覚して欲しい。

体液の調節と尿の生成

生殖・発生と老化のしくみ

内臓機能の調節－神経

内臓機能の調節－内分泌

からだの支持と運動－筋の収縮

情報の受容と処理（２）



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義

1年次

前　期　　　

生物有機化学

細見　亮太

授業形態

330049

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　最初に簡単な有機化合物を作っている元素の性質について学び、有機化合物の成り立ち、性質と
利用、生体成分や食品成分の化学へと話を進める。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 　－

プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　食物と栄養を考えるとき、有機化合物とくに生体成分について、基礎知識をしっかり身に付けて
おくことは非常に大切です。
　皆さんの理解度を把握しながら、丁寧に指導します。またわからないことがあれば、気軽に質問
してください。

定期試験１００％

授業概要

　元素の性質・物質の成り立ちについて理解した後に、有機化合物の構造と性質との関係について
の基本知識を身につける。

年次配当

開講時期

有機化学を学ぶにあたって

物質の成り立ち　①　　　物質は何からできているのか

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

食品にみる生体物質　①　糖質

食品にみる生体物質　②　脂質、タンパク質

単 位 数 2単位　　　選択

物質の状態と性質　　　　物質の三態

有機化合物　①　　　　　有機化合物とは

物質の変化　　　　　　　化学反応

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「食を中心とした化学」第3版 北原重登 他 著
(東京教学社)

物質の成り立ち　②　　　電子は秩序よく並ぶ

物質の成り立ち　③　　　原子は安定な状態を望む

有機化合物　②　　　　　炭水化物

有機化合物　③　　　　　有機化合物の命名法、異性体

有機化合物　④　　　　　石炭、石油、天然ガスの利用

有機化合物　⑤　　　　　官能基をもつ化合物(1)

有機化合物　⑥　　　　　官能基をもつ化合物(2)

有機化合物　⑦　　　　　官能基をもつ化合物(3)



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

〃

たんぱく質・アミノ酸

〃

〃

ビタミン

〃

ミネラル

〃

脂質

〃

炭水化物

〃

〃

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「食品学Ⅰ」食品の化学・物性と機能性 (南江
堂)

オリエンテーション

食品中の水分

授業計画

教材

評価方法

単 位 数 ２単位　　　必修　

プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　　食品学総論の講義内容には栄養士になるための基礎的な項目が多いとても重要な科目です。
　そのため、皆さんの理解度を把握しながら、解りやすく説明します。

定期試験９０％、授業態度１０％

授業概要

　食品に含まれる各成分の構造や化学的性質・変化を理解し、栄養学・調理学・生化学など、他の
科目の理解の基礎となる知識を身につける。

資格選択区分
栄養士資格必修
フードスペシャリスト資格必修

到達目標

授業形態

科 目 名

担 当 者

所    属

食品学総論 年次配当

開講時期細見　亮太

330014

　食品を理解するための基礎科目として位置づけられる科目である。人間と食べ物の関わりを理解
するために物質の栄養成分、特に五大栄養素の成分特性を学ぶ。また加工、調理、保存過程で生じ
る様々な現象に関与する成分変化や成分間反応などの理論を学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 2名

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義

１年次

前　期　　　



可

1

2

3

4 豆類（大豆、落花生、小豆、えんどうなどの構造、成分的特徴、用途）

5 種実類（ごま、エゴマ、ぎんなんなどの構造、成分的特徴、用途）

6 野菜類（葉菜類、茎菜類、根菜類、成分的特徴、用途）

7 野菜類（果菜類、花菜類、新野菜類、成分的特徴、用途）

8 果実類（仁果類、準仁果類の構造、成分的特徴、用途）

9 果実類（漿果類、核果類の構造、成分的特徴、用途）

10 藻類、キノコ類（藻類、キノコ類の構造、成分的特徴、用途）

11 食肉類（食肉の構造、死後硬直、熟成など）

12 食肉類（牛肉、豚肉、鶏肉などの成分的特徴、用途）

13 乳類とその加工品（牛乳の構成成分、乳製品の種類と特性）

14 卵類（種類、構造と構成成分、調理加工特性、鮮度鑑別法）

15 魚介類（種類と主要成分、死後硬直、鮮度鑑別法）

330015

食品学各論 年次配当

開講時期

栄養士資格必修
フードスペシャリスト資格必修

到達目標

　人が健康を維持していくためには、食物を通じて必要な栄養素や機能成分などを過不足なく摂取しな
ければならない。そのためには食物と栄養成分に関する正しい知識が不可欠である。植物性食品（穀
類、いも類、豆類、野菜類等）や動物性食品（食肉類、牛乳・乳製品類、卵類、魚介類等）および加工
食品の各食品について、生産、性状、栄養成分、特殊成分、用途、品質鑑別に関して学ぶ。

　教科書(テキスト)

「食品学Ⅱ 食品の分類と利用法」南江堂

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

　テキスト以外

亀崎 幸子

資格選択区分授業形態

評価方法

　多種多様な食品が市場に出回っている。各食品名を知ることはもちろんであるが、各食品の旬や成分
的特徴を十分に理解し、嗜好性や経済性を考慮しながら食品素材の選択や献立作成が出来るようになっ
てください。

単 位 数

「新版原色食品図鑑」建帛社

２単位　　　必修　

いも類（じゃがいも、さつまいも、さといもなどの構造、成分的特徴、用途）

教材

穀類（米、小麦、トウモロコシ、そばなどの構造、成分的特徴、用途）

定期試験９０％、授業態度１０％

授業概要

　輸入食品の増大と食品の調理・加工技術の急速な進歩により、食品材料の種類は多様化してきてい
る。これら各種食品の生産、性状、栄養成分、特殊成分、用途等について学ぶとともに加工、調理、貯
蔵に伴う成分変化などの基礎知識も併せて学習することにより、献立作成や調理の実際に活用できる応
用力を身につけることができる。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

穀類（米、小麦、トウモロコシ、そばなどの構造、成分的特徴、用途）

受入可能人数 若干名 科目等履修生ほか受入　　　



不可

評価方法 ③食品のうそと真正評価　藤田哲(著)　NTS

④実務食品衛生　河端俊治ほか(著)　中央法規

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

岡本 幹三

資格選択区分
栄養士資格必修
フードスペシャリスト資格必修

　食品の安全性の確保のため、飲食に起因する食性病害とその予防方法について学習する。食中毒、食品
添加物はもちろん、近年注目されている輸入食品の安全性の確保、環境汚染と食品、遺伝子組み換え食
品、食品表示の課題についてテキストや参考資料を活用して解説する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

前　期

年次配当

開講時期

330050

食品保健

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　問題意識をもって学習する態度を心がけること。
　わからないことはそのままにしないで、その場で聞くように。
　周囲の迷惑を考えて、私語は慎むこと。
　良き学生である前に、良き常識人であれ！！！！！

授業概要

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

食品の安全性　日本フードスペシャリスト協会／
編　建帛社

①食品衛生学　太田房雄・西島基弘(著)　建帛社
②食品衛生学　川城巌(著)　光生館

到達目標

⑤食品衛生学　谷村顕雄ほか(編)　南江堂

食品衛生学概論

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

試験８０％、授業態度２０％

　食と健康をめぐる昨今の現状と問題点について把握するとともに、問題解決のための予防と対策につい
て学習する。食生活の多様化に伴って食品の安全性の確保は益々難しくなって来ている。今、専門家に最
も求められている、食品の安全性の確保のための適切な対応と情報提供ができる技能の修得を目標に２方
向性の講義を目指す。

授業形態

単 位 数 ２単位　　　必修

器具および容器包装

水の衛生

食中毒

食品表示と安全管理　　　１．食品の表示

食品表示と安全管理　　　２．食品添加物

食品表示と安全管理　　　３．輸入食品

食品表示と安全管理　　　５．ＨＡＣＣＰ（危害分析･重要管理点方式）

まとめ

食品の安全性の確保

食品の安全性

食品の腐敗・変敗とその防止法

食品表示と安全管理　　　４．遺伝子組み換え食品

台所などにおける安全性

環境汚染による食品汚染



不可

1

2

3

4

5

6

7 食物の摂取

8 食にたずさわる人々とこれからの食生活

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

１年次

前　期

授業概要

　食に関わる諸問題について学び、より良い食生活を送るための基礎的知識の習得を目指す。

食生活論

横山　弥枝

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　私たちにとって欠かすことのできない「食」を見直し、これからの食生活のあり方について多角的に学
ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「新食生活論」
　岡崎光子編著　　光生館

プリント

学生に対するメッセージ（準備学習等）

・現在の食文化がどのように形成され変遷してきたのかを考えてみましょう。
・食に関する諸問題について関心を持ちましょう。
・自分の食生活を見直してみましょう。

テスト６０％、レポート３０％、授業態度１０％

食生活と食環境

食生活と健康

食の構成

年次配当

開講時期

オリエンテーション（食生活とは）

日本の食文化・食習慣

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

330045

単 位 数 １単位　　　必修

食の調理・加工



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義

１年次

前　期

授業概要

　栄養・食生活指導の基礎知識を修得し、個人や集団の栄養指導の方法や対象別の栄養に関する課題を整
理し理解する。また対象者別の基本的な栄養指導の方法を習得する。

栄養指導論

野津 あきこ

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　栄養指導は、対象となる個人や集団が疾病の治療や健康を維持・増進、特に栄養・食生活の向上を支援
することを目的としている。栄養・食生活の向上に取り組み、問題解決を図ることができるように、栄養
指導の理論や実践の基礎について学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

バイタル栄養教育・指導論　緑川英子編
調理のためのベーシックデータ　松本仲子編

日本人の食事摂取基準(2010年版)
日本食品標準成分表

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　栄養に関する専門用語がたくさん出てきます。最初は学ぶ内容が理解できない部分も多いと思います
が、ひとつひとつ理解していくことが必要です。そして栄養・健康の問題や背景となる社会環境の課題等
と関連づけながら学んでいきましょう。

定期試験８０％、レポート１０％、授業態度１０％

栄養指導の基礎知識　食事摂取基準

栄養指導の基礎知識　食品成分表、食事バランスガイド

栄養指導の方法と技術（指導計画案等）

年次配当

開講時期

栄養指導の概念、歴史

現代の食生活と栄養教育・指導、健康づくり

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

330072

単 位 数 ２単位　　　選択

栄養アセスメント

年代別の栄養指導　乳幼児期

年代別の栄養指導　学童期

年代別の栄養指導　青少年期、成人期

年代別の栄養指導　壮年期、高齢期

生活習慣からみた健康

単身生活者、妊婦・授乳婦・更年期の栄養指導

単身生活者、スポーツ選手、特殊環境、摂食障害者の栄養指導

施設別の栄養指導

地域における栄養指導、全体のまとめ



可

1

2

3

4

5

6

7

8

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義　

１年次

前　期

授業概要

　栄養士にとって必要なカウンセリングの知識を理解し、演習を通して人とかかわる実践的な力を身に付
ける。

カウンセリング論

山崎 沙織

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　栄養士に必要なカウンセリングの理論や技法を学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　カウンセリングとは、これまでの話の聞き方とどう違うのでしょう？人間の心を知ることや話を聞くス
キルを学ぶことで、「安心して話ができる」「話をすると温かい気持ちになれる」と相手に感じてもらえ
るような人に一緒に成長していきましょう。実際の場面を想定した演習や、自分を知るための心理テスト
もやります。日常生活や現場に生かせるカウンセリングの力を一緒に身に付けていきましょう。

レポート６０％、授業態度４０％

カウンセリングの技法－人と関わるスキルを学ぼう

自分を知ろう（心理テスト）

相手を知ろう

年次配当

開講時期

オリエンテーション

カウンセリングの理論－こころについて解説

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 若干名

授業形態

330076

単 位 数 １単位　　　選択

現場で生かすカウンセリング①

現場で生かすカウンセリング②

まとめ



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　〃　　　　　　　　　調理システム、エネルギー源の種類と特徴

調理環境　　　　　　　食情報、外食産業、エコクッキング、調理衛生

　〃　　　　　　　　　動物性食品の調理特性　肉類、魚介類　

　〃　　　　　　　　　動物性食品の調理特性　卵類、乳類　　　　

　〃　　　　　　　　　抽出食品素材の調理機能　でん粉、ゼラチン、寒天　　　　　

調理器具・設備と熱源　調理器具、調理設備

　〃　　　　　　　　　調味操作

食品の調理機能と栄養　植物性食品の調理特性　米、小麦粉

　〃　　　　　　　　　植物性食品の調理特性　いも類、豆類、果実類

　〃　　　　　　　　　植物性食品の調理特性　果実類、きのこ類、海藻類　

受入可能人数 －

調理操作　　　　　　　非加熱操作　加熱操作

学生に対するメッセージ（準備学習等）

  調理学実習Ⅰの実習内容と関連づけながら講義を進めていきます。調理学の講義ノートだけでなく、調
理学実習Ⅰのノートも参考にしながら理解を深めてください。

定期試験８０％、提出物１０％、授業態度１０％

330038

単 位 数 ２単位　　　必修　

　〃　　　　　　　　　食事の意義　食事設計、供食

　〃　　　　　　　　　環境と食生活　

年次配当

開講時期

オリエンテ－ション　　調理の意義と目的　

食事の設計と食生活　　調理の文化　食味と嗜好の形成要因

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「調理学（第３版）」　青木三恵子編著（化学同
人）

「原色食品図鑑」　菅原　龍幸他編（建帛社）

授業概要

　調理に関する事がらを科学的に捉え、調理技術の向上やより望ましい豊かな食生活の応用実践に役立つ
理論について理解する能力を身につける。

調理学

松島 文子

資格選択区分
栄養士資格必修
フードスペシャリスト資格必修

到達目標

　食事計画に始まり、調理素材の選択を経て、調理操作を行い、衛生的に安全で、栄養のバランスが整
い、おいしい食物を完成して器に盛り、食卓を構成して食するまでの調理のすべてのプロセスについて学
ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

子どもをのばす教育評価とは何か？

教育の目的とは何か？　―教育基本法などの法令を中心に

教育の内容とは何か？　―外国語科と食育とを中心に

なぜ学校へ行くのか？　―普通教育の歴史

教育とは何か？

「生徒」とは何か？　―中等教育における受験生と女学生

家族にとって学校とは何か？　―多様な教育要求の枠組み

「子ども」とは何か？　―教育対象として理解するために

　教育とは何か。栄養教諭免許の取得希望者を対象とする科目だが、そのほかの者も受講可能である。教
育の理論・制度・歴史・方法などについて、中学校教育に焦点を合わせながら、広く講義する。

授業概要

「教師」とは何か？　―求められる教員像

「生きる力」とは何か？　―生涯学習社会を生きる力

「学力」とは何か？　―教育課程・学習指導要領

「授業」とは何か？　―教材に注目して

「教科書」とは何か？　―主要な教材として

「学歴」とは何か？　―学校と職業選択

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　本講義で学ぶことは、教職志望者だけにかかわるものではありません。「教育とは何か」を考えること
は、自分のあり方や生き方などについて考えることでもあるからです。われわれは、必ず何らかの形（教
師-生徒、親-子、先輩-後輩などの関係）で教育にかかわりながら生きています。皆さんにはぜひ、本講
義で学ぶ知識を使って、将来の自分のあり方を想像してほしいと思います。知識は、考えるための「材
料」です。知識は「使う」ことに意味があります。

テキストは使用しない。 適宜参考文献を提示し、資料を配布する。

　「教育とは何か」を深く考えることは、教師・教育者のあり方を真剣に考えることである。考えた結果
は、自らよりよい教育実践をつくりだし、行っていく基盤を形成していく。本講義では、教育の意味をさ
まざまな視点から原理的に考察・理解し、教育者としての態度や能力を身につけることを目指す。

到達目標

授業計画

教材

評価方法

 科目等履修生ほか受入　　　

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

レポート６０％（小レポート２０％・本レポート４０％）、小テスト２０％、授業態度２０％

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

ガイダンス　―教育・学習・人間形成

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義　

１年次

前　期　

330104

教育原理

白石 崇人

資格選択区分

年次配当科 目 名

担 当 者

所    属

開講時期

若干名

栄養教諭資格必修

受入可能人数



可

1

2

3

4

5

6 　　　〃　　　④　（図表の利用）

7 　　　〃　　　⑤　（オートシェイプの利用）

8

9

10

11 表計算ソフト①　（表計算の概要説明）

12 　　〃　　　②　（表作成、罫線）

13 　　〃　　　③　（計算式）

14

15 まとめ（総合問題）

インターネットの仕組み、WWW（World Wide Web）

ブラウザの利用、ホームページの閲覧と情報検索

Eメールの利用

２　名

オリエンテーション（情報処理教室使用の諸注意など）

Windowsの基本操作、文字入力

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

適宜プリント配布
USBフラッシュメモリ使用

330053

単 位 数 ２単位　　　選択

　　〃　　　④　（グラフの作成）

ワープロソフト①　（ビジネス文書の基本）

　　　〃　　　③　（表作成）

年次配当

開講時期

　　　〃　　　②　（お知らせ文書の作成）

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

  コンピュータの活用技術を身に付けるためには実際に自分で操作してみることが大切です。
  授業で学習したことをその場で操作するのは難しいことではありませんが、いざ自分で文書等を作成し
ようとすると、何をどのように操作すればよいのかわからなくなる場合があります。
　学習したことをどう生かすかについても、常々考えながら学んでいってください。

試験２０％、実技２０％、提出物３０％、授業態度３０％

授業概要

教材

評価方法

未定

・コンピュータの基本的な操作方法について学び、操作できるようになる。
・ワープロソフトや表計算ソフトを使って、文書を作成することができる。
・インターネットヤEメールの使い方について学ぶとともに、利用上の注意点について理解する。

情報処理演習

板倉 一枝

資格選択区分
医療秘書実務士資格必修
栄養教諭資格必修

到達目標

　パーソナルコンピュータ利用のための基礎的な操作法を習得する。「コンピュータで何ができるか」に
ついて考え、一般によく使われているソフトウエアを実際に操作し、自分の作りたい文書などをどうパソ
コンで作るか、その方法について学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

演習

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1 板倉一枝

2 松島文子

3 松島文子

4 松島文子

5 板倉一枝

6 横山弥枝

7 横山弥枝

8 横山弥枝

9 板倉一枝

10 松島文子

11 松島文子

12 松島文子

13 松島文子

14 松島文子

15 板倉一枝

　　　〃

フードスペシャリストの展望

食の情報とその活用

現代の食卓の課題

　　　〃

食環境と食育

食品の品質規格

食品の鮮度、鑑別検査

　　　〃

食の安全性と消費者の保護

受入可能人数 －

食の消費現場と食産業

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　フードスペシャリストがもつ専門性と新しい職域における立場を理解しながら、専門知識を身につける
とともに、技術面の向上を目指して学んでほしい。

定期試験５０％、提出物４０％、授業態度１０％

330065

単 位 数 ２単位　　　選択

味覚の生理、味覚物質

味覚の生理、味覚物質

年次配当

開講時期

フードスペシャリストとは

おいしさの追求

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「改訂フードスペシャリスト論」
日本フードスペシャリスト協会編（建帛社）

授業概要

　食および食品に関するフードスペシャリストとしての基礎的な専門知識を学び、食べ物の科学的根拠に
よる官能評価および品質鑑別検査ができる能力、食品販売やレストラン等のコーディネートの基礎的能力
を身につける。

フードスペシャリスト論

松島文子・板倉一枝・横山弥枝

資格選択区分 フードスペシャリスト資格必修

到達目標

　フードスペシャリストとしての基礎的な専門知識を深め、食品の官能評価および品質鑑別検査、調理と
食欲・味覚、風土・文化と食環境、食品の流通・消費などについて学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

実験　

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　ヒトの身体の構造と機能をよく理解し、特に栄養と吸収機能を学ぶ。

解剖生理学実験

細井　亨

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　①ＮＨＫのビデオを使用してヒトの身体の構造や機能を理解する。
　②魚やニワトリの解剖をすることで動物の生態や食性などをヒトと比較しながら理解する。
　③ビデオの内容からヒトの身体の構造と機能の理解を深める。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

プリント、ビデオ

330009

単 位 数 １単位　　　選択

しなやかなポンプ―心臓・血管（ＮＨＫスペシャル　№２）

消化吸収の妙―胃・腸（ＮＨＫスペシャル　№３）

年次配当

開講時期

人体の消化器官のテスト、復習

授業計画

 科目等履修生ほか受入　　　

なめらかな連携プレー―筋肉と骨―（ＮＨＫスペシャル　№５）

生命を守る―免疫（ＮＨＫスペシャル　№６）

解剖（マアジ）

解剖（ハマチ）

受入可能人数 －

壮大な化学工場―肝臓（ＮＨＫスペシャル　№４）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　この実験をとおしてヒトの命について考える機会になることを期待します。

提出物８０％、小テスト２０％

心臓・血管について

筋肉と骨について

免疫について

解剖（マサバ）

解剖（スズキ）

消化器官について

肝臓について



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義

１年次

後　期

生化学

細見　亮太

授業形態

330012

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　摂取した食品成分の生体内代謝について学ぶ。異化・同化作用を理解した上で、主として三大栄
養素の代謝及びエネルギー産生と生体内での利用を中心に講義を行う。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 　２　名

プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　生化学は、栄養学を学ぶ上でとても重要な科目です。非常に理解困難な科目ですが、解らないと
ころがあれば丁寧に対応しますので気軽質問してください。

定期試験９０％、授業態度１０％

授業概要

　三大栄養素である糖質，脂質，タンパク質を中心に、摂取した食物がどのように体内で代謝され
るかについて理解できるようになる。また、食品成分と生体成分の相違、エネルギー産生、人体の
機能について知識を身につける。

年次配当

開講時期

生化学について

人体の化学組成と組織構造

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

ビタミン

生体恒常性

単 位 数 ２単位　　　選択

糖質代謝　①

糖質代謝　②

エネルギーの産出・利用　②

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「基礎から学ぶ生化学」 南江堂

食物の消化・吸収

エネルギーの産出・利用　①

タンパク質・アミノ酸　①

タンパク質・アミノ酸　②

脂質代謝　①

脂質代謝　②

遺伝子と核酸

酵素・ホルモン



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

１年次

後　期

授業概要

　食品の新しい貯蔵法や加工法、包装材料、輸送方法が開発され、われわれの日常の食生活は量・質とも
に豊富に、かつ便利になり多様化してきている。農産物・畜産物・水産物の加工法の基本原理、加工方
法、食品の品質劣化の機構や貯蔵・保存の原理などについて理解する能力を身につける。

食品加工学

松島 文子

資格選択区分
栄養士資格必修
フードスペシャリスト資格必修

到達目標

　農産物・畜産物・水産物の加工法の基本原理、加工方法、食品の品質劣化の機構や貯蔵・保存の原理に
ついて学ぶ。また各種加工食品の特徴、新しい包装材料・包装方法および規格・表示について理解を深め
る。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「食品加工学（第２版）」菅原　龍幸編著
（建帛社）

「原色食品図鑑」　菅原　龍幸編（建帛社）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　教室外でも学べることが多い教科です。日頃から、身近にある加工食品や食品材料を自分自身の手に取
り、しっかり見る（観察する）ことを習慣化するよう心がけましょう。また『加工食品』や『食生活』な
どに関する様々な情報を専門書、雑誌、新聞などから幅広く得ることも大切です。図書館の利用をお勧め
します。

定期試験８０％、提出物１０％、授業態度１０％

食品の保蔵　食品と微生物　低温貯蔵

　　〃　　　乾燥　水分活性　塩蔵と糖蔵　　

　　〃　　　酸貯蔵　燻煙　加熱

年次配当

開講時期

オリエンテーション　食品加工の意義と目的　

食品の保存と腐敗　食品の加工・貯蔵の原理

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

330017

単 位 数 ２単位　　　選択

　　〃　　　包装　放射線利用

食品の加工　農産加工（穀類、いも類の加工）　　　　　

　　〃　　　農産加工（豆類、野菜類、果実類の加工）

　　〃　　　畜産加工（畜肉製品、乳製品）

　　〃　　　水産加工（乾製品、塩蔵品、練り製品）

　　〃　　　発酵食品、調味料・嗜好食品

　　〃　　　インスタント食品

　　〃　　　食用油脂、コピー食品

保健機能食品　特定保健用食品　栄養機能食品　

加工食品の規格基準と品質表示



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

栄養士資格必修
フードスペシャリスト資格必修

担 当 者

所    属

単 位 数

栄養学総論

浅中 美幸

資格選択区分

①栄養の概念と意義の把握、②食物摂取と消化・吸収、③各栄養素の機能と代謝、④栄養と疾病、⑤栄養
と遺伝子の関連性

 科目等履修生ほか受入　　　

非常勤講師

　　講義

年次配当

開講時期

科 目 名 １年次

後　期

　栄養士は「食」を通じて人の健康に貢献する職業です。人の健康の維持・増進、病気の予防や治療に
「食」を通して貢献するために、基礎科学を基盤とした幅広い応用性のある栄養学の知識を学びましょ
う。

試験８０％、授業態度２０％

授業概要

①栄養の概念と意義を把握し、健康の保持・増進、生活習慣病を含めた疾病の予防・治療における栄養の
役割を理解する。
②栄養士としての職務に必要な応用性のある栄養学の基礎知識を習得する。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

到達目標

『改訂基礎栄養学』林淳三編　建帛社

２単位　　　必修

消化と吸収

糖質の栄養

〃

栄養と健康

摂食行動

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

脂質の栄養

〃

タンパク質の栄養

〃

ビタミンの栄養

ミネラル、電解質、水の作用

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

機能性非栄養成分の作用

栄養と遺伝子発見

栄養と生活習慣病

栄養と生体防御

受入可能人数 －

授業形態

330020



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

実習　幼児・高校生の弁当（自習献立）

講義　老年期の栄養、嚥下障害への対応

実習　嚥下困難食

講義　スポーツ栄養、労働栄養、まとめ

講義　学童・思春期の栄養

実習　食物アレルギー児の間食

講義　妊娠・授乳期の栄養

実習　妊娠貧血の食事

講義　幼児・高校生の弁当献立（個人・グループ）

講義　幼児・高校生の弁当献立（グループ）発注表の作成

受入可能人数 －

授業形態

330068

単 位 数 １単位　　　選択

実習　調乳および離乳食

講義　幼児期の栄養

実習　幼児食

年次配当

開講時期

講義　オリエンテーション　全体の概要

講義　乳児期・離乳期の栄養

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

テキスト「応用栄養学実習」講談社 日本食品標準成分表、電卓、色鉛筆
調理のためのベーシックデータ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　調理学実習で学んだ調理技術をベースに、ライフステージに適した食品選択、調理方法で実習を行いま
す。実習は、グループ単位で行います。実習内容の理解を深め知識を定着させるため、課せられるレポー
トは必ず提出してください。
　教科書のほか、日本食品標準成分表、調理のためのベーシックデータ、電卓、色鉛筆は毎回持参してく
ださい。

定期試験７０％、レポート２０％、授業態度１０％

授業概要

　ライフステージごとの心身の特徴や栄養アセスメント、それぞれの栄養管理の特性を理解する。それぞ
れのライフステージに見合った食事づくりの重要性を認識し、ライフステージに適した献立作成や適切な
調理方法を学び、栄養士としての実践力を身につける。

ライフステージ栄養学実習

野津 あきこ

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　栄養学の理論をもとに、乳児、幼児、学童期、妊娠・授乳期、高齢期などのライフステージ別の適切な
栄養法を実践的に理解し、これを食事として具現化していく方法を学ぶ。食品の選択や、調理、および献
立作成を実習を通して修得する。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習

１年次

後　期



不可

1

2

3

4

5 循環器疾患

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

腎臓病、透析

内分泌・感覚器・神経疾患

摂食障害・呼吸器疾患

血液・筋・骨格の疾患

感染症・免疫アレルギー

がん、術前・術後の対策

術前・術後対策・クリティカルケア

摂食障害、身体・知的障害

乳幼児・小児・妊産婦対策

更年期障害、高齢者への対策

－

授業形態

330069

単 位 数 ２単位　　　選択

消化器疾患

　〃

年次配当

栄養障害

代謝疾患

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　高齢化と共に、老人病も増加しますが、糖尿病をはじめとして、講義の対象となる病気は生活習慣（特
に食生活）から由来するものが大半です。食事をコントロールすることの大切さを学んで下さい。講義時
間が限られていますので、より理解を深めるため、開講前に是非予習をお願いします。わからないことは
後に質問時間を設けます。

定期試験８０％、授業態度２０％

授業概要

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

臨床栄養学　中村丁次　他（南江堂）

　保健・医療の問題を正しくとらえ、自然科学のみならず社会学的、心理学的方法を総合して解決するた
めの基本的知識や、能力を習得する。

臨床栄養学概論

竹田 晴彦

資格選択区分
栄養士資格必修
医療秘書実務士資格選択必修

到達目標

　栄養上の欠陥がもたらす疾患や食事療法が有効な疾患について、その発生機序、病態生理、臨床症状、
臨床検査、治療法などを学ぶ。栄養療法は特に重要な地位を占めることを理解する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

後　期開講時期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

栄養教育指導案に基づく実演発表（グループ）

全体のまとめ

栄養教育指導案の作成（グループ）

栄養教育指導案に基づく教材作成・発表準備（グループ）

　〃

栄養教育指導案に基づく実演発表（グループ）

指導教材の作成　模造紙（個人）

　〃

指導教材の作成　発表（個人）

栄養教育指導案の作成（個人）

受入可能人数 －

栄養指導の実習　ロールプレイングによる個別指導

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　栄養指導は、今まで学んだ栄養や食品に関する知識をベースに実践するものです。栄養士になるための
専門の理論や演習・実習の全てが重要です。健康問題や社会環境と関連づけながら学んでいきましょう。

定期試験７０％、レポート１０％、授業態度１０％、発表１０％

330074

単 位 数 １単位　　　選択

各種調査の実施　食事調査の演習

各種調査の実施　食生活アンケートの作成

年次配当

開講時期

食事摂取基準の算定

　〃

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「演習栄養教育・栄養指導」大里進子 等編
（医歯薬出版）

日本食品標準成分表
日本人の食事摂取基準(2010年版)

授業概要

　栄養指導論等の基礎知識をもとに、対象者別に栄養指導・教育のために必要な技術を習得する。栄養指
導・教育のための計画・実施・評価の流れを理解する。

栄養指導論実習

野津 あきこ

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　個人や集団の栄養指導の方法や対象別の栄養に関する課題を整理し、対象者別に栄養指導のために必要
な技術を実習や演習を行う。例えばグループ別に対象者を設定し、指導案や媒体・教材を作成し、集団に
対する模擬指導を発表したり、ロールプレイイングによる栄養指導などを行う。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

プレゼンテーションソフト①

プレゼンテーションソフト②

発表①

発表②

受入可能人数 ５　名

授業形態

330054

食生活調査①

食生活調査②

食生活調査③

統計処理①

統計処理②

図表や画像、データの取り込み

未定 適宜プリント配布
USBフラッシュメモリ使用

２単位　　　選択

栄養価計算ソフト②

栄養課計算ソフト③

ネット上の情報検索

オリエンテーション

栄養価計算ソフト①

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　前期に開講される「情報処理演習」の内容を復習しておいてください。
提示する課題について各受講者がパソコンを用いて考察し、その結果をメール等を用いて提出するという
学生参加型の授業形態で行います。

定期試験２５％、実技２５％、提出物３０％、授業態度２０％

授業概要

　食事調査・アンケート等によって得られたデータを数値化し、コンピューターを利用した処理を行い、
その結果を分析・解釈し、わかりやすく表現・伝達する方法を学ぶ。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

到達目標

　栄養指導や栄養士業務をより効果的に行うための方法・技術を習得することを目的とする。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻

　　演習

年次配当

開講時期

科 目 名 １年次

後　期担 当 者

所    属

単 位 数

栄養情報処理演習

横山 弥枝

資格選択区分



可

1 　　　栄養士・管理栄養士の業務内容について　　　　　　　　　　　　　特別講師：鍛治木いつ子

2

3

4 各論　栄養管理（給与栄養目標量の設定、食事計画）

5 　　　栄養管理（食品構成表の作成、献立計画と作成）

6 　　　栄養管理（献立の種類と献立作成の留意点、栄養管理の評価、栄養教育）

7 　　　食材料管理（食材料の種類と分類、食材料の購入計画）

8 　　　食材料管理（食材料管理の方法と評価等）

9 　　　衛生・安全管理（給食関係者の衛生管理、食品衛生の条件と衛生的取り扱い）

10 　　　衛生・安全管理（給食施設・設備の衛生・安全管理及び自己対策と評価等）

11 　　　施設・設備管理（調理機器の種類、選定、レイアウトと保守管理）

12 　　　作業管理（大量調理、作業管理）

13 　　　特定給食施設の種類と特徴（事業所、病院、学校、福祉施設等の特徴と今後の課題）

14 　　　経営管理（経営組織、労働関係の法律、財務諸表）

15 　　　経営管理（原価管理、生産管理・品質管理と作業管理）

科 目 名

担 当 者

授業形態

学生に対するメッセージ（準備学習等）

授業計画

受入可能人数 科目等履修生ほか受入　　　

亀崎 幸子

資格選択区分

　　　特定給食施設の種類と特性、特定給食の運営と実施の方法、関係法令

総論　給食の概念、特定給食施設の歴史、特定給食と栄養士の役割　　　　

開講時期

　後期の給食管理実習に備えて基本的なことを学びます。他の教科と重複する点も多いですが、それほ
ど重要なことですので、しっかりと基本的なことは学んでください。

定期試験９０％、授業態度１０％

授業概要

　病院、学校、事業所、福祉施設等の特定給食施設における給食管理の目的と重要性、さらにその施設
における栄養士の役割を理解すると共に給食経営管理業務の遂行に不可欠な基礎知識を身につける。

到達目標

給食管理

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

若干名

330031

単 位 数 ２単位　　　選択　

所    属

年次配当

栄養士資格必修

　特定給食施設における食事は、健康人に対しては喫食者の健康保持増進のために、疾病のある人に対
しては治療を目的とした内容のものである。これらの人々の健康を預かる栄養士の役割は重要である。
総論では集団給食の概念、種類と特徴、歴史、関係法令、栄養士の役割等について学ぶ。各論では栄養
管理、栄養教育、食材料管理、衛生および安全管理、施設設備管理、作業管理、経営管理について具体
的に学ぶ。

　テキスト以外

「給食の運営　給食計画・実務論」医歯薬出版
「栄養士必携」第一出版

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

１年次

後　期



不可

1 オリエンテーション(大量調理の説明）

2 オリエンテーション(大量調理の説明）

3 オリエンテーション(大量調理の説明）

4 １班：試作献立の決定　　２班：献立作成　　　　　３班：献立作成

5 １班：試作・打ち合わせ　２班：試作献立の決定　　３班：献立作成

6 １班：厨房実習　　　　　２班：試作・打ち合わせ　３班：試作献立の決定

7 １班：試作献立の決定　　２班：厨房実習　　　　　３班：試作・打ち合わせ

8 １班：試作・打ち合わせ　２班：試作献立の決定　　３班：厨房実習

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習

１年次

後　期

授業形態

330032

資格選択区分

受入可能人数

授業概要

 科目等履修生ほか受入　　　 －

１単位　　　選択　

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

到達目標

「給食管理実習のてびき」　医歯薬出版
「一品料理500選」医歯薬出版
「給食管理実習ノート」

「目で見る80キロカロリー食品ガイド」主婦の友社
「日本食品成分表」

　実習を通して、給食管理に関する基礎的知識および技術を体得し、給食対象者に適切で豊かな食事を
提供するという給食の基本的事項はもとより、調理従事者として、自らの衛生管理・体調管理に留意
し、特定給食施設基準の100 食分の大量調理を能率的に実践することができるようになる。

教材

　学内の集団給食施設を使用して、教員の指導のもとに、対象者の栄養基準に則した献立作成と食材の
発注・検収、大量調理・供食・評価を行う。実習を進めるに当たり、学生自らが自主的に計画をたて、
各自が役割・分担の作業を果たしながら授業を通して協力と責任の重要性を学び、給食運営の手順・方
法などを修得する。３班編成(献立班、試作班、実習班）で実習する。

栄養士資格必修

単 位 数

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

給食管理実習Ⅰ

亀崎 幸子

定期試験８０％、授業態度１０％、提出物１０％

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　喫食者に喜ばれる食事を制約の多い条件の中で作っていきます。日頃から献立を考え材料別・料理別
献立集を作っておいてください。給食の運営管理の全てが学生自身の手によって自主的に行われる授業
です。実習の効果を十分にあげるためには、学生自らが実習に対して自主的および意欲的･積極的な態度
で取り組むことが大切です。各班とも厨房での実習は１回ずつと少ないですのでしっかり取り組んでく
ださい。



可

1

2

3

4

5

6

7

8

道徳教育は何を目指すか？　―中学校学習指導要領から

道徳教育の教材はどうするか？　―食と命とをつなぐ教材

道徳教育はどう授業するか？

道徳教育とは何か？

道徳教育を行う方法は？

道徳教育では何を教えるか？

「道徳の時間」とは何か？

　道徳教育が学校活動全体で行われる限り、栄養教諭も、道徳教育に積極的に係わることが求められてき
ます。将来、自分はどのような道徳教育を実践したいか、あるいはすべきか。本講義で学ぶ知識を使っ
て、将来の自分の実践を想像しながら受講しましょう。知識は、考えるための「材料」です。知識は「使
う」ことによって意味をもってきます。

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

道徳とは何か？―ガイダンス

使用しない。 適宜参考文献を提示し、資料を配布する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

レポート６０％（本レポート４０％・小レポート２０％）、小テスト２０％、授業態度２０％

評価方法

授業計画

教材

　道徳教育とは何か。道徳教育の理論・制度・歴史・方法などを学ぶことにより、道徳教育を担当する教
員としてのあり方を考察する。栄養教諭免許状取得を希望する学生を対象とする科目であるが、その他の
学生も受講可能である。

受入可能人数 若干名

　現代日本の道徳教育は、学校全体で行うことになっている。栄養教諭は、食育を通して道徳教育にかか
わることを期待されている。本講義では、とくに中学校の道徳教育について、さまざまな観点から深く理
解することにより、栄養教諭として道徳教育のあり方を考える態度・能力を身につけることを目指す。

到達目標

授業概要

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義　

１年次

後　期

道徳教育論

白石 崇人

330107

年次配当科 目 名

１単位　　　選択

開講時期

資格選択区分 栄養教諭資格必修

単 位 数

担 当 者

所    属

授業形態



可

1 なぜ、いま特別活動なのか

2

3

4 特別活動で人間関係をどう築くか

5 人間関係をつくる学級活動［理論編］

6 人間関係をつくる学級活動［実践編］

7

8 特別活動、今後の課題とプランづくり

9

10

11

12

13

14

15

教材

人間関係を形成する生徒会活動

330108

単 位 数 １単位　　　選択

所    属

受入可能人数 若干名

授業形態

授業計画

特別活動論

資格選択区分 栄養教諭資格必修

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　中学校時代を振り返り、ＨＲや生徒会活動、修学旅行などどんな思い出がありますか。それらを実施す
る立場になって考えていきます。学級活動では指導案を作成します。

定期試験５０％、提出物４０％、授業態度１０％

授業概要

評価方法

　教科書(テキスト)

学校が抱える問題と特別活動が果たす役割

到達目標

　学校教育の今日的課題への対応のため、新学習指導要領に「人間関係を築く」という文言が特別活動の
目標に加えられた。子どもたちを育てるキーワードとして「人間関係」を取り上げ、学校教育における特
別活動の果たすべき役割とその重要性を解説する。

 科目等履修生ほか受入　　　

開講時期

　テキスト以外

なし 適宜資料はプリントで提供する

　特別活動は日本の学校教育を象徴する内容である。その特別活動の固有の意義やねらい、教育課程上の
位置づけと内容及び実践上の留意点、そして今日の学校の教育課題への果たすべき積極的役割を理解し、
学級活動の指導案が作成できる。

　　　〃

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

後　期

年次配当科 目 名

担 当 者 荒益 正信



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

単 位 数 ２単位　　　選択

授業形態

授業概要

　医療秘書実務士として医療業務（受付、カルテ管理、クラークなど）の基本的事項を教材に基づいて学
習する。

 科目等履修生ほか受入　　　 若干名

科 目 名

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

後　期

430007

「医療秘書実務」日本医療福祉実務教育協会監修
（建帛社）

オリエンテーション

医療秘書とは

　　〃

　近年、医療組織の専門化、業務分担の細分化が進み医師を中心とするチーム医療が行われている。
　医療秘書実務士は医師の事務的な業務の補佐や、患者対応の受付業務、クラーク業務としての連絡・調
整を図るコミュニケーターとしての重要な役割を担っている。医療秘書実務士として、最低限必要な事項
（下記授業計画のとおり）について、学習し身につける。

授業計画

教材

評価方法

医療秘書概論

高田 雅未

資格選択区分 医療秘書実務士資格必修

到達目標

　　〃

年次配当

開講時期

病院の組織

学生に対するメッセージ（準備学習等）

担 当 者

所    属

受入可能人数

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

医療秘書の接遇と交際業務

医療秘書の実務

　　〃

　医療秘書実務士は、医師をはじめ看護師、薬剤師、検査技師等の「コメディカルスタッフ」と患者との
調整など、非常に重要な役割を担っている。医療機関等における幅広く多様な業務を的確に遂行できるよ
う基本知識を学んで欲しい。

筆記試験７０％、授業態度３０％

　　〃

医療秘書の一般的業務

　　〃

よい人間関係

　　〃

その他

　　〃



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

牛乳・乳製品の製造工程（工場見学及び講義）　

加工食品の製造工程（講義）

大豆製品、水産加工

　　〃

ジュース類、果物シロップ漬、菓子類　　

　　〃

パン、漬物類

　　〃

後期オリエンテーションおよび講義

特別講師による講義

受入可能人数 －

　　〃

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　８～９名のグループでの実習ですが、各自が自分自身の手で原材料から製品まで仕上げる気持で、意欲
的に実習に取り組み、新しい発見や経験を重ねてほしいと思います。製造プロセスにおいて生じる種々の
変化についてもよく観察し、記録に留めるよう心がけましょう。

定期試験４０％、実技課題１５％、提出物１５％、授業態度３０％

330018

単 位 数 １単位　　　選択

　　〃

めん類、乳製品

年次配当

開講時期

オリエンテーション

ジャム類、野菜水煮びん詰、肉製品

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「食品加工実習書」　菅原　龍幸編（建帛社） 必要に応じプリント・資料を配布する

授業概要

　実習を通して加工食品の製造の原理や工程、品質評価などを含めた加工食品の成り立ちを理解し、加工
食品を製造する実践力と創作能力を身につける。

食品加工学実習

松島 文子

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　原材料の農畜産物、水産物に物理的、化学的、生物的な処理を加えて、素材に新しい価値を付与し、原
材料ではもち得なかった味や形態、さらには保存性を有する加工食品を製造することを通して、加工食品
の製造の原理や工程、品質評価などを含めた加工食品の成り立ちを理解する。また地元の食品製造企業の
工場見学を実施し、工場生産や流通の一端を学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習　

２年次

通　年

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1 16 化学的評価法

2 17 化学的評価法

3 18 物理的評価法

4 19 物理的評価法

5 20 個別食品の鑑別（穀類、いも類、豆類）

6 21 個別食品の鑑別（穀類、いも類、豆類の物性）

7 官能検査演習（2点識別試験法、統計処理含む） 22 個別食品の鑑別（湿グルテン量の測定）

8 官能検査演習（2点嗜好試験法、統計処理含む） 23 個別食品の鑑別（種実類、野菜類、キノコ類）

9 官能検査演習（2点嗜好試験法、統計処理含む） 24 個別食品の鑑別（果実類、海藻類）

10 官能検査演習（3点識別試験法、統計処理含む） 25 個別食品の鑑別（肉類、乳・乳製品など）

11 官能検査演習（3点識別試験法、統計処理含む） 26 個別食品の鑑別（牛乳たんぱく質の凝固）

12 官能検査演習（3点識別試験法、統計処理含む） 27 個別食品の鑑別（卵とその加工品）

13 官能検査演習（順位法、統計処理含む） 28 個別食品の鑑別（卵の鮮度判定）

14 官能検査演習（評点法、統計処理含む） 29 個別食品の鑑別（魚介類とその加工品）

15 官能検査演習（評点法、統計処理含む） 30

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

演習　

２年次

通　年

教材

　食品は品質の良否でその価値が決まる。品質評価はその食品の有する安全性、栄養性、嗜好性、経済
性、機能性などを基準に総合的に評価され、その中でも特に嗜好性は重要である。嗜好性に直接結びつく
官能的な食品の評価法について演習を通して学ぶ。さらに各食品の鑑別法についても学ぶ。

授業形態 資格選択区分

担 当 者

食品官能評価・鑑別演習

亀崎 幸子

　食品の官能評価、食品素材の鑑別、食品の鮮度・品質評価などの基礎的な知識を修得し、食品関連企業
に従事する栄養士あるいはフードスペシャリストとしての業務を遂行できる知識と能力を身につける。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

到達目標

所    属

フードスペシャリスト資格必修

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

330058

単 位 数 ２単位　　　選択

授業概要

年次配当

開講時期

科 目 名

食品の品質

「食品官能評価・鑑別演習」建帛社
「新版原色食品図鑑」建帛社

「おいしさをはかる食品官能評価の実際」幸書房
「食の官能評価入門」光生館

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　官能検査・鑑別は栄養士はもちろん、食品会社、レストラン、スーパーマーケットといったフードスペ
シャリストの活躍が期待されている職場では、メニュー開発や新製品の開発の時に必要となります。統計
処理がありますので関連する本を学んでおいてください。

定期試験９０％、レポート１０％

評価方法

個別食品の鑑別（魚介類とその加工品）

官能検査とは

官能検査の基本と実施法

官能検査演習（5味の識別テスト）

官能検査の基本と実施法

官能検査の基本と実施法



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

〃

〃

〃

〃

③セッティング・撮影・評価

　①②③のサイクルで授業を行います。 

　専用ノートに①②③を記録して夏期・冬期の休み前に提出してもらいます。

〃

〃

受入可能人数 －

授業形態

330066

単 位 数 ２単位　　　選択

②資料、テキストを参考に具体的なシチュエーションの組み立て 

   →予算の設定、テーブルウェアの手配確認 

年次配当

開講時期

①個人またはグループでのテーマ選択→テーマ決定

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

協会推奨の教科書

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　個人が持つ感性を具体的に表現する“キッカケ”の場でありたいです。
　自分のスタイルを模索し、お互いに影響を受けたり、発見があったりと皆さんひとりひとりが自分とい
うものを耕してください。

実技５０％、提出物３５％、授業態度１５％

授業概要

　フードスペシャリストの業務に「フードコーディネート」があります。その基本を学び社会に出た時、
すぐに役立つ技術を身につける。

フードコーディネート論

西本 敦子

資格選択区分 フードスペシャリスト資格必修

到達目標

　季節や行事などを様々なシチュエーションに映しとって、それぞれのセンスでテーブル上に表現する
テーブルコーディネートをテキストで基本を押さえながら資料で理解を深めてセッティングする。演習主
体のクラスです。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

２年次

通　年



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

第４部　衣服、住居衛生

　　〃　

第５部　地球環境問題（環境ホルモン）

　　〃　

　　〃　有機溶剤中毒、じん肺

　　〃

第３部　環境衛生（大気、水、土壌汚染）

　　〃　

　　〃　公害（大気汚染・水質汚濁と健康）

　　〃　

受入可能人数 －

授業形態

330042

単 位 数 ２単位　　　選択

　　〃　　　　　　〃　　　　　　（高温、有害紫外線など）

第２部　金属中毒（カドミウム、有機水銀など）

　　〃　ガス中毒（ＣＯ、ＮＯ2など）

年次配当

開講時期

第１部　労働環境と健康

　　〃　物理的原因による健康障害

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

栄養・健康科学シリーズ　社会・環境と健康
（改訂第３版）田中平三編集　南江堂

適宜プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　基本となる環境衛生は日常生活に直接影響を及ぼすので、常に新聞、テレビ、ラジオ等の情報にも興味
や疑問をもって授業に出て下さい。

試験１００％

授業概要

　不適当な環境要因による健康障害や環境汚染、食物連鎖による食品汚染物質が引き起こす健康障害など
の、栄養士としての必要な知識を修得する。

生活環境と健康

細井　亨

資格選択区分

到達目標

　私達が生活する環境条件を作る要因は人間のみならず全ての生物の健康に影響を及ぼす。最も身近な問
題である衣服、住居環境、水質・大気汚染からガス・金属中毒などの労働環境問題、過去に発生した公
害、さらにグローバルな地球環境問題などについて栄養士等が履修することが望ましい課題と対策につい
て学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

前　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　食品中に含まれている成分を実験対象とし、定性・定量実験によってその構造と科学的性質を学
ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実験

２年次

前　期　　　

食品学実験

細見　亮太

授業形態

330016

　食品の成分を測定する基本的な実験を行います。その際、基本的な実験操作方法を丁寧に指導し
ます。また危険な試薬を使うこともありますので、気をしっかり引き締めて臨んでください。

提出物８０％、授業態度２０％

年次配当

開講時期

授業概要

　実験器具や試薬の取り扱い方を身につける。また食品学総論で学んだ知識を基礎に、食品成分の
構造・性質などを実験及びレポート提出を通じて理解できるようになる。さらに食品成分表に記載
されている成分値を実験を通して自分で確認し、得られたデータを考察できる。

資格選択区分
栄養士資格必修
フードスペシャリスト資格必修

到達目標

事前オリエンテーション　実験に関する諸注意・実験操作練習

糖質の定性分析　呈色反応　①

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

各実験マニュアルのプリントを配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

1-10班　粗タンパク質の定量分析　/　11-20班　還元糖

酵素的褐変反応

単 位 数 １単位　　　選択

タンパク質の定性分析　呈色反応　②

タンパク質の定性分析　同定試験

タンパク質の定性分析　呈色反応　①

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

糖質の定性分析　呈色反応　②

糖質の定性分析　同定試験

有機酸の定量実験　中和滴定　①

有機酸の定量実験　中和滴定　②

還元糖・粗タンパク質の定量　（実験準備）

1-10班　還元糖　/　11-20班　粗タンパク質の定量分析

1-10班　還元糖　/　11-20班　粗タンパク質の定量分析

1-10班　粗タンパク質の定量分析　/　11-20班　還元糖



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

発色剤の分離・分析　①

発色剤の分離・分析　②

脂質の定性分析　酸化・過酸化物価　①

脂質の定性分析　酸化・過酸化物価　②

食品中微生物実験　（準備と事前理解）

食品中微生物実験　（一般生菌、大腸菌）

〃

〃

食品中微生物実験　（食環境検査）

〃　　　　　　　　 (結果分析)

単 位 数 １単位　　　選択

保存料　②

漂白剤

保存料　①

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

各実験マニュアルのプリントを配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　食品色素、添加物(保存料、発色剤)、脂質についてその性質を理解し、実験結果に基づいてレホ
゚ート作成ができる。また食品中及び食品を扱う環境に存在する微生物について理解し、食品の安
全性確保への意識を高める。

資格選択区分
栄養士資格必修

到達目標

事前オリエンテーション

着色料

食品衛生学実験

細見　亮太

授業形態

330035

　私たちの身近にある食品には様々な添加物が使用されています。どんな添加物がどの程度含まれ
るのか、添加物の使用目的や必要性について学びます。また、自分の家庭にある食品は保存の過程
で様々な微生物が繁殖します。今まで特に気にすることなく食べていた食品や使用していた調理器
具に付着する微生物を調べてみましょう。

提出物８０％、授業態度２０％

年次配当

開講時期

授業概要

　食品中に身近に含まれている色素や添加物に関する定性・定量実験を学ぶとともに、食環境に存
在する微生物(大腸菌、一般生菌)に関する実験も行う。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実験

２年次

前　期　　　



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

　　講義　

２年次

前　期

授業概要

　各ライフステージ別での生理的メカニズムや代謝を理解し、その時の健康状態を評価・判定する栄養ア
セスメントができる能力を習得する。また、栄養士として対象者への適切な指導や援助を行うためのあり
方について考える。

ライフステージ栄養学

横山 弥枝

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　ヒトが生きていくためには、成長・発育・疾病予防・健康の維持増進・老化等における心身の変化に応
じた適切な食物（栄養素）の摂取が必要となる。各ライフステージにおける身体的・生理的特性を学び、
栄養管理を理解することを目的とする。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

応用栄養学［改訂版］　江澤郁子、津田博子　編
著　　建帛社

プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　・「栄養学総論」「生化学」「解剖生理学」「食品学総論」等の授業を復習しておいてください。
　・食に関する情報や諸問題に興味関心を持ちましょう。

試験７０％、提出物２０％、小テスト１０％

母性栄養②

乳児栄養①

乳児栄養②

年次配当

開講時期

栄養マネージメント　　

母性栄養①

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 ２　名

授業形態

330067

単 位 数 　　２単位　　　必修

幼児期の栄養①

幼児期の栄養②

学童期の栄養①

学童期の栄養②

思春期の栄養　　　　　　　　

成人期の栄養　　　　　　　　　

高齢期の栄養　　　　　　　　　　　

生体と栄養①

生体と栄養②

運動・スポーツと栄養         



不可

1 山田

2 米原

3 塩澤

4 塩澤

5 米原

6 米原

7 塩澤

8 山田

9 米原

10 塩澤

11 山田

12 山田

13 栄養管理　４～７ 塩澤

14 山田

15 塩澤

330078

塩澤信良、米原千晶、山田恭子　

資格選択区分授業形態

年次配当

開講時期

代謝疾患

消化器疾患（Ｂ）

生活学科 食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義　

２年次

前　期

栄養士資格必修

臨床栄養学各論

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

　実際の現場をイメージすることで学習の理解を深める。栄養が医療の一環として認められるために、栄
養士は患者の栄養状態を正しく評価・判定が出来る能力を養い、その上で病態に応じた良質で適切な栄養
管理を行ない治療･予防に貢献してはじめて認められることを理解する。

消化器疾患（Ｃ・Ｄ）

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

到達目標

　臨床における食事療法について学ぶ。疾患の発症や病態・経過に栄養管理がどのようにかかわっている
かを理解する。栄養アセスメントについても概説する。

単 位 数 ２単位　　　選択

アセスメント　８・９　栄養指導

代謝疾患

呼吸器疾患

腎疾患

総合演習

内分泌疾患・アレルギー・免疫・皮膚疾患　　　　　　　　　レポート回収

循環器疾患　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レポート提出

血液疾患・精神・脳神経疾患

栄養管理　１～３

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「今日の病態栄養療法」渡辺明治　福井富穂編
　改訂第2版（南江堂）

第６版糖尿病食品交換表　（５・６回目）
第７版腎臓病食品交換表　（９回目）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　病院・学校・福祉施設など多くの現場ではチーム医療、個別の栄養管理が求められています。それに対
応できる栄養士として、多くの関連科目や臨床栄養学実習など、関連づけて理解を深めることが大切で
す。

試験８５％、レポート１５％

栄養補給法

消化器疾患（Ａ）



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習

２年次

前　期

授業概要

　疾患別治療食の栄養基準と食品構成などの栄養計画を習得する。また各種疾患の症例における栄養アセ
スメントに基づく栄養管理計画の作成と実際の食事を経験し、治療食と栄養管理に関する理解と知識を得
る。

臨床栄養学実習

野津 あきこ

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　食事療法を必要とする疾患・病態別に個人に対応する栄養管理や食事計画が実施できるように治療食献
立作成や治療食調理実習を行う。また、各種計測による栄養状態の評価・判定方法などの栄養アセスメン
トや栄養教育・指導などについても学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「臨床栄養」玉川和子他編（医歯薬出版）
糖尿病の食品交換表、腎臓病の食品交換表

日本食品標準成分表

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　臨床栄養学各論や臨床栄養学概論の授業内容と関連付けながら取り組んでください。なお、実習はグ
ループ単位で行います。実習内容の理解を深め知識を定着させるため、課せられるレポートは必ず提出し
てください。

定期試験７０％、レポート２０％、授業態度１０％

実習　三分粥食

講義　脂質コントロール食

実習　脂質コントロール食

年次配当

開講時期

講義　臨床栄養学実習の概要

講義　常食・軟食・流動食の食事計画

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

330063

単 位 数 １単位　　　選択

演習　ナトリウムコントロール食

講義　エネルギーコントロール食（糖尿病食他）

演習　〃

実習　糖尿病食（自習献立）

講義　胃腸疾患、検査食など

講義　たんぱく質コントロール食（腎臓病食他）

演習　〃

実習　腎臓病食実習

演習　栄養アセスメント：身体計測

演習　栄養アセスメント：食事調査



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 食に関する指導（学校、家庭、地域との連携）

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義

２年次

前　期

年次配当

開講時期

　「食に関する指導」についての理解を深め、実践のための知識や能力を養う。教職科目や栄養士専門科
目で学んだことをベースに、後期の栄養教育実習に必須の「研究授業」のための指導案作成や教材作成な
ど事前準備を行う。小・中学校教育実習において授業ができることを目標とする。

学校栄養教育論

野津 あきこ

資格選択区分 栄養教諭資格必修

到達目標

　栄養教諭の役割及び職務内容について学ぶ。従来の学校栄養職員の仕事の理解も深めつつ、児童及び生
徒の栄養に係る課題について把握し、「食に関する指導」を演習を交えながらすすめていく。児童及び生
徒の食育は、学校、家庭、地域が連携して進めていくことの必要性・重要性も学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

改訂栄養教諭論－理論と実際－金田雅代編
食に関する指導の手引き（文部科学省）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　この授業は、栄養士の専門基礎科目と教職関連科目の橋渡しとなるような内容の科目です。今までに学
んだ栄養士専門科目や教職科目の内容をよく復習しておいてください。栄養教諭とは栄養士資格と教諭の
資質を併せ持つ教育職員免許であるということを自覚して取り組みましょう。

定期試験６０％、授業態度２０％、発表２０％

授業概要

栄養教諭の役割

幼児・児童及び生徒の栄養の指導及び管理

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

食に関する指導（食物アレルギー）

受入可能人数 ２　名

授業形態

330101

単 位 数 ２単位　　　選択

栄養教諭の職務内容

学校給食の意義、役割

幼児・児童及び生徒の栄養に係わる課題

食に関する指導（実践演習）

      〃

      〃

食生活に関する歴史及び文化

食に関する指導（全体計画及び指導案の作成）

食に関する指導（地産地消の取り組み、地場産業への理解）

食に関する指導（総合的な学習や家庭科・技術家庭科での実践）

食に関する指導（総合的な学習や体育科・保健体育科授業での実践）



不可

1 野津あきこ

2 野津あきこ・白石崇人

3 野津あきこ

4 野津あきこ

5 野津あきこ

6 野津あきこ

7 野津あきこ

8 野津あきこ

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

食物栄養専攻・幼児教育保育学科

講義

２年次

前　期

授業概要

　教育実習にあたっての心構えや教育者としての資質を確認する。また、栄養教諭の役割や職務内容など
についての理解を深め、児童・生徒に対し、具体的な「食に関する指導」が実践できるようになる。

栄養教育実習指導

野津 あきこ・白石 崇人

資格選択区分 栄養教諭資格必修

到達目標

　栄養教諭の役割や意義、職務内容などについての理解を深め、栄養教諭の基礎知識や教師の資質などの
講義を行う。また、学校現場での実習の取り組み姿勢や、児童・生徒や保護者、教諭への接し方などにつ
いても学ぶ。実習終了後は、反省や課題について討論しながら栄養教諭の役割を実習から学んだことを通
して確認する。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

改訂栄養教諭論－理論と実際－金田雅代編
食に関する指導の手引き （文部科学省）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　今までに学んだ栄養士専門科目や教職科目の内容をよく復習しておいてください。栄養教育実習に出る
ための心得、事前準備等、事前・事後の講義や演習です。

定期試験５０％、レポート３０％、授業態度２０％

栄養教育実習の準備と心得

実習計画の立て方

食に関する指導の教育理論と技術

年次配当

開講時期

栄養教育実習基礎的事項

栄養教育実習の意義と教師の資質

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

330102

単 位 数 １単位　　　選択

〃

栄養教育実習の記録のとり方、実習の準備と心得

実習報告会、意見交換（実習終了後）



不可

1 厨房実習（１班）　　試作・打ち合わせ（２班）　　試作献立の決定（３班）

2 厨房実習（２班）　　試作・打ち合わせ（３班）　　試作献立の決定（１班）

3 厨房実習（３班）　　試作・打ち合わせ（１班）　　試作献立の決定（２班）

4 厨房実習（１班）　　試作・打ち合わせ（２班）　　試作献立の決定（３班）

5 厨房実習（２班）　　試作・打ち合わせ（３班）　　試作献立の決定（１班）

6 厨房実習（３班）　　試作・打ち合わせ（１班）　　試作献立の決定（２班）

7 幼児食と高齢者食の展開食

8 まとめ

9

10

11

12

13

14

15

330033

単 位 数 １単位　　　選択　

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　・栄養士になるための予行演習となる授業です。
　・自主的・意欲的・積極的な態度で取り組みましょう。

定期試験８０％、提出物１０％、授業態度１０％

　学内の実習を通して、給食運営のメネージメント手法について熟知するとともに、経営管理・栄養管
理・食材管理・衛生管理・作業管理、栄養教育等の業務を分担することで協調性や責任感を身につける。

　　「給食管理実習のてびき」（医歯薬出版）
　　「一品料理500選」（医歯薬出版）
　　「給食管理実習ノート」

　　「食品成分表」
　　「目で見る80キロカロリー食品ガイド」
　　　（主婦の友社）

到達目標

　学内の集団給食実習室を利用して給食管理理論の展開・運用方法を実習を通して学ぶ。授業は献立班、
試作班、実習班の３つに分かれて行う。給与栄養目標量に基づいた献立作成から発注・検収・調理・検
食・残食調査・嗜好調査による評価に至るまでの一連の業務を理解し習得する。献立内容は「給食管理実
習Ⅰ」を踏まえ、さらにバラエティに富んだ献立を取り入れる。

 科目等履修生ほか受入　　　

年次配当

開講時期

授業概要

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習

２年次

前　期

給食管理実習Ⅱ

亀崎 幸子

資格選択区分 栄養士資格必修



不可

1 ４月上旬　 実習先希望調査

2 ６月上旬 実習先公表

3 ７月上旬 事前指導

4 ７月中旬 実習施設への事前訪問　　

5 腸内細菌検査の実施

6

7 給食施設実習

8

9 ９月下旬 実習ノート提出

10 事後指導（実習報告会）

11

12

13

14

15

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

 科目等履修生ほか受入　　　 －

「一品料理500選」医歯薬出版
「糖尿病食事療法のための食品交換表」日本糖尿病協会・文光堂
「腎臓病食品交換表」医歯薬出版株式会社

「給食管理実習　校外編」建帛社

授業概要

受入可能人数

　給食管理の講義で習得した知識と給食管理実習で体得した技術を基礎に、鳥取県内の特定給食施設（病院、事業
所、福祉施設、学校給食施設等）で実習施設の管理栄養士や栄養士の指導のもとに、１０日間の学外実習を行う。
実習施設において給食施設の組織と運営、給食の特性などを把握し、栄養管理のあり方、食材管理、衛生管理、施
設管理、経営管理、栄養教育の方法などの給食管理業務全般について学ぶ。

７月下旬
～８月上旬

８月中旬
～９月中旬

授業計画

　実習は１施設のみでその期間はわずか１０日間です。施設の特徴をよく理解し、前もって資料の作成
等十分な準備を行い、問題意識や研究課題を持って積極的に実習に取り組んでください。そうすれば、
かならずや多くのことが得られ、あなた自身を大きく成長させてくれるでしょう。精神的にも肉体的に
も大変ですが頑張ってください。

評価方法

実習施設の評価７０％、提出物３０％

授業形態

年次配当

開講時期

科 目 名

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　学内で学んだ給食管理等の講義や実習で学んだ得た知識や技術を実践的に体験するために、鳥取県内の特定給食
施設（病院、事業所、福祉施設、学校給食施設等）において、実習施設の指導者の指示に従って栄養士業務を実地
に研修し、栄養士として身につけるべき給食の運営や技術に関する知識・技能を身につける。

教材

栄養士資格必修

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習

２年次

前　期（夏季休業集中）

330077

所    属

到達目標

給食施設実習

資格選択区分

担 当 者 亀崎 幸子

単 位 数 ２単位　　　選択　



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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14

15

現代の教育課程改革２－外国の場合

教育課程改革の展望

教育課程編成の方法１－教育目標・評価論

教育課程編成の方法２－教材・教具論

教育課程編成の方法３－指導過程論

現代の教育課程改革１－日本の場合

現行日本の教育課程の特徴

受入可能人数 －

学生に対するメッセージ

　授業中に指示する課題を必ずやってきて下さい。

レポート６０％、小テスト４０％

教育課程の概念

授業計画

教育課程の歴史２－大正期の教育課程改革

教育課程の歴史３－戦後「新教育」と学習指導要領

学習指導要領の変遷

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

指定しない

教育課程の歴史１－国家主義的教育課程（明治期）

330106

単 位 数 ２単位　　　選択

年次配当

開講時期

1.　カリキュラムに関する基本的な知識を獲得している。
2.　現代カリキュラムの改革動向について、自分なりの言葉で表現できる。
3.　学校カリキュラムにおける栄養教諭の役割について理解している。

教育課程論

山根 俊喜

資格選択区分 栄養教諭資格必修

到達目標

　栄養教諭資格を取得するための教職科目であり、教免法施行規則の「教育課程及び指導法に関する科
目」の一つである。学校における教育課程（カリキュラム）について、その概念、編成原理、歴史的発
展、日本の現行カリキュラムの特徴、外国のカリキュラム改革の動向、カリキュラム編成の方法（教育目
標論、教材教具論、指導過程論と学習形態論、教育評価論）について概説する。

 科目等履修生ほか受入　　　

教育課程の編成原理２－顕在的カリキュラムと潜在的カリキュラム

教育課程の編成原理３－履修主義と修得主義

教育課程の編成原理１－教科カリキュラムと生活カリキュラム

授業概要

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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13

14

15

教育メディアの特徴

情報機器および教材の活用　パソコンの活用

情報機器および教材の活用　教材開発2

情報機器および教材の活用　教材開発1

情報機器および教材の活用　プレゼンテーション

学校における実践事例と日本の教育課題

学習指導の実際　授業のプログラム 

学習指導の実際　学校・学級の経営 

受入可能人数 －

学習方法のタイプ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　この授業は主に教職免許を取得しようとする者を対象にしています。教育現場で教授効率をあげる方法
を理解し、情報機器や視聴覚機器の利用法に習熟することを期待しています。

定期試験60％、レポート10％、授業態度10％、発表20％

授業概要

到達目標

　情報通信技術の急速な発展に伴い、教育方法は発展、多様化しています。授業では、教育方法に関する
理論、情報機器や視聴覚教育の基礎的な知識を学習するとともに教育メディアやコンピュータの活用技術
を学習します。

 科目等履修生ほか受入　　　

栄養教諭資格必修

学習指導の実際　教科指導

学習指導の実際　授業の設計と評価

　教育を行う多様な方法の特徴を心理学の知見と関連づけて習得するとともに、教育メディアを授業で効
果的に利用する技術を身につけます。

教育課程と教育方法

教授理論とその系譜

教育方法論の意義

教育方法史と教育技術の現状

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「教育の方法と技術　四訂版」　多田俊文編
学芸図書

担 当 者

所    属

授業形態

教育の方法及び技術

河村 壮一郎

資格選択区分

年次配当

開講時期

330109

単 位 数 ２単位　　　選択

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義

２年次

前　期

科 目 名



可

1 オリエンテーション・直面する学校不適応及び問題行動

2

3

4

5

6

7

8

9 学校経営と生徒指導・学級経営と生徒指導・部活動と生徒指導

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

前　期

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

　改訂学習指導要領に示されている教育の方向、それを受けての生徒指導の概念、生徒指導上の課題への
対応や実践上のポイントを理解し、教職者に求められる問題の把握と実践的指導力の基礎を身につける。

生徒指導論

荒益 正信

資格選択区分 栄養教諭資格必修

到達目標

　生徒指導の内容領域である生徒指導の基礎基本、教育相談、進路指導、生徒指導と最も関連のある学級
経営など、その実際と諸問題を具体的に解説する。

授業形態

330110

単 位 数 ２単位　　　選択

所    属

資料をプリントで提供する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

授業概要

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

なし

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　生徒指導といえば、いじめ、不登校・学校不適応、非行などの問題を扱う生活指導のイメージを持って
いませんか。生徒指導は学校教育はもとより家庭環境や社会の変化と深く関わっています。したがって、
青少年の生活行動や社会の動向に常に関心を持ち、望ましい生徒指導のあり方を考えていきましょう。

定期試験６０％、提出物３０％、授業態度１０％

性・健康教育と生徒指導、障害理解と生徒指導

教育相談の進め方

教育相談の技法とその実際例①

教育相談の技法とその実際例②

進路指導と生徒指導

教育課程の各領域における生徒指導の生かし方

青年期の心理と精神的健康についての理解

問題行動の理解と指導

教育相談の意義とねらい

生徒指導の意義・ねらいと性格

集団場面における生徒指導の進め方

生徒理解と生徒指導

生徒指導の方法



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　近年、医学・医療の進歩発展は目覚しい。加えて高度先進医療を支える医療産業の発展に伴い医療機関
の機能は、ますます高度化、複雑化してきた。また、急速に進む少子高齢化に対応して、社会福祉制度の
改革が検討され、医療保険制度等の改正も進められている。このような変革の時代に病院等で働く「医療
秘書実務士」として、最低限必要な事項(下記授業計画のとおり)について、学習し身につける。

医療事務総論

高田 雅未 

資格選択区分 医療秘書実務士資格必修

到達目標

　医療事務の基本的知識(保険制度、医療、関連法規、診療報酬制度、患者サービス、医学知識)を教材に
基づいて学習する。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「医療事務総論」日本医療福祉実務教育協会監修
（建帛社）

430003

単 位 数 ２単位　　　選択

　　〃

医療事務の仕事

年次配当

開講時期

オリエンテーション

病院医療の概要

授業計画

社会保障と社会保険

　　〃

医療事務に関する法規

　　〃

受入可能人数 若干名

　　〃

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　医療秘書実務士は、医師をはじめ看護師、薬剤師、検査技師などの「コメディカルスタッフ」と患者と
の調整など非常に重要な役割を担っている。医療機関等における幅広く多様な業務を的確に遂行できるよ
う基礎的、専門的知識を学んでほしい。

試験７０％、授業態度３０％

統計業務

その他

保険請求業務

　　〃

窓口業務

　　〃



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　　　カルテ事例から診療報酬明細書の作成

受入可能人数 －

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　医療事務は、病院・医院はもとより、市町村役場、老人保健施設及び企業での総務、福祉の担当者は、
知っていれば役立つことが多い。

試験７０％、授業態度３０％

430008

単 位 数 ２単位　　　選択

年次配当

開講時期

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

医科診療報酬点数表（社会保険研究所） カルテ事例のプリント

授業概要

　医療保険制度の仕組み（各制度の保険者とその加入者（被保険者）の識別給付割合）の理解と、それに
伴う診療報酬請求と明細書の書き方を理解し、診療報酬明細書（レセプト）作成の基本を身につける。

医療事務演習

高田 雅未 

資格選択区分 医療秘書実務士資格必修

到達目標

　医療事務を理解するために、診療報酬明細書の書き方を演習によって習得する。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

２年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習　

２年次

前　期（夏季休業集中）

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　医療施設における医事および診療事務などを実地に研修することで、病院（医院）の業務全般の流れを
理解し、医療秘書実務士の役割と実務の基本を体得する。また、病院（医院）における医師を中心とす
る、医療スタッフの相互連携と機能の実際業務を経験する。

医療秘書実務実習

逢坂 秀樹

資格選択区分 医療秘書実務士資格必修

到達目標

　医療秘書実務士の役割と実務の基本について理解を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

実習ノートほか

430010

単 位 数 １単位　　　選択

年次配当

開講時期

２年次前期（夏休み中）を利用し、病院実習を実施する。　

授業計画

受入可能人数 －

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　特に、事前オリエンテーションには必ず出席すること。（３回）
　「命」に係る資格といっても過言ではないので、何事にも真剣に臨むこと。

実習施設の評価８０％、実習ノート・提出物２０％



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 健康づくりの実際　①

12 健康づくりの実際　②

13 健康づくりの実際　③

14 健康づくりの実際　④

15 健康管理活動の実際例

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

２年次

後　期

授業概要

　行政レベルでの健康管理を始めとし、｢自分の健康は自分で守る｣という個人レベルでの健康管理の重要
性も理解する。

健康管理概論

横山 弥枝

資格選択区分 医療秘書実務士資格選択必修

到達目標

　健康の概念理解をし、わが国の健康の現状を理解し、健康管理についての基礎的な知識を得た上で、日
本における健康づくりについての基本的な考え方、諸施策を学ぶ。また、喫煙・飲酒やエイズ、性行為感
染症など、最近の健康問題についても、背景、原因、対策について学んでいく。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

栄養科学シリーズNEXT「健康管理概論」 国民衛生の動向
プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　・健康に関する正しい知識を理解し、自らの健康観を振り返る機会としてください。
　・日頃から健康問題について興味や関心を持ちましょう。

定期試験８０％、提出物１０％、授業態度１０％

健康の現状　①

健康の現状　②

健康の増進　①

年次配当

開講時期

健康の概念　①

健康の概念　②

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

330007

単 位 数 ２単位　　　選択

健康の増進　②

健康管理　①

健康管理　②

健康管理における諸問題　①

健康管理における諸問題　②



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

衣類の着脱

体位変換

移動

痴呆のお年寄りの看護

観察の重要性－バイタルサイン他

終末期の看護・介護

講義のふり返り　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ボディメカニクス・ベッドメーキング

身体の清潔

服薬

年次配当

開講時期

看護とは、介護とは

生活環境の整備

科 目 名

担 当 者

　テキスト以外

食事介助

排泄介助

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

実習

２年次

後　期

330047

看護・介護実習

虎井 佐恵子

所    属

コミュニケーション技術

　・看護･介護の基礎知識を得ることができる。
　・看護･介護の基礎技術を学ぶことにより、他の専門職の理解が深まり連携できる。

資格選択区分 栄養士資格必修

 科目等履修生ほか受入　　　 －

授業計画

１単位　　　選択

　看護･介護技術実践において、基本となるものは他者との関わり方、コミュニケーション能力です。人
と人との関わりについても、共に学んでいきましょう。また、嚥下困難(飲み込みにくさ)や食事介助･口
腔ケアについては資料やビデオ等を用いて、最新の情報をお知らせします。

ビデオ、プリント

学生に対するメッセージ

試験８０％、授業態度１０％、提出物１０％

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

授業形態

単 位 数

受入可能人数

授業概要

授業のねらい

　看護･介護とは何かを理解したうえで、看護・介護の基礎技術を学ぶ授業である。看護介護職として求
められる職業倫理を知り、看護、介護の手技がどのようなエビデンスに立脚し、その援助が行われている
のかを学ぶ。



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

２年次

後　期

授業概要

　人体では、色々な目的に対応できるよう機能の調整が図られ、恒常性が維持されている。そうした生理
的仕組みや、年齢段階における生理的特徴を考え、運動が生体機能に与える影響について、理解を深め
る。

運動生理学

逢坂 秀樹

資格選択区分
栄養士資格必修
医療秘書実務士資格選択必修

到達目標

　私たちが、健康な社会生活を営んでいくために必要な、生体機能について理解を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

現代栄養科学シリーズ１８　運動生理学

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　専門用語が沢山出ますが、難しく考えずに、興味をもって授業に臨んでください。

試験８０％、発表１０％、授業態度１０％

運動の効果

運動適応のメカニズム（エネルギー発生の仕組み）

運動と呼吸、循環

年次配当

開講時期

健康と運動

健康と体力

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 ３　名　

授業形態

330010

単 位 数 ２単位　　　選択

運動と骨格筋

運動と神経系

運動と内分泌系

運動と栄養

運動と各種調節機能

運動と環境

運動と加齢

運動の強度、量の表し方

運動処方の意義と基本的理念

各種運動処方



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　各人の尿や血液などの生体成分を試料として、食品成分が体の中でどのように消化、吸収、代謝
されるかを実験を通して学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実験

２年次

後　期

生化学実験

細見　亮太

授業形態

330013

　食品学、栄養学、生化学で学んだ知識を実験によりさらに深めていきます。
　食品成分はどのように消化、代謝されるのか。また、健康状態の把握を計る臨床検査の一部を実
際に体験し、自分の体の中で起こっている生体内反応を理解していきましょう。

提出物８０％、授業態度２０％

年次配当

開講時期

授業概要

　栄養成分や主要な生体成分が体の中でどのように変化し、どのように作用しているかを実験デー
タをもとに基づいてレポート作成できる。また、臨床検査に良く用いられる血液、尿の取り扱いや
その測定意義について理解できるようになる。

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

事前オリエンテーション　実験に関する諸注意・連絡

消化酵素①　唾液アミラーゼ

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

各実験マニュアルのプリントを配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

核酸 核酸の抽出

糖質代謝 酵母を用いたピルビン酸の生成

単 位 数 １単位　　　選択

ビタミンの定性実験

尿中ビタミンの定量

ビタミン(講義)、実験準備

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

消化酵素②　ペプシン

消化酵素③　パンクレアチンによる脂質及びタンパク質の分解

尿の生成(講義)、実験準備

尿中ミネラルの定性実験

尿中塩素の定量実験

臨床検査キットによる尿の簡便検査(尿素、尿酸、クレアチニンの定量)

血液・核酸(講義)、実験準備

血液 血糖値測定



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 食品市場と食品流通（２）

14 食品消費と環境問題

15 食品消費と食の安全、まとめ

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義

２年次

後　期

授業概要

　健全な食生活が営まれるためには、食料の生産、加工、流通、消費にかかわる諸組織がそれぞれ機能す
るとともに、相互に有機的に結びつく必要がある｡こうした現代の食の仕組みをフードシステムとしてと
らえ、その基礎理論とともに現代の食料事情について理解することができるようになる。

フードシステム論

野津 和功

資格選択区分
栄養士資格必修
フードスペシャリスト資格必修

到達目標

　フードシステム論の視点から現代日本の食料経済、特に食品の消費と流通の実態について検討する。食
料経済の基礎理論およびフードシステムについて述べた後、戦後日本の食料消費の動向、食品の市場と流
通、食品流通を担う主要な諸組織の現状、食消費と環境・安全について説明する。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

フードスペシャリスト協会編「食品の消費と流
通」（建帛社）

印刷物、ビデオなどの資料

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　栄養士やフードスペシャリストになる人のための授業の一つである。人間と食料の関わりは根源的であ
り、かつ多様なものがある。この授業では、この関わりについて社会的・経済的な面からとらえようとし
ている。「食の世界」に対する皆さんの見方・考え方がより広がることを願っている｡

定期試験７０％、レポート２０％、提出物１０％

食料経済の基礎理論（２）

食料経済の展開とフードシステム（１）

食料経済の展開とフードシステム（２）

年次配当

開講時期

現代日本の食料経済とフードシステム

食料経済の基礎理論（１）

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 ２　名

授業形態

330052

単 位 数 ２単位　　　選択

食品市場と食品流通（１）

食料消費の動向と現状（１）

食料消費の動向と現状（２）

食料消費の動向と現状（３）

フードマーケティングと食品流通（１）

フードマーケティングと食品流通（２）

フードマーケティングと食品流通（３）



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義　

２年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

薬理と栄養

小林 健治

資格選択区分 医療秘書実務士資格必修

到達目標

　医薬品と生体とのかかわり、医薬品と保健機能食品、栄養とサプリメントなどについて学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

年次配当

開講時期

330070

単 位 数 ２単位　　　選択

医薬品、サプリメント等と規制、薬とからだ（Ⅱ）

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

オリエンテーション、薬理について、サプリメントについて

薬物と生体とのかかわり（歴史的考察も含めて）、薬とからだ（Ⅰ）

受入可能人数 若干名

プリント、ビデオ、ＤＶＤ

授業概要

・有効で安全な、一定の品質を担保された医薬品が、どのようにして流通していくかを、薬事法等を参照
しながら理解する。
・代表的な医薬品の効能・効果、用法・用量、副作用等について理解する。
・医薬品の相互作用、医薬品と食品との相互作用についても理解する。

医薬品の開発、薬とからだ（Ⅵ）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　医薬品は、その使用方法をまちがえると「薬」にも「毒」にもなる「両刃の剣」という二面性をもって
いる。新聞やテレビで医薬品やその副作用、危険性について多くの報道がなされているが、医療の現場で
は医薬品による薬物治療は必要不可欠であること、また、サプリメントについても授業を通して正しく認
識してほしい。

小テスト４０％、提出物５０％、授業態度１０％

薬とからだ（Ⅲ）、薬とからだ（Ⅳ）

天然物と薬、生活と薬草

医療保険制度と医薬品、薬とからだ（Ⅴ）

製剤

調剤、薬とからだ（Ⅶ）

薬とからだ（Ⅷ）、薬とからだ（Ⅸ）

医薬品と添付文書、医薬品の分類、医薬分業、医薬品の流通経路

疾病と食事療法、薬とからだ（Ⅹ）

薬とからだ（ⅩⅠ）

サプリメント、薬とからだ（ⅩⅡ）

薬とからだ（ⅩⅢ）



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

・児童及び生徒への個別相談や指導の見学や実習 

・学級活動及び給食時間における指導の参観や補助

・児童生徒集会、委員会活動、クラブ活動における指導の参観

・食に関する児童に係る全般的な参観、補助

・学校と家庭・地域との連携に係る参観、補助 

・T.T.による研究授業

受入可能人数 －

授業形態

330075

単 位 数 １単位　　　選択

・実習中の打ち合わせ、研究授業の相談、持参するものなど

（実習内容の例）

・「食に関する指導」についての理解を深め実践の機会を得る

年次配当

開講時期

実習先の指導教諭のもとで実習を行う

（事前訪問）

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

実習ノート

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　実習中に行う研究授業では、対象の学年やテーマなど指導教諭と事前に相談する場合があります。5日
間という短い期間ですので、事前準備は積極的に行います。また栄養士として働く上でとても貴重な体験
となります。そして今まで学んできた「食に関する指導」を実践できる場ともなります。子どもたちや指
導者から、多くのことを学び、吸収してきてください。

実習先の評価７０％、実習ノート３０％

授業概要

　栄養教諭の役割や他の教諭とのかかわり方、児童・生徒への支援の方法など幅広く知る。また学校給食
の役割や意義、教科のなかで「食に関する指導」をどのように取り入れていくのか、「給食をどのように
生きた教材として活用するか」等を学び、「食に関する指導」を実践を通して理解する。

栄養教育実習

野津 あきこ・白石 崇人

資格選択区分 栄養教諭資格必修

到達目標

　小・中学校で学校給食の役割や意義を理解しつつ、「食に関する指導」を中心に学び、実践する場であ
る。栄養教諭、養護教諭、家庭科、保健体育科等の教諭から指導を受けることが多いが、その他学校全般
や児童・生徒との接し方など幅広く学ぶ機会となる。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

食物栄養専攻・幼児教育保育学科

実習

２年次

後　期



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

食事摂取基準総論

食事摂取基準各論

国際健康・栄養問題の現状と課題、健康栄養政策

まとめ

公衆栄養プログラムの実施

公衆栄養プログラムの評価

公衆栄養プログラムのEBN

栄養疫学

公衆栄養活動と健康問題

わが国の栄養政策

受入可能人数 若干名

授業形態

330030

単 位 数 ２単位　　　選択

公衆栄養アセスメント

公衆栄養プログラム目標設定

公衆栄養プログラム計画

年次配当

開講時期

公衆栄養学の概念

公衆栄養マネジメント

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「NEW公衆栄養学」大谷八峯編　（同文書院） 日本人の食事摂取基準(2010年版)

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　今まで学んだ食育を推進するための法律・制度の種類やその内容、また栄養・調理・食品に関する学習
内容等を見直してみましょう。また栄養・健康の問題を社会生活と関連づけながら学んでいきましょう。

定期試験８０％、レポート１０％、授業態度１０％

授業概要

　食を取り巻く社会環境や食育を推進するための法律・制度、健康づくり施策についての知識を得る。ま
た行政・組織の役割と連携、食事摂取基準や国民健康・栄養調査結果の活用、地域における食環境づくり
について理解する。

公衆栄養学

野津 あきこ

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　公衆栄養活動の目的と歴史や自然環境、社会環境とのかかわりが人の栄養・健康状態にどのように影響
しているかを学ぶ。そして健康の保持増進さらに疾病予防のための栄養政策を理解し、地域における公衆
栄養活動の推進やその方法について知る。また健康・栄養施策の計画立案、実践、評価、フィードバック
を行う公衆栄養マネジメントの方法も学習する。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義

２年次

後　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

中国料理テーブルマナー研修及び会食

講義　中国料理の調理手法と特徴

クリスマス料理（応用）実習

実習⑧　特別講師（日本料理）

正月料理（応用）実習

実習⑨　特別講師（日本料理）

実習⑤　特別講師（中国料理）

実習⑥

日本料理供応食実習

実習⑦

受入可能人数 －

実習④　特別講師（中国料理）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　調理に関する様々な知識や情報を雑誌、専門書、新聞などから得るとともに、幅広い専門知識を身につ
け感性を磨いてください。調理に不可欠ともいえる色彩感覚や美的センスを磨くよう日頃から心がけ、美
しい盛り付けに数多く接したり、器をたのしむ心も養いましょう。

定期試験４０％、実技課題１５％、提出物１５％、授業態度３０％

330040

単 位 数 １単位　　　選択

実習②

実習③　特別講師（フランス料理）

年次配当

開講時期

オリエンテーション　中国料理の特徴と基礎（講義）

実習①　特別講師（フランス料理）

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「新　調理学実習」　宮下朋子編著（同文書院） 必要に応じプリント・資料を配布する

授業概要

　調理学実習Ⅰで習得した調理の基礎理論と技術をもとに、現在の食生活の実情に即した種々の応用料理
や地域の郷土食などの調理技術および創作能力を身につける。

調理学実習Ⅱ

松島 文子

資格選択区分 栄養士資格必修

到達目標

　日本料理・西洋料理・中国料理の応用料理をはじめ、四季の行事食や供応食の実習を通して、調理の実
践力、創作力を養い、更に調理文化や食卓作法、来客接待についても学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習　

２年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科 目 名

担 当 者

教師論

白石 崇人

年次配当

開講時期

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

２年次

後　期

330103

栄養教諭資格必修

単 位 数 ２単位　　　選択

所    属

資格選択区分

適宜参考文献を提示し、資料を配布する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　教員免許取得を目指して学んできた皆さんは、これまでの講義・実習等を通して、それぞれ教師として
の理想のあり方を考えてきたことでしょう。本講義では、それらを整理・集大成して「教師とは何か」を
考える基盤とし、自分がこれから目指すべき教師像（イメージ）を明確にしましょう。それは、教師とし
ての資質能力の整理・自覚につながるとともに、教職に対する使命感や教育にかける情熱などの基盤に
なっていくはずです。

レポート６０％（本レポート４０％・小レポート２０％）、小テスト２０％、授業態度２０％

授業概要

　日本の教師は、時代ごとにさまざまな期待を背負って、教育を実践してきた。「教師とは何か」を考え
るには、教師に関する思想・歴史・制度・技術などのさまざまな知識・理解が必要である。これらを学ぶ
ことによって、理想の教師のあり方を考える態度・能力を身につけることを目指す。

到達目標

　教師とは何か。教師に関する思想・歴史・制度・実践技術などを学ぶことによって、教師のあり方につ
いて考察する。栄養教諭免許を取得希望者を対象とした科目だが、その他の者も受講可能である。

　テキスト以外

 科目等履修生ほか受入　　　

講義

教育を改造する教師

受入可能人数 若干名

授業形態

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

使用しない。

青少年のいだく教師像

教師とは何か？

地域のなかの教師

教師の倫理

教師の専門性

反省的実践家としての教師

教師の資質向上と研修

教師の誕生

国民のモデルとしての教師

教師の社会的地位と団結

ガイダンス

学習集団の指導者としての教師

教師によるカリキュラム編成

教員の養成と資格



不可

1 　

2 　

3 　

4

5

6

7

8

9 問題行動への対応

10 不登校

11 非行

12 いじめ

13

14

15

子ども理解（１）

子ども理解（２）

子ども理解（３）

発達障害（１）

発達障害（２）

まとめ

単 位 数 ２単位　　　選択

定期試験１００％

授業概要

　教育の過程における心理学的法則や事実を理解する。また、生涯発達的視点をもちながら幼児期から青
年期までの子どもを理解し、子ども一人ひとりの発達に応じた教育的対応について考察できるようにな
る。

年次配当

開講時期

教育の基礎

教育の原則

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　テキストを読んでしっかり理解しよう。

教育方法の心理学的吟味（１）

教育方法の心理学的吟味（２）

教育評価

栄養教諭免許資格必修

到達目標

　発達、学習、人格、評価の４領域を中心に解説すると共に、教育実践の科学的根拠を見い出していく。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

会田元明著『子どもとむかいあうための教育心理
学演習』（ミネルヴァ書房）

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

後　期

330105

教育心理学

小林 勝年

資格選択区分



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　　　〃

教育相談の実際

　　　　〃

　　　　〃　　

　　　　〃

横軸としての個人の成長発達　　

　　　　〃　

　　　　〃　　

子どもの心因性諸症状　　

　　　　〃

受入可能人数 　若干名

授業形態

330111

単 位 数 ２単位　　　選択

子どもを取り巻く環境

　　　　〃

縦軸としての人間の道筋

年次配当

開講時期

教育相談の時代的背景

　　　　〃

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

使用しない。 適宜、参考文献を上げ、資料を配布する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　「子どもは社会の鏡」だから、不登校やいじめに代表される子どもの問題は、時代的背景、家族問題の
影響を受けています。それらを理解することで実は自分自身の生き方も学ぶことになります。日ごろから
新聞やテレビの時事番組など見ておきましょう。また「人生いかに生きるべきか」についても考えましょ
う。

定期試験７０％、レポート２０％、授業態度１０％

授業概要

　問題を持つ子どもや家庭が多くなった時代的社会的背景を理解るすること、子どもの発達の道筋や発達
課題を理解すること、子どもや家族に対して的確なアドバイスが出来る基本的な知識技術を持つこと、を
到達目標にしたい。

教育相談

中嶋 邦彦

資格選択区分 栄養教諭資格必修

到達目標

　教師は、教科指導だけでなく、子どもの心身の発達をも保証する重要な任務を持っている。現代の複雑
な社会情勢の中で、問題を持つ子どもや家庭が多くなった今、発達的教育的相談にどう関わればよいかに
ついて学ぶ授業である。

 科目等履修生ほか受入　　　

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義　

２年次

　　　後　期



可

1 野津

2 白石

3 白石

4 野津

5 野津、栄養教諭

6 野津、栄養教諭

7 野津

8 野津

9 野津

10 野津

11 野津

12 野津

13 野津

14 野津

15 野津全体のまとめ、意見交換

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

食物栄養専攻・幼児教育保育学科

演習

２年次

後　期

年次配当

開講時期

教職実践演習（栄養教諭）

野津 あきこ・白石 崇人

資格選択区分 栄養教諭資格必修

到達目標

　栄養士の専門性や教育実習等、実践現場の経験を踏まえた内容とする。栄養教諭として、「食に関する
指導」に必要な“授業”と”個別指導”に焦点を当て、確かな実践的指導力を養う。また講義や演習、発
表、ロールプレイング等を組み合わせ、実際の教育現場を想定した教育課題を取り扱う。

 科目等履修生ほか受入　　　

改訂栄養教諭論－理論と実際－金田雅代編
食に関する指導の手引き（文部科学省）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　栄養教諭は、栄養士の能力と教員の資質が必要です。専門の基礎知識を十分生かし、応用できるコンピ
テンス（能力）が求められます。教育実習により栄養教諭の意義・役割についての理解をさらに深めたと
思いますので、実習で学んだことや課題、その課題の解決方法など具体的な問題を整理しながら授業に取
り組んでください。

定期試験４０％、レポート３０％、発表２０％、授業態度１０％

授業概要

　教員に必要な使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項、社会性や対人関係能力に関する事項、幼児
児童生徒理解や学級経営に関する事項、教科、食育の指導力に関する事項を身につけることを目標とする
が、特に「食育等の指導力」や「児童生徒の課題理解」「対人関係能力」の習得を目標とする。

栄養教諭に求められる知識・技能等の修得状況の確認

実践的な指導技術、内容構成、伝える能力、技術

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

個別的な食に関する課題、グループ討議

受入可能人数 ２　名

授業形態

330115

単 位 数 ２単位　　　選択

栄養教諭に役立つ学級経営、組織運営のあり方

家庭、PTA、地域、医療機関との連携についてのグループ討論

栄養教諭による模擬授業及び講義（１）

個別的な栄養相談のロールプレイング

個別的な栄養相談のロールプレイング、グループ討議

学校・学校関連施設等の見学・調査

栄養教諭による模擬授業及び講義（２）

指導案の作成、教材研究

指導案にもとづく模擬授業の実践

指導案にもとづく模擬授業についてのグループ討議

個別的な栄養相談の進め方と理論



不可

1 松島文子

2 細見亮太

3 食品学各論 亀崎幸子

4 浅中美幸

5 ライフステージ栄養学　　　　 横山弥枝

6 生化学　　　　　　　　 細見亮太

7 公衆栄養学・栄養指導論　　　　　　　　　 野津あきこ

8 給食管理　　　　　　　　　 亀崎幸子

授業計画

食品学総論

調理学・食品加工学　　　　　　　　　

栄養学総論　　　　　　　　

プリント

評価方法

試験８０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ

　２年間学習してきた科目の中で、栄養士資格に関連する基礎的な重要科目について内容を理解し、さ
らに演習によって実力、応用力を養ってください。基本を確実に理解するため、苦手科目の復習をして
授業に臨むようにしてください。後期時間割によっては計画の順序が変更になることもありますので注
意してください。

授業概要

　栄養士実力認定試験に向けて生化学、食品学総論、食品学各論、調理学、食品加工学、栄養学総論、
ライフステージ栄養学、公衆栄養学、栄養指導論、給食管理の科目について重点的に復習し、演習を通
して、これまで学習した知識を整理、統合を行う。

到達目標

　栄養士となるために学んできた科目を総合的に復習して、各科目の関連性を理解し、自分で知識を統
合し、思考する能力を養成し、応用力を身につける。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 １単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

担 当 者 亀崎 幸子　他 開講時期 後　期

所    属 生活学科　食物栄養専攻

資格選択区分授業形態 演習

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

330116

科 目 名 食物栄養総合演習Ａ 年次配当 ２年次



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

生活学科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

演習　

２年次

後　期

授業概要

　フードスペシャリストとして必要な基礎の知識・技術を身につけ、「食」に関する専門的・総合的な知
識をもち、豊かで安全かつバランスのとれた「食」を消費者に提案できる力を身につける。

食物栄養総合演習Ｂ

松島 文子他

資格選択区分

到達目標

　フードスペシャリスト資格取得の必修科目を中心に、資格認定試験対策講座として演習を行う。科目は
フードスペシャリスト論、食品の官能評価・鑑別論、食物学に関する科目、食品の安全性に関する科目、
調理学に関する科目、栄養と健康に関する科目、食品流通・消費に関する科目、フードコーディネート論
である。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

必要に応じプリント・資料等を配布する。希望者のみ
過去問題集2011年版（建帛社）、資格認定試験問題集
（一藝社）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　2年次の夏休み中にはフードスペシャリスト資格認定試験受験対策の準備を集中的に行いましょう。重
要な項目、出題頻度の高い内容などについて、フードスペシャリスト資格認定試験過去問題集2011年版
（建帛社）、フードスペシャリスト資格認定試験問題集（一藝社）を参考にしながら、再度復習して理解
し、実力アップを図りましょう。

試験８０％、授業態度２０％

フードスペシャリスト論、食品加工学　　　　　　　　　板倉一枝、松島文子

食品学総論、食品学各論　　　　　　　　　　　　　　　細見亮太、亀崎幸子　　

栄養と健康　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅中美幸

年次配当

開講時期

フードスペシャリスト論、調理学　　　　　　　　　　　松島文子　

食品の官能評価・鑑別論　　　　　　　　　　　　　　　亀崎幸子

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

330117

単 位 数 １単位　　　選択

食品流通・消費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野津和功

フードコーディネート論　　　　　　　　　　　　　　　西本敦子　　　　　

試験対策とまとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　  松島文子

　

　

　

　



不可

1 渡部・國本他

2 渡部容子他

3 渡部容子他

4 渡部容子他

5 渡部容子他

6 渡部容子他

7 渡部容子他

8 渡部容子他

9 國本真吾他

10 國本真吾他

11 國本真吾他

12 國本真吾他

13 國本真吾他

14 國本真吾他

15 國本真吾他

保育実習Ⅰ－２：施設における支援計画の立案　　　　　【２年次】

保育実習Ⅰ－２：実習への具体的準備と目標（施設）　　【２年次】

保育実習Ⅰ－２：保育実習（施設）事後指導①　　　　　【２年次】

保育実習Ⅰ－２：保育実習（施設）事後指導②　　　　　【２年次】

保育実習Ⅰ－１：実習への具体的準備と目標（保育所）

保育実習Ⅰ－１：保育実習（保育所）の事後指導①

保育実習Ⅰ－１：保育実習（保育所）の事後指導②

保育実習Ⅰ－２：児童福祉施設等における実習の意義と目的

保育実習Ⅰ－２：実習日誌の記録と整理（施設）

保育実習Ⅰ－２：施設における実習計画と留意事項

受入可能人数 －

授業形態

340115

単 位 数 ２単位　　　選択

保育実習Ⅰ－１：保育実習の段階と内容、実習計画と評価（保育所）

保育実習Ⅰ－１：実習日誌の記録と整理（保育所）

保育実習Ⅰ－１：部分指導実習の計画立案（保育所）

年次配当

開講時期

保育実習Ⅰ：保育実習の意義と目的、心構え

保育実習Ⅰ－１：保育実習の意義と目的、心構え（保育所）

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『最新保育講座13 保育実習』ミネルヴァ書房
『保育実習これだけナビ』ユーキャン学び出版

『保育所保育指針』
既習の関係科目のテキスト、配付資料

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　保育実習とセットになった重要な科目であり、全出席が内容的に必要である。
　実習施設決定に至る地域別・グループ別・個人別事前指導や、園オリエンテーション、実習時の訪問指
導、個別の実習事後指導なども授業と一体のものであるので、もれなく受けること。開講期間は２年間に
わたる。掲示をよく見て開講日に注意すること。

授業態度・発表40％、提出物60％、（３つの実習終了後に単位認定を行う）。

授業概要

　実習についての総合的な理解を深め、保育実習を効果的に行う。実習への具体的な手順を学び準備する
ことによって、既習の理論や実技を実習の場で生かせるようにする。同時に、自身の保育観や子ども観を
育て、保育現場から学ぶ姿勢を養う。

保育実習指導Ⅰ

渡部容子・國本真吾　他

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　「保育実習Ⅰ－１」、「保育実習Ⅰ－２」の事前事後指導である。テキスト及び参考文献、実習日誌、
その他配布資料によって学ぶ他、グループ討論や全体討論、実習反省会などを行う。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目  シラバス

幼児教育保育学科

演　習

１年次

前　期、後　期



可

1 白石崇・羽根田

2 白石崇

3 白石崇

4 白石崇

5 白石崇

6 白石崇・羽根田・松本

7 白石崇・羽根田・松本

8 白石崇・松本

9 白石崇

10

11

12

13

14

15

幼児教育保育学科科目　シラバス

340002

科 目 名 教育実習指導 年次配当 １年次

担 当 者 白石 崇人　他 開講時期 前　期、後　期

所    属 幼児教育保育学科

資格選択区分 幼稚園教諭免許必修授業形態     演習　

単 位 数 １単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

授業概要

　幼稚園での教育実習をより効果的に行なうために、前半の講義を事前指導に、後半の講義を実習事後指
導に主にあてる。事前指導では、実習の意義、目的、内容、方法などについて学ぶ。事後指導では、実習
に対する具体的・総括的反省を通して、学生自身の課題を発見する。

到達目標

　上記の授業内容を通して、次の３つの目標の達成を目指す。①教育実習において必須の基礎知識・技
術、および幼児教育の実践・実務に必要な視点を理解する。②主体的に教育実習に取り組む態度を身につ
ける。③実習中の学びから自らの学習課題を明確にし、後の学びにつなげる。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

文部科学省『幼稚園教育要領解説』
フレーベル館、2008年

適宜資料を配布する

評価方法

提出物７０％、小テスト１５％、授業態度１５％　※２年後期にまとめて評価

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　「教育実習Ⅰ」「教育実習Ⅱ」では、幼稚園の現場に入り、「先生」の一人として、実際に子どもたち
とかかわります。子どもにとっての幼稚園での体験は、場合によっては、その子の一生を決定づけてしま
うほど大事なものです。命に関わるケースもあるため、気を引き締めて準備してほしいと思っています。
この授業で学ぶことを基礎として、しっかりと実習の準備を整え、今後の学習へつなげてください。

授業計画

幼稚園教育実習の意義と概要

実習日誌の意義と作成上のポイント―観察・子ども理解

保育案の意義と作成上のポイント―教育課程・環境構成

教育実習Ⅰに対する心構えと相談

教育実習Ⅰの反省と課題発見（１）―具体的場面から

教育実習Ⅰの反省と課題発見（２）―五領域の観点から

教育実習Ⅱに対する心構えと相談（１）―１年次において

教育実習Ⅱに対する心構えと相談（２）―来期実習に向けて　※

実習園の研究とその活用　※

　（２年次開講）

　（２年次開講）

　（２年次開講）

　（２年次開講）

　（２年次開講）

　（２年次開講）

※ 第8回・第9回は後期開講（教育実習Ⅱの2年前期実施者対象）

　（教育実習Ⅱの2年後期実施者対象のものは、2年前期に開講）



可

1

2

3

4

5

6 子どもの発達と保育内容（１）

7 子どもの発達と保育内容（２）

8 子どもの発達と保育内容（３）

9 家庭・小学校・地域との連携（１）

10 家庭・小学校・地域との連携（２）

11

12

13

14

15

保育の国際化

　テキスト以外

視聴覚教材

保育の歴史－欧米

保育の歴史－日本（１）

保育の歴史－日本（２）

幼稚園・保育園・こども園等の保育の場（１）

授業オリエンテーション－保育を学ぶ基礎知識－

保育・幼児教育の制度としくみ

授業形態

340085

単 位 数 ２単位　　　選択必修

保育士の役割と責務、まとめ

幼稚園・保育園・こども園等の保育の場（２）

幼稚園・保育園・こども園等の保育の場（３）

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 『心の保育を考えるcase67』学研

金村美千子『保育原理』同文書院
『保育所保育指針解説』フレーベル館

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　子どもはどうして大切で尊いのでしょうか。授業を通じて子どもの「発達」、子どもの人権という概念
をしっかり理解し、幼児教育・保育の勉強をスタートしましょう。
　保育士資格必修科目ですが、幼稚園教諭免許状取得希望者も履修して下さい。

定期試験70％、授業態度10％、提出物20％

授業概要

　①子ども観と子どもの権利の歴史を知る。②保育所・幼稚園等の保育施設の歴史と現状を理解する。③
保育所保育指針をふまえ、子どもの発達過程に応じた保育のあり方や保育士の役割を理解する。

保育原理Ⅰ

渡部 容子

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　本授業では、保育を学ぶ基礎として、子ども観と子どもの権利の歴史を学び、保育の制度、子どもの発
達と保育課程（保育の目的・目標・内容・方法）と指導計画・評価等について学ぶ。スライド、ビデオ等
の視聴覚機器も活用する。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

    講義

１年次

前　期

受入可能人数 ２名



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　４）介護保険とその改正　５）年金制度　６）その他の高齢者福祉制度

４．その他の福祉の分野　１）児童福祉　２）母子及び寡婦福祉　３）母子保健等

Ⅳ．新たな福祉の展開　１）地域福祉 ２）ボランティア論　　　　 

　　３）評価制度　総復習

５) 社会福祉基礎構造改革

Ⅲ．社会福祉の領域　１. 生活保護　１）生活困窮者対策の歴史２）困窮者の現状

　　３）生活保護の理念・原則　４）生活扶助　５）生活困窮者対策の課題

２．障害者（児）福祉　１）定義　２）３次元の障害　３）処遇史　

　４）実態と特徴・傾向　５）障害者自立支援法等対応策　６）４つの願い　

３．高齢者福祉　１）高齢化の特徴と問題点　２）在宅福祉　３）施設福祉

受入可能人数 ５名

授業形態

340014

単 位 数 ２単位　　　選択必修

Ⅱ．社会福祉の歴史　　１）概要　　２）救貧法の制定とその後の展開

３）社会保険の創設と社会保障の成立

４）日本の社会福祉の歴史　・戦前の福祉の歴史　・戦後の歴史

年次配当

開講時期

授業方針、講義の概要説明　　Ⅰ．社会福祉の概念　１）定義　２）目的

３）制度　４）専門職と社会福祉援助技術

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

大阪ボランティア協会編
「福祉小六法２０１１」中央法規

日々の新聞に掲載される福祉問題

学生に対するメッセージ(準備学習等)

　こんな話がある。福祉の講演会、みな感動的な話にうなづいて支え合うことの大切さを確認しあう。と
ころが駐車場をみると、遅れてきた健常者が、車椅子マークのところに平気で駐車している。街で点字ブ
ロックの上に止められている自転車、またスーパーで車椅子マークが機能していない。まずできることか
ら、福祉の実践をと思う。

試験７０％、課題ノート２０％、授業態度１０％

授業概要

　福祉とは、すべての人々がwell-being＝よりよく存在することである。現実には社会的に弱い立場の
人々は大勢存在する。社会の実態、動向を知ると共に、人が共に生き、よりよく生きるためにはどうすれ
ばよいのか、学生自身の問題として社会福祉をとらえられるようにする。

社会福祉

山田 修平

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　社会福祉の基本をしっかり伝えたい。社会福祉の定義、目的、制度を述べると共に、各国の社会福祉の
歴史の要点、またわが国の歴史を振り返る。また現在のわが国の社会福祉の法律・制度を学ぶ。さらに生
活保護、障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉等の各領域の具体的福祉問題を考える。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

学長

講義　

１年次

前　期　　　



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

幼児教育保育学科科目 シラバス

幼児教育保育学科

講義

１年次

前　期

授業概要

　「社会的養護」の現状と課題を理解することが出来る。また、養護を要する子どもの問題を通じて、子
どもを抱える家庭、また家庭と社会との関係の中で、子どもに対する見方や支援の意義を理解することが
出来る。

社会的養護

國本 真吾

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　現代社会における「社会的養護」の意義と歴史的変遷、制度や実施体系について扱う。また、「社会的
養護」における子どもの権利保障や自立支援等の実際を通じて、子ども観や社会的養護の理解を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

小池由佳・山縣文治編著『社会的養護』ミネル
ヴァ書房、2010年

『社会福祉小六法2011年度版』を各自準備（出版
社は問わない）。授業時の配布資料。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　「子ども」という場合、どのような姿、年齢、または置かれている環境を想像しますか。実際、様々な
事情から、親元を離れて生活する子どもたちがいます。近年は親からの虐待による一時的保護として、施
設で生活するケースが増えている状況です。この科目を通して、家庭や親、家族、子どもの在り方や、社
会の役割などについて改めて考えて欲しいと思います。そのためには、「児童養護」に関する予備知識
を、各自検索して目を通しておきましょう。

定期試験90％、授業態度５％、提出物５％

社会的養護の理念と概念

社会的養護の歴史的変遷

子どもの権利保障と発達保障①

年次配当

開講時期

福祉の思想から（糸賀一雄と「この子らを世の光に」）

子ども家庭福祉と社会的養護

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

340090

単 位 数 ２単位　　　選択必修

　　　　　　〃　　　　　　②

社会的養護の制度と実施体系①　法体系と制度

　　　　　　〃　　　　　　②　専門職

施設養護の実際①　施設養護の基本原理

　　　　〃　　②　施設養護の実際（１）

　　　　〃　　③　施設養護の実際（２）

　　　　〃　　④　施設養護の実際（３）

　　　　〃　　⑤　ソーシャルワーク

社会的養護の現状と課題①　施設の運営管理、倫理

　　　　　〃　　　　　②　虐待防止、地域福祉



不可

1 國本他

2 國本他

3 國本他

4 國本他

5 國本他

6 白石・國本他

7 國本他

8 國本他

※不定期開講なため、講義日に注意すること。

授業形態

340091

単 位 数 １単位　　　選択

専門職に向けての自己目標の設定

幼児教育・保育におけるリテラシー（図書・資料の活用、レポートの書き方他）

子どもを取り巻く社会や環境の課題①　教育・保育の視点から

　　　　　　　〃　　　　　　　　②　発達の視点から

年次配当

開講時期

幼児教育・保育とは何か（資格としての幼稚園教諭・保育士、専門職の資質）

幼児教育保育学科における学び（ディプロマポリシーと履修カルテの作成）

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

森上史朗他『保育用語辞典』ミネルヴァ書房、
2010年。

授業時の配布資料、学生便覧、履修カルテ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　幼児教育保育学科の学生にとって、大学教育入門の要素をもった科目です。短期大学という高等教育機
関において、学びはより主体的な形へと成長します。その一環として、毎時間、レポート課題の要求と発
表の機会を設けます。幼教教員が推薦する図書を積極的に読み、自分の課題や問題意識を高められるよう
にしましょう。

レポート30％、授業態度10％、発表10％、提出物50％

・幼児教育保育学科の学生としての資質や能力を身につけることが出来る。
・幼児教育・保育分野の輪郭をつかみ、この分野における課題意識をもつことが出来る。
・子どもと関わる専門職に向けての自分像を形成することが出来る。

保育・教育入門

國本 真吾　他

資格選択区分
幼稚園教諭免許選択
保育士資格選択

到達目標

　幼児教育保育学科の学生として必要となる、最低限の資質や能力を身につけることの意義を深める。ま
た、幼児教育・保育分野の関心度を高めると同時に、幼稚園教諭・保育士等の子どもと関わる専門職に向
けての自分像を形成する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

基礎能力の確認と必要性（プレースメントテストの実施他）

幼児教育・保育の現場を知る（附属幼稚園見学）

幼児教育保育学科科目 シラバス

幼児教育保育学科

演習

１年次

前　期

授業概要



不可

1 　

2 　

3 　

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

文化と発達①

　　〃　　②

発達心理学の課題①

　　〃　　　　　②

　　〃　　　　　③

幼児期　前半

幼児期　後半

児童期

青年期

成人期

　　〃　　　　③

脳とこころ

乳児期

年次配当

開講時期

発達心理学とは①

　　〃　　　　②

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択必修　

授業計画

到達目標

　生涯発達の観点から人間の発達を理解する。発達期ごとの特徴を理解するとともに、子どもと保育や教
育とのかかわりについても学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　発達とは何か、心理学とは何か、こうした素朴な疑問を大切に授業をすすめていきたいと思います。

定期試験９０％、授業態度５％、提出物５％

授業概要

　発達心理学の基礎知識を学ぶとともに、発達プロセスと保育との関連を考察できる能力を身につける。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

未　定 適宜プリントを配布する

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

    講義

１年次

前　期

340019

発達心理学

田中 大介

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格必修



可

1 白石崇人

2 白石崇人

3 白石崇人

4 齊木恭子・白石崇人

5 白石崇人

6 白石崇人

7 白石崇人

8 白石崇人

9 白石崇人

10 白石崇人

11 白石崇人

12 白石崇人

13 白石崇人

14 白石崇人

15 白石崇人

　　　〃　　　（６）　―養護と教育との一体的展開において

保育内容の構想（１）　―指導計画案を作って発表しよう①

　　　　〃　　　　（２）　―「環境」による保育

　　　　〃　　　　（３）　―児童文化財の活用

　　　　〃　　　　（４）　―子どもの事実・ねらい・内容・方法

　　　〃　　　（２）　―指導計画案を作って発表しよう②

保育内容とは？　―まとめと質疑応答

　　　　〃　　　　（５）　―発達とねらいとを関連づける

保育内容の領域（１）　―領域「健康」を中心に

　　　〃　　　（２）　―領域「人間関係」を中心に

　　　〃　　　（３）　―領域「環境」を中心に

　　　〃　　　（４）　―領域「言葉」を中心に

　　　〃　　　（５）　―領域「表現」を中心に

若干名

授業形態

340098

単 位 数 １単位　　　選択必修　

年次配当

開講時期

保育所保育指針における保育内容の位置づけ

保育方法と保育内容（１）　―「遊び」による学び

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『新保育所保育指針サポートブック』世界文化社
『幼稚園教育要領解説』フレーベル館

適宜参考文献を提示し、資料を配布する（授業用
兼　自習用）。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　この科目は、各保育内容（養護、健康、人間関係、環境、言葉、表現）の入門的科目です。この科目で
は、専門的職業としての保育者（士）にとって、必ず理解しなくてはならないことを扱います。入門的科
目とは言っても、その内容は簡単ではないかもしれません。授業中・授業前後ともに、しっかり頭をつ
かって、いっしょに考えていきましょう。
　わからなくなったら、すぐ、必ず、次の二つをしましょう！　「自習」そして「質問」！

提出物６０％（指導計画案４０％・小レポート２０％）、小テスト２０％、授業態度２０％

授業概要

①保育所保育指針の全体的な構造、および歴史的変遷を踏まえて、保育内容を理解する。
②保育方法および子どもの発達特性・過程と関連づけて、保育内容を理解する。
③具体例（養護と教育との一体的展開、および保育の多様な展開を含む）を通して、保育内容を理解す
る。

保育内容総論

白石 崇人　・　齊木 恭子

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格必修

到達目標

　「保育内容とは何か」という問いについて、保育所保育指針・幼稚園教育要領や保育方法、発達特性・
過程、歴史、実践例、保育指導計画案を通して、総合的に考える。
　授業では、各種理論・テキストの解説、具体的資料の検討、教材研究の成果発表などを行う。また、授
業前後の課題もいくらか課す。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習

１年次

前　期　　　



可

1 子どもと健康

2 子どもの健康問題の時代推移と課題

3 心身の健康に関する領域「健康」の位置づけ（保育所保育指針/幼稚園教育要領）

4 子どもの身体に関わる発達①

5 子どもの身体に関わる発達②

6 子どもの基本的生活習慣の獲得過程

7 基本的生活習慣に関わる指導の展開

8 健康保育のための安全（幼少期の怪我や事故）

9 健康保育のための安全（応急処置）

10 あそびの分類と特徴

11 子どもの育ちとあそびの展開例①（３～５歳対象／屋外での事例）

12 子どもの育ちとあそびの展開例②（３～５歳対象／屋内での事例）

13 計画的な保育を目指す（あそびを分析する）

14 計画的な保育を目指す（あそびを指導する）

15 計画的な保育を目指す（現状把握／教材選択／保育計画）

340099

単 位 数 １単位　　　選択必修

 科目等履修生ほか受入　　　

保育内容（健康）

近藤 剛担 当 者

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格必修

　子どもの運動不足や体力低下、基本的生活習慣の乱れなど、子どもの安全で健康な生活に関連する内容
を取り上げた新聞・雑誌記事や番組放映にも関心を持って目を通しておいてほしい。

定期試験/レポート４０％、提出物２０％、貢献度３０％、授業態度１０％

授業概要

　・乳幼児期の心身の発育・発達と遊びとの関係について理解する。
　・乳幼児期の健康で安全な生活を保障するための保育者の支援の在り方を知る。
　・乳幼児期の遊び・基本的生活習慣・安全教育・健康管理についての実践的事例を知る。

到達目標

　保育者として、子どもたちの安全で健康な生活の保障に対して、どのような専門性を身につけ、援助す
ればよいのかを、運動、生活習慣、安全等、さまざまな視点から理論的な理解を深めると共に、実際の展
開事例の体験を通した実践的獲得も目指す。

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

視聴覚教材、独自資料の使用を予定

学生に対するメッセージ（準備学習等）

受入可能人数

年次配当

５名

授業形態

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習

１年次

前　期開講時期

科 目 名



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

幼児教育保育学科科目　シラバス

340102

科 目 名 子どもの造形指導法Ⅰ 年次配当 １年次

担 当 者 宮﨑 百合 開講時期 前　期　　　

所    属 幼児教育保育学科

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格選択必修授業形態 演習　

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 １単位　　　選択必修　

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

　実際の制作を通し、保育者として子どもの造形表現を豊かに育てるために必要な知識と技能の基礎を身
につける。
　はさみ、のり、粘土、えのぐ、オイルパステル等の画材の取扱いについて学ぶ。

到達目標

・子どもの造形活動に必要な画材道具の扱いを習得する。
・子どもの造形面での発達を知り、その指導法の基礎を身につける。

教材

スクリブル、フィンガーペインティング１

「保育をひらく造形表現」　槇　英子

評価方法

レポート40％、授業態度20％、提出物40％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

①材料費は実費がかかります。一括購入の場合は、教材に応じて材料費を徴収する場合があります。
②画材道具については一括購入します。最初の授業で指示します。
　なお、自分で用意してもかまいません。

授業計画

子どもの発達を造形面から考える１

子どもの発達を造形面から考える２

土粘土の造形

土粘土の造形

スクリブル、フィンガーペインティング２

にじみ１

にじみ２

スクラッチ

バチック

紙版画１

紙版画２

紙版画３

雑材工作１

雑材工作２



可

1

2 第１章　乳児の発達と保育（おおむね６か月未満）

3 　　　　　　〃　　　　視聴覚教材を使って①

4 　　　　乳児の発達と保育（おおむね６か月から１歳３か月未満）

5 　　　　　　〃　　　　視聴覚教材を使って②

6 　　　　乳児の発達と保育（おおむね１歳３か月から２歳未満）

7 　　　　　　〃　　　　視聴覚教材を使って③

8 　　　　乳児の発達と保育（おおむね２歳）

9

10

11

12

13

14

15

保育士資格必修

第４章　保育の記録・保育の計画

　　　　　　〃　　　　視聴覚教材を使って⑤

　　　　　　〃　　　　視聴覚教材を使って④

受入可能人数 ２　名

　　　　乳児の発達と保育（おおむね３歳・それ以降）

単 位 数 １単位　　　選択必修

授業計画

教材

 科目等履修生ほか受入　　　

　自分やきょうだいの赤ちゃん時代の話を聞いたり、思い出したり、身近な赤ちゃんに興味をもちながら
学ぼう。「保育原理Ⅰ」の内容と連動しているので、関連づけて理解しよう。
　なお、指定のテキストは、「乳児保育２」および「小児保健実習」等でも活用しよう。

新生児人形ほか、ビデオ教材使用、
スライド教材使用。

　①乳児の発達を学び理解する。②発達をふまえた、家庭および集団での乳児保育について、理論的・実
際的に理解する。③乳児を含む低年齢児保育の現状と課題について理解する。

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

    演習

１年次

前　期開講時期

340105

担 当 者

所    属

乳児保育１

渡部 容子

年次配当科 目 名

授業形態 資格選択区分

学生に対するメッセージ（準備学習等）

定期試験・小テスト８０％、提出物２０％

授業概要

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『新版乳児の保育新時代』ひとなる書房、『保育
所保育指針』、『最新育児大百科』ベネッセ

到達目標

　視聴覚教材を用いて、０歳児、１歳児、２歳児の発達のポイントを学ぶ。保育計画・指導計画に基づい
た乳児保育の内容と方法、および記録と評価を学ぶ。保育所と家庭・他機関・地域との連携、乳児保育の
社会的役割等について学ぶ。

第７章　乳児保育のこれまでとこれから

まとめ

授業オリエンテーション－乳児・低年齢児と保育－

第５章　「３歳児神話」と育児不安



可

1 白石　・羽根田

2 白石　・羽根田

3 白石　・羽根田

4 白石　・羽根田

5 白石　・羽根田

6 白石　・羽根田

7 白石　・羽根田

8 白石　・羽根田

9 白石　・羽根田

10 白石　・羽根田

11 白石　・羽根田

12 白石　・羽根田

13 白石　・羽根田

14 白石　・羽根田

15 白石　・羽根田

実技発表　　　　　　　　　　　　　/  ピアノ実技

実技発表　　　　　　　　　　　  　/　理論まとめ

独唱②　　　　　　　　          　/  拍子とリズム（１）

混声３部合唱①　　　　　　　　　　/  拍子とリズム（２）

混声３部合唱②　　　　　　　　　　/  音程（１）

子どもの発達と音楽　まとめ　　　　/  音程（２）

基礎発声、２部合唱の楽しみ　　　　/  音の表し方（３）レターサイン

２部合唱の楽しみ　　　　　　　　　/  音の表し方（４）ハンドサイン

歌唱表現方法　　　　　　　　　　　/  音名（１）日本音名

独唱①　　　　　　　　　　　　　　/  音名（２）ドイツ音名

受入可能人数 ５　名

童謡、唱歌のふるさと鳥取②　  　  /  音の表し方（２）音符と休符

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　音楽が大好きな人、どうも苦手と思う人、今が本当の意味でのスタートです。音楽のとびらを開けま
しょう。授業は音楽の基礎から始めます。ピアノの個人レッスンにも期待して下さい。

理論筆記試験３０％　歌唱実技３０％　ピアノ実技３０％　授業態度１０％

340111

単 位 数 １単位　　　選択必修

人は何故うたうか、春の歌　　　　　/  楽譜の成立過程

童謡、唱歌のふるさと鳥取①  　　　/  音の表し方（１）音の高低と長さ

年次配当

開講時期

授業オリエンテーション　　　　　　　　

声の不思議、発声練習　　　　　　　/  音楽と人間のかかわり（音楽の起源）

授業計画

評価方法

     教科書（テキスト） 　テキスト以外

随時プリントを配布します

授業概要

　保育の内容を理解し、音楽に興味、関心、意欲をもって学び、音楽の楽しさや喜びを体験すると同時に
音楽の理論と歌唱の基礎力を身につける

音楽１      

白石 由美子・羽根田 真弓　他

資格選択区分
幼稚園教諭免許選択必修
保育士資格選択必修

到達目標

　音楽に関する基礎的な知識と技能を習得する。具体的には、①楽典を中心とした音楽基礎理論②歌唱の
ための声楽基礎演習③伴奏楽器の技術向上を目指したピアノ個人レッスンである。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

前　期　　　

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



可

1 松本

2 松本

3 松本

4 松本

5 松本

6 松本

7 松本

8 松本

9 松本

10 松本

11 近藤、松本

12 松本

13 松本

14 松本

15 松本

リズム運動

運動構成（実技試験・個人を含む）

　　〃　　　　　　（平均台、組み合わせ）

水泳実習、水難救助実習（７月上旬）

基本運動（歩く、走る）

　　〃　（跳ぶ）

　　〃　　　　　　（課題練習）

　　〃　　　　　　（実技試験・班を含む）

器具を利用した運動（跳び箱）

　　〃　　　　　　（マット）

受入可能人数 各クラス２～３名

　　〃　　　　　　（ボール・応用）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　子どもたちのための運動指導について学ぶ第一のステップとなる授業ですので、実際の運動内容の体験
を中心に進めます。まず、ひととおりの運動内容を知り、示範技能を身につけて保育者となる自信が持て
るようにしましょう。そのためにも、不得手の運動内容についてはできるだけ早期に克服できるよう努め
ましょう。

　実技試験（班）４０％、実技試験（個人）４０％、意欲態度２０％

340005

単 位 数 １単位　　　選択必修

　　〃　　　　　　（フープ）

　　〃　　　　　　（ボール・基礎）

年次配当

開講時期

オリエンテーション、用具を利用した運動（長縄）

用具を利用した運動（短縄）

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　使用しない 用具、器具、音楽などを適宜利用する

授業概要

　実際の運動内容を体験しながら示範技能を高め、幼児期の発達特性にあわせた運動を組み立てるための
基礎的な知識を習得する。あわせて班のメンバーと協力して学び合う姿勢を身につける。

体育Ⅰ

松本 典子・近藤　剛

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格必修

到達目標

　幼児期の運動あそびや体育活動の具体的な内容と展開方法について、おもに実技をとおして検討し学
ぶ。各運動の体験は班を編成して行うため、相互に協力し助け合いながら学ぶことを大切にする。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

文章を要約する（基本編）

文章を要約する（応用編）

小テスト②（文章の要約）

就職に必要な文章表現力

まとめ、試験の説明

敬語とその周辺

レポートの書き方（１）書く前に必要なこと

レポートの書き方（２）資料の読み方（基本編）

レポートの書き方（３）資料の読み方（応用編）

レポートの書き方（４）書く時・書いた後に必要なこと

手紙ワンポイント

小テスト①（手紙）

敬語の基本

年次配当

開講時期

文章表現のツール（原稿用紙／国語辞典）

手紙の書き方

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

単 位 数 １単位　　　選択必修

授業計画

到達目標

　論理的で分かりやすい文章・読み手を引き付ける文章を書く力を身に付ける方法を学ぶ。同時に、文章
の読解力の重要性も認識する。また、手紙の書き方や敬語についても学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　文章を書くには、論理的思考力や読者を思いやる想像力などが必要不可欠です。また、「読む」力も
「書く」力と同じぐらい重要です。普段から読書をしたり、新聞に目を通したりといった地道な努力が必
要です。なお、受講者は必ず国語辞典を持ってくること（高校時代に使っていたものや、電子辞書でも良
い）。

試験７０％、小テスト３０％（１５％×２回）

授業概要

・礼儀にかなった手紙の書き方を身につける。
・レポートなど、論理的な文章の書き方を身につける。
・文章を読み、その内容を的確にまとめる力を身につける。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

指定しない 適宜プリントを配布する

幼児教育保育学科科目　シラバス

国際文化交流学科

　　演習

１年次

前　期

340001

国語

岡野 幸夫

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格選択必修



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

    実習

１年次

前　期　　　

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　本実習では、ねらいとして次の３つを設定している。①幼稚園・子ども・環境・援助指導などの実際を
体験し、それらに対する意欲・関心を喚起し、以後の学習の基盤を培う。②幼稚園教諭としての生活を体
験し、保育者として必要な態度・能力を形成する基盤を培う。③幼児教育に関する実際的な理念・技術な
どを学ぶ。

教育実習Ⅰ

白石 崇人　他

資格選択区分 幼稚園教諭免許必修

到達目標

　本学附属幼稚園において、各クラスごとに２週間の実習を行う。見学・観察・参加実習を中心としなが
ら、適宜部分実習を行う。これらを通して、幼稚園教育の方針・計画、子どもの個別的・集団的行動、物
的・人的環境の構成、幼稚園教諭の職務内容・役割などの実際を体験する。また、指導教諭の指導・助言
に基づきながら教育活動へ参加し、指導計画の立案・実践を体験する。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

使用しない 幼稚園において、適宜提示される。

340038

単 位 数 ２単位　　　選択

年次配当

開講時期

附属幼稚園の指示に従って実施される。

授業計画

受入可能人数 －

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　本実習は、幼稚園における最初の実習であるとともに、本学における最初の幼児教育に関する実習であ
る。実習園には、忙しい通常業務のほかに、貴重な時間を割いて実習を引き受けていただいている。ま
た、担当する子どもたちの人生は一度しかない。「まだ学生だから」という甘い考えは捨て、学ぶ者とし
ての主体性と謙虚さを保ちながら、真剣に実習に取り組んでほしい。

提出物２０％、授業態度８０％（実習園の評定による）



340118

生活学科・非常勤講師

不可

1 野津　1組

2 藤村　2・3・4組

3

4

5 書式の応用・オブジェクトの挿入（P.82-103）

6 地図の作成・名刺の作成（P.112-142）

7 WORD2007小テスト（ふれあいルームの案内状）

8 Excel2007の基本シートを作ってみよう（P.143-179）

9

10

11

12

13 スライドの表現を豊かにしよう（P.262-293）

14 PowerPoint2007の小テスト（保育園案内）

15

データベースを操作しよう（P.215-234）

Excel2007の小テスト（身体計測記録台帳、写真購入管理簿）

幼児教育保育学科科目　シラバス

演習

１年次

前　期　　

授業概要

情報科学

野津 伸治・藤村 喜久郎

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　パソコンの技術に関しては個人差が大きいと思います。パソコンの得意な人は周りで困っている人がい
たら助けてあげてください。メールやインターネットくらいはできるという人もホームページの作成に
チャレンジしてみましょう。また保存用のメディアとして、フラッシュメモリを購入していただきます。

小テスト６０％、授業態度１０％、提出物３０％

所　　属

資格選択区分 幼稚園教諭免許必修授業形態

年次配当

開講時期

到達目標

　コンピューターによる文書作成や表計算、Webやメール、プレゼンテーションなどの基礎技術を、演習
を通じて獲得する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

科 目 名

担 当 者

まとめ

PowerPoint2007のスライドを作ってみよう（P.235-261）

単 位 数 ２単位　　　選択

ホームページにアクセス・タッチタイピングの練習

WORD2007の基本文書を作ってみよう（P.53-81）

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

Windows Vista (7) の基礎 （P.11-33）

Eメールを送ろう (Thunderbird-Portableに関する補足資料)

－

定平誠『例題30+演習問題70でしっかり学ぶ
Word/Excel/PowerPoint標準テキスト
Windows Vista/Office2007対応版』技術評論社、2007年

補足の配布資料、空きが１GB以上のUSBメモリ

計算式・関数・グラフ（P.180-214）

・コンピューターの基本的な扱いを理解し、習得する。
・Wordで園だよりなど簡単な文書作成ができる。
・Excelで台帳などの作成ができる。
・PowerPointで保育園案内が作成できる。

授業計画

教材

評価方法



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担 当 者

所    属

授業形態

到達目標

  子どもの心身の発達と健康について講義を通して理解を深める。さらに、子どもの発達を促進する援助者
としての基本的な構えや周囲との協働（保護者・地域・子育て支援ネットワーク等）のあり方を考える。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼稚園教諭免許必修

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

講義　

１年次

後　期

科 目 名 精神保健

浦木 恵子

資格選択区分

340062

単 位 数 ２単位　　　選択必修　

援助者のメンタルヘルス

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『よくわかる子どもの精神保健』
本城秀次編　ミネルヴァ書房　2009年

年次配当

開講時期

オリエンテーション　健康とは何か　～精神保健の歴史と発展～

成人期の心理的課題

受入可能人数 若干名

授業概要

  子どもの精神発達について理解するとともに、それを促す適切な教育活動のあり方について考える能力を
身につける。また、相談活動の実際（カウンセリングの基礎理解を含む）について知ることで、家庭・地
域・教育の連携の重要性について理解することができる。

子どもの発達と精神保健②

子どもの発達と精神保健③

子どもの発達と精神保健④

心理検査とアセスメント１

子どもの発達と精神保健①

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　子どもの成長発達を支援する援助職としての基本的な構えや幅広い視野を持つことを目標にする。授業
は、体験的な深い学びとなるよう可能な限り演習を取り入れる。主体的な参加が、実践力につながる。

定期試験７０％、授業態度５％、発表１５％、提出物１０％

子どもを取り巻く環境　

家庭・地域との協働２　

まとめ

心理検査とアセスメント２

相談活動の実際　カウンセリングの基礎１　

相談活動の実際　カウンセリングの基礎２

家庭・地域との協働１　



不可

1

2

3

4

5

6

7 　〃［２］

8

9

10

11

12

13

14 新生児

15 思春期

精神発達

栄養［１］

生活［１］

　〃［２］

　〃［３］

　〃［４］

環境

委託保育

　　２単位　　　選択必修

子どもの保健Ⅰ－１

山本 照恵

資格選択区分 保育士資格必修

運動機能

年次配当

開講時期

小児保健序論

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

受入可能人数 －

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『新・小児保健　第１１版』
今村榮一、巷野悟郎　編著　診断と治療社

小児の身体発育

生理機能

学生に対するメッセージ

　小児の健康に関わる分野は多岐にわたっていますが、他の人の健康への一助が担えるよう、自分自身の
健康管理も大切です。自分自身の健康に責任がもてるよう、知識を学んでください。

試験９０％、提出物１０％

授業概要

　子どもにとって、家庭と並んで大切な心の教育の場である保育園・幼稚園での関わりの大切さを理解し
てほしい。

授業のねらい

　子どもの心身発育・発達について、正しい知識を習得する。

教材

評価方法

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

    講義　

１年次

後　期

授業形態

340092

単 位 数



不可

1

2

3 幼稚園教育要領と教育課程

4

5

6

7

8 おおむね４歳の保育と指導計画（年間指導計画）

9 おおむね４歳の保育と指導計画（週日指導計画）

10 おおむね５・６歳の保育と指導計画（年間指導計画）

11 おおむね５・６歳の保育と指導計画（週日指導計画）

12 自由保育と設定保育、デイリープログラム

13 ３歳未満の保育と個別指導計画

14 年間行事と各種の計画

15

保育所保育指針と保育課程

まとめと質疑応答

おおむね３歳の保育と指導計画（年間指導計画）

おおむね３歳の保育と指導計画（週日指導計画）

指導計画の考え方－計画・実践・評価

－

授業形態

340097

単 位 数 ２単位　　　選択必修

保育・教育課程論

渡部 容子

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格必修

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

年次配当

開講時期

カリキュラムの意義

教育課程編成の原理

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　各保育内容関連科目と結びつけること。指導計画立案には教材研究が不可欠であることを理解してほし
い。資料収集や遊びカードづくりなど各自の学習の成果を持ち寄って、授業に臨もう。

授業態度・発表２０％、提出物８０％

授業概要

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

・保育所保育指針、幼稚園教育要領
・『指導計画の考え方・立て方』萌文書林

配布資料

　教育課程の意義を理解するとともに、乳幼児の発達段階や保育の場面に即した指導案の作成を理解す
る。同時に、「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」を実践的に理解する。

到達目標

　カリキュラム、保育課程・教育課程の基礎を講義の後、おおむね３歳・４歳・５歳・６歳・３歳未満の
各年齢別の発達に即した保育の内容と方法を、指導計画を例に順次学ぶ。

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義

１年次

後　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

演習

１年次

後　期

・「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」の保育内容「環境」について知る。
・子どもの環境とのかかわり方についての知識や技術を知る。
・身近な環境(自然・社会・遊び・文化など)の理解を深め、保育での環境構成や具体的な展開方法を知る。

保育内容（環境）

佐伯 明徳

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格必修

到達目標

幼稚園教育要領及び保育所保育指針の「環境」で示されているねらいや内容を学び、幼児の環境との関わりに
おける育ちを理解する。さらに、その育ちを支える保育者の援助のあり方について考える。そして、身近な環
境とのかかわり方を具体的に援助できるための知識や技術を体験的に学習する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

学生に対するメッセージ（準備学習等）

花、野菜、野草、木々等の植物、そして、小鳥、虫、水生動物、うさぎ、ハムスターなどの小動物、身近であ
りながら、素直で謙虚な気持ちで接すれば、いまだに不思議がいっぱいです。また、科学遊びなどの遊びの分
野でも童心にかえって楽しんでみましょう。子どもの目線で五感をとおして環境を感じることにより、感性を
磨いて欲しいです。学生の皆さんと一緒に学ぼうと思っています。

定期試験６０％、レポート２０％、授業態度１０％、提出物１０％

授業概要

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『保育内容　環境の実際』　伊神大四郎　他
（建帛社）

プリント

「環境」のねらいと内容

自然と環境１（身近な植物との出会い）

年次配当

開講時期

オリエンテーション（授業計画の概略説明）

保育内容の仕組みと幼稚園教育要領・保育所保育指針

科 目 名

担 当 者

所    属

－

授業形態

340025

単 位 数 1単位　　　選択必修　

保育室の環境構成を考える（「遊びと環境１〜３」の学びを生かして）

自然と環境２（植物栽培）

自然と環境３（自然の事象との出会い）

自然と環境４（小動物との出会い・飼育）

園庭の環境構成を考える（「自然と環境１〜４」の学びを生かして）

※天候等により順序が前後することもある。

「私たちの園庭」発表会（グループ発表）

遊びと環境１（創造と工夫）

遊びと環境２（数量や図形、標識や文字）

遊びと環境３（情報や施設など）

「私たちの保育室」発表会（グループ発表）

環境カレンダーの作成（学習のまとめとして）



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　子どもの言語発達の道筋や、子どもの成長に言葉が果たす役割について、近年の様々な分野における研
究成果も踏まえながら考察する。また講義を聞くだけでなく、絵本を読むことや自己の体験を振り返る活
動等を通じて、子どもの言葉と向き合うために必要な知識や技能を身につけることを目指す。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

演習　

１年次

後　期

　自らの子ども時代を振り返りながら、子どもの言葉の発達の道筋について考えてみましょう。様々な意
見を求めますので、積極的な姿勢で参加してください。

レポート７０％、発表１５％、提出物１５％

授業概要

・「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」の領域「言葉」を理解する。
・ 子どもの言語について、その特徴や発達の過程に関する理解を深める。
・ 子どもの言語発達について、教育や文化等、多角的な視座から考察できるような知識を身につける。
・ 自らの言語獲得体験を振り返り、その過程における子どもの困難な状況について考察を深める。

保育内容（言葉）

小笠原 拓

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格必修

到達目標

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

特になし 必要に応じて印刷物を配布します。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

言葉の獲得

年次配当

開講時期

オリエンテーション（講義内容についての説明・展望・諸注意など）

言葉以前

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

言葉のつまずき

言葉と環境

受入可能人数 若干名

授業形態

340057

単 位 数 １単位　　　選択必修

音楽としての言葉

シンボルの獲得

言葉と文化

授業のまとめ

空想と言葉

遊びと言葉

しつけと言葉

思考と言葉

内言と外言

一次的言葉と二次的言葉



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習

１年次

後　期

340101

 領域「表現」のねらいと保育者としての役割を理解し、子どもの音楽表現にかかわる保育者としての技
術を習得する。

子どもの音楽指導法

羽根田 真弓

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格選択必修

到達目標

 保育における領域「表現」について理解をする。特に、子どもの音楽表現について焦点をあて、保育者
のための音楽教育を示す。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

授業形態

単 位 数 １単位　　　選択必修

必要な場合は資料を配布する

学生に対するメッセージ（準備学習等）

 音楽のイメージをからだの中に蓄えてください。蓄えられたたくさんの音楽のイメージが、音楽の感動
を表現します。

定期試験40％、実技40％、授業態度20％

授業概要

子どもの成長発達と遊び歌～乳児期～

子どもの成長発達と遊び歌～乳児期～

子どもの成長発達と遊び歌～幼児期～

年次配当

開講時期

ガイダンス　領域「表現」とは

音楽教育の歴史

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

文部科学省「幼稚園教育要領解説」
フレーベル館2008

子どもの成長発達と遊び歌～幼児期～

子どもの成長発達と遊び歌～幼児期～

指導計画の作成

乳幼児と楽器

２拍子とその実践

２拍子とその実践

３拍子とその実践

３拍子とその実践

４拍子とその実践

４拍子とその実践



不可

　自然とかかわる中で生まれる造形表現について考え、「生きる」ことと「つくる」ことのつながりにつ
いて知る。

「保育をひらく造形表現」槇英子、萌文書林 「自然・子ども・アート　－いのちとの会話－」
磯部錦司、フレーベル館

評価方法

レポート40％、授業態度20％、提出物40％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

教材

担 当 者 宮﨑百合 開講時期 後　期

所    属

単 位 数

　主に自然物を使った幼児の造形活動について学ぶ。

到達目標

幼児教育保育学科科目　シラバス

340103

科 目 名 子どもの造形指導法Ⅱ

授業概要

１単位　　　　選択必修

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

年次配当 １年次

幼児教育保育学科

資格選択区分
幼稚園教諭免許選択
保育士資格選択必修授業形態 演習　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

羊毛を使った造形２

羊毛を使った造形３

羊毛を使った造形４

木の実や小枝を使った造形１

木の実や小枝を使った造形２

木の実や小枝を使った造形３

紙粘土を作る１

紙粘土を作る２

自然とアートについて１

自然とアートについて２

羊毛を使った造形１

　材料費は実費がかかります。一括購入の場合は、教材に応じて材料費を徴収する場合があります。

自然物を使って染める１

自然物を使って染める２

自然物を使って染める３

自然物を使って染める４

授業計画



可

1 松本

2 松本

3 松本

4 松本

5 松本

6 松本

7 松本

8 松本

9 松本

10 松本

11 松本、近藤

12 松本、近藤

13 松本、近藤

14 松本、近藤

15 松本、近藤

　　〃

　　〃

　　〃

模擬指導とまとめ

３・４・５歳児の運動遊び

運動指導法

　　〃

指導計画案の作成

　　〃

模擬指導

受入可能人数 　２～３名

授業形態

340104

単 位 数 １単位　　　選択必修

運動遊びの種類と特性

　　〃

０・１・２歳児の運動遊び

年次配当

開講時期

幼児期の心身の発達特性

　　〃

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

青野光子・松本典子編著「幼児体育」建帛社 資料の配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　前期科目「体育Ⅰ」および「保育内容（健康）」等の関連科目で学んだ知識を、実際の指導につなげる
科目です。与えられた課題をこなすことだけでなく、興味ある運動遊びやあえて苦手な運動内容にも積極
的に取り組み、実践で活用できるようにしましょう。

定期試験５０％、指導計画案３０％、模擬指導２０％

授業概要

　課題にそった指導計画案を作成し、指導の視点をもち運動のねらいをおさえた展開ができるようにな
る。

子どもの運動指導法

松本典子・近藤剛

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格選択必修

到達目標

　具体的な運動内容や心身の発達等に関する知識を活用し、保育における子どもの発達にあわせた運動活
動のねらい設定、支援や段階的指導の展開方法について体系的に考え実践できるよう、指導法理論の教
授、指導計画案作成、模擬指導演習等を行う。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習

１年次

後　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　 　母子保健の現状（母子保健・福祉関係機関等）

授業のまとめ

　　　 乳児の発達と保育（2歳）

       乳児の発達と保育（３歳児）

第2章　乳児保育の内容と方法（基本的生活を中心に）

　　　 乳児保育の内容と方法（特別な配慮を必要とする子ども）

第3章　乳児保育の内容と方法（遊びを中心に）

第4章　保育の記録と計画（母子手帳・健診記録等）

第5章　乳児保育と子どもの発達・親としての発達
第6章　保育者のあり方をめぐって

第7章　乳児保育のこれまでとこれから

受入可能人数 －

授業形態

340106

単 位 数     1単位　　　選択必修

　　　 乳児の発達と保育（新生児期～0歳児前半）

       乳児の発達と保育（0歳児後半）

　　　 乳児の発達と保育（1歳前半）

年次配当

開講時期

オリエンテーション －妊娠・出産と赤ちゃん誕生ー

第1章　乳児の発達と保育（胎児期～新生児期）

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「新版乳児の保育新時代」ひとなる書房
「保育所保育指針」
「最新育児大百科」ベネッセ

適宜　新生児人形他、ビデオ等視聴覚教材を使用
する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　「乳児保育１」に引き続いた授業内容です。妊娠・出産・育児を通して子どもの１人１人のかけがえの
ない命について考える。又、保育者として、子どもにとって生活の自立や遊びの持つ意味や保護者支援の
方法について考える。

定期試験・小テスト８０％、提出物２０％

授業概要

①乳児の発達と、保育の中で捉える視点について理解を深める。
②乳幼児の発達と、遊びの関連性について理解する。
③子どもや保護者にとって保育者の果たす役割を理解する。
④母子保健行政の制度・現状について理解する。

乳児保育２

山本 照恵

資格選択区分
保育士資格格必修

到達目標

　前期「乳児保育1」に引き続いた内容である。０・1・2歳児の発達特徴を理解し保育との関係性について学
ぶ。主として保育の養護的側面、母子手帳・健診記録などの記録、保護者への対応について学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

    演習　

１年次

後　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

保育士の専門性にかかわる知識・技術とその応用

ソーシャルワークにかかわる知識・技術とその応用

施設の社会化と地域とのかかわり

社会的養護の課題と展望

　　　　　　　　〃　　　　　　　②

日常生活支援に関する事例分析①

　　　　　　〃　　　　　　　②

治療的支援に関する事例分析

自立支援に関する事例分析

記録及び自己評価

受入可能人数 －

授業形態

340109

単 位 数 １単位　　　選択必修

社会的養護の実施体系①　施設養護の特性及び実際

　　　　　〃　　　　②　里親制度の特性及び実際

個別支援計画・自立支援計画の作成①

年次配当

開講時期

社会的養護における子どもの権利擁護

社会的養護における保育士の倫理及び責務

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

辰巳隆・岡本眞幸『保育士をめざす人の社会的養
護内容』(株)みらい、2011年

前期「社会的養護」使用テキスト。
授業時の配布資料。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　本科目における話題の中心は、児童福祉施設に入所している子どもの問題です。しかし、子どもへの対
応（ケア）は、基本的に施設や家庭に限らず、すべての子どもに共通しているといえます。施設種別を問
わず、子どもと実際にかかわる際の対応の仕方について考えて欲しいと思います。また、「子どもの権
利」を保障できる保育士として、国連・子どもの権利条約をしっかりと読み込んでおいてください。

定期試験90％、授業態度５％、提出物５％

授業概要

　子どもの心身の成長や、発達の保障を援助する手立てを学び、児童福祉施設における援助者（施設保育
士）の役割を理解することが出来る。

社会的養護内容

國本　真吾

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　「社会的養護」における子どもの権利保障や保育士の倫理、施設養護や里親制度等の社会養護の実際に
ついて扱う。また、社会的養護にかかわるソーシャルワークの方法と技術について学習することを通し
て、家庭支援、児童家庭福祉、地域福祉について理解や認識を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目 シラバス

幼児教育保育学科

演習

１年次

後　期



可

1 白石　・羽根田

2 白石　・羽根田

3 白石　・羽根田

4 白石　・羽根田

5 白石　・羽根田

6 白石　・羽根田

7 白石　・羽根田

8 白石　・羽根田

9 白石　・羽根田

10 白石　・羽根田

11 白石　・羽根田

12 白石　・羽根田

13 白石　・羽根田

14 白石　・羽根田

15 白石　・羽根田

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

後　期

340112

音楽２

羽根田 真弓・白石 由美子　他

資格選択区分
幼稚園教諭免許選択必修
保育士資格選択必修

到達目標

　音楽Ⅰで学んだ知識と技能をさらに発展、展開する。具体的には、①楽典を中心とした音程、音階等の
音楽理論②歌唱のための声楽演習③伴奏楽器の技術向上を目指したピアノ個人レッスンである。

 科目等履修生ほか受入　　　

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　音楽の楽しさにさまざまな活動をとおしてアプローチしましょう。

理論筆記試験３０％　歌唱実技３０％　ピアノ実技３０％　 授業態度１０％

授業概要

　一人で演奏できる読譜力を養う。また、保育者としてより豊かな音楽表現を行うための音楽力を養う。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

歌う、弾く、表現する保育者になろう(音楽の友
社)　幼児のうた110曲集（ATN社）

随時プリント配布

子どもの歌①　秋の歌　　　　　　　　/  音程（３）　

子どもの歌②　　　　　　　　　　　　/  音程（４）

混声３部合唱①　　　　　　　　　　　/  音程（５）

年次配当

開講時期

授業オリエンテーション　　　　　　　/  音程（１）

豊かな声を出そう　　　　　　　　　　/  音程（２）

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 ５　名

授業形態

単 位 数 １単位　　　選択必修

授業計画

混声３部合唱②　　　　　　　　　　　/  音階（１）

混声３部合唱③　　　　　　　　　　　/  音階（２）

自分らしさを音楽で表現しよう　　　　/  音階（３）

課題研究　　　　　　　　　　　　　　/  音階（４）

課題研究　　　　　　　　　　　　　　/  音階（５）

課題研究（個人レッスン）　　　　　　/  音階（６）

課題研究（個人レッスン）　　　　　　/  音階（７）

課題研究まとめ　　　　　　　　　  　/  音階（８）

演奏発表　　　　　　　　　　  　　　/　ボディパーカッション

演奏発表　　　　　　　　　　　　　　/  ボディパーカッション



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 まとめ

　　　　〃　　　　　　　④折り紙

　　　　”　　　　　　　　　　　　　　”　

児童文化・児童文化財とは、　実習における保育実技の意味と位置づけ　　

保育実技研究（実習を意識して）①絵本（読み聞かせの実際）

　　　　〃　　　　　　　⑦玩具・遊具

単 位 数 １単位　　　選択必修

　　　　”　　　　　　　　　　　　　　”　

　　　　〃　　　　　　　⑥紙芝居と絵本

　　　　"  　　　　　　　　　 ②紙芝居（実践研究）

　　　　〃　　　　　　　⑤絵本とは（良書と円筒絵本）

授業概要

　　　　〃　　　　　　　③エプロンシアターの特性と制作方法　

　　　　”　　　　　　　　　　③おもちゃ作り

児童文化財の研究　　　　①パネルシアターの特性と製作方法

　　　　〃　　　　　　　②ペープサートの特性と製作方法　　　　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

後　期　　

資格選択区分

授業計画

学生に対するメッセージ

　保育現場における児童文化財の位置づけを明らかにし、各々の理論及び実際について学んでいく。
実際には、毎回の授業で絵本を紹介し、作品にふれる機会とする。また、保育実習を意識して、絵本の読
み聞かせ、手遊び等の実践から始めていく。

 科目等履修生ほか受入　　　

到達目標

評価方法

　　　　”　　　　　　　　　　　　　（絵本選びのポイント）　

教材

　11月に行われる保育所での実習を意識して、実習の場で少しでも役立つよう、最初は実践的なことを中
心に授業を進めます。毎回授業の初めに、絵本や手遊びを紹介していきます。自分の好きな絵本を見つけ
てください。手遊びを一つでも多く覚えてください。
　また、冬休みをはさんで、児童文化財の個人作品の製作を課題とします。保育の場で活用できるように
作品を作っていきましょう。

試験８０％、提出物１５％、授業態度５％

『保育実技　児童文化財の魅力とその活用・展
開』久留陽子（萌文書林）

プリント、絵本

児童文化Ⅰ

齊木 恭子

科 目 名

担 当 者

幼稚園教諭免許必修
保育士資格選択必修

授業形態

所    属

受入可能人数 ５名

340040

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

年次配当

開講時期

・保育現場で活用される児童文化財を理解する。
・児童文化財の特色や子どもとの関わりについて学び、実習や保育現場で対応できるように実践技能や製
作方法を習得する。



不可

1 実習保育所

2 実習保育所

3 実習保育所

4 実習保育所

5 実習保育所

6 実習保育所

7 実習保育所

8 実習保育所

9 実習保育所

10 実習保育所

11 実習保育所

12 実習保育所

13 実習保育所

14 実習保育所

15 実習保育所

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

実習

１年次

後　期担 当 者

所    属

授業形態

340053

資格選択区分 保育士資格必修

年次配当

開講時期

科 目 名

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

・『保育実習これだけナビ』自由国民社
・『保育所保育指針解説』フレーベル館

　子どもの年齢ごとの発達段階を実践的に理解する。保育所および保育士の役割を理解し、保育の知識と
技術を実際的に学ぶとともに、保育者としての倫理を養う。

保育実習Ⅰ－１

渡部 容子　他

到達目標

　原則として出身地の保育所で実習する。実習期間は２週間（実習日10日間）。保育所長および保育所職
員から日々指導を受ける。可能な限り、０歳児クラスから順次、全年齢のクラスで実習を行う。指導案を
もとにした部分指導実習を２回以上行う。実習日誌は毎日記入し指導を受ける。

 科目等履修生ほか受入　　　

単 位 数 ２単位　　　選択

参加実習（未歳児クラスでの保育）

参加・部分指導実習（未歳児クラスでの保育）

参加実習（３歳以上児クラスでの保育）

参加実習（３歳以上児クラスでの保育）

受入可能人数 －

・関係科目のテキスト
・保育実習日誌

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　教育実習Ⅰ（附属幼稚園での実習）・保育実習指導を履修し、かつ保育実習判定会議で許可が出てこの
科目は履修できる。短期間であっても、子どもたちには大きな影響を与えることを自覚し、十分に準備を
し、目的意識を持って実習に臨むこと。保育所の職員の方々、保護者への感謝と礼節を忘れず、実践の機
会をいかそう。

レポート２０％、(実技・授業態度・発表・提出物等)実習保育所の成績８０％

参加実習（未歳児クラスでの保育）

参加実習（未歳児クラスでの保育）

参加実習（未歳児クラスでの保育）

第１回　実習保育所オリエンテーションョン（見学観察実習・保育所の概要を知る）

第２回　実習保育所オリエンテーションョン（見学観察実習・実習計画の確認）

授業概要

実習の自己評価と反省

日誌の返却を受ける（事後指導とお礼）

参加実習（３歳以上児クラスでの保育）

参加実習（３歳以上児クラスでの保育）

参加・部分指導実習（３歳以上児クラスでの保育）

日誌の整理と提出



不可

1 授業ＯＲ(授業概要、関連資格取得、関連科目についての説明）

2 レクリエーションの意義Ⅰ

3 レクリエーションの意義Ⅱ

4 レクリエーション運動とその歴史的変遷

5 レクリエーション支援とは　 ゲームを通して考える

6 レクリエーション支援とは　 支援者の役割とは

7 ライフスタイルとレクリエーション

8 社会的課題とレクリエーション（組織論を含む）

9 少子化社会とレクリエーション

10 高齢化社会とレクリエーション

11 地域社会とレクリエーション

12 対象や目的に応じたレクリエーション

13 レクリエーション事業とは

14 対象や目的に応じた事業計画と実施Ⅰ

15 対象や目的に応じた事業計画と実施Ⅱ

340065

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業形態

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　子どもの育ちや生活を豊かにするため、保育所や幼稚園、学校、地域等で取り組まれている活動に注意
を向け、興味が生じた場合には躊躇せず、参加してみることを勧める。

定期試験/レポート６０％、授業態度２０％、提出物２０％

授業概要

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「レクリエーション支援の基礎」
（財）日本レクリエーション協会発行

視聴覚教材、独自資料の使用を予定

　・レクリエーションの意義や必要性を理解する
　・様々なライフスタイル、ライフステージでのレクリエーションの可能性について理解する
　・レクリエーションの支援者とは何かを理解する

レクリエーション概論

近藤　剛

資格選択区分 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ･ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ資格必修

到達目標

　レクリエーションの概念、定義や歴史的な変遷などをたどり、現在の様々な領域において実践されてい
るレクリエーション支援の事例を概観していくことで、現代社会における遊び・レクリエーションの必要
性、有用性について理解する。

年次配当

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義

１年次

後　期開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

４）鳥取県インディアカ大会

５）全国スポーツレクリエーション祭

○レクリエーション関連のイベント

１）全国一斉「あそびの日」

２）全国レクダンス講習会５月

３）福祉レク研修会

○保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

実施内容および実施時期については、該当ページを参照のこと。

－

参考：「レクリエーション支援の基礎」
　　　　（財）日本レクリエーション協会発行

○教育実習Ⅰ・Ⅱ

実施内容および実施時期については、該当ページを参照のこと。

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　事業参加は、原則的に個人の参加となる。対象となる事業は、各レク協会主催または大学が認めた事業
に限られる。２年生の１２月までに３回以上の事業参加をすること。興味関心のあるイベントには積極的
に参加してほしい。

１）２/３単位は、「教育実習Ⅰ・Ⅱ」または「保育実習Ⅰ・Ⅱ（Ⅲ）」の単位取得で読み替える。
２）１/３単位は、各地域で実施されるイベント（事業）に３回以上参加することで読み替える。

評価方法（下記の方法で認定する）

授業形態

　テキスト以外

担 当 者

単 位 数

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ･ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ資格必修

到達目標

　地域で実施されている行事やイベント等の活動を理解し、それらの企画や実施方法を参加体験をとおし
て学習する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

１単位　　　選択

授業概要

教材

　教科書(テキスト)

　「レクリエーション概論」「レクリエーション指導演習Ⅰ・Ⅱ」の内容をふまえ、実際に事業に参加し
て支援場面を体験しながら、レクリエーション支援者としての役割を理解する。

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

実習

１年次

後　期

所    属

440001

現場実習 年次配当

開講時期

科 目 名

羽根田 真弓・近藤　剛

資格選択区分



可

1

2

3

4

5

6

7

8 白石崇・松本

9 白石崇

10 白石崇

11 白石崇・松本・羽根田

12 白石崇・松本・羽根田

13 白石崇

14 白石崇

15 白石崇

幼児教育保育学科科目　シラバス

340002

科 目 名 教育実習指導 年次配当 ２年次

担 当 者 白石 崇人　他 開講時期 前　期、後　期

所    属 幼児教育保育学科

資格選択区分 幼稚園教諭免許必修授業形態     演習　

単 位 数 １単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

授業概要

　幼稚園での教育実習をより効果的に行なうために、前半の講義を事前指導に、後半の講義を実習事後指
導に主にあてる。事前指導では、実習の意義、目的、内容、方法などについて学ぶ。事後指導では、実習
に対する具体的・総括的反省を通して、学生自身の課題を発見する。

到達目標

　上記の授業内容を通して、次の３つの目標の達成を目指す。①教育実習において必須の基礎知識・技
術、および幼児教育の実践・実務に必要な視点を理解する。②主体的に教育実習に取り組む態度を身につ
ける。③実習中の学びから自らの学習課題を明確にし、後の学びにつなげる。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

文部科学省『幼稚園教育要領解説』
フレーベル館、2008年

適宜資料を配布する

評価方法

提出物７０％、小テスト１５％、授業態度１５％　※１年次の成績とあわせて評価

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　「教育実習Ⅰ」「教育実習Ⅱ」では、幼稚園の現場に入り、「先生」の一人として、実際に子どもたち
とかかわります。子どもにとっての幼稚園での体験は、場合によっては、その子の一生を決定づけてしま
うほど大事なものです。命に関わるケースもあるため、気を引き締めて準備してほしいと思っています。
この授業で学ぶことを基礎として、しっかりと実習の準備を整え、今後の学習へつなげてください。

授業計画

　（１年次開講）

　（１年次開講）

　（１年次開講）

　（１年次開講）

　（１年次開講）

　（１年次開講）

　（１年次開講）

教育実習Ⅱに対する心構えと相談（２）―来期実習に向けて　※

実習園の研究とその活用　※

実習日誌・保育案に関する再確認

実習日誌の作成練習

保育案の作成練習

教育実習Ⅱに対する心構えと相談（３）―実習直前

教育実習Ⅱの反省と課題発見（１）―自己評価シートによる

教育実習Ⅱの反省と課題発見（２）―理想の保育者像の形成

※ 第8回・第9回は2年前期開講（教育実習Ⅱの2年後期実施者対象）

　（教育実習Ⅱの2年前期実施者対象のものは、1年後期に開講済み）



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担 当 者

所    属

授業形態

到達目標

　学生各自の帰省先の幼稚園において、２週間実習（見学・観察・参加・部分実習等）を行い、幼稚園教
育の実体験を積む。とくに、幼稚園の教育方針・計画、子どもをとりまく家庭・地域環境、物的・人的環
境、子どもの行動、幼稚園教諭の職務内容・役割などを理解するとともに、指導教諭の指導・助言にもと
づいて教育活動に参加し、かつ指導計画を立案して実践する。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼稚園教諭免許必修

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

    実習

２年次

前　期・後　期

科 目 名 教育実習Ⅱ

白石 崇人　他

資格選択区分

340039

単 位 数 ２単位　　　選択

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

使用しない 実習幼稚園から適宜指示がある

年次配当

開講時期

実習園の指示による

授業計画

受入可能人数 －

授業概要

　本実習では、ねらいとして次の５つを設定している。①幼稚園の社会的役割や活動実態などについて、
実体験から理解を深める。②子どもの実態から子ども理解を深める。③保育者としての生活を実体験し、
保育者のあり方に関する理解を深める。④さまざまな教育方法・技術を実践し、理論と実践との統合を目
指す。⑤新しい学習課題を見出す。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　本実習で、幼稚園での実習は最後となる。実習園には、忙しい通常業務のほかに、貴重な時間を割いて
実習を引き受けていただく。また、担当する子どもたちの人生は一度しかない。「まだ学生だから」とい
う甘い考えは捨て、学ぶ者としての主体性と謙虚さを保ちながら、幼稚園教諭として真剣に実習に取り組
んでほしい。

提出物２０％、授業態度８０％（実習園の評定による）



不可

1

2

3

4

5

6

7

8 國本他

9 國本他

10 國本他

11 國本他

12 渡部・國本他

13 渡部・國本他

14 渡部・國本他

15 渡部・國本他

保育実習Ⅱ・Ⅲ：実習日誌の記録と整理

保育実習Ⅱ・Ⅲ：保育実習（保育所・施設）事後指導

保育実習Ⅰ－２：施設における実習計画

保育実習Ⅰ－２：施設における支援計画の立案

保育実習Ⅰ－２：実習日誌の記録と整理

保育実習Ⅰ－２：保育実習（施設）事後指導

保育実習Ⅱ・Ⅲ：保育実習Ⅱ・Ⅲの意義と目的、内容の理解

保育実習Ⅱ・Ⅲ：保育計画・指導計画と子どもの理解/実習計画、支援計画の立案

単 位 数 １単位　　　選択

１年次開講済み

１年次開講済み

１年次開講済み

１年次開講済み

１年次開講済み

１年次開講済み

１年次開講済み

学生に対するメッセージ（準備学習等）

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 『心の保育を考えるcase67』（保育実習Ⅱ）

『最新保育講座13 保育実習』ミネルヴァ書房
『保育所保育指針』

　「保育実習Ⅰ－２」については１年次に引き続いた内容である。「保育実習Ⅱ」は、追加のテキストを
購入のこと。
　園オリエンテーション、実習時の訪問指導、個別の実習事後指導なども授業と一体のものであるので、
掲示等に気をつけ、もれなく受けること。掲示の開講日に注意。

授業態度・発表３０％、提出物７０％（３つの実習終了後に単位認定を行う）。

　実習についての総合的な理解を深め、各時期の保育実習を効果的に行う。実習への具体的な手順を学び
準備することによって、既習の理論や実技を実習の場で生かせることが出来る。同時に、自身の保育観や
子ども観を育て、保育現場から学ぶ姿勢を養うことが出来る。

　テキスト以外

既習の関係科目のテキスト・配布資料

到達目標

幼児教育保育学科科目 シラバス

幼児教育保育学科

実習

２年次

前　期、後　期

340052

年次配当

開講時期

保育実習指導

渡部容子・國本真吾　他担 当 者

　「保育実習Ⅰ－２」、「保育実習Ⅱ」又は「保育実習Ⅲ」の事前事後指導である。テキスト及び参考文
献、実習日誌、その他配布資料によって学ぶ他、グループ討論や全体討論、実習反省会などを行う。ⅡⅢ
は履修者別に授業をする。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

科 目 名

授業形態 資格選択区分 保育士資格必修

所    属



不可

1 実習施設

2 実習施設

3 実習施設

4 実習施設

5 実習施設

6 実習施設

7 実習施設

8 実習施設

9 実習施設

10 実習施設

11 実習施設

12 実習施設

13 実習施設

14 実習施設

15 実習施設

幼児教育保育学科科目 シラバス

幼児教育保育学科

実習

２年次

前　期

授業概要

　児童福祉や障害者福祉の現場における実習を通して、①社会的養護の必要性とその意義を理解、②施設
内の子ども・知的障害のある人の発達を理解、③施設養護理論・実技の応用を試み、④養護・支援の実際
や職員の職務を体験的に学ぶことが出来る。

保育実習Ⅰ－２

國本　真吾　他

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　本学が指定する入所型の児童福祉施設または知的障害者援護施設において、原則１０日間の宿泊（また
は２週間の通園）による実習を行なう。実習を通じて、施設養護や社会福祉の意義を深め、保育士として
の職務を理解する。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

阿部和子・増田まゆみ・小櫃智子編『最新保育講
座13　保育実習』ミネルヴァ書房、2009年。

保育実習日誌
関係科目使用テキスト

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　保育所とは違い、様々な事情を抱えて施設に来る子ども・大人とのかかわりが中心になります。保育士
を志す一人の人間としての自覚、また専門知識や技術をもって支援を行なう資格ということを決して忘れ
ないように。事前に十分準備を行なって実習に挑み、そして事後の後処理も重要です。１年次の「保育実
習Ⅰ－１」の自己反省、実習日誌の再点検を行い、本実習の自己課題を明確にしておきましょう。

レポート20％、実技・授業態度・発表・提出物等による実習施設の成績80％

参加・部分指導実習（児童・利用者集団の理解）

　　　　〃　　　　（養護の一日の流れの理解）

　　　　〃　　　　（児童・利用者のニーズの理解）

年次配当

開講時期

施設オリエンテーション（事前指導）

見学・観察実習（実習施設の基本理解）

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

340054

単 位 数 ２単位　　　選択

　　　　〃　　　　（援助計画の理解）

　　　　〃　　　　（養護技術の理解）

　　　　〃　　　　（職員間の役割分担とチームワークの理解）

　　　　〃　　　　（施設と家庭・地域社会の関係を理解）

　　　　〃　　　　（子どもの最善の利益についての配慮を理解）

　　　　〃　　　　（保育士としての職業倫理を理解）

　　　　〃　　　　（安全及び疾病予防への配慮について理解）

反省会

実習日誌の整理と提出

実習日誌の返却（事後指導）



不可

1 実習保育所

2 実習保育所

3 実習保育所

4 実習保育所

5 実習保育所

6 実習保育所

7 実習保育所

8 実習保育所

9 実習保育所

10 実習保育所

11 実習保育所

12 実習保育所

13 実習保育所

14 実習保育所

15 実習保育所

日誌の整理と提出

日誌の返却を受ける（事後指導とお礼）

実習クラスにおける参加・指導実習（各自の研究テーマを意識して）

実習クラスにおける参加・指導実習（各自の研究テーマを意識して）

実習クラスにおける参加・指導実習（各自の研究テーマを意識して）

研究保育（参観を受けての遊びの細案に基づく指導実習）・反省会

実習クラスにおける参加・指導実習（子どもたちの個別理解を目標に）

実習クラスにおける参加・指導実習（遊びの細案に基づく指導実習）

実習クラスにおける参加・指導実習（各自の研究テーマを意識して）

実習クラスにおける参加・指導実習（各自の研究テーマを意識して）

受入可能人数 －

・関係科目のテキスト
・保育実習日誌

学生に対するメッセージ

　事前、事後指導にも必ず出席のこと。十分準備をし、研究テーマと目的を持った実習にすること。実習
を引き受けて下さった保育所への感謝と責任感を忘れず積極的に。

提出物２０％、出席状況１０％、授業態度７０％

単 位 数 ２単位　　　選択

実習クラスにおける参加・指導実習（子どもたちの個別理解を目標に）

年次配当

開講時期

園におけるオリエンテーション・実習計画の確認（事前指導）

実習クラスにおける観察・参加実習（１日の保育の流れの理解を重点に）

科 目 名

実習クラスにおける参加・指導実習（クラス全体の理解を重点に）

実習クラスにおける参加・指導実習（子どもたちと保育者の応答に注目して）

授業計画

教材

評価方法

教科書(テキスト）・『心の保育を考えるcase67』 　テキスト以外

・『最新保育講座 保育実習』ミネルヴァ書房
・『保育所保育指針解説』フレーベル館

授業概要

　保育実習Ⅰ－１の基礎の上に、より深い観察や応用的な実践力を目指す。①個人差等ひとりひとりの子
どもの把握、②子ども集団の理解、④担任とクラス運営、⑤保育の環境構成、⑥家族や保育者とのコミュ
ニケーション等。

保育実習Ⅱ

渡部 容子 他

資格選択区分
保育士資格選択必修

到達目標

　原則として保育実習Ⅰ－１を行った保育所で実習する。実習期間は２週間。保育所長および保育所職員
から日々指導を受ける。可能な限り、同じクラスに２週間入り、遊びの細案を立案した指導実習を２回以
上行う。実習日誌は毎日記入し指導を受け、実習終了後担当者へ提出する。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

実 習

２年次

前　期担 当 者

所    属

授業形態

340055



不可

1 実習施設

2 実習施設

3 実習施設

4 実習施設

5 実習施設

6 実習施設

7 実習施設

8 実習施設

9 実習施設

10 実習施設

11 実習施設

12 実習施設

13 実習施設

14 実習施設

15 実習施設

幼児教育保育学科科目 シラバス

幼児教育保育学科

実習

２年次

前　期・後　期

授業概要

　保育実習Ⅰ－２（施設実習）における実践的技術をさらに深め、施設における保育士の職務の在り方を
体験的に学ぶことが出来る。また、自らの課題意識を設定し、本学における様々な科目での既習内容を総
合化し、人間関係形成やその支援の在り方を身につけることが出来る。

保育実習Ⅲ

國本　真吾　他

資格選択区分 保育士資格選択必修

到達目標

　本学が指定する児童福祉施設または知的障害者援護施設において、原則１０日間の宿泊（または２週間
の通園）による実習を行なう。実習を通じて、施設養護における専門職の技術を高めるとともに、施設や
専門職が果たす職務の意義を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

阿部和子・増田まゆみ・小櫃智子編『最新保育講
座13　保育実習』ミネルヴァ書房、2009年。

保育実習日誌
関係科目使用テキスト

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　保育所・施設における「保育実習Ⅰ」での反省点を明らかにし、本実習における自己課題を明確にして
おくこと。また、実際の実習施設の様子について、資料・公表資料等を基に事前学習を重ね、基本情報を
整理しておくこと。

レポート20％、実技・授業態度・発表・提出物等による実習施設の成績80％

参加・部分指導実習（児童・利用者集団の理解）

　　　　〃　　　　（養護の一日の流れの理解）

　　　　〃　　　　（養護全般に参加し、養護技術を習得）

年次配当

開講時期

施設オリエンテーション（事前指導）

見学・観察実習（実習施設の基本理解）

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

340056

単 位 数 ２単位　　　選択

　　　　〃　　　　（児童・利用者の個人差を理解し、対応方法を習得）

　　　　〃　　　　（援助計画を立案し、実際に実践）

　　　　〃　　　　（児童・利用者の家族とのコミュニケーション方法を習得）

　　　　〃　　　　（地域社会に対する理解を深め、連携の方法について学習）

　　　　〃　　　　（子どもの最善の利益を具体化する方法を学習）

　　　　〃　　　　（保育士としての倫理を具体的に学習）

　　　　〃　　　　（保育士の資質の理解と自己の課題を明確化）

反省会

実習日誌の整理と提出

実習日誌の返却（事後指導）



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

４）鳥取県インディアカ大会

５）全国スポーツレクリエーション祭

○レクリエーション関連のイベント

１）全国一斉「あそびの日」

２）全国レクダンス講習会５月

３）福祉レク研修会

○保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

実施内容および実施時期については、該当ページを参照のこと。

－

参考：「レクリエーション支援の基礎」
　　　　（財）日本レクリエーション協会発行

○教育実習Ⅰ・Ⅱ

実施内容および実施時期については、該当ページを参照のこと。

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　事業参加は、原則的に個人の参加となる。対象となる事業は、各レク協会主催または大学が認めた事業
に限られる。２年生の１２月までに３回以上の事業参加をすること。興味関心のあるイベントには積極的
に参加してほしい。

１）２/３単位は、「教育実習Ⅰ・Ⅱ」または「保育実習Ⅰ・Ⅱ（Ⅲ）」の単位取得で読み替える。
２）１/３単位は、各地域で実施されるイベント（事業）に３回以上参加することで読み替える。

評価方法（下記の方法で認定する）

授業形態

　テキスト以外

担 当 者

単 位 数

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ･ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ資格必修

到達目標

　地域で実施されている行事やイベント等の活動を理解し、それらの企画や実施方法を参加体験をとおし
て学習する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

１単位　　　選択

授業概要

教材

　教科書(テキスト)

　「レクリエーション概論」「レクリエーション指導演習Ⅰ・Ⅱ」の内容をふまえ、実際に事業に参加し
て支援場面を体験しながら、レクリエーション支援者としての役割を理解する。

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

実習

２年次

前　期、後　期

所    属

440001

現場実習 年次配当

開講時期

科 目 名

羽根田 真弓・近藤　剛

資格選択区分



可

1

2

3

4

5

6 音階/歌唱教材の変遷（唱歌）

7 和音/歌唱教材の変遷（言文一致唱歌）

8 和音/歌唱教材の変遷（文部省唱歌）

9 和音/歌唱教材の変遷（童謡）

10 和音/歌唱教材の変遷（童謡）

11

12

13

14

15

音階/子どもの歌唱行動

音階/音楽能力の発達とその特徴(1)

和音と伴奏/子どもの歌唱教材と援助（歌唱教材の選択）

和音と伴奏/子どもの歌唱教材と援助（伴奏の捉え方）

和音と伴奏/音楽技能への理解

討論

和音/歌唱教材の変遷（レコード童謡・あたらしい子どものうた）

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

幼児の歌110曲集 必要な場合は資料を配布する

筆記試験４０％、ピアノ実技試験40％、授業態度20％

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

２年次

前　期

340078

１単位　　　選択必修

資格選択区分

音楽Ⅲ 年次配当

音階/子どもと音環境

教材

　私たちの音楽文化を子どもたちにどのように伝えたらよいのでしょうか。音楽をとおして、子どもたち
にどのようなメッセージが伝えられるのかを考えてみましょう。

羽根田 真弓　他担 当 者

所    属
幼稚園教諭免許選択
保育士資格選択必修

単 位 数

科 目 名

開講時期

授業形態

音階/音楽能力の発達とその特徴(2)

保育における音楽の役割

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

授業概要

 科目等履修生ほか受入　　　

到達目標

 音楽活動は子どもの望ましい育ちを支える主要な経験であることを理解し、保育者として子どもの音楽
表現をどのように援助するのか、理論および実践を通して明らかにする。授業の前半では、音階および和
音の理論についても学ぶ。

 子どもの音楽表現を援助するための音楽理解をねらいとする。音楽をとおしてかかわる保育者のあり方
を学び、保育者に求められる資質の向上を目指す。

受入可能人数 若干名



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 　　〃　　　⑦(展開過程)

13

14

15

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

２年次

前　期　　　

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　援助者としての考え方・態度を理解した上で、個別援助技術の基礎を理解する。
 関係形成に必要な援助的コミュニケーション技術の基礎を理解する。

社会福祉援助技術Ⅰ

井手添 陽子

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　社会福祉を実践する基礎となる考え方を理解した上で、援助技術としての｢方法論｣を学ぶ内容としてい
る。社会福祉援助技術Ⅰでは、個別援助技術について学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

小林育子・大嶋恭二・神里博武
「社会福祉援助技術」ミネルヴァ書房

適宜プリント配付

340015

単 位 数 １単位　　　選択

　　〃　　　　　　　　　　　③

保育士と社会福祉援助技術①

年次配当

開講時期

社会福祉援助技術の意義と内容①

　　〃　　　　　　　　　　　②

授業計画

個別援助技術①

　　〃　　　②

　　〃　　　③(原則)

　　〃　　　④(原則)

受入可能人数 －

　　〃　　　　　　　　　②

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　子育ての相談、地域の子育て支援など保育士の役割が拡大していく中で、保育士に社会福祉援助技術の
活用が不可欠になっています。専門職としての関わり方を学び知識・技術を活用して実践できるよう広く
援助活動について考えてみましょう。
 子どもや子育て家庭を取り巻く社会について日頃から関心を寄せてください。

定期試験９０％、提出物・授業態度１０％

実践技術(面接・記録)

　　〃　　　⑤(原則)

　　〃　　　⑥(展開過程)

実践技術(コミュニケーション技術)

実践技術(コミュニケーション技術)



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

幼児教育保育学科科目 シラバス

幼児教育保育学科

演習

２年次

前　期

授業概要

　「障害」や「発達」を科学的に理解することにより、障害のある子どもを含めた人間や社会全体に共通
する普遍的な視点や優れた人権感覚の獲得、そして実際の保育の方法について理解することが出来る。そ
れにより、「障害児保育」を超えて近年発展している「特別ニーズ保育」への接近を図ることが出来る。

障害児保育

國本　真吾

資格選択区分
幼稚園教諭免許選択
保育士資格必修

到達目標

　本科目では、保育所・通園施設などにおける障害のある子どもや、いわゆる「気になる子ども」に対す
る基本的理解、保育における支援の方法や保育実践について扱う。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

近藤直子他編著『新版　テキスト障害児保育』
（第２版）、全障研出版部、2007年

新井英靖編著『障害児者へのサポートガイド』
中央法規、2007年

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　統合保育・教育が進むなか、皆さんも障害をもつ人と関わる機会があったと思います。本科目では、そ
の機会の有無に関わりなく、「障害とは何か？」「障害児の保育って特別な方法なのか？」を学ぶことを
通して、保育の本来の理念を考えていくことを行ないます。また、「特別ニーズ保育」という新概念への
理解から、今後の障害児保育の展望を探って欲しいと思います。そのためには、保育に留まらず、障害児
者に関わる様々な専門書（教育・福祉・労働等）を読んでいきましょう。

定期試験90％、授業態度５％、提出物５％

障害の理解と対応①　知的障害

　　　 〃 　　　②　自閉症（１）

　　   〃 　　　③　自閉症（２）

年次配当

開講時期

オリエンテーション（障害とは何か）

障害概念の基本的理解（ICIDHからICFへ）

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

340073

単 位 数 １単位　　　選択

　   　〃　   　④　LD、ADHD、高機能自閉症等の発達障害

　   　〃　   　⑤　発達障害といわゆる「気になる子ども」

　　   〃     　⑥　視覚障害・聴覚障害

　   　〃　   　⑦　肢体不自由

障害児保育の制度・現状・課題

障害児保育の実践観察と記録

就学に向けた準備

子どもの発達を保障する保育実践の構築

関連分野（教育・福祉・医療・労働）との連携

「特別ニーズ保育」の展開に向けて



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　　〃　　［３］アレルギーの病気、消化器の病気

10 　　〃　　［４］呼吸器の病気、循環器の病気

11 　　〃　　［５］血液の病気、泌尿器・生殖器の病気、代謝の病気

12 　　〃　　［６］内分泌の病気、皮膚・へその病気

13 　　〃　　［７］運動器の病気、眼・耳・鼻の病気、精神・神経系の病気

14 　　〃　　［８］悪性腫瘍、その他の病気

15 母子保健行政

授業形態

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

講義　

２年次

前　期　

科 目 名

担 当 者

所    属

試験１００％（必修条件：所定の出席を満たしていること。）

授業概要

・小児の健康の意味を理解し、保育における保健活動の重要性を認識する。
・小児の身体発育や心身の発達を把握し、適切な支援の方法を知る。
・小児の疾病とその予防、事故と安全対策を理解する。
・児童福祉施設における保健対策、地域・母子保健対策の意義としくみを理解する。

小児保健Ⅰ－２

土井 和恵

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　母子保健の現状を理解し、子ども達の心身の発達と病気を理解する。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『新・小児保健　第１１版』
今村榮一、巷野悟郎　編著

340035

単 位 数 ２単位　　　選択

　　〃　　　　　［２］

事故と応急処置［１］

年次配当

開講時期

母子保健の現状

健康と病気・異常［１］

授業計画

感染症と予防接種

小児の病気［１］感染症

　　〃　　［２］食中毒・発育と栄養の障害

受入可能人数 －

　　〃　　　　［２］　

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　他の人の健康への一助を担うには、小児の健康に限らず、自分自身の健康管理も大切です。自分の健
康、周りの健康に責任がもてるよう、行動のきっかけ作りとして学んでください。



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

第10章　包帯の使い方　第11章　心肺蘇生法　第12章　患児を運ぶ方法

第13章　集団保育における健康管理　

第6章　疾病予防

第7章　小児の看護（１）

　　　 小児の看護（２）

第8章　応急処理　第9章　急病の処置

第3章　小児の精神、運動機能の発達、発育の観察とその評価

第4章　小児の養護１　

　　　 小児の養護２

第5章　事故防止と安全教育

受入可能人数 －

　　　 小児の身体発育の測定方法と評価（２）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　自分の体の仕組みと機能について確認しながら、子どもの健全な発育・発達過程がより理解できるよう
にするとともに、異常の早期発見、疾病予防及び救急処置が実践ができるよう体験学習を通して知識技術
を習得することを目指します。

定期試験・小テスト　９０％、　提出物１０％

340061

単 位 数 １単位　　　　選択

　　　 小児の健康状態の観察（２）

第2章　小児の身体発育の測定方法と評価（１）

年次配当

開講時期

オリエンテーション　小児保健実習について「知ってるかな、体の仕組み」

第1章　小児の健康状態の観察（１）

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

白野幸子「小児保健実習」医歯薬出版 ビデオ

授業概要

　主に小児保健Ⅰで学んだ知識を基礎とし、広く保育の場において実践できる対応能力を養うための知識
と技術を習得する。

小児保健（実習）

山本照恵

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　子どもの発育・発達過程を理解し、それぞれの個別性と環境を考慮した成長を助成するための保育・養
護の知識技術を学ぶ。
　異常の早期発見、疾病予防及び救急処置の知識技術を学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

実習　

２年次

前　期　　　

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

    講義

２年次

前　期　

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　家族援助を必要とする社会的背景や家族の変容を理解すること、その上で、母親、父親、祖父母や家族
全体に対して、子育てについて的確なアドバイスが出来ること到達目標としたい。

家族援助論

中嶋 邦彦

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　社会の複雑な変容により、家族もまた複雑に変容している。そのため本来子どもを対象とする保育者
は、子どもだけではなく、家族も対象としなければならなくなった。家族への様々な援助の知識技術を学
ぶ授業である。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

使用しない 適宜参考文献を上げ、資料を配布する。

340037

単 位 数 ２単位　　　選択

　　〃

after  care と before  care 

年次配当

開講時期

ガイダンス、現代社会の特徴

子どもの現状

授業計画

家庭教育の意義

　　〃

家庭教育の特性

　　〃

受入可能人数 若干名

　　〃

学生に対するメッセージ

　人間が最初に所属する集団である家族は、発達段階の中でも重要な意味を持ち、その影響も大きい。こ
うした意義を考えながら、保育者としてだけでなく、一人の人間として、どうあればよいかを一緒に考え
よう。

定期試験７０％、授業態度２０％、レポート１０％

　　〃

　　〃

教育相談の事例から

　　〃

　　〃

家族援助の技術



可

1 渡部容子

2 渡部容子

3 渡部容子

4 渡部容子

5 渡部容子

6 白石崇人

7 白石崇人

8 白石崇人

9 白石崇人

10 白石崇人

11 白石崇人

12 白石崇人

13 白石崇人

14 白石崇人

15 白石崇人

教材研究をして、指導計画案を作って発表しよう②

保育内容とは？　―まとめと質疑応答

保育内容の領域「人間関係」を中心に

保育内容の領域「環境」を中心に

保育内容の領域「言葉」を中心に

保育内容の領域「表現」を中心に

養護と教育との一体的展開における保育内容

教材研究をして、指導計画案を作って発表しよう①

おおむね３・４・５・６歳の保育と指導計画

３歳未満児の保育と個別指導計画

「発達」と「ねらい」との関連づけ

保育内容の領域「健康」を中心に

授業計画

カリキュラムの意義と保育内容

保育所保育指針と保育課程、幼稚園教育要領と教育課程

指導計画の立案方法と実際

『新保育所保育指針サポートブック』世界文化社
『幼稚園教育要領解説』フレーベル館

適宜参考文献を提示し、資料を配布する（授業用
兼　自習用）。

評価方法

提出物６０％（指導計画案４０％・小レポート２０％）、小テスト２０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　この科目は、各保育内容（養護、健康、人間関係、環境、言葉、表現）の入門的科目です。この科目で
は、専門的職業としての保育者（士）にとって、必ず理解しなくてはならないことを扱います。入門的科
目とは言っても、その内容は簡単ではないかもしれません。授業中・授業前後ともに、しっかり頭をつ
かって、いっしょに考えていきましょう。
　わからなくなったら、すぐ、必ず、次の二つをしましょう！　「自習」そして「質問」！

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択必修　

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

授業概要

　「保育内容とは何か」という問いについて、保育所保育指針・幼稚園教育要領や保育方法、発達特性・
過程、歴史、実践例、保育指導計画案を通して、総合的に考える。
　授業では、各種理論・テキストの解説、具体的資料の検討、教材研究の成果発表などを行う。また、授
業前後の課題もいくらか課す。

到達目標

①保育所保育指針の全体的な構造、および歴史的変遷を踏まえて、保育内容を理解する。
②保育方法および子どもの発達特性・過程と関連づけて、保育内容を理解する。
③具体例（養護と教育との一体的展開、および保育の多様な展開を含む）を通して、保育内容を理解す
る。

教材

担 当 者 白石崇人・渡部容子 開講時期 前　期　　　

所    属 幼児教育保育学科

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格必修

授業形態 演習

幼児教育保育学科科目　シラバス

340043

科 目 名 保育内容論 年次配当 ２年次



可

1 からだとこころの健康を目指した保育のあり方（根拠のある保育を目指す）

2 運動あそび　－「あそび」を「運動」としてとらえる－

3 運動あそびの分類と特徴

4 子どもの体力、運動能力と運動遊び

5 体力・運動能力の現状と課題

6 体力・運動能力の測定と評価

7 課題に応じた保育実践例　－体力・運動能力へのアプローチ－

8 子どもの基本的生活習慣の現状と課題

9 課題に応じた保育実践事例　－基本的生活習慣の獲得－

10 子どもの安全に関する現状と課題

11 課題に応じた保育実践事例　－安全能力の獲得－

12 保育課題を達成する為の教材づくり体験

13 〃 オリジナル教材の作成と評価①

14 〃 オリジナル教材の作成と評価②

15 〃 オリジナル教材の作成と評価③

年次配当

５名

授業形態

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習

２年次

前　期開講時期

科 目 名

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

視聴覚教材、独自資料の使用を予定

学生に対するメッセージ（準備学習等）

受入可能人数

　過去に体験した保育実践（実習やボランティアなど）を振り返りながら、目の前にいる子どもたちの現
状を的確に把握し、適切な支援策を考え出せていたのか、根拠のある保育実践であったか、分析を試みて
ほしい。

定期試験/レポート４０％、提出物２０％、貢献度３０％、授業態度１０％

授業概要

　まずは、子どもたちの安全で健康な生活を支援するために必要な保育現場における健康教育や安全教育
に関する知識、支援技術を得る。そして、目の前の子どもたちに生じている課題を見出す能力、その課題
に対する必要な支援策を提供できる計画力と実践力を獲得する。

到達目標

　幼児期における運動と健康の関係に学んだ健康Ⅰを踏まえ、子どもたちの体力・運動能力、基本的生活
習慣、安全能力等を教材として、子どもたちの発育・発達の現状を実際に把握するための方法について学
ぶと同時に、その現状把握で浮かび上がった課題に対する具体的支援策を立案する。

340023

単 位 数 １単位　　　選択必修

 科目等履修生ほか受入　　　

保育内容（健康Ⅱ）

近藤　剛担 当 者

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格選択必修



不可

1 　

2 　

3 　

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

私たちの人間関係

まとめ

気になる子どもへの援助

特別な支援を必要とする子ども

保育者同士の人間関係

保護者との関係

２歳児の人とのかかわり

３歳児の人とのかかわり

４歳児の人とのかかわり

５歳児の人とのかかわり

受入可能人数 －

１歳児の人とのかかわり

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　積極的に議論に参加すること。

定期試験７０％、授業態度３０％

授業概要

　人格形成の基礎といわれる乳幼児期の発達と人間関係について理解する。また、保育実践上の問題につ
いても考察できる能力を身につける。

人間関係と保育

０歳児の人とのかかわり

年次配当

開講時期

オリエンテーション

人間関係とは

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『演習保育内容人間関係』 田代・松村編著
建帛社

到達目標

　幼稚園教育要領および保育所保育指針の領域「人間関係」についての理解を中心にグループディスカッ
ションを行なう。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼稚園教諭免許必修
保育士資格必修

340024

単 位 数 １単位　　　選択必修

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

演習

２年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

保育内容（人間関係）

小林 勝年

資格選択区分



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

    演習　

２年次

前　期　　

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　数多くの楽曲を演奏することにより読譜力、歌唱力、表現力、を養う。またグループ学習により相互指
導、創造力、合唱合奏の楽しさを学び、それらの体験を通して協調性、自主性を養い保育者としての多様
な音楽表現力を身につける。

保育内容（表現1）

白石 由美子

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格選択必修

到達目標

　１２～１３名のグループで、７～８曲の新しい子どもの歌を暗譜して、演奏し、指導をする。２クラス
合同の授業では５グループの集団で授業を進めるので、全体では半期で約40曲を学習する。音楽的要素、
視覚的要素、動き、言葉、などを考慮して表現する。

 科目等履修生ほか受入　　　

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

歌う、弾く、表現する保育者になろう（音楽の友
社）　　こどものうた110曲集（ＡＴＮ社）

随時プリントにて配布

340028

単 位 数 １単位　　　選択必修

グループ別歌唱指導　１班

１班発表指導・演奏発表（１～８曲）

年次配当

開講時期

オリエンテーション　授業内容及び日程の説明と決定　グループメンバー決定

子どもの音楽的な発達について、わらべ歌あそび

授業計画

２班発表指導・演奏発表（９～１６曲）

グループ別歌唱指導　３班

３班発表指導・演奏発表（１６～２４曲）

グループ別歌唱指導　４班

受入可能人数 ５　名

グループ別歌唱指導　２班

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　新しい曲をどうしたら早く、楽しく覚えられるのかを考え、いろいろな楽器を用い音響効果の工夫をし
たり、曲にふさわしい動き、表現を考える。音楽表現は声や楽器の音のみではない。体や手の動き、目線
も大切な要素であり、その人柄も表れる。個性豊かな表現を期待する。

発表試験６０％、歌唱テスト３０％、授業態度１０％

まとめ・講評

歌唱発表

４班発表指導・演奏発表（２５～３２曲）

グループ別歌唱指導　５班

５班発表指導・演奏発表（３３曲～４０曲）

１曲～４０曲全曲の通し歌唱



不可

1 　

2 　

3 　

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 まとめ

展示、合評

制作「まちをつくろうパートⅡ」３

ごっこ遊び　―考察

制作「まちをつくろうパートⅡ」２

学生に対するメッセージ（準備学習等）

 幼児にとって、ものをつくるとは　いきていること を主張すること。

レポート40％、授業態度20％、提出物40％

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

制作「人形をつくる」

制作「家をつくる」１

制作「まちをつくろうパートⅡ」１

年次配当

開講時期

ごっこ遊びから広がる造形表現

制作「まちをつくろうパートⅠ」３

授業計画

受入可能人数 －

制作「家をつくる」２

ごっこ遊び　―考察

到達目標

340030

単 位 数 １単位　　　選択必修

ごっこ遊び　―考察

制作「まちをつくろうパートⅠ」１

制作「まちをつくろうパートⅠ」２

科 目 名

担 当 者

無 材料費実費
その他道具等準備物はそのつど提示

授業概要

 固定観念にとらわれず、自分自身のやり方で表現し、相手に自分の思いを伝えることができるようにす
る。

保育内容（表現３）

宮﨑 百合

資格選択区分

所    属

授業形態

 「表現」とは何か、「つくる」行為は人にとってどのような意味を持つのかを考え、自分自身の表現を
試みる。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

２年次

前　期　　　

幼稚園教諭免許必修
保育士資格選択必修



不可

1 コミュニケーション・ワーク（ホスピタリティとは　アイスブレーキングとは）

2 ホスピタリティ・トレーニング１

3 ホスピタリティ・トレーニング２

4 アイスブレーキングの意義と基本技術

5 アイスブレーキングの展開事例とプログラミング

6 アイスブレｰキングの場面と展開事例(1)

7 アイスブレｰキングの場面と展開事例(2)

8 目的（ニーズ）に合わせたレクリエーション・ワークの考え方

9 対象に合わせたレクリエーション・ワークの考え方

10 対象・ニーズに合わせたアクティビティの展開（レクリエーションダンスの可能性）

11 対象・ニーズに合わせたアクティビティの展開（音楽療法の可能性と実際）

12 対象・ニーズに合わせたアクティビティの展開（シンギングゲーム１）

13 対象・ニーズに合わせたアクティビティの展開（シンギングゲーム２）

14 対象・ニーズに合わせたアクティビティの展開（日本民謡） 特別講師：岡松緑氏

15 対象・ニーズに合わせたアクティビティの展開（高齢者を事例として）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　対象者の意欲を引き出す方法を理解し、楽しさ、充実感を提供できる人材となるためにも、まずは自
らがレクリエーションの実践者となり、その楽しさを味わおう。

試験７０％、授業態度３０％

授業概要

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「やさしいレクリエーション実践」
（財）日本レクリエーション協会

視聴覚教材、独自資料の使用を予定

到達目標

　レクリエーション支援のベースとなるコミュニケーションワーク（ホスピタリティ、アイスブレーキ
ング）に関する意義やスキルの習得に力点をおき、ロールプレイ等を含めた演習形式で学習する。また
保育支援や高齢者支援を想定したアクティビティを体験し、その展開法を学ぶ。

340074

単 位 数 １単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業形態

授業計画

　レクリエーション支援技術のベースとなるコミュニケーションワークの意義と効果について、実践を
通じて理解を深め、自身のコミュニケーションスキルの向上とそのスキルを活用した実践事例の展開法
の獲得を目指す。

レクリエーション指導演習Ⅰ

羽根田 真弓

資格選択区分 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ･ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ資格必修

年次配当

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習

２年次

前　期開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属



不可

担当教員

井手添 陽子

國本 真吾

近藤　剛

齊木 恭子

白石 崇人

音楽　　　　　　　　　オペレッタ・ミュージカルの楽しみ　 白石 由美子

羽根田 真弓

松本 典子

宮﨑 百合

介護 米原 あき

渡部 容子保育・教育学　　　　　保育の制度を考える

野外教育　　　　　　　自然の中での遊びと教育

児童文化　　　　　　　子どもと文化～児童文化財の研究

音楽教育　　　　　　　音楽表現の楽しみと喜び

幼児体育              幼児体育～用具を使った運動方法の開発

　指導や助言を受けながら専門教育科目をより専門的、より高度、より具体的に学ぶことで各自が自分の
得意分野を開拓し、応用力・実践力を身につける。

340070

単 位 数 １単位　　　選択

特別研究Ⅰ

幼児教育保育学科専任教員

資格選択区分

担 当 者

所    属

開講時期

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

創作・実技・レポート作成５０％、授業態度（参加内容等）５０％

教材

　ゼミナール形式。興味関心のあるテーマを決定し、文献解読、調査、実技練習、製作活動などさまざま
な手法で研究していく。

受入可能人数 －

授業形態

科 目 名 年次配当

幼稚園教諭免許選択
保育士資格選択

授業概要

教育福祉　　　　　　　障害児・者の教育、保育、福祉

専門分野　　　　　　　　研究領域　　　　　　　　　　　　　　　　

介護・福祉　　　　　　地域社会と介護

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　専門的な力をつけたい、特技を伸ばしたいといった目的や希望に応じて、各教員が適切な指導やアドバ
イスをする。ぜひ受講し、“これだけは誰にも負けない！”分野を開拓しよう。

　　　　　高齢者の生活と介護

授業計画

教育学  　　　　　　　幼稚園をもっと知ろう！

図画工作　　　　　　　幼児の造形を考える

評価方法

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

　  演習

２年次

前　期

到達目標



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

演奏発表  　　　　　　　　　　　

実技発表　　　　　　　　　　　　

課題研究　　　　　　　　　　　　

課題研究（個人レッスン）　　　　

　　〃　　　　　　　　　　　　　

課題研究まとめ　　　　　　　　　

独唱・コードネーム基礎と理論③　

独唱・コードネーム基礎と理論④　

コードネーム基礎と理論⑤　　　

心を音で伝える　コードネーム応用

受入可能人数 ５　名

合唱・コードネーム基礎と理論②　

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　音楽の授業は今回が最終回。あなたの音楽の可能性を探る最後のチャンス！自分の個性を生かし、音楽
の中で得意な分野を伸ばし見つけて、楽しみましょう。専門職への就職を希望している人は必ず履修して
ください。採用試験で音楽実技試験を課題とする園が増加しています。

演奏試験３５％、課題試験３０％、ピアノ実技２５％、授業態度１０％

340007

単 位 数 １単位　　　選択必修

コードネームとは　　　　　　　　

合唱・コードネーム基礎と理論①

年次配当

開講時期

オリエンテーション           　

独唱と合唱　　　　　　　　　　　

授業計画　　

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『歌う、弾く、表現する保育者になろう』（音楽
の友社）、『幼児の歌110曲集』（ATN）

適宜プリント配布

授業概要

　音楽を活用して、保育の現場で柔軟に対応できる保育士を目指す。短大での音楽授業の総まとめをする
と同時に、力不足の分野の復習と実力の養成をする。コードネームによる弾き歌い、合唱、ピアノ演奏法
を学び、保育の現場で活かせる音楽技能を身につける。

音楽Ⅳ

白石 由美子

資格選択区分
幼稚園教諭免許選択
保育士資格選択必修

到達目標

　個人レッスンやグループ研究を重ね、様々な方法で音楽表現する。具体的には、独唱、合唱、合奏、ピ
アノ、弾き歌い、簡易楽器製作、伴奏の簡易化、コードネームによる伴奏法を学ぶ。また２年間の総仕上
げの演奏発表会も開催する。学生の特性や個性を生かした授業をしたい。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習

２年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



可

1

2

3

4

5

6 　　”　　　　　　　　③　（伴奏づけ）　　　

7

8 コードネーム応用（ハーモニーを楽しもう・合奏）

9 　　”　　　　　（　　　　”　　　　　　　　）

10

11

12

13

14

15

　　”　　　　　　　　②

　　”

　”

　”

課題研究（グループによる合奏）

　　”　　　　　　　　④　（　　”　）　　　

　　”　　　　　（　　　　”　　　　　　　　）

　”

　”

コードネーム基礎と理論①

　教科書(テキスト)

学生に対するメッセージ

『幼児の歌110曲集』（ATN)、『歌う、弾く、表
現する保育者になろう』（音楽之友社）

適宜プリント配布

　音楽の授業は今回が最終回です。あなたの音楽の可能性を探る最後のチャンス！音楽を活用して、保育
の現場で柔軟に対応できる保育士を目指します。自分の個性を生かし、音楽の中で得意な分野を見つけ、
伸ばし、様々な形態で表現して楽しみましょう。
　専門職への就職を希望している人は必ず履修してください。採用試験で音楽実技試験を課題とする園が
増加しています。

評価方法

演奏試験３５％、課題試験３０％、ピアノ実技２５％、授業態度（貢献度）１０％

オリエンテーション、音を探そう

音を探そう（簡易楽器の製作）

科 目 名

担 当 者

受入可能人数 ５名

授業形態

教材

授業概要

所    属

到達目標

　個人レッスンやグループ研究を重ね、様々な方法で音楽表現する。具体的には、ピアノ、弾き歌い、合
奏、簡易楽器製作、コードネームによる伴奏法を学ぶ。また、2年間の総仕上げの演奏発表会も開催す
る。

年次配当

開講時期

　　１単位　　　選択必修

　テキスト以外

齊木 恭子

資格選択区分
幼稚園教諭免許選択
保育士資格選択必修

　・子どもの歌の伴奏づけに必要なコードネームを習得する。
　・器楽合奏において必要な知識、技能を習得する。
　・コードネームの知識を展開し、子どもの歌の伴奏づけや器楽合奏での実践力、応用力となす。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

    演習　

２年次

後　期　　

音楽Ⅳ

340007

単 位 数



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

保育者の専門性（２）　―「専門職性」論から

保育者の専門性（３）　―「反省的実践家」論から

保育者の現状　―山陰地方を事例として

保育者とは何か

地域・社会における幼稚園と保育者の役割

保育者の養成　―「子守」から「教師」へ

保育者の資格　―「幼稚園教諭」と「保育士」

日本の保育者論の系譜　―中村五六から倉橋惣三へ

保育者の倫理と資質　―子どもを育てるために

保育者の専門性（１）　―技術面に注目して

受入可能人数 若干名

授業形態

340036

単 位 数 ２単位　　　選択

子どもを受け止める　―エピソード保育について

保育者の役割　―「先生」と「後継者」

子育てにおける保育者の役割　―「通訳」と「パートナー」

年次配当

開講時期

ガイダンス、教育者としての保育者　―「教育愛」について

子ども中心の保育　―子どもの主体性と保育者の意図

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

使用しない 適宜参考文献を上げ、資料を配布する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　幼児教育保育学科で学んできた皆さんは、これまでの講義・実習等を通して、それぞれ保育者としての
理想のあり方を考えてきたことでしょう。本講義では、それらを整理・集大成して「保育者とは何か」を
考える基盤とし、自分がこれから目指すべき保育者像（イメージ）を明確にしましょう。それは、保育者
としての資質能力の整理・自覚につながるとともに、使命感や保育にかける情熱などの基盤になっていく
はずです。

レポート６０％（小レポート２０％・本レポート４０％）、小テスト２０％、授業態度２０％

授業概要

　日本の保育者は、時代ごとに人々のさまざまな期待を背負い、保育を実践してきた。「保育者とは何
か」を考えるには、自らの実習経験をもとにしつつ、保育者に関する思想・歴史・制度・実践技術などの
さまざまな知識・理解が必要である。これらを学ぶことによって、保育者の現実を見据えながら、理想の
保育者のあり方を考える態度・能力を身につけることを目指す。

保育者論

白石 崇人

資格選択区分 幼稚園教諭免許必修

到達目標

　保育者とは何か。保育者に関する思想・歴史・制度・実践技術などを学ぶことによって、保育者のあり
方について考察する。幼稚園教諭免許を取得する人のための科目だが、保育士資格のみの取得希望者もぜ
ひ受講してほしい。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

    講義

２年次

後　期



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 まとめと質疑応答

諸外国の保育制度と子育て支援（インドネシア）

諸外国の保育制度と子育て支援（トピック・労働環境と子育て）

340049

単 位 数 ２単位　　　選択

年次配当

開講時期

資格選択区分

授業オリエンテーション－諸外国の保育・子育て支援を見る意義と方法－

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

汐見稔幸『世界に学ぼう！子育て支援』
フレーベル館（2003年）

配布資料
ビデオ使用

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　外国の人に日本の保育制度、子育ての様子などを説明するとしたら、あなたは何をどのように伝えます
か？　各国の保育事情を知るとともに、日本の保育事情を再確認し、自ら興味を持ち、調べ、考えるきっ
かけにして下さい。テキストは毎回、事前に目を通しておきましょう。

レポート３０％、授業態度１０％、提出物６０％

保育士資格選択必修

到達目標

　比較教育学の手法で、日本と諸外国の保育制度と子育て支援について学ぶ。国柄などの背景、制度・法
律、育児・教育観、託児・保育の種類とシステムなどを国別にみる中で、共通する保育・子育ての課題を
抽出する。テキストや資料を利用するほか視聴覚教材も使用する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 ３　名

諸外国の保育制度と子育て支援（カナダ）

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義

２年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　保育原理Ⅰの内容を基礎に、①各国の保育制度や子育て支援システムについて知る。②子ども観の違
い、子育ての様子の違い、家族と社会的サポートのあり方の違いなどを理解する。③よりよい子育て支援
のあり方について自分の考えをまとめる。

保育原理Ⅱ

渡部 容子

諸外国の保育制度と子育て支援（デンマーク）

諸外国の保育制度と子育て支援（スウェーデン）

諸外国の保育制度と子育て支援（トピック・夫婦共同の子育て）

諸外国の保育制度と子育て支援（フランス）

諸外国の保育制度と子育て支援（ニュージーランド）

諸外国の保育制度と子育て支援（アメリカ）

諸外国の保育制度と子育て支援（トピック・家族関係と子育て）

諸外国の保育制度と子育て支援（韓国）

諸外国の保育制度と子育て支援（中国）

現代日本の保育制度と子育て支援



不可

1 　

2 　

3 　

4

5

6

7

8

9 問題行動への対応

10 不登校

11 非行

12 いじめ

13

14

15

子ども理解（１）

子ども理解（２）

子ども理解（３）

発達障害（１）

発達障害（２）

まとめ

教育方法の心理学的吟味（１）

教育方法の心理学的吟味（２）

教育評価

年次配当

開講時期

教育の基礎

教育の原則

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択必修

定期試験１００％

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『子どもとむかいあうための教育心理学演習』会
田元明著　ミネルヴァ書房

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　テキストを読んでしっかり理解しよう。

授業概要

　教育の過程における心理学的法則や事実を理解する。また、生涯発達的視点をもちながら幼児期から青
年期までの子どもを理解し、子ども一人ひとりの発達に応じた教育的対応について考察できるようにな
る。

教育心理学

小林 勝年

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　発達、学習、人格、評価の４領域を中心に解説すると共に、教育実践の科学的根拠を見い出していく。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

後　期

340020



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 　　〃　　(その他)　

12

13

14

15

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

２年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　直接援助技術、さらに間接援助技術・関連援助技術を学ぶ中で、援助者としてミクロからマクロまで視
野を広げて、福祉課題を考えることができる。

社会福祉援助技術Ⅱ

井手添 陽子

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　社会福祉援助技術Ⅰに続いて、援助技術の｢方法論｣について学ぶ。直接援助技術、さらに間接・関連援
助技術について学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

340016

単 位 数 １単位　　　選択

集団援助技術①

　　〃　　　②(原則)

年次配当

開講時期

授業計画

教材

評価方法

受入可能人数 －

　　〃　　　③(援助媒体)

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　家庭や地域の子育て力が低下している中、保育所の役割が拡大しています。地域や社会にも目を向け
て、自分自身のこととして考えてみましょう。

定期試験９０％・提出物・授業態度１０％

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

小林育子・大嶋恭二・神里博武
｢社会福祉援助技術｣ミネルヴァ書房

適宜プリント配付

　　〃　　　④(展開過程)

　　〃　　　⑤(展開過程)

間接援助技術(地域援助技術)①

間接援助技術(地域援助技術)②

　　〃　　(社会福祉調査法)②

　　〃　　　⑥(事例)

社会福祉援助技術で注目されている考え方①

社会福祉援助技術で注目されている考え方②・まとめ

　　〃　　(社会福祉調査法)①

関連援助技術①

　　〃　　　②



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　・児童虐待　－実態、原因、対応、予防－

　・児童養護施設と里親制度　

　・非行問題　・情緒障害、不登校

児童福祉の専門職とその活動　・資格　・相談援助　・活動の視点　　総復習

児童福祉の理念　　・基本理念　・児童福祉の発展　・子どもと家庭の権利保障

児童福祉の法制　　・法体系　　・実施体制と実施機関

児童福祉施設　　　・通所型施設　・入所型施設　・利用施設　　　　　　　　　

    特別講義－人との関わりについて－　　　　　　　（とりたん市民講師）

子どもと家庭の福祉の現状と諸施策　・母子保健　　・障害児福祉

　・子どもの健全育成　・保育の現状　・放課後児童健全育成事業　

受入可能人数 ５名

授業形態

340046

単 位 数 ２単位　　　選択必修

児童福祉を学ぶために　・児童福祉の現代的課題

子どもと家庭から福祉を考える・子どもの特性と家庭・子どもと家庭のニーズ

現代の子どもの状況・社会背景　・家庭の変化　・地域の変化　・少子高齢化

年次配当

開講時期

授業方針、授業計画　　復習・社会福祉とは

子どもの発達と各時期の嬉しいこと嫌なこと(乳幼児期、児童期、そして)

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

提荘祐編著「－実践から学ぶ－子どもと家庭の福
祉」保育出版社　２００８年

新聞等で報道される児童福祉・問題

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　子どもは無限の可能性を持つ。他方、自分ひとりで生きられない社会的に弱い存在である。また何者か
らか与えられた存在である。発達を助長する教育と弱者を支援する福祉は不可分である。幼児教育保育を
専攻するみなさんは児童を、子どもをどのようにとらえるのか。児童の真の幸せを考えよう。そしてその
担い手にぜひなって欲しい。授業には前向きに取り組もう。そして大いに考え、ディスカッションしよ
う。

試験７０％、新聞ノート２０％、授業態度１０％

授業概要

　児童の教育と福祉は不可分の関係にある。児童の特性、置かれた環境、生起しているさまざまな問題を
把握し、その対応策と共に予防策、さらに子どもをどのように健全育成するのか、いわば児童の福祉を重
層的に見、考え、実践する力を培う。

児童福祉

山田 修平

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　児童の福祉=幸せのためになにが必要なのか。児童福祉の理念、法律、制度、また児童の現状と問題点
等多面的に講義する。特に働く母親と育児、そして父親と育児、また不登校、いじめ、非行、虐待等深刻
化する児童問題を家庭との関わりに注目しながら考える。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

学長

講義　

２年次

後　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 講師未定

14

15

幼児教育保育学科科目 シラバス

幼児教育保育学科

講義

２年次

後　期

授業概要

　障害のある子ども・青年の教育を、乳幼児期から一貫して実現していく「特別支援教育」が制度面・実
践面で拡充されている。特別支援教育の理論背景や、学校教育における取組みの学習を通じて、特別支援
教育の理念や本質の理解を深めることが出来る。

特別支援教育

國本　真吾

資格選択区分
幼稚園免許選択
保育士資格選択必修

到達目標

　本科目では、特別支援教育の成立過程や制度の実際、支援の鍵となる「個別の教育支援計画」や特別支
援教育の場での実践を学習することにより、乳幼児期からの支援の必要性を理解する。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

清水貞夫・藤本文朗編集代表『改訂増補版キーワード
ブック障害児教育』クリエイツかもがわ、2009年

『幼稚園・保育園等における手引書「個別の（教育）
支援計画」の作成・活用』ジアース教育新社、2010年

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　特別支援教育は、幼稚園を含めた学校教育の実践です。そして、乳幼児期段階では保育所と幼稚園の接
近が図られる中、保育所における障害児保育と連携した支援の重要性も言われています。障害のある子ど
も・青年の抱える教育的ニーズは、簡単に教育や福祉の制度的枠組みで整理出来るものでなく、包括的に
受け止めることが大切です。多くの子どもや保護者に寄与出来る保育者としての専門性を高められるよ
う、特別支援教育に関わる専門書を積極的に読んでください。

定期試験90％、授業態度５％、提出物５％

　　　　　　〃　　　　　②　制度の実際（法制度と特別支援教育体制の実際）

　　　　　　〃　　　　　③　教育の対象（障害児と新たな教育対象）

特別支援学校における教育（センター的機能とコーディネーターの役割）

年次配当

開講時期

オリエンテーション（幼児期の特別支援教育の意義）

特別支援教育の基本的理解①　歴史的背景（特殊教育から特別支援教育へ）

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

340083

単 位 数 ２単位　　　選択

通常の学校における教育（特別支援学級・通級による指導など）

幼稚園における特別支援教育①　園内支援体制の構築

　　　　　　 〃 　　　　　②　関係機関との連携

発達障害児への指導①　発達障害の特徴、気づきと実態把握

　　　　〃　　　　②　個別の教育支援計画の必要性と作成・活用

青年期を見据えた取組①　青年期教育

　　　　 〃 　　　　②　青年期教育　　　　

特別支援教育の実際①　特別講師

　　　　〃　　　　②　保護者の声に耳を傾ける

「特別支援教育」から「特別ニーズ教育」へ



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

小児期の食生活に関する問題③

発表

妊娠・授乳期の食生活

乳児期の栄養・食生活

幼児期の食生活

学齢期・思春期の食生活

小児期の疾病の特徴と食生活

小児期の食生活に関する問題①

受入可能人数 －

授業形態

340081

単 位 数 　　1単位　　　選択

栄養に関する基本的知識①

栄養に関する基本的知識②

栄養に関する基本的知識③

オリエンテーション（食生活の変遷と意義）

小児の発育・発達と栄養

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

未定 プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　・小児期の食生活は、その後の生活習慣の基礎となるものです。
　・子どもの発達段階とその特徴を理解しましょう。
　・新聞やテレビなどのメディアに流れる「食に関する情報」に関心を持ちましょう。

定期試験７０％、提出物２０％、授業態度１０％

授業概要

　まずは自分自身の食生活の見直しを行い、正しい食習慣を身につける事から始める。小児の栄養や食に
ついて、乳児期・幼児期・学童期などのライフステージ別にその重要性を理解し、子どもへの適切な指導
や援助を行うための知識や技術を習得する。

小児栄養Ⅰ

横山 弥枝

資格選択区分 保育士資格必修

到達目標

　小児期の食生活は心身発育発達において重要な役割を果たす。また、この期に形成された食習慣や嗜好
性は生涯の生活習慣や健康の基盤となり、将来の健康に大きな影響を及ぼす。小児の適正な食生活を育む
ための保育士としての役割を理解し、食教育実践のためのスキルを習得することを目標とする。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

　　演習

２年次

後　期

年次配当

開講時期

発表

小児期の食生活に関する問題②



不可

1

2

3 調乳と授乳

4 離乳食①（初期・前期）

5 離乳食②（後期・完了期）

6

7 幼児食(後期)

8

9

10

幼児食(前期)

幼児のお弁当

幼児の間食

行事食・まとめ

オリエンテーション、調理の基本①

調理の基本②

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

単 位 数 １単位　　　選択

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

未定 プリント配布

学生に対するメッセージ

　 「小児栄養Ⅰ」の講義において、子どもの発達とその特徴をよく学習しておくこと。
　日頃から子どもや食生活の諸問題などに興味関心を持つよう心がけること。
　日常の生活の中で、調理する機会をできるだけ多く持つことが望ましい。

試験６０％、提出物２０％、授業態度２０％

授業概要

　小児期を中心とした食生活の意義を理解し、保育者として、小児に適切な食事を提供できることの意義
を理解する。小児をとりまく生活や環境の望ましい姿について食生活を通じて理解を深め、指導や援助な
どが適切に行えるようになる。

小児栄養Ⅱ

横山　弥枝

資格選択区分 保育士資格必修

授業のねらい

　発達成長段階ごとに行う調理実習によって、講義で得た知識に対する理解を深めるとともに、保育士と
して必要な小児栄養についての知識ならびに技能を習得する。

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

演習

２年次

後　期

年次配当

開講時期

340013



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 講義：身体表現の指導法について

12

13

14

15

授業形態

 科目等履修生ほか受入　　　

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

２年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

　班別作品発表８０％（受講者同士の採点含む）、創作活動への貢献度２０％

授業概要

　イメージと動きづくり、効果的な動き方、用具の利用、選曲方法など、身体表現への導入と表現性を高
める具体的な方法を習得する。あわせて、班のメンバーが互いに得意な能力を出しあい、協働する姿勢を
身につける。

保育内容（表現４）

松本 典子

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格選択必修

到達目標

　おもに身体運動による表現活動を豊かにするための理論と手法を追求し、授業の最後には自由に設定し
たテーマにそって班での創作活動を行い発表する。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　使用しない 用具、音楽等を適宜利用する

340031

単 位 数 １単位　　　選択必修

実技：　　　　　〃　　　　　　　②

実技：　　　　　〃　　　　　　　③

年次配当

開講時期

講義：身体表現について、班編成

実技：基本的な運動による表現技術①

授業計画

実技：　　〃　　　　　〃　　　（リボン・個人／２人組で創作含む）

実技：　　〃　　　　　〃　　　（チューブ・２人組／班で創作含む）

実技：　　〃　　　　　〃　　　（ラージボール）

実技：　　〃　　②課題にあわせて（班で創作）

実技：　　〃　　③イメージにあわせて（班で創作）

受入可能人数 ２～３名

実技：動きつくり①用具を使って（バルーン）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　小手先の表現技術だけでなく、実技をとおし学生自身が身体を動かす楽しさや喜びを感じられる授業の
展開にしたい。それが、子どもたちの身体表現を促す一番の方法と考えています。創作活動においては、
各メンバーがこれまでの他の表現科目等で得た知識や技術も大いに活用しながら能動的に取り組み、保育
者としての表現能力を高められる目標設定をするよう期待します。

実技：動きの構成、作品つくり（班）

実技：　　〃

実技：　　〃

実技：班別作品発表（採点）、講評



不可

1 渡部他

2 白石た他

3 井手添他

4 國本他

5 中嶋

6 松本

7 近藤

8 齋木

9 白石ゆ

10 宮崎

11 羽根田・渡部他

12 羽根田・渡部他

13 渡部他

14 渡部他

15 渡部他

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

  　演習

　　２年次

　　後　期

授業概要

　①これまでの学修を振り返り、自己の課題を発見する。保育者の職務と役割を自覚し資格取得のための
学びを振り返り、自己の課題を発見する。②個別指導も受けながら、総復習を行う。③卒後の研修課題を
自覚し、計画化できる力を養う。

保育・教職実践演習（幼稚園）

渡部容子・國本真吾他

資格選択区分
幼稚園教諭免許必修
保育士資格必修

到達目標

  少人数で実践的に行う授業である。導入的な全体講義の後、各グループに分かれての討議や実技指導、
ロールプレイング、事例研究等がある。履修カルテをもとに、個別指導も行う。また、附属幼稚園での模
擬保育も行う予定である。なお、第6回から第10回はグループごとに順次実施する。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

履修カルテ
各教員より資料配付

学生に対するメッセージ(準備学習等)

　総まとめの科目であることを自覚して、自分の学びに活かそう。履修カルテを活用し、個別指導も含め
て、積極的に指導を受けること。

レポート３０％、各回の実技・小テスト・授業態度・発表など６０％、個別指導１０％

保育の職場で求められるチームワークとコミュニケーション能力

子ども理解とクラス運営

保育内容の指導のポイントとロールプレイング（ルールと安全）

年次配当

開講時期

学修の振り返りと自己課題の発見

保育者の職務と役割、職業倫理

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

340084

単 位 数 　　２単位　　　選択

保育内容の指導のポイントとロールプレイング（身体を使ったあそび）

保育内容の指導のポイントとロールプレイング（野外の活動）

保育内容の指導のポイントとロールプレイング（絵本）

保育内容の指導のポイントとロールプレイング（うた）

保育内容の指導のポイントとロールプレイング（描画と制作）

指導案の作成と保育の実際①

指導案の作成と保育の実際②

家庭・地域との連携、保護者対応

小学校との連携、幼稚園幼児指導要録・保育所児童保育要録の作成

本授業で獲得したことの確認と卒後の研修課題、まとめ



不可

1 授業オリエンテーション

2 対象、ニーズに合わせたアクティビティの展開（イニシアティブ・ゲーム）

3 対象、ニーズに合わせたアクティビティの展開（ニュースポーツ）

4 対象、ニーズに合わせたアクティビティの展開（自然体験）

5 対象、ニーズに合わせたアクティビティの展開（チャレンジ・ザ・ゲーム）

6 対象、ニーズに合わせたアクティビティの展開（障害者スポーツ）

7 対象、ニーズに合わせたアクティビティの展開（創作活動）

8 対象、ニーズに合わせたアクティビティの展開（スポーツ・チャンバラ）

9 対象、ニーズに合わせたアクティビティの展開（その他）

10 対象・ニーズに合わせたアクティビティのアレンジ法①

11 対象・ニーズに合わせたアクティビティのアレンジ法②

12 活動を提供する（指導実習に向けた指導計画案づくり）

13 指導実習：テーマに応じた指導演習①

14 指導実習：テーマに応じた指導演習②

15 指導実習：テーマに応じた指導演習③

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習

２年次

後　期開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

　保育現場や地域等のニーズに対応したレクリエーション活動や支援技術を学ぶことはもちろん、自らが
生活の中にレクリエーションを取り込む「レクリエーションの実践者」となることを目指す。

レクリエーション指導演習Ⅱ

近藤　剛

資格選択区分 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ･ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ資格必修

到達目標

　毎回の授業において提供される様々なアクティビティ（活動）を体験し、アクティビティそのものの楽
しさや喜びを知り、その効果について体験的に理解する。また様々な対象、ニーズを想定した展開方法
（アレンジ法）を考え、計画し、模擬指導をすることで、支援技術の向上を図る。

年次配当

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　レクリエーション活動の体験としては、本科目だけでは限りがあろう。積極的に学外に出て、様々なレ
クリエーション種目やレクリエーション展開例（イベント）に参加し、実践を通して学んでもらいたい。
資格取得のためのみでなく、教養として、将来に役立てる為としての受講を期待する。

指導技術４０％、実践技術２０％、授業態度２０％、提出物２０％

授業概要

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「やさしいレクリエーション実践」
（財）日本レクリエーション協会

視聴覚教材、独自資料の使用を予定

340075

単 位 数 １単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業形態

授業計画



不可

幼児教育保育学科科目　シラバス

幼児教育保育学科

　  演習

２年次

後　期

授業概要

　「特別研究発表会」の実施を目指し、実践、研究発表方法等の具体的な手段を身につける。

特別研究Ⅱ

幼児教育保育学科専任教員

資格選択区分
幼稚園教諭免許選択
保育士資格選択

到達目標

  特別研究Ⅰにおいて学修した内容を進め、その成果を論文、ポスター、演技、演奏、作品製作などの形
にまとめ、発表できるよう、実践、研究を継続する。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

学生に対するメッセージ（準備学習等）

  受講に際しては、「特別研究Ⅰ」において受講した学生を原則とする。取り組んできた研究の成果を何
らかの方法で発表することは、研究を一段と深い、整理されたものへと仕上げることになる。それを目標
に向かっていこう。

創作・実技・レポート作成５０％、発表３０％、授業態度（参加内容等）２０％

年次配当

開講時期

各研究領域（研究室）によりその内容論・方法論は異なる。

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

340080

単 位 数 １単位　　　選択



不可

1 その他講師

2 岡野幸夫

3 池谷千恵

4 白石崇人

5 田中佑和

6 田中佑和

7 田中佑和

8 三沢英貴

9 藤本晴久

10 藤本晴久

11 岩井和由

12 綾木義和

13 小谷章公

14 小谷章公

15 岩井和由

就職対策講座（特別科目）　シラバス

キャリア支援部

講義

１年次

前　期

所    属

就職対策基礎講座

キャリア支援委員長　他

２単位　　　選択

資格選択区分

到達目標

　就職試験の一般常識・教養科目についての筆記試験対策講座。講義と演習を行う。①数的処理②文章理
解③社会科学④人文科学⑤自然科学など、それぞれ専門分野の教員が担当する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

　就職に対して夢を抱くと同時に不安や心配はありませんか？近年就職活動が年々早まっており、４年制
大学では３年次からの「シュウカツ（就職活動）」は当たり前の状況である。短期大学においては１年次
が大学の３年次に当たり、早くからその準備をすることが重要となる。就職活動の第一歩としてこの講座
の履修を勧める。経験を積んだ上で自信を持って就職試験に臨んでほしい。

授業態度・小テスト総合して行う

授業概要

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

　就職試験で実施される一般教養を含む筆記試験のための講座である。各種公務員試験の対策講座として
も有効である。各分野にわたって系統立てて学び、出題予想問題を解析する。就職試験の一般教養科目の
知識・解法の修得をめざす。

数的処理①

数的処理②

数的処理③

年次配当

開講時期

ガイダンス

科 目 名

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

担 当 者

人文科学（国語）

人文科学（英語）

人文科学（地理・歴史・文化・スポーツ）

－

授業形態

　テキスト以外

後日指定 資料適宜配布

単 位 数

社会科学（経済・国際②）

時事問題・小テスト

自然科学（物理）

自然科学（生物・環境・科学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義の順番は変更になる事もあります。

文章理解①

文章理解②

社会科学（法律・政治）

社会科学（経済・国際①）



不可

1 特別講師

2 岩井和由

3 岩井和由

4 岩井和由

5 小谷章公

6 小谷章公

7 小谷章公

8 小谷章公

9 未定

10 小谷章公

11 小谷章公

12 岩井和由

13 白石崇人

14 白石崇人

15 白石崇人

資格選択区分

担 当 者

所    属

授業形態

到達目標

　就職試験のあらゆる場面での実践対策を行う。内容はＳＰＩ・適性検査対策、就職模擬試験、小論文・
作文の書き方講座、ＳＰＩ能力試験対策、面接指導などである。授業はそれぞれの専門分野に合わせて複
数の教員が担当する。

 科目等履修生ほか受入　　　

資料適宜配布する

就職対策講座（特別科目）　シラバス

キャリア支援部

講義

１年次

後　期

科 目 名 就職対策実践講座

キャリア支援委員長　他

　就職試験での早期内定を目指して、筆記、ＳＰＩ・適性検査、小論文、面接など総合的に実力を養成す
る。一般職・専門職を問わず、すべての就職試験合格に向けての対策講座である。

単 位 数 ２単位　　　選択

ＳＰＩ・適性検査対策②

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

後日指定

面接試験対策講座（ホスピタリティマインドで接するビジネスマナー）

年次配当

開講時期

実践講座ガイダンス

ＳＰＩ・適性検査対策①

授業計画

受入可能人数 －

授業概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義の順番は変更になる事もあります。

小論文・作文講座（文章力・表現力セミナー①）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　就職試験に即した準備、実践方法をわかりやすく解説する就職試験直結型の講座である。実際の就職試
験を想定し、その対策を学ぶ。「就職対策基礎講座」と連続して受講することが望ましいが、本講座のみ
の受講も可能である。今からでも遅くない、勇気と意欲を持って就職試験に臨んでほしい。

授業態度・就職模擬試験を総合評価

ＳＰＩ・適性検査対策③

小論文・作文講座（文章力・表現力セミナー②）

小論文・作文講座（文章力・表現力セミナー③）

面接試験対策講座（基礎指導）

就職模擬試験①

就職模擬試験②

就職模擬試験③

就職模擬試験④

就職対策総合講座（総まとめおよび相談）

就職対策総合講座（総まとめおよび相談）



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ビジネスマナー講座

面接対策講座

就職模擬試験

受入可能人数 －

授業形態

単 位 数 １単位　　　選択

ＳＰＩ解説・対策（非言語分野）

時事対策（政治・経済）

エントリーシート履歴対策講座

年次配当

開講時期

ＳＰＩ模擬試験

ＳＰＩ解説・対策（言語分野）

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

資料適宜配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　就職対策実践講座を受講予定の方は勿論、本講座だけでも受講できる。就職対策講座の総まとめとして
新たな決意をしてスタートして欲しい。短期集中型の講座なので一般職、専門職を問わず就職希望者全員
の履修を望む。

授業態度・就職模擬試験などの総合評価

授業概要

　就職試験のポイントと受験テクニックの修得。全国的な傾向と視野を踏まえて対応を学ぶ。

就職対策集中講座

キャリア支援委員長　他

資格選択区分

到達目標

　就職試験のための短期集中講座で、ＳＰI（模擬試験、解説・対策）時事問題、エントリーシート・履
歴書の書き方、ビジネスマナー、面接講座など直前の実力をつける講義である。就職指導の外部専門家に
よる特別講座である。

 科目等履修生ほか受入　　　

就職対策講座（特別科目）　シラバス

キャリア支援部

講義

１年次

後　期



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

まとめ　１）

まとめ　２）

　　　　　　　　　２）

　　　　　　　　　３）

コンピュータ目録　１）

前期の復習

目録作業　１）目録作業の流れ

　　　　　２）記述①

　　　　　３）記述②

　　　　　４）書誌階層

　　　　　　〃　　②

　　　　　２）件名付与②

　　　　　７）標目③

　　　　　８）練習問題

図書以外の資料の目録

　　　　　３）分類規程②

　　　　　４）補助表①

　　　　　７）補助表④

　　　　　８）分類番号付与①

　　　　　９）分類番号付与②

　　　　　10）分類番号付与③

志保田 務、高鷲 忠美著『資料組織法』第６版　第一法規出
版、2007　316p　ISBN984-4-474-00291-1　（「資料組織概
説」で使用したもの）

小テスト４０％、提出物３０％、授業態度３０％

件名作業　１）件名付与①

分類作業　練習問題①

評価方法

資料の主題分析

分類作業　１）日本十進分類法

　　　　　２）分類規程①

５　名

資格選択区分

　１)「日本十進分類法」を使って、図書の分類ができるようになる　２)「日本目録規則」に従って図書
の目録を作成できるようになる　３)「基本件名標目表」を使って図書の件名を決定できるようになる

　　　　　５）補助表②

　　　　　６）補助表③

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　図書館で実際に行われている資料組織の過程を体験することにより、図書館の仕組みや資料組織の機能
がより一層理解できるようになるでしょう。日常生活においても授業での実践経験を活かし、積極的に図
書館を活用されるよう望みます。

　　　　　６）標目②

　　　　　５）標目①

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

到達目標

 「資料組織概説」で学んだことに基づき、図書の主題分析、分類作業、件名作業、目録作成を実践しま
す。また、これらの実践を通して、一連の作業を行うための基本的な技術の習得を目指します。

　教科書(テキスト) テキスト以外

単 位 数

図書館司書資格必修

教材

２単位　　　必修

授業概要

図書館司書科目　シラバス

非常勤講師

演習

２年次

通　年

900059

授業形態

資料組織演習

石黒 祐子



可

1

2

3

4

5

6

7

8

　生涯学習とは何か。基本的には図書館司書を目指す学生のための科目だが、その他の学生も受講可能で
ある。生涯学習の歴史・理論・制度・方法などを学ぶことを通して、人々の生涯学習を支える図書館司書
としての役割を考察する。

 科目等履修生ほか受入　　　

図書館司書科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義

１年次

前　期

　学習は、学校だけで行われるものではありません。職業に直結する力量形成、地域づくり、生きがい探
しなどにおいて行われる学習も、非常に大きな意義をもっています。現代日本における図書館の役割の一
つは、文字や映像などのメディアに表される各種情報を提供することによって、人々の生涯学習を支える
ことです。将来、自分は司書としてどう働くべきか。ぜひ本講義で学ぶ知識を使って、将来のあり方を考
えてほしいと思います。知識は考えるための「材料」です。

テスト６０％（本テスト４０％、小テスト２０％）、小レポート２０％、授業態度２０％

授業概要

　人は、生涯を通して学び続ける。図書館司書は、生涯にわたる学習にかかわることを可能にする、重要
な資格・職業である。本講義は、生涯学習の意味を理解し、生涯学習を支える図書館司書としてのあり方
を考える態度・能力を身につけることを目指す。

生涯学習概論

白石 崇人

資格選択区分 図書館司書資格必修

到達目標

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

使用しない 適宜参考文献を提示し、資料を配布する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

生涯学習の機会はどう提供されるか？　―生涯学習行政と地域社会における

年次配当

開講時期

生涯学習は何を目指すか？　―ガイダンス

今なぜ生涯学習が必要なのか？

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

受入可能人数 ２０名

授業形態

900050

単 位 数 １単位　　　必修　

生涯を通した発達段階とは？

生涯学習を行う方法は？　―自己主導的学習の理論から

生涯学習における情報とは？

生涯学習とは何か？

生涯学習における図書館の役割とは？



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

 科目等履修生ほか受入　　　

図書館司書科目　シラバス

図書館

講義

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

図書館概論

宍道　勉

資格選択区分 図書館司書資格必修

今まど子編「図書館学基礎資料」(樹村房) 配布資料、ビデオ、インターネット

授業概要

　図書館の意義・種類・機能や関係法規に関する知識を身につける。その上で、自分はなぜ司書の資格
を取得したいのか、どんな司書を目指すか、どのような図書館を創りたいかについて、自分の意見を述
べる力を身につけている。

授業形態

　図書館とは何かと問われた場合、どう答えたら良いであろうか、それを学ぶのが、司書の出発点であ
る。何故図書館が存在するのか、利用者とは誰か、図書館はいつ成立したのか、どのように図書館は運
営されているのか、図書館はどこにあるのか、そこにはどのような図書館があるのか、そこで働く司書
とは何か、司書の資質とは何か、何を学んだら良いのかを考える。

900051

単 位 数 ２単位　　　必修

図書館の成立－その歴史－

年次配当

開講時期

図書館とは何か－その機能と存在理由－ 

利用者のための図書館－その目的－

所    属

教材

受入可能人数 １０名

　　　〃　　　　　　　２－国立国会図書館－

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　図書館とは何かとともに司書とは何か、その資質とは何かを考える。教養人として、知の仕掛人としての司書の
姿を求める。
　また図書館のことを学ぶことは、大学に於ける学びの基本である。図書館で情報や本を中心とした資料の探し方
を知ることは司書として不可欠の技能でもあるし、学生生活にもきっと役立つに違いない。但し、授業に出席して
いれば資格が取れるという甘い考えを持たないことである。心して臨んでもらいたい。

課題提出物８０％、授業態度２０％

図書館の種類とその機能１－公共図書館－

評価方法

到達目標

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　　　〃　　　　　　　３－大学図書館－

　　　〃　　　　　　　４－学校図書館－

　　　〃　　　　　　　５－専門図書館－ 　　　

世界の図書館１　イタリアの図書館  

授業計画

　　　〃　　２　世界の図書館

法と図書館

憲法と図書館法

学校図書館法

司書　求められる資質

まとめ



可

1

2

3

4

5

6

7

8

図書館経営計画と達成目標

図書館司書科目　シラバス

非常勤講師

講義

２年次

前　期担 当 者

所    属

900052

図書館経営論

上田 京子

資格選択区分 図書館司書資格必修

到達目標

　知識・情報の社会的共有機関としての図書館は、市民が必要とする情報にどこまでもアクセスできる仕組みを模索
し、そのサービスを充実させる経営感覚が求められている。しかし行政改革や公共サービスの効率化が強調される現
在、図書館経営は厳しい現実に直面している。図書館サービスの公共性とその特性を明らかにし、今現場で起きてい
る事象を具体的に紹介しながら、そこに求められている図書館経営とは何かを学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

科 目 名

１単位　　　必修　

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

教員が作成し、第一回目に配布する 適時プリント等を配布する

　現代社会や地域が持つ特性をふまえた図書館経営のあり方を学ぶとともに、図書館員として必要な知
識・コミュニケーション能力・責任感・常に学ぶ意欲・社会や文化への高い関心を身につける。

現代社会における地域の課題

図書館業務と経営管理業務の意義

図書館の組織　　職員体制の現状と課題

年次配当

開講時期

図書館経営の視点　経営対象としての図書館の特性

図書館と地域　　　地域の特性を活かした図書館

授業計画

教材

評価方法

図書館職員　館長の職責　図書館員に求められる資質、能力　図書館員の倫理

図書館業務・サービスの評価と経営　求められる図書館の施設・設備

受入可能人数 １５名

授業形態

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　図書館は公費１００％の施設である。その中で単に事業を運営していくだけでなく、より積極的に経営
していくことが必要な時代となった。経営はトップのみが行うものではなく、ボトムアップ、すなわち現
場の一司書の経営感覚もトップの判断材料として求められている。この経営するという感覚を学生個人の
生活にも重ねあわせ、自らの人生設計にも役立てて欲しい。

試験６０％、提出物２０％、毎回の質問・感想１０％、授業態度１０％

授業概要

単 位 数



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業形態

科 目 名 情報検索演習

宍道　勉

到達目標

　インターネットを活用して実践的な情報検索を行う。基本的な検索エンジンの紹介、国会図書館など
のデータベースへのアクセスで所蔵や、書誌情報の検索法を学ぶ。またインターネット上で使える各種
資料、特に辞書、事典、百科事典を利用して様々な問題に取り組み、図書館参考資料との違いを感覚的
に捉える。

 科目等履修生ほか受入　　　

図書館司書資格必修資格選択区分

担 当 者

所    属

900056

単 位 数 １単位　　　必修

配布資料、ビデオ、インターネット

図書館司書科目　シラバス

図書館

演習

１年次

前　期

検索の方法　－ディレクトリ検索とロボット検索－

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

情報検索の基礎知識 新訂版
(情報科学技術協会）

課題提出物６０％、授業態度４０％

年次配当

開講時期

インターネットの基礎

検索エンジンとポータルサイト

授業計画

受入可能人数 １０名

授業概要

　インターネットを活用した情報検索の方法を身につける。とくに、ポータルサイトの検索エンジンの
利用法、国立国会図書館のサイトの利用法、ネット上で利用できる各種辞典・事典の利用法を身につけ
る。また、その利便性と注意点についても理解する。

国立国会図書館を使う

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　今や家庭でも街の中でもインターネットを使える環境がたくさんある。だから皆さんはその使い方を
知り尽くしていると思っているかもしれない。しかし、この科目で学ぶうちに、それがいかに効率悪
く、便利な使い方でなかったかということに気付くであろう。インターネットの正しい使い方やその裏
技を知って、きっと得したと思うに違いない。図書館現場では、レファレンス・サービスの実際に利用
されることを考え、他人に指導できるように検索能力を身につけて欲しい。

図書情報の検索　－所蔵情報－

ＮＤＬ－ＯＰＡＣの仕組み

図書と雑誌情報の検索方法

インターネットの利用１　検索エンジン　Ｇｏｏｇｌｅ 

　　　　〃　　　　　３　翻訳 

　　　　〃　　　　　２　各種辞書と百科事典 

まとめ

　　　　〃　　　　　４　ニュースその他の情報 

課題１　所蔵検索 

課題２　書誌検索 

課題３　主題検索



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

図書館司書科目　シラバス

非常勤講師

講義　

１年次及び２年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　資料組織の意義を理解し、「資料組織演習」の授業で取り組む分類作業、目録作業を行うための基礎を
身につける。

資料組織概説

石黒 祐子

資格選択区分 図書館司書資格必修

到達目標

　「資料組織」とは、図書館で受け入れた資料の配架場所を決定し、資料を探すための手段を整えること
（目録作成）であり、資料を有効に活用するために必要不可欠なサービスです。授業では、資料組織の意
義、資料の分類法、目録法の基本について理解を図り、「資料組織演習」のための基礎知識を養います。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

志保田　務、高鷲忠美著『資料組織法』第６版
第一法規出版、2007　ISBN978-4-474-02291-1

プリント

900058

単 位 数 ２単位　　　必修

資料の分類

分類法の種類

年次配当

開講時期

資料組織の意義

分類の意義

授業計画

分類作業（１）

分類作業（２）

目録の意義

目録の種類

受入可能人数 ５　名

日本十進分類法

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　「資料組織」に関する業務は、カウンター業務と異なり、皆さんにはあまり馴染みがないかもしれませ
んが、図書館の利用のしやすさに深く関わる重要なサービスです。「資料組織」を学ぶことにより、図書
館内部で行われているサービスの重要性がよく分かってくるとともに、図書館のより上手な利用法を学ぶ
ことができるでしょう。授業で得た知識を活かして、積極的に図書館を利用されることを望みます。

小テスト４０％、提出物３０％、授業態度３０％

コンピュータ目録

まとめ

目録作業（１）

目録作業（２）

目録作業（３）

書誌情報ネットワーク



可

1

2

3

4

5

6

7

8 内田美恵

　テキスト以外

児童サービスの実際と技術　（絵本の選び方、読み聞かせ、紙芝居）

　〃　　　　　　　　　　　（グループで読み聞かせ・紙芝居の実際）

お話し会の実際と技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別講師

授業計画

受入可能人数 ５　名

児童資料の特色と主要な資料

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　子どもにとって初めての書物文化である絵本を中心に児童資料を見つめていきます。そして、子どもに
読書の喜びを与えるために、図書館と児童図書館員はどのような役割を果たすべきか、一緒に考えてみま
しょう。
　少なくとも、授業で紹介した絵本や幼年童話は、必ず一度は手にとって確認してください。多くの作品
に触れてください。

試験６０％、提出物３５％、授業態度５％

児童図書館員の資質と専門性を考える

評価方法

到達目標

　教科書(テキスト)

900060

単 位 数 １単位　　　必修

児童図書館サービスの意義を考える

年次配当

開講時期

子どもにとって読書とは、児童図書館とは

子どもの読書活動を考える

所    属

教材

齊木 恭子　

資格選択区分 図書館司書資格必修

『児童サービス論』中多素子編、樹村房 絵本

授業概要

　　・図書館活動における児童サービスの重要性について認識を深める。
　　・対象となる子どもの発達と読書活動を理解する。
　　・読書への導入のための児童サービスの技術を習得する。

授業形態

　児童を対象とする図書館サービスであることから、子どもとは何かを捉え、子どもの読書活動、児童
サービスの意義、児童資料などについて解説していく。また、子どもの読書興味を促すための絵本の読み
聞かせ、紙芝居、ブックトーク等の理論と実際にも触れていく。

 科目等履修生ほか受入　　　

図書館司書科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義

２年次

前　期

科 目 名

担 当 者

児童サービス論



可

1

2 実習図書館司書

3 実習時期は夏休み（実習図書館の都合による）

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

３日間とも開始時間は各図書館職員と同じ、終了時間は午後５時

まとめ（後期初め）

オリエンテーション（実習前）

実習図書館（平成２２年度）は原則として鳥取・島根県内公共図書館

担 当 者

所    属

受入可能人数 １０名

授業形態

単 位 数 １単位　　　選択

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

なし 配布資料、ビデオ、インターネット

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　１日８時間、３日間の実習を行う。図書館司書の体験により、公共図書館がその市町村民に果たす役割、存在の
重要性を感じることであろう。司書になりたい気持ちがよりいっそう強くなる事を期待している。
　但し、実習期間中は「司書の卵」であり、指導される図書館の規則を守り、利用者に迷惑をかけるような行動を
してはならないことは言うまでもない。そうした場合は、即座に実習から外すこともありうる。

実習報告８０％、その他課題など提出物２０％

授業概要

　公共図書館の現場で実習することによって、具体的な図書館業務や、その厳しさを理解するととも
に、図書館が地域に果たす役割を理解する。

図書館特論

宍道　勉

資格選択区分 図書館司書資格選択

到達目標

　原則的には受講生の出身地に近い公共図書館で３日間の図書館研修を行う。朝の掃除に始まる図書館
現場の体験をし司書の実感を身を以て感じてもらう。図書館の業務は全て実習図書館の指示で行われ
る。

 科目等履修生ほか受入　　　

図書館司書科目　シラバス

図書館

講義

２年次

前　期

年次配当

開講時期

900064

科 目 名



可

1 図書館サービスの意義

2 図書館サービスとマネジメント

3 貸出サービスの構造

4 資料の提供

5 図書館サービスとネットワーク

6 利用空間の整備

7 図書館サービスと著作権

8 図書館協力と広域利用

9 利用記録とプライバシー

10 地域における情報拠点

11 利用者別の図書館サービス（１）ヤングアダルトサービスほか

12 利用者別の図書館サービス（２）多文化サービスほか

13 図書館の文化活動

14 学校図書館活動の支援

15

図書館司書科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

後　期担 当 者

所    属

授業概要

　図書館が利用者に提供しているサービスの基本的・一般的な事柄について、広範囲な知識を身につけ
る。また、多様な利用者の求めを理解し対応できる能力を養う。

図書館サービス論

上田 京子

資格選択区分 図書館司書資格必修

到達目標 

　図書館サービスは、図書館が持つ機能を具体化し実践する活動である。このサービスの基本をなすものは、求められた資料に対
して徹底した提供を目指すことであり、その知る自由を保証することにある。これによって図書館は社会的責任を果すことにな
る。「図書館サービス論」では、資料、情報のあり方を学ぶことによって、図書館の基本的なサービスを概観したうえで、その他
図書館の利用にハンディをもつ人へのサービス、多様化するメディアの複写サービスに伴う著作権問題、多文化社会への対応、学
校図書館支援など多様化するサービスについても学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

毎回プリント等を配布する

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　今日、図書館のサービスは従来の資料提供サービスの基本に立ちながら、今まであまり重視してこな
かった学校図書館へのサービス、ビジネス支援、法情報の提供、健康情報コーナーの設置など、社会の要
請に積極的にこたえる努力をしている。今電子書籍が急速に広がりをみせ、図書館はこれをどのように自
らの中に取り込むのか摸索している。これらを含めて図書館学を学んでいる学生自らが、徹底的に図書館
を使いこなす努力をすることにより、図書館サービスの受け手と担い手の双方を経験して欲しい。

原則として　試験６０％、提出物２０％、小テスト１０％、授業態度１０％

900053

単 位 数 ２単位　　　必修

年次配当

開講時期

科 目 名

図書館サービスの課題

受入可能人数 若干名

授業形態

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

教員が作成し、第一回目に配布する



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

図書館司書科目　シラバス

図書館

演習

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

　辞典・事典といった基本的な参考図書の特性や利用法を理解する。辞典・事典が「読む資料」である
ことや、次に調べる資料へつながるものであることを理解する。

レファレンスサービス演習

宍道　勉

資格選択区分 図書館司書資格必修

到達目標

　図書館に於けるレファレンス・サービスに不可欠な国語、漢和辞典、総合資料としての百科事典、お
よび専門分野の各種事典の使い方を習得する。同時に図書館利用者にそれらの利用法をどのように指導
するかを考える。従って演習は図書館の閲覧室を使用して実践的に行う。初歩問題から実践的な問題へ
と解決を図る。

 科目等履修生ほか受入　　　

900055

単 位 数 １単位　　　必修

言葉に関する演習問題を解く　１　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

なし 授業には自分の国語辞典や漢和辞典を用意する

言葉に関する演習問題を解く　２

年次配当

開講時期

国語辞典の凡例を読み、各種索引、および配列の特徴を知る

漢和辞典の凡例を読み、各種索引、および配列の特徴を知る

授業計画

受入可能人数 １０名

授業概要

漢字に関する演習問題を解く　１

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　小学校の時から使い慣れているはずの辞書・事典がこれほど難しく、また面白く楽しいものであるか
を十分に納得できる。辞書や百科事典の達人になることは将来の学びにきっと役立つに違いない。

課題の提出６０％、授業態度４０％

漢字に関する演習問題を解く　２

百科事典の使い方を調べ、そのマニュアルを作成する

各種専門事典の使い方を調べ、そのマニュアルを作成する

人物に関する演習問題を解く　１

人物に関する演習問題を解く　２

主題に関する演習問題を解く　１

主題に関する演習問題を解く　２

主題に関する演習問題を解く　３

グループ討議、演習問題の調査結果を発表する

まとめ、課題作成



可

1

2

3

4

5

6

7

8

　テキスト以外

自然科学資料

工学関係資料

まとめ

授業計画

受入可能人数 若干名

社会科学資料

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　学校図書館や公共図書館ではほとんど触れる機会のない専門資料を学問分野別に紹介する。そうした
学術分野資料を全て理解することは難しいが、利用者から求められた場合のこれら資料への案内方法を
知ってほしい。

提出物７０％、授業態度３０％

人文科学資料

評価方法

到達目標

　教科書(テキスト)

900057

単 位 数 １単位　　　必修

学術研究者の情報行動

年次配当

開講時期

専門資料とは何か

学問体系と図書館機能

所    属

教材

宍道　勉

資格選択区分 図書館司書資格必修

プリント、ＤＶＤ映像など

授業概要

　人文・社会・自然・工学の各科学分野に関する資料について、その特性を理解する。また、これら各
分野の知識の構造と資料との関係を理解し、利用者から求められた場合に対応できる能力を身につけ
る。

授業形態

　図書館資料で最も多いのは文学など公共図書館で扱う図書であるが、大学図書館、専門図書館では学
術関係資料が所蔵資料の中でも大きい部分を占めている。その中でもいわゆる「専門」と呼ばれる資料
とは何か、そうした資料の書誌解説と特徴を紹介する。

 科目等履修生ほか受入　　　

図書館司書科目　シラバス

図書館

講義

１年次及び２年次

後　期

科 目 名

担 当 者

専門資料論



可

1

2

3

4

5

6

7

8

情報通信機器　１

　　　〃　　　２

まとめ

受入可能人数 若干名

授業形態

900063

単 位 数 １単位　　　選択

　　　〃　　　　　　２

情報機器に見るアナログとデジタル

視聴覚機器

年次配当

開講時期

情報機器とは何か

情報機器の歴史的変遷１

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

プリント、ビデオ、ＤＶＤなど

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　図書館現場では貸出など通常業務の処理にコンピュータが使われていると思いがちである。しかし利
用者への情報提供という意味からすれば情報機器はもっと広い意味を持っていることを知ってほしい。

提出物７０％、授業態度３０％

授業概要

　コンピュータはもちろん、その他のアナログおよびデジタル情報機器の歴史・種類・機能・特徴につ
いて理解する。また、現代社会のコンピュータ偏重の考え方が持つ問題点についても理解する。

情報機器論

宍道　勉

資格選択区分 図書館司書資格選択

到達目標

　現在日常的に情報サービス機関としての図書館分野ではコンピュータが最も活用されている。
　この講義ではコンピュータにとどまらずアナログ及びデジタルの各種情報機器（メディア）の歴史、
特徴、機能、種類を考え、現代社会のコンピュータ偏重とその問題点について解説する。

 科目等履修生ほか受入　　　

図書館司書科目　シラバス

図書館

講義

１年次及び２年次

後　期



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

テキスト講読・リサーチ発表・ディスカッション

　　－戦争のしくみ・憎しみの連鎖－

まとめ

ビデオ、ＤＶＤなど適宜利用

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

２．国際社会（人間界）の現実

　　－南北格差・世界のアンバランス－

　後期の授業では、各自が調べたことを発表し

　ディスカッションしていく

　

（予定のディスカッションテーマ）

１．すべてはつながっている－自分・社会・地球－

　本科で学んだ「多文化共生論」の内容をさらに深め、国際情勢・国際社会の諸問題、民族問題に関して
の知識を深めるとともに、関心を持ったテーマを自分で掘り下げるリサーチ力や、授業での議論・ディス
カッションを通して自分の意見や展望をまとめたり述べる力を培う。

科 目 名

担 当 者

所    属

若干名

教材

授業概要

到達目標

　世界の紛争・民族問題、その他共通に抱える諸問題などについて学び、世界の人々の共存、共生の在り
方について考えていく。授業では文献や新聞・雑誌などの資料を講読する他、各自が興味を持ったテーマ
についてリサーチして発表し、ディスカッションを多く取り入れ、理解と考えを深める。

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

講義

１年次

通　年

397026

資格選択区分授業形態

国際社会と共生

池谷 千恵

年次配当

単 位 数 ４単位　　　選択

開講時期

評価方法

授業計画

授業態度５０％、発表・レポート５０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　本科で学んだ知識や「異文化コミュニケーション論」的視点をさらに磨き、世界の諸問題を多角的に柔
軟に捉え、まとめたり議論できる力をつけましょう。また、リサーチの方法の中にできるだけ「アクショ
ン」（実際に出向いてみたりインタビューをしたり、メールで問い合わせてみるなど）を取り入れ、自分
にひきつけて物事を理解していきましょう。

前期：ＮＨＫ地球データマップ「世界の今から未来を
考える」※その他のテキストは授業で指定する

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　

　

３．豊かさ、貧しさとは

　　－世界の飢餓・夜の地球を見ると－

４．世界からみた日本社会

　　－日本人は幸せか？－

５．戦争・紛争はなぜ起きる？

６．文化の多様性vsグローバル化

　プレゼンテーションを何度か行い、

　パワーポイント、レポートに

　まとめ最終発表を行う。

　

　

最終発表１

最終発表２

各自のテーマの設定（夏休みにリサーチ開始）

７．これからの私たちの生き方を考える

　　－日本人として、地球市民として－

 



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30前期授業のまとめ まとめ

〃

算術

〃

文明と都市

〃 〃

文字と言語

〃 〃

ガラス工芸品・貨幣・ラピスラズリ・紅玉

メソポタミア・インダス文明～関係と変化～

メソポタミア・エジプト文明～関係と変化～

視点と方法論 古代の交通・通信システム

〃 〃

メソポタミア文明概説② 〃

エジプト文明概説

インダス文明概説

灌漑技術と農業 宗教

メソポタミア文明概説① 〃

〃

紀年法・暦

若干名

授業計画とねらい：前期授業の復習

　古代メソポタミアを中心に、インド圏、エジプト圏を視野に入れて、主として「モノ」と「技術・情
報・知識」を取り上げて、その東西への行き交いを通して歴史を探る。授業への主体的な取り組みを身に
つけるため、ゼミ形式も取り入れる。

到達目標

　古代メソポタミアを中心にして行き交う「モノ」「技術・情報・知識」の流れを通じて、同時代の国々
の文化・社会を比較し関係史を検討する、といった方法を学び、広い視野でものをみる態度を身につけ
る。併せて、一般的な歴史学方法とは異なる学びの方法を身につける。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

決まったテキストは使用せず、参考文献を適宜指
示する。

『西洋の歴史　基本用語集〔古代・中世編〕』
ミネルヴァ書房、２００８年

評価方法

定期試験・提出物８０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　ただ講義を聴くだけでなく、主体的に学んでほしいと思います。

授業計画

オリエンテーション：授業計画とねらい

授業概要

担 当 者 大江 節子 開講時期 通　年

所    属 国際文化交流学科

資格選択区分授業形態 講義　

単 位 数 ４単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

397004

科 目 名 東西交流史 年次配当 １年次



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

講義

１年次

通　年

授業形態

397010

所    属

授業概要

　宗教哲学の立場からの人間学。「人間とは何か」について、ヨーロッパや近代アメリカの哲学者・精神
医学者による諸々の思想・学説を通して考えてゆく。そこから現代におけるヨーロッパ的人間観の特徴を
理解する。

西洋の人間学

荒井　優

資格選択区分

到達目標

　「人間とは何か」は近代哲学が積極的にかかげたテーマである。カントの理性主義的人間観、キェルケ
ゴールのキリスト教的人間観、ニーチェの虚無主義的人間観、ジェイムズの心理学的人間観、ベルクソン
の社会哲学的人間観、フランクルの精神医学的人間観などを取り上げながら、人間の魂の救いについて考
えてゆく。

 科目等履修生ほか受入　　　

単 位 数 ４単位　　　選択

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

受入可能人数 若干名

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

なし 参考文献は授業中に指示する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　「人間とは何か」を、たんなる知識としてではなく、「人間いかに生くべきか」という実存的な問題意
識から考えてほしい。学生諸君が今現在の自分を見つめるとともに、今後の生き方に役立てば幸いであ
る。

提出物７０％、授業態度３０％

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

カントの人間観－理性と道徳 Ｗ・ジェイムズの人間観－心理学と宗教

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

キェルケゴールの人間観－実存の４段階 ベルクソンの人間観－道徳と宗教

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

ニーチェの人間観－ニヒリズム Ｖ・フランクルの人間観－人生の意味



可

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

397012

科 目 名 西洋の芸術 年次配当 １年次

担 当 者 藤井 浩基・前田 明範 開講時期 通　年

所    属 非常勤講師

資格選択区分授業形態 講義

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ４単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

授業概要

（藤井）古代から現代に至る西洋の音楽の歴史的変遷を通観し、西洋における音楽のとらえ方、そして時
代と音楽との関係をさぐりながら、随時、各時代の代表的な音楽あるいは作品を鑑賞し、西洋音楽につい
て総合的な理解をはかる。
（前田）日本の美術と西洋の美術を対比しながら影響関係をたどる。

到達目標

（藤井）西洋の音楽について、より高度な知識や教養を身につけ、自らの興味・関心に即して資料や情報
を収集し、レポートを作成することができる。
（前田）日本の美術が西洋の美術をどのように受け入れ、吸収し、表現された作品がどう変遷していった
かを美術史的に考察することができる。

教材

（藤井）『音楽の鑑賞資料と基礎学習』（教育芸術
社）
（前田）西洋美術史（美術出版社）

（藤井）パワーポイント、視聴覚教材
（前田）レジメ

評価方法

（藤井）レポート４０％、授業態度４０％、発表２０％　（前田）レポート７０％、授業態度３０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

古代ギリシャの音楽 近世から近代へ　平賀源内、亜欧堂田善、秋田蘭画、高橋由一

（藤井）ふだん何気なく耳にしている音楽には、その源流をさかのぼれば、長い歴史の中で育まれてきた音楽にたど
りつくものがたくさんあります。その脈絡を解き明かすことで、私たちの日常における音楽のとらえ方や接し方に変
化が生まれることを期待しています。
（前田）西洋美術だけを見るのではなく、自分たちが暮らす日本の美術をとおして捉え直し、接点を考察しながら交
流の歴史をたどります。近代では交流の過程を作品鑑賞も取り入れ具体的な体験からも学びます。

授業計画

オリエンテーション 日本美術と西洋美術の差異

西洋音楽史の研究と方法 近世における受容　南蛮屏風から円山応挙の写生体

中世の音楽① ヨーロッパにおけるジャポニスム

中世の音楽② 明治前期　油彩画技術の導入、日本画における西洋的視点の応用

ルネサンスの音楽 明治後期　フランスをはじめとするヨーロッパへの留学

バロック音楽① 大正から昭和前期　モダニズムの移入

バロック音楽② 大原美術館の果たした役割

古典派の音楽① 大原美術館での現地研修

古典派の音楽② 　〃

ロマン派の音楽① 　〃

ロマン派の音楽② 　〃

（後期担当：前田明範）（前期担当：藤井浩基）

近代の音楽 前田寛治の場合

現代の音楽 昭和後期から現代　表現の多様性と同時多発性

まとめ まとめ　レポート作成に向けて



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21
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8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

　テキスト以外

英語による文化講読Ａ

川口康子・Ian M. Hampstead

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

講義

１年次

通　年

授業形態

397027

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

資格選択区分

教材

評価方法

単 位 数 ４単位　　　選択

授業概要

　英語による文献をじっくりと読む力を身につけている。英語の歴史や英語という言語そのものへの理解
を深めている。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

所    属

到達目標

　英語圏の文化、またはヨーロッパ、アジア、あるいは日本の文化に関して英語で書かれている文献を講
読し、文化理解を深める。対象とする文献は履修者の興味・関心に応じて決定する。

　教科書(テキスト)

　履修者と相談して決定する 適宜プリントを配布する

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃　　　　　　前期（ハンプステッド）

　　〃　　　　

　　〃　　　　

　　〃

　　〃

　　〃

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　英語による文献を読み、関連事項を調べ、知識を広めたり深めたりする楽しさを味わいましょう。文化
についてディスカッションを行うためにも、予習・復習をしっかり行いましょう。

授業態度５０％、定期試験・提出物５０％

英語文献の講読とディスカッション 　　〃　　　　　　後期（川口）

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

Discussion / Review / Homework preparation

　　〃

　　〃

Grammar understanding

　　〃

Writing

　　〃

　　〃

Reading: words in context

Discussion: group and individual

　　〃

Discussion: Individual choice / to be determined

　　〃

授業形態

評価方法

Writing: journal

　　〃

Vocabulary building: general

　　〃

Grammar understanding

　　〃

Vocabulary building: general

　　〃

Listening: different opinions

　　〃

Reading: words in context

　　〃

Listening: different opinions

　　〃

"Bites of Britain, Tastes of Japan"
Dominic Cheetham,  NHK Publishing

Materials such as worksheets and texts will
be provided by the teacher.

This course will provide advanced students with new opportunities to practise and further
develop their informal and formal composition skills as well as pronunciation and general
speaking skills.

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

教材

　　〃

Ian Michael Hampstead

学生に対するメッセージ（準備学習等）

Instruction will be given generally as well as on an individual basis depending on what each
student requires. I would like the students to try and develop, and express their own ideas
along with personal interests, and opinions.

Introduction / group discussion: National Characteristics Introduction / group discussion: Students choice

授業概要

授業計画

1) Students can develop their own ideas into a more advanced level of communication.
2) Students aquire an advanced level of composition and speaking skill.

Participation 50%, preparation 30%, and attitude 20% will all be evaluated generally.
Individually each student's accuracy, comprehension, vocabulary used, pronunciation and fluency will also be
evaluated.

到達目標

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

資格選択区分

実践英語表現Ａ

単 位 数 ４単位　　　選択

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

演習

１年次

通　年

397029

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属
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(後期担当：岸本)

平安京と仏教②

平安京と仏教③

平安京と仏教④

(前期担当：根鈴)

近代の編纂事業と歴史意識４

近代の編纂事業と歴史意識５

近代の編纂事業と歴史意識６

まとめ―歴史の見方

仏教渡来のころ②　飛鳥文化Ⅱ

仏教興隆のころ①　奈良文化Ⅰ

近代の編纂事業と歴史意識２

近代の編纂事業と歴史意識３

平安京と仏教①

仏教興隆のころ②　奈良文化Ⅱ

仏教興隆のころ③　奈良文化Ⅲ

近世の歴史地誌編纂３

近世の歴史地誌編纂４

日本文化の基層②　弥生文化Ⅰ

日本文化の基層③　弥生文化Ⅱ

日本文化の基層④　古墳文化Ⅰ

日本文化の基層⑤　古墳文化Ⅱ

近世の歴史地誌編纂５

近世の歴史地誌編纂６

近世の歴史地誌編纂７

近代の編纂事業と歴史意識１

日本文化の基層⑥　古墳文化Ⅲ

仏教渡来のころ①　飛鳥文化Ⅰ

単 位 数

　

　 随時プリント等を配布する

（根鈴）「日本の歴史」を仏教の受容と展開を軸として講義する。仏教受容以前の日本文化についても解
説する。
（岸本）近世・近代の日本の歴史を地域の視点から考える。とくに、文書と史蹟に注目して進める。

　教科書(テキスト)

教材

　テキスト以外

授業概要

（根鈴）日本の歴史に大きな影響を与えた仏教をテーマに、その時代ごとの人々の仏教受容のあり方を学
ぶことで、歴史の必然性と継続性について考え、自分の考えを述べることができる。
（岸本）授業では、近世から近代の歴史・地誌編纂事業を取り上げて、「地域」の歴史意識について自分
の意見を述べることができる。

４単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 ５名程度

近世の歴史地誌編纂２

学生に対するメッセージ（準備学習等）

（根鈴）歴史の学習においては、時に歴史を体感する必要もある。遺跡や寺社など歴史的場所に出向いて
授業をすすめることもある。
（岸本）歴史を地域の視点からじっくりと考えてみませんか？実感できなかった歴史を少しずつ理解する
ことができますよ。

日本文化の基層①　縄文文化 はじめに―本授業の目的と方法について

授業計画

近世の歴史地誌編纂１

（根鈴）提出物３０％、レポート３０％、小テスト２０％、発表２０％
（岸本）提出物５０％、授業態度５０％

到達目標

評価方法

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

通　年

397017

年次配当

資格選択区分

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

日本の歴史

根鈴 輝雄・岸本　覚



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

ガイダンス（承前）

ガイダンス（文献講読の作業要領の説明）

日本の言語文化

岡野 幸夫

資格選択区分

　文献からなにごとかを読み取ろうとするには、何よりも慎重に読解することが重要です。一語をゆるが
せにせず、文献の記述に謙虚に耳を傾ける姿勢が必要です。
　古典とはいえ、江戸時代末期の文献なので、読みにくくはありませんが、予習は必要です。
　なお、古語辞典を持参してください。今持っているものがあればそれでもかまいませんが、おすすめは
三省堂『例解古語辞典』第３版です。

　万一すべて読み終わった場合、本文献に附載

ガイダンス（承前）

ガイダンス（『古文研究法』の説明）

到達目標

　江戸時代後期の鳥取藩国学教授・衣川長秋の著作を講読し、古典語に親しむと同時に、当時の文化につ
いて考察する。講読する文献は「やつれ蓑の日記」（文政６年刊）とする。本文献は、鳥取から米子を経
て美保関に至る紀行文である。

　教科書(テキスト)

　本文献の特徴として、上代語の使用が著しい

ため、それに対する目配りも行いつつ読み

ガイダンス（講読文献の説明） 　前期に引き続き、文献の講読を行う。

　辞書と参考文献は、読み進める際に手元に

置き、いつでも参照できるようにする。

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

講義

１年次

通　年

397019

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

単 位 数 ４単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

参考文献：小西甚一著『古文研究法』（洛陽社）
（\1243＋税）

授業概要

授業計画

　辞書や参考文献を利用しながら、古典を読解することができる。また、調べてきたことを発表し、受講
者間で討議することで、自分の意見を伝える姿勢や、他人の意見を聞く姿勢を身につける。

提出物（前期と後期にレポート１つずつ）７０％、授業態度３０％

個所についてレポートすることを後期の課題と

する。

教材

評価方法

された「雨滝紀行」「美徳山紀行」を講読する。

これらはそれぞれ雨滝、三徳山への一泊ないし

二泊の小旅行をつづった短篇である。

　後期に講読した部分のうち、さらに深めたい

ガイダンス（承前）

　以下、文献の講読。毎回、主担当者を定め、

語句の意味、文脈の読解について発表し、

進める。

岡野幸夫著：鳥取県立図書館蔵『やつれ蓑の日
記』解題・翻刻（鳥取短大紀要第60号・2009）

受講者間で討議しながら読み進める。

　テキスト以外

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　前期と後期のレポート、および授業態度を

総合し、全体の評価とする。

後期および全体のまとめ、レポートの指示

する。

個所についてレポートすることを前期の課題と

前期のまとめ（序文～日吉津到着まで）

　前期に講読した部分のうち、さらに深めたい



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義　

１年次

通　年

所    属

授業形態

397020

科 目 名

担 当 者

授業概要

　日本の生活文化がどのように変化してきたのかについて、民俗学の視点から考察する。そして、私たち
自身がどのような物の考え方、感じ方に支えられて生活しているのかについて知る。異文化理解に繋げる
ため、自分が半ば無意識のうちに取り入れている文化について考える力を身につける。

日本の民俗

喜多村 理子

資格選択区分

到達目標

　前半は、日本民俗学の歴史を概述した上で、一年の行事および人の一生に関わる民俗について講義す
る。後半は、日本人の身体観の変化、桜の表象の変化、家意識の変化について、歴史を辿りながら考え
る。時々、レポート作成のための話し合いや準備時間を設ける。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 ５　名

単 位 数 ４単位　　　選択

年次配当

開講時期

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

適宜プリントを配付する

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　私たちは何故このような事を繰り返し行うのだろうか、何故こんな事にこだわるのだろうかという疑問
から出発して、生活文化についての考察を試みます。生活文化の事象は複雑で、答えは一つとは限りませ
ん。気軽に意見を交換し合いながら授業を進めたいと考えています。

レポート５０％、授業態度５０％

正月行事１ 身体観の変化　衛生

正月行事２ 日本人と桜１

盆行事１ 日本人と桜２

子供と行事と地域 家意識の変化１

若者と行事と地域 家意識の変化２

葬儀２ まとめ

民俗学と歴史学（自己紹介を兼ねて） レポート作成１

柳田国男論１ 身体観の変化　髪型１

柳田国男論２ 身体観の変化　髪型２

暦の歴史 身体観の変化　入墨・毛

旧暦から新暦へ 身体観の変化　姿勢・動作１

年中行事概論 身体観の変化　姿勢・動作２

盆行事２ 日本人と桜３

人の一生と通過儀礼 レポート作成２

葬儀１ レポート発表



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

韓国の伝統音楽

韓国の歌①　民謡「アリラン」他

韓国の歌②　「唱歌と童謡」

韓国の楽器①　「四物ノリ」を中心に

韓国の楽器②　弦楽器を中心に

日韓の音楽交流に尽くした人々

韓国における西洋音楽受容

鳥取からさぐる日韓の音楽関係史①

鳥取からさぐる日韓の音楽関係史②

まとめ

韓国の初等学校（小学校）音楽教科書を読む

韓流ブームと文化交流

韓国の音楽映画

年次配当

開講時期

オリエンテーション　以下、授業の前半に杖鼓の演習を行なう。

韓国の人々と音楽

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

特になし 授業の都度、プリントや視聴覚教材を用い、演習
では担当者が杖鼓を準備する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　昨今、日韓両国で相互の文化への興味、関心が高まっています。音楽をこよなく愛する韓国の人々の姿
を学ぶことで、新たな韓国への認識を培ってほしいと思います。杖鼓（チャンゴ）は誰にでも気軽に楽し
めると同時に、韓国人の表現力豊かなリズム感を身体で味わうことのできる楽器です。少しでも演奏でき
れば、きっと交流の場で役に立つと思います。

レポート４０％、実技３０％、授業態度３０％

授業概要

１．一衣帯水の隣国である韓国の芸術、文化への理解を深め、異文化理解、国際交流に資する知識と態度
を身につける。
２．韓国の伝統楽器の簡単な演奏法を習得することで異文化理解を深め、音楽を通じたコミュニケーショ
ン能力を身につける。

韓国の芸術

藤井 浩基

資格選択区分

到達目標

　韓国の音楽を糸口として、そこから派生する様々な韓国の芸術の特徴について、総合的に学ぶ。音楽に
ついては、韓国の最新の音楽事情を把握しつつ、韓国の伝統的な音楽の代表的なものを取り上げ、韓国文
化において音楽がどのように位置づけられているかを概観する。また、韓国の伝統楽器「杖鼓（チャン
ゴ）」の演習を行ない、体験を通して韓国の音楽への共感と理解を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 ５　名

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義　

１年次

前　期

397008



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

前　期

397025

地域文化論

茨木　透

資格選択区分

到達目標

　「地域」と「文化」についてＰｏｗｅｒｐｏｉｎｔのスライド等も用いながら講義を行なう。

 科目等履修生ほか受入　　　

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　西アフリカを調査フィールドとする文化人類学が専門です。アフリカの文化についても講義の中で取り
上げます。

レポート６０％、授業態度４０％

授業概要

　文化とは何かの理解を深めるとともに、現代の地域文化の諸問題について考える手がかりを学ぶ。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

使用しない 授業の中で指示する

日本文化とは

地域とことば

食文化と地域性

年次配当

開講時期

「文化」とは――言葉の歴史と意味

「地域」はどのようにとらえればよいのか

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 若干名

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

授業計画

伝統文化と伝統の創造

都市文化と地方文化

「ふるさと」について

伝統文化の保存とその問題（１）

伝統文化の保存とその問題（２）

伝統文化と観光

日本／西洋／アフリカ

西アフリカの服飾文化

グローバリゼーションと地域文化

まとめ



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

講義

２年次

通　年

397003

年次配当

開講時期

科 目 名 古代オリエント文明論

大江 節子担 当 者

教材

　古代オリエントの地域を大きく分けると、①メソポタミア、②エジプト、③シリア・パレスティナ、④
アナトリアの４つに分けることができよう。今回は、メソポタミアとエジプトの法慣習と裁判を通して、
それぞれの社会の特質および古代オリエント文明としての特質を考察する。

授業形態 資格選択区分

単 位 数 ４単位　　　選択

授業概要

  現在、イラクやエジプトはイスラームのシャリーアに則った生活をしているが、古代は全く異なってい
た。古代メソポタミア（ほぼ現代のイラクの地）やエジプトの法・裁判を通してこの地の古代の人々の生
活を知り、この地への理解を深めるとともに、文化・社会を多面的にみる態度を身につける。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

到達目標

所    属

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　古代人には、現代的思考とは異なった古代人流の考え方があり、なるほどと考えさせられることもあり
ます。楽しみながら、主体的に学ぶようにしてほしいと思います。

エジプトの法と裁判③

メソポタミアの法と裁判①

メソポタミアの法と裁判②

メソポタミアの法と裁判③

オリエンテーション：前期の授業計画とねらい 前期の復習と後期授業のオリエンテーション

　決まったテキストは使用せず、参考文献を適宜
指示する。

　『西洋の歴史　基本用語集〔古代・中世編〕』
ミネルヴァ書房

定期試験・提出物７０％、授業態度３０％

評価方法

授業計画

エジプト社会②

エジプト社会③

メソポタミアの法と裁判⑤

メソポタミアの法と裁判⑥

エジプトの法と裁判④メソポタミアの法と裁判④

メソポタミア社会⑥

エジプトの法と裁判①

エジプトの法と裁判②

エジプトの法と裁判⑤

エジプト社会①

メソポタミア社会④

メソポタミアの法と裁判⑦

メソポタミア社会①

メソポタミア社会②

メソポタミア社会③

メソポタミア社会⑤

エジプト社会④

エジプト社会⑤

古代オリエント文明①

古代オリエント文明②

古代オリエント文明③

まとめ まとめ



可
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2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

　　　　　〃 　　　　　〃

宗教思想史－（１）カントの宗教論 　　　　　〃

　　　　　〃 宗教思想史－（５）ティリッヒの宗教論

宗教学－（２）宗教哲学 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 宗教思想史－（４）カール・バルトの宗教論

　　　　　〃 　　　　　〃

宗教思想史－（２）シュライエルマッハーの 　　　　　〃

　　　　　〃　　　　　　　　　　　宗教論 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

宗教学－（３）宗教科学 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

受入可能人数 若干名

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

宗教学－（１）神学 宗教思想史－（３）キェルケゴールの宗教論

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　テキスト以外

なし 参考文献は授業中に指示する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　宗教は古く人類の歴史とともに始まる。宗教は現代にも生きており、だれもが「宗教」に関するイメー
ジをもっている。しかし、誤解されている部分も多い。学生諸氏は自分の宗教観を対置させながら聴講し
てほしい。

提出物７０％、授業態度３０％

授業概要

　西洋（キリスト教）の「宗教哲学」に属する古典的文献を講読しながら、「宗教とは何か」、「信仰」
とはどういう内面性か、また東洋と西洋の神観念の相違などについて理解を深める。

西洋宗教思想史

荒井　優

資格選択区分

到達目標

　西洋において神学、宗教哲学、宗教科学が生まれた経緯を見てゆき、さらに近代以降の宗教思想史を代
表的な哲学者・神学者をとおしてたどってゆく。

 科目等履修生ほか受入　　　

単 位 数 ４単位　　　選択

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

講義

２年次

通　年

授業形態

397011

所    属



不可
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偶然の図書館 同２

同２ 帰る場所としての図書館

仕事場としての書斎 まとめ

同２ 空想図書館

形態としての図書館 同２

同２ 図書館のアイデンティティ

権力としての図書館 同２

同２ 忘れられた本たち

影の図書館 同２

同２ 孤島の図書館

空間としての図書館 同２

同２ 生き延びた本たち

秩序としての図書館 同２

アルベルト・マングェル (著)、 野中 邦子 (訳)
「図書館 愛書家の楽園」（白水社、2008）

ＤＶＤ等

評価方法

提出物４０％、授業態度６０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　テキストから西欧諸国の図書館の歴史と現代の図書館の現況を読み解く。また図書館の登場する映画、
文学を読むことで、図書館が持つ意味と同時代の歴史と文化背景を探って行く。

授業計画

現代ヨーロッパの図書館　概説 仕事場としての書斎２

神話としての図書館 心のあり方としての図書館

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ４単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

　図書館は単なる資料収集の場ではない。そのものが文化であり歴史である。ヨーロッパ諸国における図
書館の起源・歴史とその時代背景を探ることによって図書館の本質を考える。

到達目標

　現在、図書館はとかく情報システムとして捉えられがちだが、本来図書館はその土地の文化そのものであり、歴史
と密接に結びついたものである。当然ヨーロッパの図書館の成り立ちを知ることはその国の文化を知ることであり、
同様に図書館を知ることはその国の文化や歴史を知ることでもあることを理解する。マングェルの「図書館」を読み
ながらヨーロッパの歴史と文化を学ぶとともに、図書館の存在意義について自分の考えを述べることができる。

教材

担 当 者 宍道　勉 開講時期 通　年

所    属 図書館

資格選択区分授業形態 講義

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

397013

科 目 名 ヨーロッパ図書館文化史 年次配当 ２年次



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

（前期担当：荒井 優） （後期担当：大江 節子）

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 まとめ

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

適宜指示する プリント配布。参考文献は適宜紹介する。

評価方法

提出物５０％、授業態度５０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

（荒井）講読するなかで相互に活発な議論を行い、学生自身が宗教的・文化的洞察を深めてゆくといった
授業形態をとりたい。
（大江）受講者には輪番で講読のチューターを務めてもらい、皆による議論と、教師による歴史的背景の
解説を交えて授業を進めていきます。単に翻訳するだけでなく、内容を理解するということを主眼に予習
をしてきてください。

授業計画

「聖書」の成立と構成 オリエンテーション：講義のねらいと授業計画

英語訳聖書（旧約聖書）の講読 （読本[翻訳のないもの]は、受講者と相談）

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ４単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

授業概要

　ヨーロッパ、アジア、日本などの文化理解を深めるために、英語で書かれた文献を講読し、あわせて英
語による読解力の増進をはかる。
　前期（荒井）は宗教学の立場から欧米の精神文化の基層をなす「聖書（Bible）」を講読する。
　後期（大江）は歴史学の立場から、西アジアの文化、あるいはヘレニズム（ギリシャ風）文化に関わる
原書を講読する。

到達目標

（荒井）西洋の精神文化について、比較的読みやすい文献を輪読しながら、西洋特有の概念に注目し、文
化理解を深める。
（大江）英書に対する親しみや読解力をつけ、英書文献を読みこなせるようになる。併せて、注意深く文
献を読む態度を身につけ、文化をより深く理解できるようになる。

教材

担 当 者 荒井　優・大江 節子 開講時期 通　年

所    属 国際文化交流学科

資格選択区分授業形態 講義

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

397028

科 目 名 英語による文化講読Ｂ 年次配当 ２年次



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

Discussion / Review / Homework preparation

　　〃

　　〃

Grammar understanding

　　〃

Writing

　　〃

　　〃

Reading: words in context

Discussion: group and individual

　　〃

Discussion: Individual choice / to be determined

　　〃

　　〃

授業形態

評価方法

Writing: journal

　　〃

Vocabulary building: general

　　〃

Grammar understanding

　　〃

Vocabulary building: general

　　〃

Listening: different opinions

　　〃

Reading: words in context

　　〃

Listening: different opinions

　　〃

Materials such as worksheets and texts will
be provided by the teacher.

This course will provide advanced students with new opportunities to practise and further
develop their informal and formal composition skills as well as pronunciation and general
speaking skills.

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

教材

Ian Michael Hampstead

学生に対するメッセージ（準備学習等）

Instruction will be given generally as well as on an individual basis depending on what each
student requires. I would like the students to try and develop, and express their own ideas
along with personal interests, and opinions.

Introduction / group discussion: National Characteristics Introduction / group discussion: Students choice

授業概要

授業計画

1) Students can develop their own ideas into a more advanced level of communication.
2) Students aquire an advanced level of composition and speaking skill.

Participation 50%, preparation 30%, and attitude 20% will all be evaluated generally.
Individually each student's accuracy, comprehension, vocabulary used, pronunciation and fluency will also be
evaluated.

到達目標

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

資格選択区分

"A Tastes of Japan"  Kay Hetherly
ALC Press Publishing

実践英語表現Ｂ

単 位 数 ４単位　　　選択

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

演習

２年次

通　年

397030

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

　小・中・高等学校の連携

　　　〃

　諸外国での英語教育

　　　〃

鳥取県の英学史

　駐在宣教師による英語教室

日本の教育文化

　郷土の英学先覚者

　　　〃

　　　〃

　これからの英語教育を考える

　　　〃

　言語技術教育

　　　〃

　　　〃

　第２次世界大戦後の英語教育

　　　〃

　平成の英語教育　　

　　　〃

　　　〃

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　あなたは、何のために英語を学んできたか、考えたことがありますか？　中学校で始まる授業科目の一
つだったから、英語が好きだったから、というだけではなく、英語教育の歴史や今日的課題を学ぶと、あ
らためて英語を学ぶ本来の目的・目標、学校教育で身につけるべき本当のコミュニケーション力が見えて
くることと思います。

　　　〃

　国際理解と英語活動

　幕末から明治の英学

　  　〃

　大正・昭和初期の英語教育

　　　〃

　公立小学校における英語活動の意義と目的

英語教育の変遷 これからの英語教育

　　　〃

単 位 数 ４単位　　　選択

授業形態 資格選択区分

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

講義

２年次

通　年

年次配当英語教育論

川口 康子担 当 者

所    属

397016

開講時期

科 目 名

提出物７０％、授業態度３０％

到達目標

　前半は明治から昭和にいたる英語教育の歴史を概観するとともに鳥取県における英語教育の歴史を振り
返る。後半では、平成になって進展する小学校での外国語（英語）活動について知識を深め、これからの
英語教育はどうあるべきかを考察する。

受入可能人数 若干名

教材

　１）歴史的視点から、日本における英語教育のあり方を把握している。２）平成２３年度より正式に開
始される小学校外国語活動はどうあるべきか、目的と方法論を理解できる。３）言語教育とは何かを理解
し、言語技術を身につけている。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業概要

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

小学校での英語教育は必要か　大津由紀雄編著
慶応義塾大学出版会

郷土の英学先覚者　川口康子
資料　日本英学史　大修館書店、ほか

評価方法



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

　（１）霊魂観・神観念 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　（２）御霊信仰 ３．久野昭『日本人の精神風土』（講読書例３）

　（２）砂漠の文化 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　（３）草原の文化 ２．李御寧『縮み志向の日本人』（講読書例２）

　　　　　〃 　　　　　〃

　（３）祖霊信仰 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

まとめ 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

日本の民俗信仰 　　　　　〃

受入可能人数 若干名

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

風土と文化 １．和辻哲郎『風土』（講読書例１）

　（１）森の文化 　　　　　〃

　　　　　〃 　　　　　〃

　テキスト以外

なし 参考文献は授業中に指示する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　宗教を通して、日本の文化的特性とはなにかという問いを忍耐強くもって、授業に臨んでほしい。講義
を受けるだけでなく、授業のなかで活発な議論を行うことによって、学生自身が宗教的・文化論的洞察を
深めていくといった授業形態をとりたい。

提出物７０％、授業態度３０％

授業概要

　日本の文化・伝統を風土と宗教の側面からみていく。著名な「日本文化論」をふまえながら、日本の文
化理解を深めていく。

日本の思想

荒井　優

資格選択区分

到達目標

　日本人の精神世界あるいは精神文化について、比較的読みやすい論文・書籍を輪読しながら、理解を深
めていきたい。とくに、日本の民俗（原始）信仰、風土と宗教の関係などについて議論しながら、授業を
進めていく。

 科目等履修生ほか受入　　　

単 位 数 ４単位　　　選択

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

講義

２年次

通　年

授業形態

397018

所    属



可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

第７章についての調査と討議

　〃

後期のまとめ、レポートの指示

　〃

第３章についての調査と討議

前期のまとめ、レポートの指示

　〃

　〃

　〃

第７章の講読

　〃

　〃第３章の講読

教材

授業概要

第２章についての調査と討議

　〃

　〃

　〃

第５章についての調査と討議

　〃

第２章の講読

　〃

第５章の講読

第１章についての調査と討議

　〃

　〃

第４章についての調査と討議

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　現在、方言に見られる東西の対立は、一般に思われているほど古いものではなく、意外に新しいものな
のです。常識だと言われていることや、なんとなくそうだと思い込んでいることを改めて疑い、客観的な
方法で調べてみると、新たな発見があるかもしれません。言語学は、そういう刺激的な学問分野です。

ガイダンス、講読文献の説明 第４章の講読

第１章の講読

　〃

柳田征司著『日本語の歴史１　方言の東西対立』
（武蔵野書院・2010）\2000+税

適宜プリントを配布する。

評価方法

授業計画

 科目等履修生ほか受入　　　

提出物（前期と後期にレポート１つずつ）７０％、授業態度３０％

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

・日本語方言の東西差についての認識を深める。
・文献を利用した日本語史研究の方法を身につける。
・調査報告と議論を通して、自分の意見を分かりやすく述べる力と、他人の意見を聞く姿勢を身につけ
る。

到達目標

　日本語方言の東西対立に関する文献を講読する。講読と並行して、必要に応じて文献を調査し、過去の
日本語の実態を知る。

４単位　　　選択

受入可能人数 若干名

所    属

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

講義

２年次

通　年

397024

授業形態 資格選択区分

岡野 幸夫

日本語論 年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

単 位 数



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30中間発表会

　

修了論文発表会

　

論文の仕上げ、提出

評価方法

　

　

　

　

現地調査

データの整理（解釈・分析・意見）

アウトライン作成（論旨・目次）

論文執筆開始

　

事前学習、事前調査

研究論文の作成技法

テーマの選定

データ（文献・資料）の収集・講読

論文執筆

　

　

　こうした自ら行う研究を通して、自らを研き、物事に対する探究心と誠実な姿勢を身につけてほしい。
また、これと並行して、学位授与機構へ提出する「学修成果」も作成し、学士の学位（教養または学芸）
の取得をめざしてほしい。

オリエンテーション （学位授与機構への「学修成果」提出）

授業概要

授業計画

・自ら研究テーマを見つけ、資料や情報を収集・分析し、論文にまとめる技法を身につける。
・研究成果を第三者に分かりやすくプレゼンテーションすることができる。

提出物７０％、授業態度１０％、口頭発表２０％

到達目標

なし 研究テーマに関連して、指導教員が適宜、資料配
布・現地調査・参考文献紹介などを行う。

　専攻科２年間の勉学成果として、修了論文を作成するための演習を行う。学生自らが研究分野と研究
テーマを設定し、関連する分野の教員の指導をうけながら、研究を進めていく。

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

教材

学生に対するメッセージ（準備学習等）

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

単 位 数 ４単位　　　必修

　授業形態

修了論文

専任教員

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

演習

２年次

通　年

397023

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

資格選択区分



可

397009

単 位 数 ２単位　　　選択

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

・日本語版韓国絵本を通して、韓国における児童文化の一面を理解する
・韓国の伝統文化に対する認識を深める
・日本の文化と比較しながら韓国の文化を捉えることにより、異文化理解、相互理解を深める

　日本語版韓国絵本を読み、それらや映像資料を手がかりに、韓国文化を幅広く捉えていく。また、日本
の文化との比較やかかわりについて、履修生が調べてきたことを発表する機会を持つ。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 ５　名

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義

２年次

前　期

授業概要

韓国の児童文化

齊木 恭子

資格選択区分

教材

到達目標

所    属

授業形態

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

なし 韓国絵本、プリント、視聴覚教材

学生に対するメッセージ（準備学習等）

レポート７０％、発表３０％

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

絵本で読む昔ばなし（トケビ話を中心に）

　　〃　　　　　　（日本の類話と比較して）

韓国のイメージは？

絵本で読む美術文化―『くらやみのくにからきたサプサリ』他

映像でみる巫俗

絵本で読む韓国歳時―『ソリちゃんのチュソク』他

社会における韓国の子ども・日本の子どもを考える

絵本で読む韓国の人生儀礼

韓国の伝統遊びを楽しむ―ユンノリ他

韓国の絵本を楽しむ

韓国の食文化体験

絵本で読む日本の歳時・人生儀礼（韓国と比較しながら）

　　〃

絵本と映像による韓国民俗ノリ―『サムルノリ』、仮面劇

授業計画

韓国童話を読む―グォン・ジョンセンの児童文学を中心に

　子どもの文化である韓国の絵本を教材として、韓国とその文化に近づいていきます。そして、授業で取
り上げたトピックを日本の場合と比較してみましょう。それを調べてくるのは、みなさんです。



可

1 　

2 　

3 　

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

開講時期

科 目 名

担 当 者

英字新聞、文学作品を予定 　

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

　教科書(テキスト)

教材

授業概要

　翻訳の演習を通して英語と日本語それぞれの語彙や表現の特徴を知り、２言語への理解を深め、運用力
を高める。また、じっくりと翻訳した文献の内容について、よく味わい理解を深める。

到達目標

　英語の文献や資料を日本語に翻訳し、訳した文献の内容について理解を深める。細部にまでこだわり、
丁寧に訳すことを心がけ、英語・日本語それぞれの特徴と魅力に触れる。

専攻科　国際文化専攻科目　シラバス

国際文化交流学科

演習

２年次

前　期

397031

授業形態

翻訳演習 年次配当

池谷 千恵

資格選択区分

所    属

単 位 数 ２単位　　　選択

 

若干名

 

評価方法

授業計画

授業態度５０％、提出物・レポート５０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　テキスト以外

　じっくりこだわって翻訳し、作品自体を楽しむとともに、言語センスに磨きをかけましょう。

英字新聞（該当週の国際情勢に関する記事など）を毎週翻訳する。

文学作品（受講者と相談して決定する）を選び、翻訳する。

授業１～１５回で何種かの翻訳を行い、翻訳ノートを完成させる。

上記の内容について発表、ディスカッションを行い、授業をすすめていく。

 

 

 

まとめ

 

 

 

 

 



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

する。 　この成果は発表会において発表し、論文また

　前期の最終回に中間発表を行う。 は作品として仕上げ提出する。

　授業は前期後期とも週２回で行う。

　前期は担当教員の指導の下、専門分野の内容に 　後期は、各自が選んだ研究テーマについて

ついての基礎力を養成し、研究方法を深めつつ 担当教員の指導により研究を進め、その成果を

ゼミ形式の演習の中から各自の研究テーマを選定 論文または作品としてまとめ上げる。

受入可能人数 －

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

担当教員の指示 担当教員が適宜に配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　本科より一段上の研究を行ってください。皆さんの意欲に期待します。

発表３０％、提出物７０％

授業概要

本科より高度な研究を行い論文・作品にまとめ上げる。

特別研究Ⅱ

専任教員

資格選択区分

到達目標

　専攻科経営情報の専攻科目の中でより深く専門的に研究したい分野を選び、担当する教員の指導を受け
て、研究を行い、その成果を発表する。

 科目等履修生ほか受入　　　

単 位 数 ４単位　　　必修　

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

専攻科　経営情報専攻　シラバス

生活学科情報・経営専攻

演習　

１年次

通　年

授業形態

396020

所    属



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

変革の企業経営

まとめ、レポート課題について

財務戦略

経営倫理

イノベーションとベンチャー

コーポレート・ガバナンス

ＩＴ革新とネットワーク組織

生産の戦略

マーケティング戦略

人的資源戦略

受入可能人数 －

経営戦略の策定

経営組織の姿

　テキスト以外

指定しない。参考文献を紹介する。 印刷物、ビデオ等

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　ビジネス誌や新聞の経済記事を読み、企業経営について関心をもつことを希望する。

レポート７０％、提出物３０％

授業概要

企業の目的と業績評価

年次配当

開講時期

変貌する現代のビジネス

現代の社会制度と企業経営

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

　企業価値を高めるための企業の経営活動について理解を深める。現代の企業経営の実際の活動につい
て、雑誌や新聞の記事、ネット検索などを通して調べてみることができるようになる。

経営学特論

野津 和功

資格選択区分

到達目標

　現代の企業経営の活動がどのような形で行われているか、多角的に検討する。とりわけ企業価値を高め
るために企業の経営活動はどのようなシステムと流れのなかで遂行されているのか。現代の企業経営の実
際の活動を事例に取り上げながら研究する。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業形態

単 位 数 ２単位　　　必修

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義

１年次

前　期

396001



可

1

2 線形計画法①　基本的な線形計画

3 線形計画法②　シンプレックス法Ⅰ

4 線形計画法③　シンプレックス法Ⅱ

5 線形計画法④　双対法と双対理論

6 割り当て問題①　最小化とハンガリー法

7 割り当て問題②　最大化とハンガリー法

8 ＰＥＲＴ①　最早および最遅結合点時刻と作業時間

9 ＰＥＲＴ②　作業余裕とクリティカルパス

10 ＣＰＭ　リスケジューリングにおける短縮速度と費用の関係

11 スケジューリング①　フローショップスケジューリング

12 スケジューリング②　ジョブショップスケジューリング

13 分枝限定法とフローショップスケジューリング問題

14 分枝限定法と段取替えを考慮したスケジューリング問題

15

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義

１年次

前　期

396002

単 位 数 ２単位　　　選択

授業概要

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　基本的な数学的思考能力を必要とするため、受講前に１次関数、２次関数、行列、ＰＥＲＴ、順列、組
合せ等について復習しておくと良い。

提出物１００％　（授業計画の範囲の中から複数の手法に関するレポートを課す）

評価方法

　ＯＲに基本的な問題の状況（利益最大やコスト最小、プロジェクトのスケジューリング等）とそれに対
する意思決定手法の適用方法を理解している。

オペレーションズ・リサーチ

三沢 英貴

資格選択区分

教材

到達目標

　産業や社会の様々な局面で意思決定をしなければならない。そのようなときに合理的に意思決定をする
手法の集大成がオペレーションズリサーチ（ＯＲ：Ｏｐｅｒａｔｉｏｎｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ）である。
主に線形計画法、割り当て問題、ＰＥＲＴ、スケジューリング、分枝限定法について学習する。

まとめ

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 ２　名

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業計画

オペレーションズリサーチの歴史

必要に応じて資料を配布。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

年次配当

開講時期
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専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義　

１年次

前　期　　　

396008

　ＩＴパスポート試験合格程度の力量を身につける。

経営情報特論

藤本 晴久

資格選択区分

到達目標

　情報化社会における情報と経営管理、その関係性について理解を深める。具体的には、ＩＴを活用した
経営組織論、経営戦略論、ネットワーク論などを総合して学習し、経営情報論の基礎知識を習得する。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 ―

授業形態

単 位 数 ２単位　　　必修　

適宜、配布する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　修得した情報技術を経営の場でうまく活用できるように頑張りましょう！

レポート５０％、小テスト１０％、授業態度２０％、提出物２０％

授業概要

情報社会の到来と企業経営

経営資源としての情報

組織と情報システム

年次配当

開講時期

イントロダクション　授業の進め方

経営情報論の基礎

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

未定

経営情報論の基礎理論（経営組織論、経営戦略論）

経営情報システムの変遷

情報通信技術の進化

経営情報システムの管理

情報通信技術とビジネス・プロセス革新

ネットビジネス

情報通信技術と組織

これからの情報化社会

まとめ①

まとめ②



可
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評価方法

インターネット

ＩＣＴ社会の落とし穴

最新のコンピュータ科学の研究、小テスト＃３/３

授業概要

　コンピュータの基礎的な理論を理解し、コンピュータが社会に及ぼす影響を考えることができる。

ＯＳ（２）

ブール代数（１）

ブール代数（２）

プログラム（１）

プログラム（２）

ＣＰＵ（１）

ＣＰＵ（２）、小テスト＃２/３

ＯＳ（１）

坂村健『痛快！コンピュータ学』集英社文庫

到達目標

小テスト１００％

　コンピューターの仕組みを基礎的な理論から説明し、コンピュータの成り立ちやその発達が現代社会に
与えるている影響などを考えていく。

396009

単 位 数 ２単位　　　必修

情報理論（２）

コンピュータの歴史、小テスト＃１/３

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 ２　名

コンピュータ科学とは

情報理論（１）

授業計画

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　現実のコンピュータが、様々な基礎的な理論の組み合わせで出来ていることを学習していくので、両方
の視点で理解するようにしよう。

年次配当

開講時期

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義

１年次

前　期

コンピュータ科学基礎

野津 伸治

資格選択区分

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態
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　コンピュータのハードウェアと基本ソフトウェア、システム構成技術について理解を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

単 位 数 ２単位　　　選択

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

396012

主要なコンピュータ・アーキテクチャ

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

年次配当

開講時期

ＣＰＵアーキテクチャの基本

命令実行制御と割込み

受入可能人数 若干名

プリントなど

授業概要

提出物８０％、授業態度２０％

　コンピュータの基本的な仕組みについて、詳しく理解できる

コンピュータシステム

山崎 直子

資格選択区分

到達目標

入出力アーキテクチャ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　当たり前のように使っているコンピュータの基本的な仕組みについて、もっと知っていきましょう。

コンピュータの種類とアーキテクチャ

基本ソフトウェアとＯＳ

カーネルおよびタスク制御

主記憶管理

プログラム制御と入出力制御

ジョブ管理とセキュリティ制御

集中処理システム・分散処理システム

クライアントサーバーシステム

ネットワーク技術

高信頼性システム構成

メモリアーキテクチャ
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専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

システム開発特論

野津 伸治

資格選択区分授業形態

396013

単 位 数

年次配当

開講時期

システム開発の手順

システム分析と要求定義

所    属

教材

受入可能人数 －

評価方法

到達目標

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

授業で資料を配布

授業概要

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　学内の稼働中のシステムのうち、ユーザとして利用可能なものの基本部分の開発のシミュレーションを
してみよう。

小テスト１００％

コード設計

２単位　　　選択

システム機能設計

　システム開発の基礎的な理論を理解し、小規模なシステム開発で学習した手法を利用することができ
る。

　システムの開発に関する基本的な手法の理解に加え、セキュリティー、リスク管理などについて、学習
を深めていく。

 科目等履修生ほか受入　　　

ソフトウェアコンポートネント設計

入出力設計

物理データ設計

部品化と再利用

授業計画

データモデル設計、小テスト＃１/３

プログラム分割技法、小テスト＃２/３

モジュール分割基準

セキュリティマネジメント

リスク管理

セキュリティ対策

まとめ、小テスト＃３/３



不可
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8 23

9 24
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受入可能人数 －

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

　４名の教員によりそれぞれが提示するテーマ

の研究活動を行う。

　基本的にゼミ形式で行う。

　テキスト以外

担当教員の指示による 担当教員が適宜配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

個別指導による専門的な知識や技法を身につけてほしい。

提出物２５％×４

授業概要

　専門的な研究活動の知識と方法を取得する。

特別研究Ⅰ

専任教員

資格選択区分

到達目標

　経営情報専攻の専門科目の中で特別研究に選択した以外の分野についてより深く専門的に、担当教員の
指導の上で研究を行う。

 科目等履修生ほか受入　　　

単 位 数 ２単位　　　必修　

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

演習　

１年次

前　期

授業形態

396019

所    属



可

1 野津　和功

2 野津　和功

3 野津　和功

4 野津　和功

5 鳥取県の経済構造（１）　鳥取県の経済特性 千葉　雄二

6 水上　啓吾

7 吉弘　憲介

8 千葉・水上

9 草刈　いづみ

10 新名　阿津子

11 倉持・吉弘

12 倉持　裕彌

13 新名　阿津子

14 古川　義秀

15 野津　和功

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態 資格選択区分

年次配当

開講時期

396003

単 位 数

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

使用しない

受入可能人数

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　私たちが生活している地域の経済問題に目を向け、関心を持ち、元気で住み良い地域を作るための経済
と産業のあり方を考えよう。各分野の専門家である特別講師の講義によって多角的にとらえるとともに、
それぞれの分析手法についても学んでほしい。

レポート８０％、提出物２０％

授業の紹介、地域経済特論の課題

戦後日本の地域経済の動向（１）

授業計画（現時点のものであり、講師・内容等の変更はありうる）

地域経済特論

野津 和功　他

教材

鳥取県の経済構造（２）　グローバル化と鳥取県

鳥取県の経済構造（３）　鳥取県の財政

２単位　　　選択

戦後日本の地域経済の動向（２）

適宜、印刷物等の資料配付を行う。参考文献はそ
のつど紹介する。

授業概要

　山陰地方、特に鳥取県の地域経済の実情について理解するとともに、地域経済の分析手法についても理
解する。そして、若者の視点から地域経済活性化の課題や方向について考えることができるようになる。

到達目標

　山陰（特に鳥取県）における経済・産業構造の地域的特性、現況と課題などについて取り上げ、地方都
市と農山漁村の抱える経済的な諸問題を検討する。なお本授業は、財）とっとり地域連携・総合研究セン
ターとの連携による特別講義が中心となっている。

 科目等履修生ほか受入　　　

山陰における地域経済の諸問題

５　名

鳥取県の産業構造（１）　鳥取県の産業特性　製造業・建設業等

鳥取県の産業構造（２）　サービス産業　福祉・医療・介護

鳥取県の産業構造（３）　鳥取県における企業誘致

鳥取県の産業と生活（１）　鳥取県の商業と市街地活性化　

鳥取県の産業と生活（２）　鳥取県とジオパーク

鳥取県の産業構造（４）　コンテンツ産業と地域活性化

鳥取県の産業と生活（３）　鳥取県の中山間地域

まとめ　レポート作成について



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

株式会社の機関

株式会社の資金・計算

企業の結合・再建

企業活動の現状と法

主な業種と法

企業取引の決済制度

手形と小切手１

手形と小切手２

決済制度の新しい流れ

まとめ

企業の主体と組織

企業形態

株式会社の設立と株式

年次配当

開講時期

企業法総論　　企業と現代社会

企業法総論　　企業法の意義と特色

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

会社法のテキスト 判例コピー・レジメ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　実業界には様々な事件が起こるが、これらに対処する法学的基礎を身につけることで企業の破滅さえ防
ぐことができる。企業の法律遵守のためにも法知識が必要な時代である。

小テスト５０％、発表２０％、提出物３０％

授業概要

　商法の適用のための基本的考え方を身につけること。

ビジネス実務法規

岩井 和由

資格選択区分

到達目標

　企業をめぐる法律の中でもっとも大切な私法系科目とりわけ商法の基礎知識の充実をめざす。会社法・
手形法の基礎を身につける。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義　

１年次

後　期

396006



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義

１年次

後　期開講時期

所    属

科 目 名

授業形態

396007

年次配当

担 当 者

情報倫理

山崎 直子

資格選択区分

到達目標

　デジタル化・ネットワーク化に伴う道徳的諸問題についてとその対応策である法律について、実際の事
例をもとに理解を深める。

単 位 数 ２単位　　　選択

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　デジタル化が進み、インターネットの普及する今日、情報に関して起こる道徳的諸問題と法整備につい
て理解を深め、情報に携わる人間として備えておくべき道徳的概念を身につけている。

受入可能人数 若干名

プリントなど

授業概要

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

レポート４５％、提出物４５％、授業態度１０％

ネットワークにおける法的責任

ネットワークにかかわる係争事例（１）

ネットワークにかかわる係争事例（２）

情報化促進政策

サイバー犯罪とは

情報に関する法律の現状

デジタル化とは

インターネットの普及

授業計画

情報化と知的財産権

情報化における法的責任の例（１）

情報化における法的責任の例（２）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　便利なデジタル・ネットワーク社会において、見落としがちな道徳的諸問題について一緒に考えていき
ましょう。

プロバイダ責任制限法

個人情報保護とプライバシー

個人情報保護法と係争事例

まとめ



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義　

１年次

後　期

396017

知的財産法

岩井 和由

資格選択区分

到達目標

　知的財産は近時その重要性が増してきている。知的財産にはどのようなものがあるかを学び、さらに著
作権を中心にその概念や利用方法、集中管理などを解説し、その登録の実際まで踏み込んで学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　知的財産にも各種あり、その概念を学ぶとともに、その中でも著作権を中心に理解を深める。著作権に
ついての専門知識を有するものはまだ少なく、社会に出たとき大いに役立とう。

レポート５０％、提出物５０％

授業概要

　著作権制度を中心に、知的財産権の重要性を理解し、著作権登録の実務を行えるようになる。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

アクセス知的財産法 判例等適宜配布

工業所有権の権利取得

工業所有権の侵害

不正競争防止法

年次配当

開講時期

知的財産権とはどのような権利か

工業所有権の内容

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

授業計画

著作権とは何か

著作権の利用

マルチメデイアと著作権

著作隣接権

著作権の集中管理

国際条約と著作権保護制度

著作権法改正と最近の動き

著作権登録の実務

著作権登録の実務　　ソフトウェア

まとめ



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

システム監査

野津 伸治

資格選択区分授業形態

396010

単 位 数

年次配当

開講時期

運用・評価の概要

システム運用形態

所    属

教材

受入可能人数 －

評価方法

到達目標

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

授業で資料を配布

授業概要

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　学内で稼働しているシステムのうち、ユーザとして利用可能なものを学んだ知識と技法で点検と評価し
てみよう。

小テスト１００％

情報システム部門と運用管理

２単位　　　選択

運用設計と運用管理の業務

　情報システムの監査の基礎的な理論を理解して、学んだ技法で実際小規模なシステムの点検ができる。

　情報システムの効率、信頼性、安全性を確保するために、一定の基準に基づいて情報システムを総合的
に点検・評価する方法について学習する。

 科目等履修生ほか受入　　　

システム評価の概要

システム評価の手法

保守の概要

システムの保守の形態

授業計画

運用管理技術、小テスト＃１/３

監査の概要、小テスト＃２/３

稼働率の計算方法

稼働率の改善方法

処理能力の計算方法

安全性の評価方法

まとめ、小テスト＃３/３



不可

1

2

3

4 MySQLによるデータベース設計①

5 MySQLによるデータベース設計②

6 MySQLによるデータベース設計③

7 MySQLによるデータベース設計④

8 Excelを用いた疑似ＤＢ実装（テーマ選定、ＤＢの目的と仕様決定）

9 テーブル（テーブル/クエリ）のデザイン作成　①

10

11

12

13

14

15

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義

１年次

後　期開講時期担 当 者

 科目等履修生ほか受入　　　 －

授業形態

　MySQLを利用して、データベース設計（テーブル数５以上）及び種々の抽出操作ができる。
　Excelによる疑似データベースの技術を習得し、各人のテーマに対するデータベースを作成することが
できる。

資格選択区分

所    属

授業概要

到達目標

　データベース言語であるMySQLでのデータベース設計を通じて、データベースの理解、設計、作成を行
う。また、Excelを用いた疑似データベース作成の技術についても学習する。

396011

単 位 数 ２単位　　　選択

データベース技術

三沢 英貴

科 目 名

MySQL演習②

年次配当

授業計画

教材

評価方法

リレーショナルデータベースとSQL

MySQL演習①

　様々なデータベースに関する理解を深めよう。特にExcelによる疑似データベースの考え方は社会で非
常に役立つテクニックです。きちんと習得して下さい。

提出物１００％（課題Ⅰ…授業計画１～７の内容３０％、課題Ⅱ…授業計画８～１５の内容７０％）

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

学生に対するメッセージ（準備学習等）

必要に応じて配布。

受入可能人数

テーブル（テーブル/クエリ）のデザイン作成　②

具体的データ入力

テンプレート（ＤＢにおけるフォーム/レポート）のデザイン作成

ＤＢ関数を用いた関連付けおよび詳細部分設定の作成

実装システムのプレゼンテーション

リストの役割とその設定



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 企業の社会的責任（ＣＳＲ）

11

12 環境対策の評価

13 持続可能な社会とは何か

14

15

専攻科　経営情報専攻科目　シラバス

生活学科　情報・経営専攻

講義　

１年次

後　期

396018

環境経済学

藤本 晴久

資格選択区分

到達目標

　環境問題は２１世紀に人類が直面する最大の課題であるが、環境経済学はその問題を経済学的視点から
明らかにする学問である。授業では、特に企業活動と環境問題に焦点をあてる。

 科目等履修生ほか受入　　　

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　地球環境問題の解決が一筋縄でいかないように、環境経済学も忍耐強く学ぶことが必要である。また特
に企業活動と環境問題の関わりは注意深く考察する必要がある。地球環境問題の対処法をともに考えよ
う！

レポート６０％、小テスト２０％、授業態度１０％、提出物１０％

授業概要

　現代の環境問題とは何か、その原因は何か、その対処法などを理解することである。環境社会検定試験
に合格できる水準の力を身につける。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

未定 適宜、配布する

環境と経済の関係

環境経済学の基礎

環境政策と環境経済学

年次配当

開講時期

イントロダクション　授業の進め方

環境経済学とは何か

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

単 位 数 ２単位　　　選択

授業計画

まとめと小テスト

まとめと小テスト

地球温暖化問題

ごみ問題とリサイクル

消費者と環境問題

企業と環境問題

環境の価値評価



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30前期提出課題の作成 まとめ

設計課題④：プレゼンテーションボードの作成 設計課題⑦：実施設計図の作成

前期提出課題の作成 最終提出課題の作成

設計課題④：基本スケッチ　 どんな併用住宅にするか 設計課題⑦：実施設計図の作成

設計課題④：基本スケッチ　 平面計画と空間構想 設計課題⑦：実施設計図の作成

設計課題③：基本スケッチ　 平面計画と空間構想 設計課題⑦：実施設計図の作成

設計課題③：プレゼンテーションボードの作成 設計課題⑦：実施設計図の作成

設計課題②：プレゼンテーションボードの作成 設計課題⑥：実施設計図の作成

設計課題③：基本スケッチ　 どんな併用住宅にするか 設計課題⑥：実施設計図の作成

設計課題②：基本スケッチ　 どんな専用住宅にするか 設計課題⑥：実施設計図の作成

設計課題②：基本スケッチ　 平面計画と空間構想 設計課題⑥：実施設計図の作成

設計課題①：基本スケッチ　 平面計画と空間構想 設計課題⑤：プレゼンテーションボードの作成

設計課題①：プレゼンテーションボードの作成 設計課題⑥：実施設計図の作成

授業計画

設計計画の概要、構想の組み立て方 設計課題⑤：基本スケッチ　 どんな併用住宅にするか

設計課題①：基本スケッチ　 どんな専用住宅にするか 設計課題⑤：基本スケッチ　 平面計画と空間構想

評価方法

提出物７０％、授業態度３０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　二級建築士設計課題を行うにあたり、本科で学習した必要な基礎的な知識は、しっかり復習しておくこ
とが必要である。さらに図面作成のためのＣＡＤの復習も行っておくこと。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

特になし 課題プリント

授業概要

　本科で学習した設計力を更に高めるために、設計課題例として２級建築士設計課題を用いる等、実践力
の向上に努める。

到達目標

　本科で学習した設計力を更に高めるために、過去の二級建築士設計課題を用いて、基本設計及びＣＡＤ
図面作成を行うことができる。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 演習

単 位 数 ２単位　　　選択

担 当 者 尾﨑 せい子 開講時期 通　年

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

391006

科 目 名 設計総合演習 年次配当 １年次



不可 受入可能人数 －

教材

評価方法

担当教員により、研究テーマに関連する資料・参
考文献、現地見学・調査の助言が行われる。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

修了研究

専任教員

提出物７０％、授業態度３０％

授業概要

　受動的でなく、能動的に自ら選んだ課題に長期間にわたって計画的に取り組み、まとめる能力を養うこ
とができる。

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

到達目標

　自分で課題を設定して自主的に学び、研究する姿勢を養うことをねらいとしている。各自が研究分野に
関係する教員の指導と助言をうけながら、テーマを決めて研究を進めてゆき、その成果を論文や作品とし
てまとめ、発表する。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

演習

１年次

通　年

授業形態

391015

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

資格選択区分

単 位 数 ６単位　　　必修

所    属

前田夏樹･･････市及び県の美術展覧会への入選・受賞レベルの作品制作。地域交流

　　　　　　　の一環としての作品作り（和紙の照明）とそれを使ったウインドウ

　　　　　　　ディスプレイ。

田上重雄･･････「産業支援としてのデザインの変遷と人材」をテーマとして県内

　　　　　　　産業デザインに係る調査研究。

授業計画

担当教員　　　　　テーマ　（　例　）

　従前までに学んだことを基に、自分の能力を興味のある分野に伸ばすように積極的に取り組み、まとめ
として様々な機会を捉えて発表を行う。

中村光彦･･････住生活の変化が住宅の形態におよぼす影響の例。現代庶民住宅の発

　　　　　　　展の新しい歴史。木造建築細部の研究。

　　　　　　　地域の素材や技術を活かしたデザイン研究。

河村壮一郎････色彩の心理的効果について実験・調査を通して理解を深める。

浅井秀子･･････「街並み、歴史的環境を保全する。｣というテーマで、地方小都市

　　　　　　　におけるまちづくりを伝統的建造物群保存地区において、実測調査

　　　　　　　し分析する。



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　建築計画における伝統、歴史性、地域性、文化性等についての理解を深め、以上に係わる二級建築士学
科試験問題が解ける程度。

建築計画特論

中村 光彦

資格選択区分

到達目標

　日本の伝統的建築、住居形式について更に勉学を進め、その系譜や山陰地方での特色を考える。また、
都市や田園における、集合としての建築、住居の在り方を検討し、将来の地域の資産としての特性や問題
点、また景観形成の一要素としての役割を明らかにする。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

391018

単 位 数 ２単位　　　選択

地域性と建築（１）

地域性と建築（２）

年次配当

開講時期

環境と建築（１）

環境と建築（２）

授業計画

近年の工業化、大資本参入による変化

文化遺産としての建築（１）

文化遺産としての建築（２）

リノベーションと建築（１）

受入可能人数 －

現代日本の建築の多様性、地域と立地による変化

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　建築は単に生活の容器でなく、文化遺産であり、今後の文化創造の大きな道具であることを一緒に確認
したい。

試験７０％、授業態度３０％

個別研究のまとめ（１）

個別研究のまとめ（２）

リノベーションと建築（２）

景観要素としての建築

生活様式の変化と住居

持続可能な文明と建築



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

具体事例（在来工法、プレハブ、共同住宅）の分析

具体事例（在来工法、プレハブ、共同住宅）の分析

新しい状況の予測と長期耐久性住宅

まとめ

建て替え理由の分析

長寿化の物理的対策

長寿化の社会的対策

維持管理の主体、関連業種

伝統住宅の持続性を支えて来たもの

具体事例（在来工法、プレハブ、共同住宅）の分析

受入可能人数 －

授業形態

391019

単 位 数 ２単位　　　選択

ＬＣＣ計画

ＬＣＣ計画

各部材の本来の寿命と組み合わせ寿命

年次配当

開講時期

建築の建設から廃棄までの費用の分析

建築の建設から廃棄までの費用の分析

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

配布資料　見学・調査

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　日本の建築が国際的に見て非常に短寿命であることが問題になっている。建築は大きな耐久消費財では
なく、生活伝統を伝える重要な社会的資産である。考え方の転換と適切な維持管理により、建築寿命の何
倍もの増大が可能であり、それが経済的のみならず、今日の環境問題等にも資することになる。

試験７０％、授業態度３０％

授業概要

　建築計画におけるライフサイクルコスト等について、良質な社会資本の形成、建築経済等に係わる観点
等についての理解を深め、以上に係わる二級建築士学科試験問題が解ける程度。

建築管理学

中村 光彦

資格選択区分

到達目標

　優良な社会的資産形成の見地から、ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）等について考え、建設から廃棄ま
での維持管理に関する社会的仕組みなどについて検討し、優良な社会的資産としての長期耐久性住宅等、
住宅ストックの在り方等を考える。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義

１年次

前　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

391003

科 目 名 集合住居と社会福祉施設論 年次配当 １年次

担 当 者 尾﨑 せい子 開講時期 前　期　

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 講義　

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

　今後の高齢社会における集合住宅や社会福祉施設のあり方について、海外の先進事例も学びながら、今
後の生活システムを究明する。

到達目標

　過去の日本における集合住宅の変遷を理解するとともに、「同潤会アパート」について理解することが
できる。そして身近な福祉施設の現状を調べることができる。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

特になし 日本における集合住宅計画の変遷
高田光雄(放送大学)

評価方法

レポート４０％、提出物３０％、授業態度３０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　日本の集合住宅の代表例である「同潤会アパート」についての基礎的知識をもつことや、一度は身近な
福祉施設の見学等を行っておくようにする。

授業計画

授業内容の概説

日本の集合住宅の変遷

集合住宅団地の誕生－同潤会アパート

集合住宅の普及と定型化

高層アパート誕生と特徴

ニュータウン計画の変遷

日本の現代集合住宅　　

住まい手参加型の集合住宅計画

日本の社会福祉施設（１）

日本の社会福祉施設（２）

日本の社会福祉施設（３）

日本の社会福祉施設（４）

海外の社会福祉施設（１）

海外の社会福祉施設（２）

まとめ



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　教科書よりも一歩奥に踏み込んだ図面を描くことで、建築を理解することができる。

建築ＣＡＤ演習

尾﨑 せい子

資格選択区分

到達目標

　建築社会での、実際の製図をＣＡＤ入力する。

 科目等履修生ほか受入　　　

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

初めての建築ＣＡＤ 作成した分を適宜配布する

391007

単 位 数 ２単位　　　選択

木造住宅を描く③：仕上表を描く

木造住宅を描く④：矩計図①を描く

年次配当

開講時期

木造住宅を描く①：平面図を描く

木造住宅を描く②：立面図を描く

授業計画

木造住宅を描く⑥：階段詳細図①を描く

木造住宅を描く⑦：階段詳細図②を描く

木造住宅を描く⑧：平面詳細図①を描く

木造住宅を描く⑨：平面詳細図②を描く

受入可能人数 －

木造住宅を描く⑤：矩計図②を描く

学生に対するメッセージ(準備学習等)

　ＣＡＤⅠ・Ⅱで学んだ基本事項を実践する。
　実施図面をトレースすることによって、建築社会を学ぶ。

試験３０％、提出物５０％、授業態度２０％

木造住宅を描く⑭：基礎伏図等①を描く

木造住宅を描く⑮：基礎伏図等②を描く

木造住宅を描く⑩：展開図を描く

木造住宅を描く⑪：建具平面図を描く

木造住宅を描く⑫：建具表①を描く

木造住宅を描く⑬：建具表②を描く



可

1 中村光彦

2 中村光彦

3 中村光彦

4 尾﨑せい子

5 尾﨑せい子

6 尾﨑せい子

7 前田夏樹

8 前田夏樹

9 前田夏樹

10 田上重雄

11 田上重雄

12 田上重雄

13 河村壮一郎

14 河村壮一郎

15 河村壮一郎

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

391016

科 目 名 デザイン特論 １年次

担 当 者

年次配当

所    属

専任教員 開講時期 前　期

講義　授業形態

単 位 数 ２単位　　　必修　

生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分

プロダクトデザイン

建築デザイン

建築デザイン

プリント／映像と画像
「世界デザイン史」阿部公正監修／美術出版社

到達目標

・国内外の建築、インテリアデザイン及びグラフィック、プロダクト、美術・工芸の現状を把握すると
ともに、国県内の活動現場を知ることにより、自分の進路の参考とする。
・デザイン活動を継続するうえで、今日的なデザインの意義や概念を研究し提案できる。

　パワーポイントおよび画像とＤＶＤ映像による講義の概要を授業時に提出する。県内の関連施設、関
連企業、作家、地域など学外見学を多く予定し、日々、深くかかわっているデザインのある生活を見つ
めて考えよう。そしてデザインの専門的な知識と技術を深めるとともに、デザイン感覚を高め、修了研
究など制作活動に効果的に活用してほしい。

　テキスト以外

受入可能人数 若干名

授業概要

　本科のデザイン概論を起点として、私たちの生活が何一つデザインにかかわらないものは無いことを
認識し、デザイン研究への理解を深める。さらにデザインがこれまで関わってきた住居・デザインの領
域で関わってくるであろう今日的なデザインの意義、領域を広げ、問題解決手法としてのデザインの概
念を理解する。

 科目等履修生ほか受入　　　

ビジュアルデザイン

プロダクトデザイン

ビジュアルデザイン

教材

　教科書(テキスト)

建築デザイン

心理学とデザイン

プロダクトデザイン

学生に対するメッセージ（準備学習等）

評価方法

試験５０％、小テスト１０％、提出物２０％、授業態度２０％

心理学とデザイン

建築デザイン

ビジュアルデザイン

授業計画

心理学とデザイン

建築デザイン

建築デザイン



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ビルダーソフトによるＷｅｂサイト作成①

アクセシビリティとユーザービリティ

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　サイト構築図が作成でき、計画に基づいて構築運用できる。
　ユーザービリティに配慮したデザインができる。
　法令順守の意識を持ち、生産的な情報処理デザインができる。

ＷＥＢデザイン

福田 洋二

資格選択区分

到達目標

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

オリジナルテキスト（２０ページ） 補足資料（２５ページ程度）

391022

単 位 数 ２単位　　　選択

ネチケット

年次配当

開講時期

インターネットとホームページの仕組み

ブラウザ操作とセキュリティ設定、及び保守操作

授業計画

　Ｗｅｂサイトの作成に際して必要な、インターネットの仕組み、サイト構築・作成方法、運用方法、並
びに関連法規を学ぶ。

　　　〃　　　　　　　　　　　　　　③

ＨＴＭＬとスタイルシートについて

タグによる作成①

受入可能人数 若干名

　　　〃　　　　　　　　　　　　　　②

学生に対するメッセージ

　Ｗｅｂサイトは利用者の感動（発見・有益性）を持って目的を達します。現代ＮＥＴ社会における情報
デザインを一緒に探究・学習しましょう。

試験５０％、実技２０％、提出物２０％、授業態度１０％

 科目等履修生ほか受入　　　

Ｗｅｂページと著作権

インタラクティブなＷｅｂ技術（素材組込み）

　　　〃　　　②

　　　〃　　　③

Ｗｅｂサイトの転送

　　　〃　　　更新



可

1

2

3

4 企画演習（アイデア発想と表現手法）

5

6

7 特別講師 

8

9

10

11

12

13

14

15

企画案を基にしたデザイン・試作演習

企画案を基にしたデザイン・試作演習

企画案を基にしたデザイン・試作演習

企画案を基にしたデザイン・試作演習

企画案を基にしたデザイン・試作演習

実習のまとめ、プレゼンテーション、評価

授業計画

オリエンテーション・授業の概要とテキスト及び準備用具について

商品開発におけるデザインの世界

商品企画とマーケティング

アイデアの抽出と企画案の展開

アイデアの抽出と企画案の設定

・商品開発プロセスはある意味でマーケティング作業の典型が集約されたパターンであることを理解する。
・基本的な商品開発プロセスに沿って各場面で必要とされる項目を学び、知識・技術などを身につける。
・具体的な商品開発課題を設定し、デザイン手法を活かして企画案を作成し提案発表を行う。

市場ニーズを想定した独自の開発テーマ設定

企画演習（アイデア発想と設計手法）

企画演習（アイデア発想と材料及び加工法）

「売れる商品デザインの法則」（日本能率協会マネジメント
センター）
「プロダクトデザイン」逸見健次郎／美術出版

参考書：「工芸デザイン技法事典」鳳山社
商品開発手法修得に参考となる画像や映像。その他、製図用
具、マーカー、色鉛筆、モデリング用具など。

評価方法

実技５０％、提出物４０％、授業態度１０％
基本的に試験はなく、実技課題の内容及び提出物の内容／授業態度が評価の対象となる。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　商品開発に必要な周辺知識や、技術を学びながら自発的に開発テーマを設定し、独創的なデザインの実
験と研究を進めながら多種多様な商品開発手法を体験してください。また学外での具体的な商品開発やデ
ザインコンペにもチャレンジしてください。

受入可能人数 １０名

授業概要

　さまざまな企業活動の中で最もドラマティックであり、第三者にとっても関心が高いのは新商品を開発する作業で
はないだろうか。日常生活の生活用具や生活空間の分析を基にプロダクトデザイン・クラフトデザインを中心にし
て、ものづくりを目指した商品企画関連知識、技術を学ぶ。またこの授業内容を充実させるために、産業界や生活者
のシーズ、ニーズを知るためにも必要に応じて企業見学など学外授業も行う。

到達目標

担 当 者 田上 重雄 開講時期 前　期

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択　

 科目等履修生ほか受入　　　

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 演習

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

391023

科 目 名 商品開発演習 年次配当 １年次



不可
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雑誌制作

雑誌制作

印刷

相互評価

内容検討、ページ構成

取材・資料収集

取材・資料収集

取材・資料収集

雑誌制作

雑誌制作

受入可能人数 －

授業形態

391025

単 位 数 ２単位　　　選択

キャラクターデザイン

キャラクターデザイン

雑誌について

年次配当

開講時期

オリエンテーション

キャラクターデザイン

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　世の中にはたくさんの雑誌が出回っていますが、自分が本当に読んでみたいと感じるものはどれだけあ
るでしょうか？もし面白い雑誌がないのなら自分で作ってみましょう。

実技２０％、授業態度２０％、発表１０％、提出物５０％

授業概要

・雑誌制作に関わる取材や資料収集、編集、紙面制作、印刷といった一連の過程を実際に制作しながら体
験し、その方法を身につける。
・雑誌のテーマを自分の関心事項にし、取材や資料収集を行うことで、自分自身や他の学生の趣味・嗜好
についての理解を深める。

コンピュータグラフィックス特論Ⅰ

前田 夏樹

資格選択区分

到達目標

　本科で学んだコンピュータに関する知識と技術をベースに、作品制作を中心に行う。ここでは雑誌の作
成を行うことにより、制作過程や取材方法などを実践的に学習することができる。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

演習

１年次

前　期　　　



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　〃

　　〃

　　〃

事後研修(相互報告とまとめ)

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

授業計画

事前研修(実習の研修内容と心構え)

各企業での研修ならびにその記録とレポート作成

　　〃

評価方法

提出物８０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　実社会での生の体験により、机上の学習で充分把握できなかった知識がより鮮明に理解できます。同時
に就労に対する意欲付けや進路を決める際の参考ともなります。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

資料配布

授業概要

　学外の建築設計事務所・建築関連の施工会社の設計部、デザイン会社・印刷会社のデザイン部等で実務
に参加させていただき、建築がどのように設計され、施工されていくかその仕組みを知ったり、デザイン
会社等の仕事の様子を知る。将来専門職を希望する者にとっては貴重な体験である。

到達目標

　本科での学外実務経験を活かし、より長期間の社会における実務体験を通して、教室や書物等で学んだ
知識を確認し、改めて専門職についての理解を深めることができる。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 実習

単 位 数 ２単位　　　必修

担 当 者 専任教員 開講時期 前　期

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

391029

科 目 名 学外専門実務実習 年次配当 １年次



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義

１年次

後　期

授業概要

　建築計画を考えて行く上での法的規制、その基本的考え方等についての理解を深め、以上に係わる二級
建築士学科試験問題が解ける程度。

建築法規特論

中村 光彦

資格選択区分

到達目標

　法に言う「特殊建築物」でない一般住宅に関係する都市計画法、建築基準法などの法規の内容、適用範
囲、施行慣行を検討し、法制度の意味と問題点を考える。将来の環境整備のための重要な道具としての法
制度の在り方を探る。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

建築法規集　　配布資料　　調査

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　法律は、建築や都市に関するものでも、ただ専門家に関係するのではなく、一般社会にとっても大切な
ものであるべきです。このような視点から法規の勉強をし直します。

試験７０％、授業態度３０％

法の体系

建築基準法の基本理念

建築基準法の基本構成

年次配当

開講時期

学ぶ意味

社会的規範としての法と倫理

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

391020

単 位 数 ２単位　　　選択

仕様書的規定について（１）

仕様書的規定について（２）

性能書的規定について（１）

性能書的規定について（２）

誘導基準について

建築協定について

建築士法の社会的意味と問題点

都市計画法と建築基準法との関わり

景観法の意味と問題点

まとめ



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

鉄筋コンクリート構造について講義と演習

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

鉄骨構造について講義と演習

授業計画

木構造について講義と演習

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

必要に応じて、ビデオ教材、パワーポイント等を
用いる。

評価方法

試験３０％、レポート２０％、演習５０％　により総合評価する。

学生に対するメッセージ

　本科の構造力学Ⅰ、構造力学Ⅱ、構造デザインを選択している事が望ましい。

授業概要

　建築（住居）の構造デザインに必要な架構の力学的な知識を、プリント教材等を用いて易しく説明し、
時間をかけて演習を行います。

到達目標

　１・２級建築士の構造の受験勉強ができる程度の構造デザインに関する基礎力を身につける。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 若干名

担 当 者 川端 康洋 開講時期 後　期　

所    属 非常勤講師

資格選択区分授業形態 演習

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

391021

科 目 名 構造デザイン演習 年次配当 １年次



不可

1 中村光彦

2 中村光彦

3 中村光彦

4 尾﨑せい子

5 尾﨑せい子

6 尾﨑せい子

7 前田夏樹

8 前田夏樹

9 前田夏樹

10 田上重雄

11 田上重雄

12 田上重雄

13 河村壮一郎

14 河村壮一郎

15 河村壮一郎

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義

１年次

後　期

授業概要

　住生活環境について、従前まで学んだことを基に様々な角度から改めて考え、認識を深めることができ
る。

環境と生活

専任教員

資格選択区分

到達目標

　住生活環境の快適性、安全性、利便性を追求する方法やその結果について考察する。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　専門分野の知見と関連づけて、私たちの生活環境について理解を深めたい。

提出物６０％、授業態度４０％

　〃　　　　３

インテリアと環境　１

　〃　　　　　　　２

年次配当

開講時期

住居と環境　１

　〃　　　　２

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

391008

単 位 数 ２単位　　　必修

　〃　　　　　　　３

グラフィックデザインと環境　１

　〃　　　　　　　　　　　　２

　〃　　　　　　　　　　　　３

工業デザインと環境　１

　　〃　　　　　　　２

　　〃　　　　　　　３

心理的生活環境　１

　　〃　　　　　２

　　〃　　　　　３



不可

1

2

3

4

5

6 理解をすすめる方法　情報検索

7 理解をすすめる方法　調査法

8 調査の実践　調査テーマの決定

9 調査の実践　調査方法の決定

10

11

12

13

14

15

調査の実践　調査の実施

調査の実践　調査結果の集計

調査の実践　調査のまとめ

調査の実践　調査結果の分析

テーマについての総合的検討

討議・総括

食に関わる人間行動

住に関わる人間行動

デザインに関わる人間行動

年次配当

開講時期

生活心理学　導入

衣に関わる人間行動

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

単 位 数 ２単位　　　必修

授業計画

到達目標

　衣食住など生活に関わる人間行動について心理学的に学習します。また、受講者の興味のある専門分野
について調査やアンケートなどの方法に基づいた分析をしていきます。

 科目等履修生ほか受入　　　

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　この授業では学習者の主体的な取り組みを期待しています。生活に関する特定のテーマについて深く理
解することを学びます。

レポート８０％、授業態度２０％

授業概要

　私たちの身近な生活活動を心理学の観点から理解を深めます。また、心理学的な調査を行う手順を学習
し、特定のテーマについてまとめます。

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科　住居・デザイン専攻

講義

１年次

後　期

391009

生活心理学特論

河村 壮一郎

資格選択区分



不可

1

2

3

4

5 絵コンテ作成

6 素材収集、制作

7 素材収集、制作

8 素材収集、制作

9 撮影

10 撮影

11 撮影

12 編集

13 編集

14 編集

15 編集

授業計画

オリエンテーション

ストーリー構成

絵コンテ作成

絵コンテ作成

評価方法

実技３０％、提出物５０％、授業態度２０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　テーマや表現方法を決めるのは自分自身です。自分の個性を作品で表現してください。

授業概要

　これまで学んだ様々な表現方法をベースに、本科ではあまり触れなかった動画を使った学習を行う。動
画編集ではストーリーを考え、それに基づいた取材や素材の作成などを行う。

到達目標

・絵コンテ制作から、素材制作、撮影、編集まで動画制作の過程を経験する
・動画制作を行うことで時間や空間といったより多面的な視野を身につける。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

担 当 者 前田 夏樹 開講時期 後　期

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 演習

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

391024

科 目 名 グラフィックデザイン特別演習 年次配当 １年次



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

インテリアコーディネーションの基本（イメージとライフスタイル）

小テスト２０％、授業態度２０％、提出物５０％、発表１０％

到達目標

　　　　　　　　〃　　　　③　（インテリアカラーブックより）

学生に対するメッセージ(準備学習等)

　美しいコーディネートの提案を目指すためには日常生活において素敵な家具や色に囲まれ、いい空間に
いることを感じ、心豊かに過ごすことも大切です。又さまざまな空間を体験したり、映画、小説、専門誌
などからヒントを得たり、又インテリアのトレンドも常にリサーチしておくことも必要です。

家具とデザイン（歴史、デザイン、機能性等）

　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　②

照明計画（種類、デザイン、機能性等）

受入可能人数 若干名

参考書　暮らしとインテリア１、２
インテリア産業協会発行

授業概要

　部屋別コーディネートの企画からプレゼンテーションまで実践的な手順も含めたトータルな学習。住む
人のコンセプトを「かたち」としてパース（スケッチ）図面等で具体化し、サンプル等も含めたプレゼン
テーションでその「意味」を人に伝えるテクニックを習得する。

単 位 数 ２単位　　　選択

インテリアを構成するもの（環境　機能　構造　材料　設備等）

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

やさしいインテリアコーディネート　宮後浩著
学芸出版　他資料配布

インテリア色彩論（色彩の基本を活用し、空間のカラー演習）

　美しい居心地のいい室内空間を創り出すためのコーディネート手法の習得を目指します。住む人のライ
フスタイルを考慮したデザイン提案をするため、室内を構成するインテリア商品や仕上げ材等に関する知
識と快適性、機能性、利便性などにも配慮したバランス感覚あるインテリア計画とプレゼンテーションを
学習します。

 科目等履修生ほか受入　　　

年次配当

開講時期

所    属

授業形態

インテリアコーディネート

宮川 淳子

資格選択区分

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

391011

　　　　　カラースキーム　①

　　　　　　　　〃　　　　②

部屋別コーディネート　公室ゾーン（リビング、ダイニング）

　　　　〃　　　　　　私室ゾーン（寝室、子供室　書斎）

リフォーム計画（増改築から水まわり、バリアフリーまで）

総合プレゼンテーション最終自由課題　　①

スペースプランニング（人間工学と部屋別レイアウト）

ウィンドウトリートメント（窓装飾スタイル、ファブリックの選択）

インテリアアクセサリー（インテリア小物の選択とアレンジ）



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

１年次

後　期

授業概要

　与えられた課題に的確に応えることのできるデザインを考え、制作することができる。

コンピュータグラフィックス特論Ⅱ

石田 英一

資格選択区分

到達目標

　Illustrator＆Photoshopなどを用いて、実際の現場に近いデザイン制作を行う。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書（テキスト） 　テキスト以外

未定

学生に対するメッセージ(準備学習等)

　ソフトの使い方にとどまらず、“デザインする”とはどういうことなのかデザインにはどんな力が秘
められているのか、制作を通じて考えてみましょう。

実技４０％、提出物４０％、授業態度２０％

企業活動の中のデザイン２

企業活動の中のデザイン３

ロゴマーク制作１

年次配当

開講時期

オリエンテーション

企業活動の中のデザイン１

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

391026

単 位 数 ２単位　　　選択

ロゴマーク制作２

ロゴマーク制作３

公募課題の制作１

公募課題の制作２

公募課題の制作３

公募課題の制作４

公募課題の制作５

公募課題の制作６

ポートフォリオ制作１

ポートフォリオ制作２



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義　

１年次

後　期

授業概要

　日本の美術が西洋の美術をどのように受け入れ、吸収し、表現された作品がどう変遷していったかを美
術史的に考察することができる。

西洋の芸術

前田 明範

資格選択区分

到達目標

　日本の美術と西洋の美術を対比しながら影響関係をたどる。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

西洋美術史（美術出版社） レジメを配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　西洋美術だけを見るのではなく、自分たちが暮らす日本の美術をとおして捉え直し、接点を考察しなが
ら交流の歴史をたどります。近代では交流の過程を作品鑑賞も取り入れ具体的な体験からも学びます。

レポート７０％、授業態度３０％

近世から近代へ　平賀源内、亜欧堂田善、秋田蘭画、高橋由一

ヨーロッパにおけるジャポニスム

明治前期　　油彩画技術の導入、日本画における西洋的視点の応用

年次配当

開講時期

日本美術と西洋美術の差異

近世における受容　南蛮屏風から円山応挙の写生体

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 １０名

授業形態

391030

単 位 数 ２単位　　　選択

明治後期　　フランスをはじめとするヨーロッパへの留学

大正から昭和前期　　モダニズムの移入

大原美術館の果たした役割

大原美術館での現地研修

　〃

　〃

　〃

前田寛治の場合

昭和後期から現代　表現の多様性と同時多発性

まとめ　　レポート作成に向けて



不可

1 田上重雄

2 田上重雄

3 田上重雄

4 田上重雄

5 田上重雄

6 田上重雄

7 田上重雄

8 大谷治

9 大谷治

10 大谷治

11 大谷治

12 田上重雄

13 田上重雄

14 田上重雄

15 田上重雄

ガラス工芸技術演習　　（ステンドグラス作品制作）

木工技術演習　　　　　（木製器のデザインと制作）

木工技術演習　　　　　（木製器のデザインと制作）

金属工芸演習　　　　　（金属材料による作品制作）

金属工芸演習　　　　　（金属材料による作品制作）

金属工芸演習　　　　　（金属材料による作品制作）

金属工芸演習　　　　　（金属材料による作品制作）

ガラス工芸技術演習　　（ステンドグラス作品制作）

391027

単 位 数 ２単位　　　選択

ガラス工芸技術演習　　（ステンドグラス作品制作）

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「工芸デザイン技法事典」杉山明博他／鳳山社 教材：スライド、工芸品見本、材料工具：ステンドグラ
ス、粘土、石膏、木材、金属及び関連工具、製図用具

学生に対するメッセージ（準備学習等）

ガラス工芸技術演習　　（ステンドグラス作品制作）

年次配当

開講時期

オリエンテーション（授業計画、工具、工芸材料に関する解説など）

工芸技術概論（工芸全般の素材・技術・デザインについて）

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

工芸技術演習

田上 重雄・大谷　治

資格選択区分

到達目標

　身の回りの工芸品やクラフト商品など歴史の中で培われてきた工芸の技術、創造力、美の科学を知り、
工芸に関わる知識と基礎的な素材別工芸技術を体験する。また学外に出かけ県内工芸家とのふれあいや、
国内外の工芸品に触れる機会を作り、工芸が人間生活の中で育まれた物づくりの文化であることを体感す
る。そのために学内で工芸の知識と基本的な技術を実習する。さらに県内工芸家と連携した体験実習を行
う。

－

授業形態

土と石膏技術演習　　　（石膏型の成型技法と陶芸）

土と石膏技術演習　　　（石膏型の成型技法と陶芸）

　工芸は人間生活の衣食住の文化の中で育まれた機能美と芸術美、科学と神話の結晶であり物を作ること
は人類百万年の歴史であるといっても過言ではない。自分の身の周りのすぐれた工芸品をとおして、その
作り手の技術や感性に触れながら工芸に関わる知識と素材別工芸技術を体験し、具体的な物づくりの楽し
さを味わってください。

実技５０％、小テスト１０％、授業態度２０％、提出物２０％

・工芸技術の基本である芸術と素材加工技術の知識を理解し、基本的な技術を体験する。
・県内工芸家の下でガラス工芸に関する知識と技術を学び実習の中で作品を制作する。
・工芸技術に関する知識・技術・歴史について学ぶとともに、県内工芸・文化の再認識する。

土と石膏技術演習　　　（石膏型の成型技法と陶芸）

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

生活学科住居・デザイン専攻・非常勤講師

演習　

１年次

後　期

授業概要

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数



不可

1 田上重雄

2 田上重雄

3 特別講師 谷岡明和

4 特別講師 谷岡明和

5 特別講師 谷岡明和

6 特別講師 木村伸一

7 特別講師 木村伸一

8 特別講師 木村伸一

9 田上重雄

10 田上重雄

11 田上重雄

12 特別講師 鈴木孔明

13 特別講師 鈴木孔明

14 特別講師 鈴木孔明

15 田上重雄

金属材料と加工法について

工業材料としてのエコマテリアル

オリエンテーション（授業計画と概要説明、教材）

材料の歴史と技術の歴史（工業材料全般の概要及び加工法）

木質材料と加工法について

高分子材料と加工法について

高分子材料と加工法について

高分子材料と加工法について

セラミックス材料と加工法について

セラミックス材料と加工法について

セラミックス材料と加工法について

金属材料と加工法について

金属材料と加工法について

・工業製品に使われる素材の科学的特性を知るとともに、材料の加工法から製造する製品によってさまざまに考案さ
　れた成形法などの知識を身につける。
・特に工業材料として代表的な木質、高分子、セラミックス、金属の材料の科学的特性や、その製造法、加工法に関
　する知識を深める。

木質材料と加工法について

木質材料と加工法について

特にありません 教材：プリント、ＤＶＤ、参考書など
その他：材料見本や加工見本など

評価方法

レポート３０％、小テスト２０％、授業態度２０％、提出物３０％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　この授業では木質、高分子、セラミックス、金属の材料について科学的特性やその製造法、加工法など
について学びます。授業は学内に止まらず、企業見学や試験研究機関での材料加工や実験など直接材料に
触れたり、加工状況を見たりする機会があります。工業材料並びに加工法などの知識を深めて現代生活を
見直してください。

授業計画

受入可能人数 －

授業概要

　有機材料、無機材料そして自然素材まで多種多様の材料があるが、工業製品への素材要求は強度、重量、成形性、
質感や科学的特性や美しさなど、製造する製品によってさまざまである。この材料は使用される用途によって材料別
に加工法も異なるため加工法や製造技術の知識を身につける必要がある。そのため授業は学内に止まらず、企業見学
や試験研究機関での材料加工実験など直接材料に触れたり加工状況を見たりして理解を深める。

到達目標

担 当 者 田上 重雄 開講時期 後　期

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　

所    属 生活学科　住居・デザイン専攻

資格選択区分授業形態 演習　

専攻科　住居・デザイン専攻科目　シラバス

391028

科 目 名 工業材料加工法 年次配当 １年次



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 　　　　　　今後の課題や学んでおいたほうがよいことなどを整理する

14

15

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

実習

１年次

前　期（夏季休業集中）

年次配当

開講時期

　３週間の病院等における学外実習を通して、栄養アセスメントや栄養ケアプランあるいは、栄養教育が
実際の臨床の場でどのように行われているか、また栄養管理・給食管理業務はどのように遂行されている
のかを知る。

栄養指導特別実習

野津 あきこ

資格選択区分

到達目標

　福祉施設、病院、事業所などで学外実習を（１又は２施設）行う。栄養士業務の体験や見聞を通して、
栄養士の役割、専門性の理解を深める。また、医療、介護保険制度やNST(栄養サポートチーム)のありか
たなどを学外実習を通して学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

糖尿病の食品交換表
食事摂取基準入門～その心を読む～同文書院

腎臓病の食品交換表

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　実習先の下調べをし、施設の特徴を良く理解したうえで、専門的な学習等の事前準備を行い、研究テー
マを持って積極的に実習に取り組んでください。また実習中は、挨拶・身なり・行動には十分に注意し、
毎日の忙しい業務の中で指導していただく栄養士、調理員さんなどに感謝し、一日一日を大切に、貴重な
体験をしてきてください。自分の進路を考える上でもよいチャンスになります。

実習施設の評価８０％、レポート２０％

授業概要

６月中　　　実習先の決定

４月～７月　事前指導

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　　　　　　実習終了後　実習ノートの提出

受入可能人数 －

授業形態

395004

単 位 数 ４単位　　　必修

　　　　　　実習の心得、専門知識の習得

　　　　　　食事摂取基準、糖尿病の食事療法、腎臓病の食事療法

　　　　　　栄養アセスメント、栄養ケアプラン等

　　　　　　実習反省会　実習内容の振り返り

７月下旬　　実習先への訪問

実習前に細菌検査を行う（３週間の実習のため、２回提出する）

８月～９月　実習先の栄養士の指導のもとに実習を行う。

実習方法、実習内容、日程は実習先の担当者に従う。

１０月　　　事後指導



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

演習

１年次

通　年

395015

年次配当

開講時期

特別研究

専任教員

資格選択区分

科 目 名

担 当 者

　学生の個人ごとの研究テーマに沿って、研究の計画から、実験、実習、調査等の方法およびその研究成
果を論文としてまとめるまでの指導を行う。

 科目等履修生ほか受入　　　

単 位 数 ６単位　　　必修

授業概要

野津あきこ：
　児童・生徒等を対象に、栄養教育に係わる分野の研究を行う。
 
松島文子：
　食品中の栄養成分とくにミネラル・微量元素について、調理および加工・貯蔵による影響を検討す
る。

逢坂秀樹：
　体脂肪、筋肉量、基礎代謝、BMIなど、体重体組成を測定し、数値による身体の変化について調査、研
究する。

亀崎幸子：
　短大生の食生活状況について調査研究を進め問題点を明らかにする。

横山弥枝：
　給食施設における栄養状況・身体状況・生活状況に関する調査・研究を行う。

細見亮太：
　食品成分の保存中や加工・調理時における変化と成分の分析を行う。

所    属

受入可能人数 －

授業形態

到達目標

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　研究テーマの設定、文献収集、あるいは、実験、実習、調査等の方法や研究の展開を学び、最終的に
は、プレゼンテーションを行ったのち、論文としてまとめることができる。

授業計画

教材

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　テーマ設定を短期間で決めようと思っても、なかなか難しいものです。したがって、常に栄養に関する
情報収集に努め、何が問題となっているのか、どんなことに興味が持てるかなど、日常的に問題意識を持
つように努めましょう。

提出物８０％、授業態度２０％



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ミネラル、電解質、機能性非栄養成分、水と疾患

栄養と遺伝子

生活習慣病と栄養

健康食品と機能性食品

脂質の代謝と疾患

タンパク質の栄養

タンパク質の代謝と疾患

ビタミンの栄養

ビタミンと疾患

ミネラル、電解質、機能性非栄養成分、水の作用

受入可能人数 －

授業形態

395002

単 位 数 ２単位　　　必修　

糖質の栄養

糖質の代謝と疾患

脂質の栄養

年次配当

開講時期

健康と栄養

食物摂取と体内調節

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

『基礎栄養学』木戸康博、中坊幸弘編　講談社 プリント

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　これまでに学んだ栄養学を基礎に、癌、生活習慣病を含めた各種疾患と食生活との関連性、健康食品と
機能性食品の健康保持・増進における役割を生命科学の立場から考えてみましょう。自主的に学ぶ態度を
大切に。

試験７０％、レポート３０％

授業概要

　健康の保持・増進、疾病の予防・治療における総合的な栄養の役割を人間の固体レベルで理解すること
を目標とする。

栄養学特論

浅中 美幸

資格選択区分

到達目標

①生命現象、生活活動と栄養摂取との関連を理解する。
②栄養素代謝の生体内における役割を理解する。
③生体内における栄養の役割を遺伝子レベルで理解する。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義　

１年次

前　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

老人食の実際、老人福祉サービス

管理栄養士国家試験受験対策

管理栄養士国家試験受験対策

管理栄養士国家試験受験対策

動物性食品の調理性　起泡性の応用調理　

動物性食品の調理性　起泡性の応用調理　　　

成分抽出素材　ゼラチン・寒天・カラギーナンの調理　

成分抽出素材　添加物の影響

調理操作論　　

調理とおいしさの要因　

受入可能人数 －

授業形態

395005

単 位 数 ２単位　　　必修　

植物性食品の調理性　グルテン形成

植物性食品の調理性　シューの調理と加熱条件

動物性食品の調理性　卵白の起泡性と泡の安定度

年次配当

開講時期

オリエンテーション

植物性食品の調理性　小麦粉の特性とドウの性状

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

授業内容に関連する参考図書・学術論文等の文献
を使用する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　数々の文献を参考にしながらレポートにまとめる能力を養い、また管理栄養士国家試験（調理学、食品
加工学分野）の出題傾向と対策についても学びます。

定期試験５０％、提出物４０％、授業態度１０％

授業概要

　本科で習得した調理理論と技術をもとに、調理操作によって起こる食品素材の複雑な諸現象や調理それ
自体について、より専門的に学び、考究する力を身につける。

調理学特論

松島 文子

資格選択区分

到達目標

　調理学に関する領域の中から、学生自身が選択した複数のテーマについて専門図書や学術論文などを調
べ、さらに応用実践的内容の実験・実習を取り入れながら、より専門的に考究する。また得られた成果を
レポートにまとめ発表することにより総合的な理解を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

１年次

前　期



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

障害者の労働権

障害児者の家族支援①

　　　　　〃　　　②

栄養士としての障害のある人とのかかわり

　　　〃　　　③　発達障害・精神障害

　　　〃　　　④　発達障害

障害児者の学習権①　学校教育

　　　　〃　　　②　生涯学習権保障

　　　　〃　　　③　移行支援とトランジションサービス

障害児者の生存権

受入可能人数 ５名

授業形態

395010

単 位 数 ２単位　　　選択

障害者観の変化

障害の基本理解①　知的障害

　　　〃　　　②　身体障害

年次配当

開講時期

オリエンテーション

「障害」とは何か

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

全国専攻科研究会編『もっと勉強したい！』クリ
エイツかもがわ、2008年

適宜資料を配布する。

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　統合保育・教育が進むなか、障害のある人と関わる機会があったと思います。本科目では、その機会の
有無に関わりなく、「障害とは何か？」「障害者って特別な存在なのか？」ということを、障害のある人
の「生存権」「学習権」保障の学習を通して考えていきます。障害に関わるテレビ・ニュース・新聞記
事・エッセイなど、身近な情報資源等に日頃から目を通すようにしてください。

レポート90％、授業態度10％

授業概要

　管理栄養士を目指す学生にとっては、「障害」と「食」「栄養」との関連性を理解する上での、基礎的
教養を培うことが出来る。

障害者教育論

國本 真吾

資格選択区分

到達目標

　本科目では、「障害」や「発達」を科学的に理解することにより、障害のある人を含めた人間や社会全
体に共通する視点を、障害児教育の研究・実践の成果をもとに扱う。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義

１年次

前　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 佛坂和子

11

12

13

14

15

16

年金制度　　

障害者福祉、障害者自立支援制度

個人情報保護、成年後見制度、苦情処理、第三者評価

栄養士・管理栄養士と福祉、地域福祉

筆記試験

社会福祉の法制と領域

社会保障制度

少子高齢化社会、老人福祉の理念と制度　　　　

介護保険制度

在宅サービス　施設サービス　地域密着型サービス　　　　　　　

医療制度、老人保健制度、後期高齢者医療制度

受入可能人数 －

授業形態

395011

単 位 数 ２単位　　　選択　

社会福祉の歴史と現状　　    1)海外における福祉の展開　

　　　　〃　　　　　　　　　2)日本における福祉の展開

社会福祉基礎構造改革

年次配当

開講時期

授業方針、講義の概要説明　　現代社会と時代の特徴、くらしと社会福祉

福祉とは　1) 定義　2)理念　3)目的　4）制度　

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

介護福祉士養成講座演習委員会編「社会の制度と
理解」中央法規　2009年1月

日々の新聞に掲載される福祉問題

学生に対するメッセージ

　福祉を大きな視野から見て欲しい。福祉を柔軟な頭で考えて欲しい。福祉を熱い心で感じて欲しい。
福祉を自分の問題としてとらえて欲しい。そしてなにより日々の生活の中で実践して欲しい。

試験７０％、授業課題２０％、授業態度１０％

授業概要

　福祉改革が進行中である。福祉の基本(不易なこと)と大きな流れ(変化・流行)、各国の状況(広い視野)
から福祉が理解でき、学生自らがこれからの福祉のあり方、地域福祉のあり方を考える力をつける。

社会福祉特論

山田 修平

資格選択区分

授業目標

　学科で社会福祉を学んできたことを前提に、再度社会福祉の定義、目的、制度、歴史を述べると共に、
各国の制度、現状について講義する。その後、現在のわが国の社会福祉の法律・制度とその改正を具体的
な福祉問題と関連して述べる。また特に山陰地方にとって大きな課題である高齢化を例に、介護のあり方
について言及する

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

学長

講義　

１年次

前　期　　　



不可

1 医学とは～人体の構造：骨・筋肉 (１章１～２章２)

2 人体の構造～呼吸器 (２章２)

3 人体の構造：消化器～内分泌 (２章２)

4 人体の構造：感覚器～現代社会と疾病：老人性疾患 (２章２～３章１)

5 現代社会と疾病：生活習慣病 (３章２)

6 現代社会と疾病：がん(腫瘍) (３章３)

7 現代社会と疾病：骨・筋肉・神経疾患～消化器疾患 (３章４～３章５)

8 現代社会と疾病：感染症～腎・泌尿器・甲状腺 (３章６～３章８)

9 現代社会と疾病：難病～障害者医療 (３章９～３章１０)

10 リハビリテーション医療 (４章)

11 在宅医療の現状・医事法制 (５章，８章)

12 医療システム・保健医療対策（人口） (６章～７章１)

13 保健医療対策：地域保健対策の動向 (７章２)

14 救急医療（ＢＬＳ他） (５章３)

15 ＢＬＳ（実習）

－

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

医学一般　福祉士養成講座編集委員会編集
（中央法規出版）

スライド、プリント

教材

評価方法

395013

単 位 数 ２単位　　　選択

年次配当

開講時期

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等

　これからの少子・高齢化社会においては予防医学を中心にした医学的知識が社会を支えるためにことの
ほか必要とされる時代になりつつあります。医学的知識は複雑・膨大でしかも急速に発展しており、限ら
れた時間内でそれらの内容をよく理解することは大変です。授業の前に教科書で予習をし、授業もよく聞
いてください。
　最終の授業は救急救命士指導のもとに救急医療に必要な蘇生術（ＢＬＳ）の実習を行います。

試験８０％、授業態度・実技（ＢＬＳ）２０％

授業概要

・介護技術の根拠となる人体の構造や機能について理解できるようになる。
・日常よく遭遇する疾病と医療システムについて理解できるようになる。

医学概論

山本 敏雄

資格選択区分

到達目標

　福祉・栄養学を専攻するものにとって最低限必要な医学的知識とそれを取り巻く医療システム等の現状
を授業計画に沿って教科書とスライドを使い授業を進める。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

高齢者との関わり方（事例を含む）④

高齢者との関わり方（機関連携）⑤

高齢者の生活と心理③

高齢者との関わり方（事例を含む）①

高齢者との関わり方（事例を含む）②

高齢者との関わり方（事例を含む）③

教材

評価方法

老年期とその発達課題③

人間の成長と発達①

人間の成長と発達②

老年期とその発達課題②

高齢者の生活と心理①

高齢者の生活と心理②

受入可能人数 －

老年期とその発達課題①

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　人間は成長発達していくなかで、身体的にも精神的にもさまざまに変化していく存在です。その奥深さ
を感じながら、年齢を重ねていくとはどういうことか、考えてみましょう。

レポート・提出物９０％、授業態度１０％

人間の成長と発達③

人間の成長と発達④

395014

資格選択区分

老人・障害者の心理

授業計画

授業概要

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

長谷川和夫ら編著「発達と老化の理解」建帛社 適宜プリント配布

　「高齢者」の方の心理発達について理解すること、また事例などを通してどのように関わることが望ま
しいのかについて考えていくことができる。

到達目標

　人間は誕生しその一生を終えるまで発達していく存在である。この発達の過程において、身体的・心理
的・社会的変化がみられる。こうした変化を見すえながら、高齢者の心理的な特徴について学ぶ。また、
高齢者との関わり方について実技を通して学ぶ。

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

前　期

科 目 名

 科目等履修生ほか受入　　　

灘本 百美

年次配当

開講時期

単 位 数 ２単位　　　選択

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

395001

　食品学及び生化学分野について本科で学習した知識の再確認を行うとともにさらに専門性を求
め、管理栄養士国家試験対策を行う。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

食品学特論 年次配当

開講時期

授業概要

　本科目受講学生は栄養士資格を有することから、食品学、栄養学、生化学などの基礎知識を持つ
ことを前提にさらに専門的知識を習得する。
　食品の生体内機能を生化学の知識と関連付けて総合的に考えられるようになる。

資格選択区分

到達目標

細見　亮太

授業形態

授業計画

教材

評価方法

単 位 数 ２単位　　　必修　

プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　受講者数が少ない場合、各自の要望に応じて不得意な領域を中心とした授業を行いますので
気軽に担当者に相談してください。

定期試験５０％、提出物３０％、授業態度２０％

食品の嗜好・有害物質Ⅱ

食品成分間相互作用Ⅰ

食品成分Ⅲ　(タンパク質)

食品成分Ⅳ　(ビタミン及びミネラル)

食品の嗜好・有害物質Ⅰ

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

食品成分Ⅰ　(炭水化物)

食品成分Ⅱ　(脂質)

管理栄養士国家試験対策(食品学、生化学)Ⅱ

管理栄養士国家試験対策(食品学、生化学)Ⅲ

管理栄養士国家試験対策(食品学、生化学)Ⅳ

管理栄養士国家試験対策(食品学、生化学)Ⅰ

食品成分間相互作用Ⅱ

微生物利用食品

現在の食品事情(主に機能性食品)Ⅰ

現在の食品事情(主に機能性食品)Ⅱ



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

臨床指導栄養Ⅳ心疾患・高血圧・動脈硬化症

臨床指導栄養Ⅴ腎疾患

集団給食における栄養指導

在宅栄養指導

年代別栄養指導

妊婦・授乳婦の栄養指導

臨床指導栄養Ⅰ代謝性疾患

　〃

臨床指導栄養Ⅱ肝臓・胆嚢・膵臓疾患

臨床指導栄養Ⅲ胃・腸疾患

受入可能人数 －

授業形態

395003

単 位 数 ２単位　　　必修

食事摂取基準と食品構成

栄養アセスメント

栄養指導と運動指導・休養指導

年次配当

開講時期

栄養指導・教育の意義

栄養指導の方法と技術

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

プリント配布

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　栄養指導は、病気や食事療法に関する知識などをベースに、はじめて実践できるものです。今まで学ん
できた栄養士になるための専門の理論や実習等を関連づけながら学んでいきましょう。

レポート８０％、授業態度２０％

授業概要

　栄養指導・教育の理論を学び、特に臨床分野における栄養指導について理解する。各疾患の栄養アセス
メントや食事療法についての理解も深め、栄養教育のポイントについて学ぶ。また、ライフステージ別、
個人・集団に対する栄養指導・教育の知識や技能も養う。

栄養指導特論

野津 あきこ

資格選択区分

到達目標

　栄養指導・教育の目的や方法を理解し、ライフステージ別、施設別、疾病別の集団、個人に対する指導
法をより深く学ぶ。栄養指導は個人の身体状況、環境、経済状況などの諸条件を考慮した上での対応が必
要であることも学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義

１年次

後　期



不可

1

2

3

4 特定給食施設の種類と特徴(福祉施設）

5 特定給食施設の種類と特徴(福祉施設）

6 栄養管理(市販弁当の栄養分析とまとめ）

7 栄養管理(市販弁当の栄養分析とまとめ）

8 栄養管理(市販弁当の栄養分析とまとめ）

9 栄養管理(市販弁当の栄養分析とまとめ）

10 食品衛生管理(食器等への残留試験とまとめ）

11 食品衛生管理(食器等への残留試験とまとめ）

12 食品衛生管理(食器等への残留試験とまとめ）

13 管理栄養士国家試験対策

14 管理栄養士国家試験対策

15 管理栄養士国家試験対策

 科目等履修生ほか受入　　　

特定給食施設の種類と特徴(病院）

特定給食施設の種類と特徴(学校給食）

－

評価方法

　教科書(テキスト)

　栄養管理や衛生管理面など種々の調査を実施することにより喫食者の反応（残食、嗜好）や給食運営
の現状を知り、給食内容の評価、反省、改善の資料とし、よりよい給食のあり方を理解する。

受入可能人数

特定給食施設の種類と特徴(病院）

　テキスト以外

授業計画

教材

学生に対するメッセージ（準備学習等）

レポート１００％

授業概要

科 目 名

担 当 者

所    属

開講時期亀崎 幸子

授業形態

給食管理特論 年次配当

395006

資格選択区分

到達目標

　病院、学校給食など特定給食施設の現状と問題点について理解する。併せて各施設で実施可能な衛生
検査の方法についても学ぶ。

単 位 数 ２単位　　　必修　

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

講義　

１年次

後　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

395008

科 目 名 微生物学 年次配当 １年次

担 当 者 細見　亮太 開講時期 後　期

所    属 生活学科　食物栄養専攻

資格選択区分授業形態 講義

単 位 数 ２単位　　　選択

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

授業概要

　微生物の分類、生理、生態と微生物と人間との関わりについてプリントなどを使って基礎から分
かりやすく学習する。①微生物の分類　②微生物の特徴　③微生物の発酵とその応用　④微生物の
腐敗の防除　⑤微生物の遺伝子操作

到達目標

　微生物の分類、生理、生態と微生物と人の生活との関わりについて、また微生物と他の生物との
違いについて知識を身につけることを目標とする。

教材

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

食品微生物学　高見伸治４名共著　建帛社 プリント配布

評価方法

試験１００％

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　目に見えない小さな微生物を利用することで、みそ、しょう油、ビール、ワイン、日本酒、パン
などができ、微生物を利用することで人間の生活が豊かになっている反面、微生物が病気や食品の
変質・腐敗の主な原因になっている。生活環境にはヒトにとって良い微生物と悪い微生物がいるこ
とを理解する。

授業計画

微生物とは　生物学的位置づけ

微生物学の歴史

微生物の分類

藻類と原生動物

真菌類１　鞭毛菌類と接合菌類

真菌類２　子のう菌類

真菌類３　担子菌と不完全菌類

酵母

細菌

ウィルス

微生物の生育と環境

微生物の利用１

微生物の利用２

食品の腐敗と微生物

微生物の遺伝子操作



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

演習

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　「健康の維持・管理には、運動が不可欠である。」という考えを基に、運動生理学、運動学、調節機
序、環境、栄養、休養などについての知識を深め、実生活において実践できる能力を養う。

健康スポーツ科学

逢坂 秀樹

資格選択区分

到達目標

　運動の果たす、生理学的意義について理解を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

なし 健康科学概論、プリント配布

395009

単 位 数 １単位　　　選択

健康と栄養・休養

健康と運動・体力

年次配当

開講時期

健康と運動の基本的概念

健康な生活と環境

授業計画

運動適応のメカニズムⅠ

　　　〃　　　　　　Ⅱ

　　　〃　　　　　　Ⅲ

　　　〃　　　　　　Ⅳ

受入可能人数 若干名

運動が身体機能に与える影響

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　健康と運動、運動生理学に共通する内容も多数あるので、しっかり理解しておくこと。

試験７０％、提出物２０％、授業態度１０％

　〃　　Ⅱ

女性に適した運動処方

筋収縮と運動Ⅰ

　　　〃　　Ⅱ

運動の調節機序

運動処方Ⅰ



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　食物栄養専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

後　期

公衆衛生学特論

細井 亨

資格選択区分

到達目標

  １年次の疫学と公衆衛生活動、２年次の生活環境と健康を基礎とし、疾病予防、食品衛生、環境衛生、
母子保健、精神保健等の社会生活と関連のある、より深い公衆衛生学を学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

授業概要

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

－

ネオエスカ感染症・アレルギーと生体防御
倉田毅編著　同文書院

栄養・健康科学ｼﾘｰｽﾞ　社会・環境と健康（改訂第３
版）田中平三編集　南江堂 管理栄養士国家試験の要点

　栄養士、管理栄養士に必要な感染症予防、生活衛生科学、社会衛生科学を修得する。

授業計画

教材

評価方法

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　受講者に管理栄養士受験者が多い場合は国家試験の内容を多くする。

試験１００％

授業形態

395012

単 位 数 ２単位　　　選択

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

　　〃

その他の疾病（生活習慣病・成人病予防）

生体防御機構と食物アレルギー

環境衛生・保健衛生行政について

　　〃

　　〃

　　〃

ウイルス感染症

　　〃

細菌感染症

　　〃

　　〃

食中毒

真菌感染症

寄生虫病



不可

1 オリエンテーション(進め方・展開方法) 16

2 17

3 18 　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　②

4 19 　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　③

5 コミュニケーションの基礎的理解① 20 　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　④

6 21 　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　⑤

7 22 　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　⑥

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

　　〃　　　　　　　　　　　　⑤

　　〃　　　　　　　　　　　　　③

　　〃　　　　　　　　　　　　⑤

　　〃　　　　　　　　　　－記録①

　　〃　　　　　　　　　　　　　②

　　〃　　　　　　　　　　　　②

チームのコミュニケーション－チームケア①

　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　②

　　〃　　　　　　　　　　－会議・まとめ

　　〃　　　　　　　　　　　　　③

　　〃　　　　　　　　　　　　⑥

　　〃　　　　　　　　　　－報告・相談①

　　〃　　　　　　　　　　－報告・相談②

　　〃　　　　　　　　　　　　④

　　〃　　　　　　　　　　　　　②

コミュニケーションの基礎的技法①

　　〃　　　　　　　　　　　　②

　　〃　　　　　　　　　　　　③

　　〃　　　　　　　　　　　　③

　　〃　　　　　　　　　　　　④

利用者の特性に応じたコミュニケーション①

適宜プリント配付・ビデオ等使用

定期試験７０％、課題・レポート２０％、発表・授業態度10％

介護福祉士資格必修

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　必修　

授業概要

担 当 者

コミュニケーション技術

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　介護は、人間関係の上に成り立つものです。そのためにもコミュニケーションは欠かすことのできない
重要な技術です。
　まずは基本となる｢聴く｣｢話す｣ことに取り組んでみましょう。

所    属

年次配当

開講時期

科 目 名

人間関係形成とコミュニケーション①

コミュニケーションの基礎的技法⑦

介護福祉士養成講座編集委員会（編）
｢コミュニケーション技術｣中央法規

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

通　年井手添 陽子

392031

　人間関係形成におけるコミュニケーションの重要性を理解し、演習等により技術の習得を図る。
　介護の必要な人に応じたコミュニケーション技術を学ぶ。

授業形態 資格選択区分

　人間関係形成のためのコミュニケーション技術の基礎を理解する。
　介護を必要とする人との援助的コミュニケーションが図れる能力が習得できる。
　介護現場で情報を共有化するための記録・報告の技術が習得できる。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数 －

到達目標



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

通年

授業形態

302034

年次配当

開講時期

日常生活支援技術Ａ

米原 あき

資格選択区分
介護福祉士資格必修

到達目標

　人の身体の構造・機能や「生活」における移動の役割など、基本的知識を深めた上で、実際のケアの留
意点や根拠を学ぶ。理論を実践につなげるために、演習を通して「移動介護」の介助方法を身につける。

 科目等履修生ほか受入　　　

科 目 名

介護福祉士養成講座編集委員会（編）
「生活支援技術Ⅱ・Ⅲ」中央法規

建帛社　「新版介護技術」・ビデオ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

授業概要

担 当 者

所    属

　日常生活支援技術の「移乗・移動」に関する基礎知識と、安全・安楽な介助方法を身につける。

体位変換②

移動介助の基本視点

　「生活」における移動の支援の演習を通して体験します。基本知識をもとに、安全・安楽な「移動介
助」の支援方法を身につけます。

定期試験８０％、実技１０％、授業態度１０％
 

単 位 数 ２単位　　　選択

　テキスト以外

安楽な体位と良肢位

人の体の構造・機能① リクライニング車椅子の機能・使い方

起き上がり・立ち上がりの介助 安楽な体位の保持

受入可能人数 －

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

移動の意義と目的 福祉用具を使っての車椅子移乗介助

視覚障がい者の人の歩行介助 事例を用いた移動介助①

車椅子介助の基本 事例を用いた移動介助②

車椅子の介助（移乗） 他の職種の役割と協働

車椅子の介助（移動） 実技検定

人の体の構造・機能② チルトリクライニング車椅子の介助①

チルトリクライニング車椅子の介助②

ボディメカニクス ストレッチャーの機能・使用法

体位変換① ストレッチャーへの移乗介助

福祉用具を使っての歩行介助② 利用者の状態・状況に応じた移乗介助の留意点

歩行介助の基本 リフトの機能・使用法

福祉用具を使っての歩行介助① リフトを使った移乗介助



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 栄養管理と他職種の役割・協働 26

12 27

13 28

14 29

15 30

食事の介護② 採尿器の介助

ポータブルトイレの介護①

おいしく食べることを支える介護 ポータブルトイレの介護②

誤嚥・窒息防止のための留意点 ポータブルトイレの介護③

食事に関する利用者のアセスメント

トイレの介護

排泄の意義・目的 高齢者によく見られる排尿・便の異常

排泄のメカニズムと機能障害 利用者の状態・状況に応じた介護の留意点

差し込み便器の介護

食事の介護① オムツの介護②

　テキスト以外

排泄介助の基本視点 他の職種の役割と協働

排泄に関する利用者のアセスメント 実技検定

感覚・運動・認知・知覚機能が低下している人の介助 オムツの介護①

食事摂取のメカニズム 自立支援に向けた排泄の介護

食生活の援助の基本視点

　「生活」における食事・排泄支援の演習を通して体験します。基本知識をもとに、その人らしい「食
事・排泄」の支援方法を考えます。

定期試験８０％、実技１０％、授業態度１０％
 

単 位 数 ２単位　　　選択

受入可能人数 －

授業概要

　日常生活支援技術の「食事・排泄」に関する基礎知識と、専門的な介助方法を身につける。

　教科書(テキスト)

授業計画

教材

評価方法

オムツの種類・介護方法

介護福祉士養成講座編集委員会（編）
「生活支援技術Ⅱ・Ⅲ」中央法規

建帛社「新版介護技術」・ビデオ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

食事の意義と目的 気持ちのよい排泄を支える介護

脱水予防の留意点

日常生活支援技術Ｂ

米原 あき

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　食事・排泄のメカニズムを知り知識を深めながら、「生活」における一人ひとりの状態に合わせた食
事・排泄の支援を学ぶ。理論を学びながら、演習を通して安全・安楽な食事・排泄介護の技術を習得す
る。

 科目等履修生ほか受入　　　

科 目 名

担 当 者

所    属

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

通年

授業形態

392035

年次配当

開講時期



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20 介護技術の確認①

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 介護技術の確認 27

13 28

14 29

15 30

井手添（1～7・13～16・19．28・29・30）米原（8～12・15～30）

総括(実習のまとめと評価)②

総括(実習のまとめと評価)③

　　〃　　　　　　　　－介護老人保健施設

介護実習Ⅰの振り返り②

　　〃　　⑤

　　〃　　⑥

総括(実習のまとめと評価)①介護実習Ⅰの振り返り①

　　〃　　　　　　　－身体障害者療護施設

実習準備－こころ構え 　　〃　　　　②

中間報告会①

　　〃　　②

　　〃　　③

　　〃　　④

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

教材

　実習の意義を踏まえ、実習先の特性・心構えを理解することができる。各実習の実習計画書を作成し、
目標をもって実習に取り組むことができる。
　実習後は十分な振り返りをし、学内での学びと統合して、介護福祉士としての基盤となるものが習得で
きる。

 科目等履修生ほか受入　　　

介護実習Ⅰの実習先の理解－訪問介護①

介護実習Ⅱの１段階の振り返り

介護過程への取り組み①

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

介護実習Ⅱの１段階実習計画・実習目標

　　〃　　　　　　　②

介護実習Ⅱの２段階実習計画・実習目標、準備

介護福祉士養成講座編集委員会（編） ｢介護総合
演習・介護実習｣「介護過程」 中央法規

介護実習日誌

実習報告書・実習日誌・課題レポート９０％、授業態度１０％

評価方法

　　〃　　　　　　　　　　　　　　②

　　〃　　　　－認知症対応型共同生活介護①

介護実習Ⅱの実習先の理解－救護施設

介護総合演習

受入可能人数

２単位　　　選択

　学内の講義等で学んだ教科を統合し、介護を実践するための援助のあり方を学び、実習をより効果的に
するための科目です。
　各実習の前には、それまでに学んだ教科を復習しておくようにしましょう。

　　〃　－実習計画・実習目標

　　〃　　　　　　　　－介護老人福祉施設

介護総合演習の構造と進め方・意義と目的

実習日誌の書き方

授業概要

－

介護福祉士資格必修

到達目標

所    属

　学内の学びと、実習の時期・内容と連動させながら行う。
　実習指導者と連携を図りながら、個別の学習状況に応じた指導を行う。

授業形態 資格選択区分

392042

単 位 数

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

通　年井手添陽子・米原あき

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者



不可

1 16

2 17 認知症の人に対する介護－基本①

3 18 　　〃　　　　　　　　　　　②

4 認知症と類似した状態① 19

5 20

6 21     〃　－様々な場における支援

7 22

8 　　〃　　　　　　　② 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28 総括（レポート発表）①

14 　　〃　　　　　　　　② 29 　　〃　　　　　　　②

15 30 　　〃　　　　　　　③

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義　

１年次

通　年

392044

授業形態 資格選択区分

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

認知症の理解

井手添 陽子

　　〃　－コミュニケーション①　　

認知症を取り巻く状況－ケアの歴史

認知症の経過

認知症とは

単 位 数

到達目標

教材

 科目等履修生ほか受入　　　

長谷川和夫編「認知症の理解」建帛社 適宜プリント配付
ビデオ等

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　認知症を取り巻く状況、医学的側面から見た認知症の基礎、認知症に伴うこころとからだの変化と日常
生活への影響の理解、個々にあった支援に関する知識や方法を学ぶ。

受入可能人数 －

　認知症に関する基礎的な知識を習得し、認知症の人の特性を理解する。その上で、認知症の人が尊厳を
持ち人生を継続していくことのできる支援の方法を習得する。

定期試験７０％、レポート３０％

介護福祉士資格必修

評価方法

　　〃　　　　　　　－現状と今後

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　認知症の人の増加が予測されています。その特性を理解し、その人らしい生活を支援するために介護福
祉士として、どうあるべきか考えましょう。
  授業の準備として、まず身近な高齢者の生活に目を向けて、自分たちとの相違有無を考えてみましょ
う。

治療と心理的アプローチ

４単位　　　選択

授業概要

　　〃　　　　　　　② 　　〃　－コミュニケーション②　　

家族への支援①

　　〃　　　②

権利擁護①

　　〃　③

認知症の診断

　　〃　②認知症の予防

認知症の人の心理

認知症の行動・心理症状①

認知症の主な原因疾患①

　　〃　　　　　　　③

　　〃　　　　　　　　③

安心して暮らせる社会へ地域における支援体制



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

資格選択区分

motiite 

　高齢化社会を迎え、生涯教育の重要性が叫ばれており生涯を心豊かに、創造性に富んだ生活を送るため
に、音楽の果たす役割は大きい。豊かな自主性に満ちた音楽体験をする事が重要であり、それによって得
た「音楽観」は生涯音楽と共に生きる力になると思う。

オリエンテーション

コードネーム演習①

授業計画

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

前　期

受入可能人数 若干名 科目等履修生ほか受入　　　

392001

　介護現場で役立つ歌を習得し、弾き歌い及び簡易楽器などを用いて音楽療法の実践ができる能力を身に
つける。

実践発表７０％、小テスト２０％、授業態度１０％

到達目標

学生に対するメッセージ（準備学習等）

プリント

評価方法

　テキスト以外

授業形態

音楽

白石 由美子

コードネーム演習②

年次配当

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業概要

総合発表

音楽療法②

音楽療法③

合唱①

合唱②

単 位 数 １単位　　　選択

　いつでも、どこでも演奏が可能な声、声楽を中心にした授業を行なう。弾き歌いが出来るようにコード
ネームも習得する。また介護の現場で歌える民謡、明治・大正・昭和の童謡、唱歌、歌謡曲、演歌なども
学ぶ。音楽療法の実践も行う。

　教科書(テキスト)

課題研究①

課題研究②

明治・大正の音楽（童謡、唱歌）

明治・大正の音楽（童謡、唱歌）

昭和の芸能と音楽(中田喜直他）

昭和の芸能と音楽(演歌、他）

音楽療法①



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義　

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　課題にそった運動が構成でき、その内容をもとに受講生同士で幼児に見立てた指導ができる。

幼児体育論

松本 典子

資格選択区分

到達目標

　幼児教育保育学科で学んだ幼児期の発達特性や運動方法に関する知識を基に、基礎的な運動能力やリズ
ム感を養うような幼児に適した運動内容の構成と指導方法について実践的に追求し、深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

　使用しない 　資料を配布

392005

単 位 数 ２単位　　　選択

動きのバリエーションの検討（基本運動）

　　　　〃　　　　　　　　（用具を利用した運動）

年次配当

開講時期

幼児期の運動あそびの実態とあり方

運動あそびの分類

授業計画

　　　　〃　　　　　　　　（その他の運動）

課題別運動構成①

　　　　〃　　②

体験・意見交換①

受入可能人数 －

　　　　〃　　　　　　　　（器具を利用した運動）

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　運動指導に関する内容を、より専門的かつ実践的に深めます。したがって、授業は講義を中心としなが
らも、できるだけ実技を並行させながら進めていきます。自信をもって幼児の運動指導にあたりたい人に
受講を勧めます。

　課題運動構成６０％、意見発表・受講態度４０％

　　　　〃　　　　　　②

運動指導法とまとめ

　　　　〃　　②

　　　　〃　　③

　　　　〃　　④

具体的運動指導法の検討①



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

個人情報保護、成年後見制度

苦情処理、第三者評価、授業まとめ

医療制度

老人保健制度、後期高齢者医療制度

年金制度

障害者福祉、障害者自立支援制度

社会福祉の法制と領域

社会保障制度

少子高齢化社会、老人福祉の理念と制度

介護保険制度

受入可能人数 ２名

社会福祉基礎構造改革

学生に対するメッセージ(準備学習等)

  福祉を大きな視野から見て欲しい。福祉を柔軟な頭で考えて欲しい。福祉を温かい心で感じて欲しい。
福祉をみなさん自身の問題としてとらえて欲しい。日々の生活の中でできることから実践して欲しい。そ
してこの１年、理論と実践から思いきり学び、高齢者の方に、障害者の方、そして子どもたちに心より歓
迎される介護福祉士になって欲しい。

試験７０％、授業課題２０％、授業態度１０％

392026

単 位 数 ２単位　　　必修　

海外における福祉の展開　・歴史と現状

日本における福祉の展開

年次配当

開講時期

授業のねらい、授業計画、現代社会と時代の特徴、くらしと社会福祉

福祉とは　　・定義　　・理念　　・目的　　・制度

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

介護福祉士養成講座編集委員会編「２社会と制度
の理解」中央法規　2009年1月

日々の新聞に掲載される福祉問題

授業概要

  自立した個人の生活、個人の尊厳を理解すると共に、その支援としての社会福祉、社会保障の制度を体
系的に理解する。また自助、共助、公助のバランスを考える。介護の専門職として、福祉に関する十分な
知識を得ると共に、介護の心の重要性を理解するようにする。

社会福祉総論Ⅰ

山田 修平

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

  福祉には、時代を超えて不易なことと、ダイナミックに変化すべきことがある。福祉の理念をしっかり
押さえると共に、生活、くらしの変化にどのように社会福祉の制度が対応すべきかについて考える。また
社会保障制度、介護保険、障害者自立支援制度、福祉関連団体とその活動等を学習する。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

学長

講義　

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 　　〃　　　　　－演習 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

　　〃　　－介護福祉士と介護②

まとめ

　　〃　　②

介護実践における原則①

　　〃　　　　②

　　〃　　　　③

　　〃　　　　④

　　〃　　　　　②　

　　〃　　　　　③　

　　〃　　　　　④

介護の理念①

　　〃　　　　　⑤(演習)

介護の概念－歴史

　　〃　　　　　－生活③(その人らしさ)

オリエンテーション(学ぶ意義・目的)

演習

介護福祉士を取り巻く状況①

　　〃　　　　　－専門職としての介護福祉士

　　〃　　　　　　　　　②

　　〃　　　　　－生活②(個別性・多様性)

人間と生活の理解－人間の特性

　　〃　　　　　－生活①

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

授業概要

　領域「介護」の基礎となる介護の意義、介護福祉士の専門性と役割を理解する。
　介護が必要な状態になっても尊厳をもって生活できるよう支援するための基本姿勢を理解する。

　　〃　　　　　－演習③

　　〃　　　　　－演習①

　　〃　　　　　－演習②

　　〃　　－介護福祉士と介護①

介護福祉士と倫理①

介護福祉士養成講座編集委員会(編)
「介護の基本Ⅰ・Ⅱ」中央法規

適宜プリント配付
ビデオ等使用

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　専門職としての、知識・技術・倫理を習得することが求められます。
　習得できたことが実践できるよう学ぶと共に、介護の必要な人の生活・人生に寄り添うことができるよ
う自分自身の人間的成長を目指しましょう。介護・福祉の動向に限らず、社会の動きを知るためにも新
聞・ニュースなどを関心をもって見たり、聞いたりしましょう。

定期試験８０％、レポート・提出物２０％

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義　

１年次

前　期　　　井手添 陽子

資格選択区分 介護福祉士資格必修

392028

単 位 数

到達目標

　介護福祉士を取り巻く状況、介護福祉士の専門性・役割について学ぶ。
  「尊厳の保持・ノーマライゼーション・自立支援」という介護の基本姿勢を学ぶ。
　科目「介護の基本Ａ」「介護の基本Ｂ」の基礎となる内容を学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

－

４単位　　　必修　

年次配当

開講時期

介護総論

　　〃　　－考え方の変化

介護の概念－対象

授業計画

受入可能人数



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

日常生活動作と福祉用具の活用

他職種との連携

ICFに学ぶ利用者のアセスメント

自立に向けた移動の介護

自立に向けた身支度の介護

自立に向けた清潔保持・口腔ケアの介護

自立に向けた入浴の介護

自立に向けた食事の介護

自立に向けた排泄の介護

自立に向けた居住環境の整備

受入可能人数 －

授業形態

392032

単 位 数 ２単位　　　必修

「生活支援」とは

「生活支援」の考え方

ICFの視点と介護過程

年次配当

開講時期

「生活」の理解①

「生活」の理解②

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

介護福祉士養成講座編集委員会（編）
「生活支援技術Ⅰ・Ⅲ」中央法規

資料・ビデオ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　シートや演習を通して、自分自身の生活体系を客観的に考える事で「生活」を理解し、介護における個
別的生活支援の重要性を学んでいきます。

定期試験８０％、授業態度１０％、提出物１０％

授業概要

　介護福祉士の行う日常生活支援の内容を深く理解するとともに、尊厳保持の観点や自立を尊重した生活
の支援のあり方など、介護の基本的な考え方を理解する。

生活支援技術概論

米原 あき

資格選択区分
介護福祉士資格必修

到達目標

　テキスト・ビデオなどを基に「生活」を捉えて、介護の基本である「その人らしい生活」を支えるため
に必要な基礎知識を養う。個別ケアや社会参加に向けた生活支援の必要性を学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義　

１年次

前　期　　



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

住環境整備の実践的考え方（６）　　住宅の空間構成（居室等）

体験授業　　　　　　　　　　　　　施設バリアフリー体験

住環境整備の意義（３）　　　　　　住環境整備の重要性と必要性について

住環境整備の実践的考え方（１）　　　住宅改修

住環境整備の実践的考え方（２）　　住宅のバリアフリー化

住環境整備の実践的考え方（３）　　ユニバーサルデザイン

体験授業　　　　　　　　　　　　　施設バリアフリー体験

まとめ

住環境整備の実践的考え方（４）　　住宅の安全性

住環境整備の実践的考え方（５）　　住宅の空間構成（玄関・階段・水廻り等）

受入可能人数 －

授業形態

392033

単 位 数 １単位　　　選択

住環境における福祉の考え方（２）ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻｲﾝの考え方と自立支援のあり方

住環境整備の意義（１）　　　　　　住生活関連政策と関連法規について

住環境整備の意義（２）　　　　　　日本の住環境の特徴と実態について

年次配当

開講時期

居住環境整備の意義と目的

住環境における福祉の考え方（１）福祉、ノーマライゼーションの考え方

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

生活支援技術Ⅰ 福祉住環境コーディネイター検定３級テキスト

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　今、福祉行政は元気な高齢者をめざすための政策を最重要課題としています。そのための知識を身につ
けてください。それは、今後どんな社会になっても必要なものとなる筈です。

試験５０％、レポート２０％、授業態度２０％、発表１０％

授業概要

　自立して自宅で暮らすには安全で安心できる住環境が必要である。住環境の基礎知識を習得し、自立し
た生活支援をするため環境整備の重要性と方法を理解する。

生活環境支援技術

藤原 賢治

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　高齢者や障害者が安心して暮らす為には住環境、社会環境の整備は不可欠となっている。又建築技術、
福祉技術も近年大きな変化が見られる。テキストを中心に体験等を通じて社会的弱者が自立できる社会に
向けての技術を学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

非常勤講師

演習

１年次

前　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

洗髪の介護

実技検定

衣服着脱の介護①

衣服着脱の介護②

衣服着脱の介護③

清潔の意義と目的

入浴・シャワー浴の介護①

入浴・シャワー浴の介護②

全身清拭の介助

部分浴の介護

受入可能人数 －

授業形態

392036

単 位 数 １単位　　　選択

口腔清潔の意義・目的

口腔ケア

衣服着脱の意義・目的

年次配当

開講時期

身支度の意義と目的

整容の介護

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

介護福祉士養成講座編集委員会（編）
「生活支援技術Ⅱ・Ⅲ」中央法規

建帛社「新版介護技術」・ビデオ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　「身支度・口腔ケア・衣服の着脱・入浴・清潔」がもたらす効果を知り、利用者が「よりよく生活す
る」ための支援の方法を学びます。日常生活における介護場面の演習を通し、安全・安楽な介助方法を身
につけます。

定期試験８０％、実技１０％、授業態度１０％

授業概要

　日常生活の「身支度、口腔ケア、衣服の着脱、入浴、清潔」に関する知識と、それに対する安全・安楽
な介助方法を身につける。

日常生活支援技術Ｃ

米原 あき

資格選択区分
介護福祉士資格必修

到達目標

　「生活」における身支度・口腔ケア・衣服の着脱・入浴・清潔のもたらす効果を知り、一人ひとりの状
態に合わせた支援の根拠を明らかにするとともに、介助の留意点を学ぶ。演習を通して理論を実践につな
げ、支援・介助方法を習得する。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

前　期　　　



不可

1

2

3

4

5

6 基本料理（常食　和食）

7 基本料理（常食　和食）

8 基本料理（常食　洋食）

9 糖尿病食

10 減塩食

11 骨粗鬆症を予防する食事

12 軟菜食

13 介護食

14 献立作成

15 自主献立実習（グループ別の提出献立による実習）

高齢者の身体的・生理的特徴と食生活の特徴、高齢者のための調理の基本

受入可能人数 －

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　栄養バランスのとれた食事を楽しみながら,安全に食べていただくにはどんな事を注意して食事を作っ
ていけばよいのか基本的なことを学びます。高齢者の身体的・生理的変化について学習しておいてくださ
い。

定期試験８０％、授業態度１０％、提出物１０％

教材

評価方法

392037

単 位 数 ２単位　　　選択

高齢者の身体的・生理的特徴と食生活の特徴、高齢者のための調理の基本

家事の介護の基本、家事の介助の方法

年次配当

開講時期

オリエンテーション、家事の意義と目的、食生活と栄養

家事に関する基礎知識、食生活と食品成分、食生活の衛生と安全について

授業計画

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

未定 未定

授業概要

　個々人の自立・自律を尊重し、潜在能力を引きだしたり、見守ることも含めた自立に向けた家事の介護
技術を用いて安全に援助できる技術や知識について学ぶことにより、食生活を営む知識を理解するととも
に、家族一人一人の健康を考えた食生活を経営管理する能力と態度を身につける。

家事生活支援技術

亀崎 幸子

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　家事の意義と目的を理解し、自立に向けた家事の介護技術を用いて安全に援助できる技術や知識につい
て理解する。家事の中でも食生活は健康維持に大きく影響を及ぼす。高齢者にとっては楽しみの一つでも
ある食事に重点を置いて、高齢者の食生活の特徴と留意点等について調理実習を通して理解を深める。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

生活学科　食物栄養専攻

演習　

１年次

前　期　　　

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

－

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

前　期

392039

 科目等履修生ほか受入　　　

年次配当

・介護過程の展開に基づいた生活支援が、利用者の尊厳を守るケアや個別ケアを実現することにつながる
ことを理解する。
・介護過程を展開する基礎的な知識を習得する

介護過程Ⅰ

提出物７０％、授業態度３０％

到達目標

自立支援と人間としての尊厳の保持の観点から介護過程の意義と目的を理解していく。

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

単 位 数 ２単位　　　選択

介護福祉士資格必修

開講時期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態 資格選択区分

久山 かおる

受入可能人数

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　自らの思考の過程を振り返ることもします。積極的な授業参加を望みます。

介護過程の意義と目的　 アセスメント１

介護福祉士養成講座編集委員会(編)
｢介護過程」　中央法規

プリント、ビデオなど

評価方法

教材

ケアプランの作成１

ケアプランの作成２

介護過程とは何か　

介護過程とは何か

生活支援の考え方と介護過程の必要性　１

生活支援の考え方と介護過程の必要性　２

アセスメント２

アセスメント３

授業概要

生活支援システムの一環として展開される介護過程

介護過程におけるヒューマニティとサイエンスの結合

ケアプランの作成３

ケアカンファレンス

ケアカンファレンス

実施

介護過程の理解

介護過程のプロセスとは

生活支援システムの一環として展開される介護過程

生活支援システムの一環として展開される介護過程

モニタリング

評価

ＩＣＦを介護過程にどう生かすか介護過程の体系１

ＩＣＦを介護過程にどう生かすか

ＩＣＦを介護過程にどう生かすか

授業の振り返り

介護過程の体系２

支援関係の形成１

支援関係の形成２



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　〃

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　実習指導者の助言を得て、利用者のニーズに基づく生活援助のあり方を学びます。
　利用者の生活の場での実習です。節度ある真剣な態度で積極的に学ぶ姿勢で臨むことが大切です。
実習に向けて自分の健康管理をしましょう。

実習施設・事業所の評価に基づき評価　１００％(必要に応じて、施設・事業所間での調節)

　　〃

訪問介護事業所における実習(３日)

年次配当

開講時期

認知症対応型共同生活介護における実習(３日)

　　〃

授業計画

受入可能人数 －

授業概要

392020

単 位 数 １単位　　　選択

　　〃

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

介護実習日誌  　　介護福祉士養成講座編集委員
会（編）「介護総合演習」中央法規

　利用者との関わりを通して、様々な生活の場における利用者及びその生活を理解する。
地域での暮らしを支える支援(訪問介護・認知症対応型共同生活介護)を体験し、理解する。

介護実習Ⅰ

井手添 陽子

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　認知症対応型共同生活介護で、利用者と関わり、認知症のある人を理解する。
　訪問介護員に同行し、地域での暮らしを支える訪問介護を体験する。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

実習　

１年次

前　期　　　

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

高齢者との関わり方（事例を含む）④

高齢者との関わり方（機関連携）⑤

高齢者の生活と心理③

高齢者との関わり方（事例を含む）①

高齢者との関わり方（事例を含む）②

高齢者との関わり方（事例を含む）③

高齢者の生活と心理①

高齢者の生活と心理②

受入可能人数 －

老年期とその発達課題①

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　人間は成長発達していくなかで、身体的にも精神的にもさまざまに変化していく存在です。その奥深さ
を感じながら、年齢を重ねていくとはどういうことか、考えてみましょう。

レポート・提出物９０％、授業態度１０％

人間の成長と発達③

人間の成長と発達④

　「高齢者」の方の心理発達について理解すること、また事例などを通してどのように関わることが望ま
しいのかについて考えることができる。

教材

評価方法

老年期とその発達課題③

人間の成長と発達①

人間の成長と発達②

授業計画

授業概要

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

長谷川和夫ら編著「発達と老化の理解」建帛社 適宜プリント配布

老年期とその発達課題②

到達目標

　人間は誕生しその一生を終えるまで発達していく存在である。この発達の過程において、身体的・心理
的・社会的変化がみられる。こうした変化を見すえながら、高齢者の心理的な特徴について学ぶ。また、
高齢者との関わり方について実技を通して学ぶ。

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

392043

資格選択区分

発達と老化の理解

 科目等履修生ほか受入　　　

灘本 百美

介護福祉士資格必修

年次配当

開講時期

単 位 数 ２単位　　　必修



不可

1 医学とは～人体の構造：骨・筋肉 (１章１～２章２)

2 人体の構造～呼吸器 (２章２)

3 人体の構造：消化器～内分泌 (２章２)

4 人体の構造：感覚器～現代社会と疾病：老人性疾患 (２章２～３章１)

5 現代社会と疾病：生活習慣病 (３章２)

6 現代社会と疾病：がん(腫瘍) (３章３)

7 現代社会と疾病：骨・筋肉・神経疾患～消化器疾患 (３章４～３章５)

8 現代社会と疾病：感染症～腎・泌尿器・甲状腺 (３章６～３章８)

9 現代社会と疾病：難病～障害者医療 (３章９～３章１０)

10 リハビリテーション医療 (４章)

11 在宅医療の現状・医事法制 (５章、８章)

12 医療システム・保健医療対策（人口） (６章～７章１)

13 保健医療対策：地域保健対策の動向 (７章２)

14 救急医療（ＢＬＳ他） (５章３)

15 ＢＬＳ（実習）

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

前　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

・介護技術の根拠となる人体の構造や機能について理解する。
・日常よく遭遇する疾病と医療システムについて理解する。

こころとからだのしくみＡ

山本 敏雄

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　福祉・栄養学を専攻するものにとって最低限必要な医学的知識とそれを取り巻く医療システム等の現状
を授業計画に沿って教科書とスライドを使い授業を進める。

 科目等履修生ほか受入　　　 受入可能人数

392046

単 位 数 ２単位　　　必修

年次配当

開講時期

授業計画

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　これからの少子・高齢化社会においては予防医学を中心にした医学的知識が社会を支えるためにことの
ほか必要とされる時代になりつつあります。医学的知識は複雑・膨大でしかも急速に発展しており、限ら
れた時間内でそれらの内容をよく理解することは大変です。授業の前に教科書で予習をし、授業もよく聞
いてください。
最終授業は救急救命士指導のもとに救急医療に必要な蘇生術（ＢＬS)の実習を行います。

試験８０％、授業態度・実技（ＢＬＳ）２０％

授業概要

－

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

医学一般　福祉士養成講座編集委員会編集
（中央法規出版）

スライド、プリント

教材

評価方法



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義　

１年次

前　期

授業概要

　介護技術の根拠となる人体の構造や機能、及び介護サービス提供における安全への留意点や、心理的側
面への配慮について理解する。

こころとからだのしくみＢ

久山 かおる

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　こころとからだの両面から利用者の状態を見て、その状態がどのような要因から引き起こされているの
か、その根拠となる知識について学ぶ。そこから、利用者の尊厳の尊重と自立を支援するための適切な介
護方法を導き出していく。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

介護福祉士養成講座編集委員会（編）「こころと
からだのしくみ」　中央法規

DVD　資料

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　皆さんは自分の体のことを知っていますか。なぜ食物を飲み込めるのか。なぜ排尿するのか。一緒に考
えていきましょう。一見難しそうですが、資料を利用し、楽しく考えていきたいと思います。

試験８０％　授業態度２０％

「身支度を整える」に関連したこころとからだのしくみ

「活動」に関連したこころとからだのしくみ

「食事」に関連したこころとからだのしくみ

年次配当

開講時期

「生きている」しくみの理解

こころのしくみの理解

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

392047

単 位 数 ２単位　　　選択

「入浴・清潔保持」に関連したこころとからだのしくみ

「入浴・清潔保持」に関連したこころとからだのしくみ

「排泄」に関連したこころとからだのしくみ

「排泄」に関連したこころとからだのしくみ

「睡眠」に関連したこころとからだのしくみ

「睡眠」に関連したこころとからだのしくみ

コミュニケーションに関連したこころとからだのしくみ

死にゆく人のこころとからだのしくみ

死にゆく人のこころとからだのしくみ

授業の振り返り



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

392002

単 位 数 ２単位　　　選択

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

    講義

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態

教育原理特論

渡部 容子

資格選択区分

年次配当

開講時期

授業オリエンテーション、学校教育の歴史としくみ（１）世界

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

小川正人他編『市民と創る教育改革』日本標準、
2006年

配布資料
ビデオ

到達目標

　現代の教育のねらいやしくみを教育行政学という分野から概観します。「子どもたちの最善の利益」を
実現する教育のあり方を、地方の教育改革の実践から考えます。埼玉県志木市を題材としたテキストの
他、ビデオ教材も用い、現代的なトピックスに興味を持てるようにします。

 科目等履修生ほか受入　　　

少人数学級編成の取組み

不登校児を含む「ホームスタディー制度」

通学区域制度の弾力的運用

「地域立学校」の構築

受入可能人数 －

地方における教育改革：埼玉県志木市の場合

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　知っていそうでよく知らない教育のしくみ。福祉の問題と共通点も多いですよ。
　テキストは易しくはありませんが、それぞれのトピックは興味深いものだと思います。事前に読んで授
業に出席しましょう。

定期試験８０％、授業態度・発表２０％

授業概要

　学校教育のねらいやしくみを総合的に理解する。また、教育の様々な現代的な話題に興味をもち自ら知
ろうとし考える姿勢を養う。各論として、保育・幼児教育と小学校の接続について理解する。

学級編成と教員採用

学校教育の歴史としくみ（２）日本

学校教育の歴史としくみ（３）現代の教育改革

海外の教育改革

まとめと質疑応答

特別なニーズをもつ子どもと特別支援教育

５・６歳児の発達と幼小連携教育

教育予算の編成と学校配当

「地域立学校経営協議会」の展開



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 　〃　　　　　　

15

392004

年次配当

開講時期

受入可能人数 ３名

単 位 数 ２単位　　　選択

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

    講義

１年次

後　期

授業形態

科 目 名

担 当 者

所    属

授業概要

保育の場における児童文化（財）を考える

　〃　　　　　　

　・改めて児童文化（財）を見つめ、認識を深める。
　・関心のある児童文化財の内容を深め、保育・福祉の場における即戦力、応用力となる知識・技能を習得
する。

児童文化特論

齊木 恭子　

到達目標

　広範な領域を持つ児童文化の中から受講生が特に関心のあるトピックを選び、深く掘り下げていく。自
由研究。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

適宜プリント配布

学生に対するメッセージ

　児童文化（財）とは何か、改めて考えてみましょう。そして、それらが保育や福祉の場でどのように活
かせるか。履修者各自が自由に課題を決め、研究に取り組んでみましょう。

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

提出物７０％、発表３０％

　〃　　　　　　

　〃　　　　　　

　〃　　　　　　

福祉の場における児童文化（財）を考える

　〃　　　　　　

自由に課題を決めて（課題研究）

資格選択区分

　〃　　　　　　

　〃　　　　　　

　〃　　　　　　

　〃　　　　　　

　〃　　　　　　

　〃　　　　　　



可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　　　　　　　　　　　　　同上

発表会　　総まとめ　　　論文提出　（論文展示）

論文企画書（３）提出　　中間まとめと質疑応答

　　　　　　　　　　　　第３回報告　５名　ディスカッション　　コメント

　　　　　　　　　　　　　　同上

　　　　　　　　　　　　　　同上

論文企画書（２）提出　　第２回報告　５名　ディスカッション　　コメント

　　　　　　　　　　　　　　同上

　　　　　　　　　　　　　　同上

　　　　　　　　　　　　　　同上

受入可能人数 ２名

　　　　　　　　　　　　　　同上

学生に対するメッセージ(準備学習等)

  本来、学ぶのは受け身ではなく、自ら行う主体的な活動だ。頭だけではなく、足を、手をそして心をフ
ル活動する実践的な活動だ。学ぶ本当の「シンドサ」を、そして「楽しさ」を味わって欲しい。
こうした主体的な学びは、プロとしての介護福祉士への確かな一歩であると共に、あなたの人生を豊かに
してくれる筈だ。

論文７０％、授業中の報告２０％、課題ノート１０％

392027

単 位 数 １単位　　　選択

　　　　　　　　　　　　　　同上

　　　　　　　　　　　　　　同上

年次配当

開講時期

授業のねらい、授業の進め方、研究の進め方、論文の書き方

論文企画書（１）提出　　第１回報告　５名　ディスカッション　　コメント

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

授業の性格上、特に定めない。 調査、研究、論文作成に必要な
各自個別の文献、資料

授業概要

  学生が主体的に学ぶことにより、介護福祉士として必要な広く、深く、そして真に身に付いた知識を修
得する。またこれからの介護現場において求められる、常に探求する姿勢、さらに研究方法を身につけ
る。

社会福祉総論Ⅱ

山田 修平

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

  社会福祉の全域から、学生自らが課題を設定し、調査、研究、発表し、最終的には４００字詰め原稿用
紙４０枚の論文を作成する。具体的には社会福祉の制度、援助技術、また高齢者、障害者、児童、生活困
窮者等に関する様々なテーマ設定が予想される。授業は演習形式で進める。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

学長

演習　

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1 16

2 17 　　〃　　　　　　　　　　③

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30介護サービス提供の場－特性①

介護サービス提供の場－特性②

介護サービス提供の場－仕組み①

　　〃　　　　　　　　　　　②

　　〃　　　　　　　　　　　④

各サービスの概要と特性①

　　〃　　　　　　　　②

　　〃　　　　　　　　③

　　〃　　　　　　　　④

　　〃　　　　　　　　⑤

介護福祉士養成講座編集委員会(編)
「介護の基本Ⅰ・Ⅱ」中央法規

　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　④

介護を必要とする人の理解－高齢者①

　　〃　　　　　　　　　　　　　②

　　〃　　　　　　　　　　－演習

　　〃　　　　　　　　　－生活支援の意義①

　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　②

　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　③

まとめ

　介護のはたらきと基本的な視点を学び、提供する生活支援の意義について理解する。
　高齢者や障がいのある人について理解し、それぞれに応じた介護ニーズについて理解する。
　介護サービスが提供されている様々な場の特性を具体的に理解する。

介護のはたらきと基本的視点－ICF①

　　〃　　　　　　　　　　－ICF②

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

科 目 名

　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　②

　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　③

　　〃　　　　　　　　　　　　　③

　　〃　　　　　　　　　　　　　④

　　〃　　　　　　　　　－障がいのある人① 　　〃　　　　　　　　⑥

　　〃　　　　　　　　⑦

　　〃　　　　　　　　⑧

受入可能人数

392029

単 位 数 ４単位　　　必修　

年次配当

開講時期

介護の基本Ａ

井手添 陽子

資格選択区分

所    属

適宜プリント配付
ビデオ等

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　「介護総論」は、「介護」の基礎です。復習しておきましょう。他の科目（日常生活支援技術・障害の
理解等）と関連させながら学びましょう。

定期試験８０％、課題・レポート２０％

授業形態 介護福祉士資格必修

到達目標

　介護のはたらきと基本的な視点を学び、提供する生活支援の意義について学ぶ。
　高齢者や障がいのある人について学び・理解を深める。
　介護サービスが提供されている様々な場の特性を具体的に学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

担 当 者

－

授業概要

　　〃　　　　　　　　　　　③

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義　

１年次

後　期



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

健康管理の意義と目的

健康管理に必要な知識と技術

安心してはたらける環境づくり

まとめ、介護福祉士を目指す皆さんへ

演習を通して事故防止を考える。

生活の場・高齢者介護施設での感染対策

感染対策の基礎知識とリスクマネジメント

感染症発生時の対応

手洗い演習と感染防止についての検討（グループワーク）

介護従事者の健康と安全

受入可能人数 －

授業形態

392030

単 位 数 ２単位　　　必修　

介護における安全の確保

事故防止、安全対策のためのリスクマネジメント

事故防止、安全対策の基礎と実際

年次配当

開講時期

介護実践における多職種（チームアプローチ）の意義と目的

地域連携

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

介護福祉士養成講座編集委員会(編)
「介護の基本Ⅱ」中央法規

DVD　　参考資料

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　講義のみでなく、グループディスカッションを行い、介護現場の日常に潜む危険を考えていきます。実
際に「ヒヤリハットメモ」や「事故報告書」を書いてみましょう。また、それがどのように生かされてい
くのかも考えていきます。

試験７０％、提出物３０％

授業概要

　チームケアや介護における安全の確保とリスクマネジメントについての重要性を理解する。

介護の基本Ｂ

久山 かおる

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　ケアマネジメントや職業倫理、リスクマネジメントそして介護従事者の健康管理などについて学ぶこと
が、安全かつ安心できる介護や信頼のおける介護につながることを学習していく。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義　

１年次

後　期



不可

1 佐伯秀宣

2 佐伯秀宣

3 佐伯秀宣

4 佐伯秀宣

5 佐伯秀宣

6 佐伯秀宣

7 佐伯秀宣

8 佐伯秀宣

9 西村純一

10 山田千恵

11 西村花枝

12 佐伯秀宣

13 佐伯秀宣

14 佐伯秀宣

15 佐伯秀宣

課題発表・まとめ

課題発表

認知症に対するリハビリテーション

整形外科疾患に対するリハビリテーション

中枢疾患に対するリハビリテーション

起居動作・移動を中心とした援助法

高次脳機能障害・精神障害に対するリハビリテーション

職業的リハビリテーション

ＩＣＦを使用しての対象者の捉えかた２

受入可能人数 －

嚥下・構音障害に対するリハビリテーション

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　近年、リハビリテーション分野においての介護福祉士の役割が重要視されてきています。世間の
期待に応えられるような介護福祉士になれるよう頑張っていきましょう！

課題発表８０％、授業態度２０％

授業計画

教材

392011

単 位 数 ２単位　　　選択

社会的リハビリテーション

ＩＣＦを使用しての対象者の捉えかた１

年次配当

開講時期

リハビリテーション総論

医学的リハビリテーション・工学的リハビリテーション

教育的リハビリテーション・知的障害

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

山本和義「福祉領域のリハビリテーション論」
医歯薬出版
黒澤貞夫「ICEをとり入れた介護過程の展開」健帛社

竹内孝仁「リハビリテーション概論」建帛社
砂原茂一「リハビリテーション」岩波新書

授業概要

　リハビリテーション分野における介護福祉士の役割の理解ができ、対象者への自立に向けた関わ
り方が分かるようになる。

リハビリテーション論

佐伯 秀宣　他

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　リハビリテーション分野における介護福祉士の役割、また基礎的な理念と障害について教授す
る。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

非常勤講師

講義

１年次

後　期

科 目 名

担 当 者

所    属

授業形態



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

後　期

授業概要

　介護の延長線上における終末期ケアが増えるなかで、医療職をはじめとして他の職種と協働して利用者
の終末期ケアに関わる機会は増加する。そのために必要な知識、技術を取得する。また死生観を養う。

終末期の介護

久山 かおる

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　日常生活の中で、学生が死に直面する機会は少ない。文献、家族の体験を聞くことやディスカッション
により、自らを振り返り死生観を養う。また、終末期ケアの流れとケア方法を知る。

 科目等履修生ほか受入　　　

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

「こころとからだのしくみ」
「生活支援技術Ⅱ」

ＤＶＤ、参考資料

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　死を学ぶことにより、今の生を考えます。自らの死生観を養っていきます。ビデオなどを視聴し、ディ
スカッションの時間を多く取っていきます。

レポート６０％、ミニテスト３０％、授業態度１０％

死生観１

死生観２

死生観３

年次配当

開講時期

終末期ケアの意義

制度と在宅・介護福祉施設における看取りケアの考え方・チームケア

科 目 名

担 当 者

所    属

受入可能人数 －

授業形態

392038

単 位 数 １単位　　　選択

基本的ケアと技術

基本的ケアと技術

ステージごとのケア

家族の支援

危篤時のケア

危篤時のケア

死後のケア

グリーフケア

グリーフケア

授業の振り返り



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　ICFの概念を取り入れ、利用者の潜在能力を引き出し、活用・発揮することの意義について、演習を繰
り返しながら学んでいく。利用者のの情報収集からニーズを抽出し、個別の生活課題を解決することの大
切さを理解する。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

　演習　

１年次

後　期　　　

　介護過程Ⅰを基本に「介護過程」の思考過程を、具体的な事例を通して示していきます。演習を通じて
思考過程のトレーニングを何度も繰り返し、コミュニケーション力・分析力・書く力を養います。

授業態度１０％、提出物９０％

授業概要

　介護過程の「アセスメント力」を身につける。アセスメントシートを活用しながら、思考過程のプロセ
スを順序立てて理解し、情報の分析・統合化とニーズの抽出ができるまでの、介護の専門能力を身につけ
る。

介護過程Ⅱ

米原 あき

資格選択区分
介護福祉士資格必修

到達目標

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

介護福祉士養成講座編集委員会（編）「介護過
程」中央法規

資料・ビデオ

学生に対するメッセージ（準備学習等）

アセスメント「情報の解釈・分析・統合」演習①

年次配当

開講時期

介護福祉士の専門性と介護過程

フェイスシート

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

介護計画の「実施」演習

介護計画の「評価」演習

受入可能人数 －

授業形態

392040

単 位 数 １単位　　　選択

アセスメント「情報収集」演習①

アセスメント「情報収集」演習②

「介護過程」展開事例①

「介護過程」展開事例②

アセスメント「情報の解釈・分析・統合」演習②

介護計画の「課題」演習①

介護計画の「課題」演習②

介護計画の「長期・短期目標」演習

介護計画の「援助の内容・方法」演習①

介護計画の「援助の内容・方法」演習②



不可

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

演習　

１年次

後期

授業形態

392041

年次配当

開講時期

介護過程Ⅲ

米原 あき

資格選択区分
介護福祉士資格必修

到達目標

　介護過程Ⅰ・Ⅱの学習を基礎とし、事例演習を多く取り入れ、個別の生活課題や潜在能力を引き出すた
めのアセスメント・介護計画の立案・実施・評価の必要性を理解する。介護実習の取り組み事例から、演
習を繰り返し、実践の能力を養う。

 科目等履修生ほか受入　　　

科 目 名

介護福祉士養成講座編集委員会（編）　「介護過
程」中央法規

資料

学生に対するメッセージ（準備学習等）

授業概要

担 当 者

所    属

　介護実習における取り組み事例を通して、専門的な思考過程や介護過程の展開ができることを目指す。
最終的には「個別援助計画書」を自ら作成して、実習で実施することで「その人が望む生活」のための支
援を体験的に理解することができる。

実習における取り組み事例－アセスメント①

事例でみるチームアプローチ②

　　介護実習における取り組み事例を通して、介護過程の理解・展開ができることを目指します。
　最後に介護実習Ⅱで取り組んだ事例の介護過程の展開について、発表します。

授業態度10％、発表40％、提出物50％

単 位 数 ２単位　　　選択

　テキスト以外

　　〃

介護過程とケアマネジメントの関係性② 取り組み事例の中間発表①

実習における取り組み事例－アセスメント② 　　〃

受入可能人数 －

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト)

介護過程とケアマネジメントの関係性① 実習における取り組み事例－モニタリング

実習における取り組み事例－計画立案② 　　〃

実習における取り組み事例－計画立案③ 　　〃

実習における取り組み事例－実施 　　〃

実習における取り組み事例－評価 介護過程のまとめ

事例でみるチームアプローチ① 取り組み事例の中間発表②

取り組み事例の発表準備

カンファレンスと介護過程① 　　〃

カンファレンスと介護過程② 　　〃

実習における取り組み事例－計画立案① 取り組み事例の発表

実習における取り組み事例－アセスメント③ 　　〃

実習における取り組み事例－アセスメント④ 　　〃



不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　・夜勤業務の体験を通して利用者の夜間・早朝を含めた生活の状況を理解する

　・他職種との連携・チームケアの在り方を学ぶ

　

　

　

第二段階　18日間

　・第一段階を踏まえた学習を展開する

　・利用者の個別性を理解し、自立支援のための介護過程の展開について学ぶ

受入可能人数 －

授業形態

392021

単 位 数 ４単位　　　選択

　・利用者との関りを通して、利用者とその施設での生活を理解する。

　・施設で行われている生活支援技術を体験的に学ぶ

　

年次配当

開講時期

第一段階　6日間

　・高齢者・障がい者を支援する施設の機能役割を理解する。

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

介護実習日誌　介護福祉士養成講座編集委員会（編）
「介護総合演習」「介護過程」中央法規

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　礼儀をわきまえ、わからないことがあったら質問するなどの積極的な態度で実習に臨んでください。

実習施設の評価に基づく評価100％（必要に応じて施設間で調整）

授業概要

　利用者の個別性を理解し、個別ケアが実践できる生活支援技術を取得する。チームケアについて理解
し、チームの一員としての介護福祉士の役割について理解する。個別ケアを実践するための介護過程の展
開について事例を通して理解する。

介護実習Ⅱ

井手添陽子・米原 あき

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　第一段階は、生活を支援する施設の機能・役割と、その施設での利用者の生活を理解する。
　第二段階は、第一段階を基に、利用者の個別性を理解し、自立支援のための介護過程の展開を具体的に
学ぶ。「介護過程Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の学習を実習での取り組みでより具体的に学ぶ。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

実習

１年次

後　期
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高次脳機能障害を認める人の理解

高次脳機能障害を認める人の理解［家族理解］

障害者介護における連携と協働

授業の振り返り

視覚障害のある人の理解１

視覚障害のある人の理解２

聴覚障害のある人の理解１

言語に障害を認める人の理解

発達障害のある人の理解

精神障害のある人の理解

受入可能人数 －

授業形態

392045

単 位 数 ２単位　　　選択

肢体不自由のある人の理解２

内部障害のある人の理解１

内部障害のある人の理解２

年次配当

開講時期

障害の基礎的理解

肢体不自由のある人の理解１

科 目 名

担 当 者

所    属

授業計画

教材

評価方法

　教科書(テキスト) 　テキスト以外

介護福祉士養成講座編集委員会（編）「障害の理
解」中央法規

参考資料

学生に対するメッセージ（準備学習等）

　実際に障害を負われた当事者やご家族のお話を伺い、私たちは介護者としてどうあるべきかを考えてい
きます。

試験８０％、授業態度２０％

授業概要

　障害のある人の心理や身体機能に関する基礎的知識を習得するとともに、障害のある人の体験を理解
し、本人、家族を含めた周囲の環境にも配慮した介護の視点を習得する。

障害の理解

久山 かおる

資格選択区分 介護福祉士資格必修

到達目標

　医学的側面からの基礎知識として、身体、精神、知的、発達障害、難病のある人の体験を理解し、疾患
が日常生活に及ぼす影響を理解し、生活支援技術と関連付けて学んでいく。

 科目等履修生ほか受入　　　

専攻科　福祉専攻科目　シラバス

幼児教育保育学科

講義　

１年次

後　期




